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    登場人物


    



    [image: ]日本ひのもと 斗と和わ

    


    進化論と動物学が好きな高校一年生。草食系リア充。


    幼い頃に出会った青年を師匠と仰ぎ、尊敬している。


    



    



    [image: ]赤あか峰みね寧ね々ね音ね

    


    斗和のクラスメイト、内気で大人しい性格。


    彼女には、微力ながら異能力が備わっている。


    



    



    [image: ]青あお葉ば 萌も由ゆ里り

    


    斗和のクラスメイトで、学園一の美少女、寧々音の親友。


    明るく、誰とでも気軽に話せる外向的な性格。


    



    



    [image: ]木き茂も辺べ 卓たく二じ

    


    斗和の中学時代からの親友。太っていて、オタクで、性格も悪い。


    斗和だけ、彼のことを「キタジ」とあだ名で呼んでいる。


    



    



    [image: ]婦ふ設し樂だら 操みさお

    


    斗和の二つ年上の先輩。毒舌で爆乳。毅然として近寄りがたい雰囲気を持っている。


    



    



    [image: ]曽そ根ね瓦がわら 由ゆ貴き

    


    一年女子。思ったことがすぐ口に出る性格。


    



    



    [image: ]稲いな賀が 真しん平ぺい

    


    操のクラスメイト。理知的でリーダーシップをとる。
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    前回までのあらすじ


    



    　斗和は、クラスメイト赤峰寧々音と、その親友である青葉萌由里から、同時に別々の場所で告白を受ける。図書館で待つ寧々音に断りを入れ、萌由里の元へ向かう途中、突如として現れた巨大な猫の化け物──猫蜘蛛に襲われる。他の生徒が無惨に殺されるなか、命からがら逃げ出した斗和は、萌由里と合流し再び校舎へと戻った。そこで、白い化け物──ペタペタに遭遇した寧々音を助け、校舎を逃げ回るうちに婦設樂操から親友である木茂辺卓二が、未だ学校に残っていることを聞かされる。


    



    　化け物から一時的に逃れることのできた斗和たちは、職員室へ向かい、そこで学校が〝見えない壁〟によって隔離されている事実を知る。そんな中、卓二と一緒にいたはずの源本と遭遇し、決闘の末、卓二の居場所を聞き出すことに成功。無事、卓二と再会することができた斗和たちは、救助が来るまでの間、図書館で籠城を選ぶが、セーラー服の化け物──ぬしゃぼっちが異能力により図書館の中に現れ、それと同時にペタペタもバリケードを破って侵入してくる。斗和たちはさらなる犠牲者を出しながら、必死に図書館から逃げ出すのだった──。

  



  
    



    


    　　　第六章　　その背中は異能を語る


    



    　このまま走って逃げて、どうにかなるのだろうか？


    　寧ね々ね音ねは暗い絶望を感じていた。先を走るみんなとの距離が開いていくたび、自分一人だけが置き去りにされ、背後からひたひたと忍び寄る死の影に、飲み込まれてしまうような錯さつ覚かくを覚える。


    　図書館での籠ろう城じようは、呆あつ気けなく瓦が解かいしてしまった。ペタペタはいとも簡単にバリケードを突破し、ぬしゃぼっちに至っては、異能の力で難なく侵入してきた。もはや、安全といえる場所はどこにも存在しないだろう。


    　命からがら図書館から逃げ果おおせたものの、これからどうしたらよいか、わからなかった。ただただ、前の人から離れないよう必死に走り続けるだけだ。


    「大丈夫か？」


    　後ろから自分に追いついてきた斗と和わが、声をかけてくる。


    「あ、……うん」


    　斗和が走るのをやめたので、寧々音も足を止めた。肺が激しく痛み、呼吸の音が耳に貼はりついてくる。


    　彼の表情を見て、寧々音は息を呑のんだ。ぞっとするほど憔しよう悴すいしきった表情。爛らん々らんと光る眼めはどこか異様だった。まるで、この世のすべてを呪のろっているかのようだ。


    「斗和くんも、……大丈夫？」


    　思わず尋ねていた。明らかに大丈夫そうには見えないのに、意味のない質問をしてしまったと後悔する。


    「ああ、大丈夫だ。少し先を急ごう。みんなと離れないほうがいい。足音には注意しろ」


    　怒ったように言って、寧々音の腕を乱暴に掴つかんできた。無言のまま先導し、渡り廊下を歩きはじめる。いつもなら安心を与えてくれるはずの斗和の背中が、今は少しだけ怖かった。


    　教室棟にたどり着いたところで、廊下の先に萌も由ゆ里りたちの姿があることに気づく。自分たちが来るのを待っていてくれたのだろう。


    　そして寧々音は親友の顔を見て、──本能的に体を竦すくめてしまった。


    　蔑さげすむような冷酷な視線。よく知っているはずの萌由里が、まるで別人のように思えてくる。菫すみれ色の瞳ひとみの奥には、悋りん気きの炎が渦巻いているように感じられた。


    『どうして斗和くんは、寧々音のことばかり──』


    　図書館で漏もらした彼女の呟つぶやきが、まるで耳元で囁ささやかれたみたいに、はっきりと脳のう裏りに甦よみがえってくる。


    「待って、斗和くん」


    　罪悪感に胸を締めつけられ、寧ね々ね音ねは反射的に斗と和わの手を振り解ほどいていた。


    「どうかしたのか？　痛かった？」


    　斗和が驚いたように尋ねてくる。


    （言わなくちゃ。早く言わなくちゃ）


    　首を振って否定しながらも、寧々音の頭の中はそのことでいっぱいだった。


    　──私なんかじゃなく、斗和くんは萌も由ゆ里りちゃんのことを第一に考えて。


    　たったそれだけの、当たり前のことを伝えるだけなのに、いざ言葉にしようとすると思うようにいかない。こんなことを口にして怒られないか、急に不安になってきた。彼は大切な友人だからこそ、怒らせてしまったときに、どう反応したらよいかわからない。


    　悪いのは全部私だ。


    　私が無力で体力もないから、いつも斗和に心配をかけて、彼を危険な目に遭あわせている。それなのに萌由里を気遣うように言う権利が、自分にはあるのだろうか？


    　本当に情けなかった。異能力を持っていても、自分の身すら護まもれない。それどころか、大切な人たちの心までも犠牲にしてしまっている。


    　寧々音はぎゅっと唇くちびるを噛かみ締めて、勇気を振り絞る。


    「だめ……だよ。斗和くんは、萌由里ちゃんを、大切に……して」


    　やっとのことで声を出し、なんとかその科白せりふを言い終える。体の重心がぐらぐらと揺ゆれ、どこか不安定に感じた。何かに掴つかまっていないと、このまま倒れてしまいそうだ。


    「──こんなときに、何を言ってるんだ？」


    　頭上から、斗和のやや震えた声が降りてくる。まるで、怒りの感情を必死に押し隠しているみたいな声。ショックで胸が押し潰つぶされそうだった。


    「こんなとき、だから……だよ。こんなとき、だから……、斗和くんは、萌由里ちゃんのことを、もっと気にかけて……あげて」


    　消え入りそうな声で必死に反論する。そのことに自分でも驚いていた。誰かと言い争いをしたのは、これが生まれて初めての経験。


    「赤あか峰みね、今はそんな状況じゃないんだ。ちょっとの判断ミスで人が死ぬ。青あお葉ばだってきっとわかってくれている。変に気にしすぎだ。これ以上誰も死なせたくない。それのどこが間違っているっ！」


    　まるで自分と斗和だけを残して、この世からみんながいなくなってしまったかのように、彼の怒声だけが響いている。だからこそ、彼の言葉の矛む盾じゆんに気づくことができた。


    　やはり斗和の心には、萌由里を特別に思う気持ちが欠けている。本当に彼は、萌由里のことが好きなのかな、と疑問にさえ思う。


    　人を好きになるということは、その人を特別な存在にすること。何よりも大切にし、誰よりも特別に扱い、他者と明確に差をつけることだ。それをもって女の子は、愛されていることを自覚する。なのに、斗と和わの心は驚くほど平等だった。


    　萌も由ゆ里りは本当にかわいそうだ、と寧ね々ね音ねは思った。彼女の気持ちを今ここで聞かせてあげたい。彼女が何に堪たえて、どれだけ不安に感じているか教えてあげたい。萌由里は自分よりも、遙はるかにまっすぐなところがある。人懐なつっこいように思えて、とても臆病なところがある。必死に表に出さないようにしているだけで、相当な不安を抱え込んでいるはずなのだ。


    　そんな彼女を救えるのは世界中に一人だけ、斗和だけしかいない。それなのに──。


    　体の奥から何か熱いモノが迫せり上がってきて、顔がどろどろに溶けてしまいそうになって、訳のわからないまま、寧々音はあふれ出してくる涙を止めることができなかった。


    　悔しい。そう思った。


    　萌由里と斗和の仲を邪魔しているのは、ほかでもない自分なのに、情けなく涙を流すことしかできない。もっと伝えたいことがあるはずなのに、どうやっていいかもわからなかった。


    　強くなりたい。もっと強くなりたい──。


    「赤あか峰みねっ！」


    　斗和の叫び声で、寧々音は我に返った。次に、乱暴に引き寄せられる感覚。突とつ如じよとして全身を襲おそってきた奇妙な浮遊感が、心を不安にする。このまま永遠に続く奈落の底へ落とされてしまいそうで、咄とつ嗟さに近くにある物を手で掴つかんだ。


    　斗和が肩に掛けていた布袋。けれどもそれは、切れたザイルのようになんの抵抗も示すことなく、寧々音と一緒に宙を舞う。


    　突然、目の前に壁が現れた。硬く、冷たい感触を感じると同時に、鈍にぶい痛みが全身を襲ってくる。思わず、息が止まる。


    　なぜ、こんなところに壁が？　そう思って顔を上げたところで、寧々音は自分が廊下に倒れていることに気づいた。呆ぼう然ぜんと、自分を引き倒した斗和を振り返る。


    「ぬしゃぼっちか？」


    　いつの間まにか現れ出ていたセーラー服の化け物が、斗和の左腕を掴んでいた。


    　目の前が真っ暗になる。


    　恐れていたことが現実となってしまった。


    　捕まるべきは自分だった。ここで死ぬべきは自分だったのだ。それなのに、身代わりとなったのは斗和だ。自分みたいな役立たずのために。だが──。


    「うおおおおおおおおッッッ！」


    　斗和が咆ほう哮こうと共に、ぬしゃぼっちの腕を蹴けり上げた。それだけではない。いまだ自由な右手や両足で、猛烈な勢いで打撃を加えはじめる。


    　目が醒さめるような光景だった。


    　斗和は諦あきらめてはいなかった。圧倒的な力を持つ化け物相手に、怯ひるむことも立ち竦すくむこともなく、猛然と戦いを挑いどんでいる。


    「イタイ、イタイッ」


    　ついに、化け物が悲鳴をあげはじめる。斗と和わを掴つかんだ手は決して離すことはなかったが、残った左手で護まもるようにして、体を竦すくませている。まるで必死に暴力から身を護るいじめられっ子のような格好。


    　このまま倒してしまいそうだ。寧ね々ね音ねがそう思った瞬間、


    「──なんで、こんな酷ひどいことするの？」


    　幼おさない子供の声。


    　なぜ、こんなところに子供が？　寧々音は真ま面じ目めにも、そんなふうに思ってしまった。けれども違った。それは人のモノではない。斗和に殴られ、怯おびえたように震える化け物の声。


    　寧々音は呆あつ気けに取られてしまった。


    　斗和もそうだったのだろう、ぴたりと動きが止まっている。


    　その隙すきをぬしゃぼっちは逃のがさなかった。いや、これを狙ねらっていたのかもしれない。


    「しまったッ！」


    　右腕を掴まれてしまった斗和が、悔かい恨こんの声をあげ抵抗を試みるが、化け物の拘こう束そくを振り解ほどくことは叶かなわなかった。


    「赤あか峰みねっ、今のうちに逃げろッ！　すぐにこいつがやってくる！」


    　その言葉の意味を理解し、寧々音は頭を殴られたような衝撃を受ける。


    「早くするんだッ！」


    　さらに追い打ちがくる。何か言おうとするけど、頭が混乱して、その取っかかりすらも出てこない。


    　自分のせいで、自分の身代わりとなって、斗和が捕食されてしまう。その事実が、寧々音の心をどす黒く穢けがしていく。悪い夢だと思った。こんなの現実じゃない。


    　化け物が、人の頭を丸囓かじりできるほどの巨大な口を開く。残忍な歯し[image: ]がは何人もの生徒の血肉によって、ピンク色に染まっていた。それが斗和の頭を目がけて押し迫ってくる。


    「斗和……くんっ！」


    　嫌だ。


    　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だッ！


    　目の前で、大切な人が死にそうになっているのに、なんにもできないなんて──。


    　そんなの絶対に、嫌だッ！


    　彼を、──斗和くんを助けたい。


    



    『ならば、それをすればいい』


    



    　突然、知らない男性の声が聞こえてきた。


    　驚いて目を見開いた視界の先に、一人の青年が背中を向けて立っている。


    　すらりと高い背丈。決して太っているわけではないが、大きくて包容力を感じさせる背中。鼻筋は高く、きれいに整った横顔のシルエット。だけど逆光のせいで、表情までは窺うかがえない。


    　彼の足下からは、ぺたんと座っている自分のほうへ向かって、長い影が伸びている。なぜか影は一つではなかった。一つ、二つ、三つ……。影は全部で七つあった。


    「あの、どなた……ですか？」


    　寧ね々ね音ねは疑問を口にする。知らない人が相手なのに、不思議と恐怖はなかった。


    　けれども青年は、答える代わりに唇くちびるを緩ゆるめてみせる。表情は見えないはずなのに、なぜかはっきりとそれが認識できた。


    　横向きの青年。大人びていて、どこか斗と和わを思い起こさせる存在。直感に似た何かが、彼の正体を教えてくれる。


    「あの、もしかして……、師匠さん、です……か？」


    　彼は何も言わず、頷うなずくようなこともしなかったが、寧々音はなぜか、彼が斗和の師匠だということを確信した。


    （どうして、ここに？）


    　そう思ったところで、自分がいつの間まにか学校の廊下とは違う、全然別の場所にいることに気づく。


    　無限とも思える広い空間。視界を遮さえぎるものはなく、地平線はなだらかに伸びていて、まるで散光星雲のような空と一つにつながっている。師匠の前にはやわらかい光源があって、あたりをほのかに照らし出していた。


    　床ゆかには、透明な大理石のようなものが敷き詰められていて、その上を水が覆おおっている。絶えず押し寄せる波によって潮しお飛沫しぶきをつくり、潮しお騒さいのような優しい音があたりに響いていた。


    　いや、これは水ではないのかもしれない。ぬるま湯のような温度で、手触りも水とまったく同じなのに、なぜか服や手が濡ぬれたりしないのだ。


    　透明な床の下は漆しつ黒こくが広がっていた。すべての光を吸収し、何ものをも逃のがすことのない、絶望を思わせる深い闇やみ。懐なつかしく思う気持ちと共に、薄ら寒い恐怖も感じる。そこから、いくつも白い綿毛のようなものがふわふわと漂ただよい昇ってきて、空へと舞い上がっていく。


    　手のひらよりも、ちょっと小さいくらいの大きさ。やわらかそうな綿毛は、小動物の体毛を彷ほう彿ふつとさせて、寧々音は思わず手を伸ばしていた。


    『やめたほうがいい。人の魂たましいは繊せん細さいだから』


    　師匠が口を開く。


    　寧々音はびくりとなって、慌あわてて手を引っ込めた。心臓がとくとく鳴っている。人の魂とは何を指して言った言葉なのだろう。自分の魂のことなのか、それとも──。


    『斗和を、助けたいかい？』


    　再び、師匠の声があたりに染み渡る。温かく、頼りがいのある声。


    「はい」


    　寧ね々ね音ねは縋すがるような気持ちで頷うなずいた。


    『大丈夫。君ならできるよ』


    「え？　む、無理ですっ。私なんかに……。私の想おもいは、いつだって届か……ない」


    『君には力がある。それは君の想いを届けることのできる力。彼を救うことができる力だ』


    　それがあの力のことを言っているのだと、寧々音には理解できた。少しだけ物体を動かすことのできる異能の力。それがなんの役に立つというのか。


    『君は優しい子だね。……君のその能力は、敵を倒すためのモノ、聖剣の名を冠する力だ。その一振りは必殺。文字どおり相手を殺してしまう。君の無意識はそれを知っていたからこそ、その力が覚かく醒せいしないように、ずっと押さえつけていたんだ。君の心は戦いには向いていない。できることならば、誰とも争わずに生きていきたいと願っている』


    　なぜだろう。彼の言葉は否定できない。いや、否定する必要はないのかもしれない。師匠の言葉は真実だ。たとえ化け物であっても、生物を殺すなんて本心ではしたくなかった。


    『そして同時に臆病だ。その力を不気味なモノだと思い、それが大切な人を傷つけてしまわないか、そればかりを気にしている』


    「私、……怖いんです。こんな力、人間のモノじゃ……ない」


    　そう、人間の力でなければ、それを使える自分はいったいなんなのだろう？　自分は本当に人間なのだろうか？　自分だけが、平凡な世界から放り出されてしまったような孤独感がある。一度覚醒したら二度と戻れないような、漠ばく然ぜんとした不安を感じていた。


    『君は、その力を異能の力だと思っている。だから不安で、畏おそれを抱いだいているんだ。けれども違う。それは最初から、君たちを構成しているモノの一部にすぎない』


    「私たちを、構成する……モノ？」


    『寧々音、君は携帯電話を使ったことがあるはずだ。あれはこの世ならざる異界からやってきた物だろうか？』


    　寧々音は戸惑いながらも、首を振って否定する。戸惑った理由は二つ、携帯電話という単語がこの場に相応ふさわしくないと感じたことと、彼の質問の意図がわからなかったからだ。


    『そうだね。電波も電気も、携帯電話を形成する素材も、すべてこの地球上に初めから存在したものだ。どんなに不ふ可か思し議ぎに思えても、この世ならざるモノではない。物質界アツシヤーを構成する一部。だが、その存在を知らない多くの生物にとっては、大変恐ろしいものに感じられてしまうだろう。君の力もそうだ』


    　聞き慣れない単語が出てきたが、なんとなく彼の言わんとすることは理解できた。


    『君たちの意識は物質界アツシヤーに縛られている。物質界アツシヤーに生まれ、物マテ質リアによって構成され、物マテ質リアに依存しているから、それは仕方のないことだ。君たちにとって真実とは、物質界アツシヤーでの観測結果にほかならない。観測の限界こそが真実の限界となってしまっている。だから、この世界が連続だと信じて疑わない』


    　寧ね々ね音ねは申し訳ない気持ちになる。ここまでくると完全に理解不能だ。


    『君の細胞を素もとに、君と同じ個体を造ったとしよう。外見も生体データも完全に一致していて、科学的には区別がつかないとする。それに君と同じ記憶と性格を与えた場合、君とその個体は、果たして同じ人間だと言えるだろうか？』


    　寧々音は、どこかで似たような例え話を聞いたことがあった。そう、確か倫理の授業で最近話題に出た沼男スワンプマンの思考実験。教師はいくつかの例題を挙げはしたが、答えまでは教えてくれなかった。


    「そ、それは……私じゃ、ない……ような」


    　長考の末、寧々音は答える。


    『では、一匹の蛙かえるがいるとしよう。その蛙が見たものは君にも見ることができ、その蛙が感じた痛みは、君も感じることができるとする。蛙が喜べば君も喜び、蛙が悲しめば君も悲しむ。そして蛙が死ねば、君も死ぬ。その場合、君と蛙は同一だと言えるのだろうか？』


    　寧々音はしばらく考えてみたが、答えが出なかった。


    『仮に君が事故で大怪け我がを負ったとしよう。その世界ではロボット技術が発達していて、君の体を機械にしてしまった。皮ひ膚ふや骨格はもちろん、内臓や神経、脳までも完全に機械だ。当然記憶はそのままだし、意識も継続している。ただ一つ違うところは、修理が可能ということ。つまりは死なないんだ。それは果たして、生きていると言えるのだろうか？』


    　今度も答えることができなかった。人の定義なんて、自他の区別なんて、今まで一度も真剣に考えたことがなかった。〝私〟とは、いったいなんなのだろう？


    『その答えは、──君の目の前にある』


    　静かな声だった。それでいて、はっきりと耳に届いてくる。


    　寧々音は、はっとして目の前のそれを見た。


    　膝ひざと膝の間、押し寄せる波を切り裂くようにして、一本の槍やりが姿を現している。五つに分かれた矛ほこ先さきだけを波の間から覗のぞかせていて、どっしりとした柄えの部分は、まだ深い闇やみの中に埋もれたままだ。


    『それは異能の力なんかじゃない。君自身を構成するモノ。君が存在したときより君と共にある君自身の一部だ。それが目覚めたにすぎない』


    「どうして……ですか？　どうして私……だけ？」


    『君だけではない。異能力者はほかにもいる。生命の危機を敏感に感じとった君たちの無意識が、とうの昔に退化した能力を、必死になって復活させようとしているんだ。だから今はまだ覚かく醒せいに至っていない者も、次々に目覚めはじめることだろう。君は決して、孤独ではないんだよ』


    　不思議だった。師匠の言葉は、まるで魔力を秘めているかのように、寧々音の心を勇気づける。躊躇ためらう気持ちが薄れ、すべてを受け入れようという気になる。


    　ぎゅっと目を瞑つぶり、次に見開いたときには決意していた。寧ね々ね音ねは目の前の槍やりにそっと右手を伸ばし、五つある矛ほこ先さきの中央の刃先に触れる。


    　刹せつ那な、槍が猛烈な勢いで伸び上がってきた。指を突き抜け、胸を貫つらぬき、体の中心に五つの大穴を開ける。


    　寧々音はびくんと仰のけ反ぞり、苦しげな悲鳴を絞り出した。


    　けれどもそれは一瞬の出来事。


    　寧々音の体を貫いた槍は解ほどけるように無数の光の糸となり、彼女の胸にできた穴へと吸い込まれていき、見る間まに傷口を塞ふさいでいく。まるで槍が、彼女の体と融合していくようだ。


    　いや、それは事実なのかもしれない。槍が完全に姿を消したとき、寧々音の体は元どおりになっていた。服には破けた跡すらない。


    　寧々音はぎゅっと自分の体を抱き締めた。温かい何かが、力強い何かが、自分の中にあるのを感じる。その存在が言葉を介かいさず、直接脳に語りかけてくる。その名前を知り、その能力を識しり、それが紛れもなく自分の一部だという記憶を思い出す。そう、今までの自分は、ずっとずっと大切な記憶を封ふうじられたままの状態だったのだ。


    　そして、浮遊感。この空間から、自分自身が解き放たれていくのを自覚する。


    「師匠……さん？」


    　思わず寧々音は、彼に向かって手を伸ばしていた。これでお別れなのだと、本能が伝えてくる。わずかな時間しか話していないはずなのに、後ろ髪を引かれるような気持ちになる。


    『君は、僕との会話をすべて忘れてしまうだろう。生まれる前のことを覚えている人間はいない。けれども大丈夫だよ。すぐにまた会える。──それまでの間、さようならだ』


    　師匠の前にあった光源が、爆発するように広がっていく。底無しの深しん淵えんも優しい波の音も、空に描えがかれた星々も、すべてが眩まばゆい光で埋め尽くされていく。その光が師匠を包み込み、一瞬だけ彼の横顔を見ることができた。


    （斗と和わ、……くん？）


    　それは、寧々音がよく知る人物の顔だった──。


    



    　世界が急速に、音と質量を取り戻していく。


    　最初に聞こえたのは、誰かのつんざくような悲鳴。


    　全身に重力を感じ、細胞の一つ一つが引き締まるような感覚を覚えた。ぺたんと座り込んだままの姿勢。硬い床ゆかの感触は絶望を思わせる。


    　永ながい永い夢を見ていたような気がする。どこか幻想的な場所で、誰かと会話していたような記憶がある。けれど何も思い出せない。


    　だが、一つだけはっきりしていることがある。自分の中にある力。敵を倒すための刃。その存在を──。


    　目の前には、今にも頭から丸囓かじりされようとしている斗と和わの姿がある。二、三度瞬まばたきすれば、首から上がなくなった彼の無む惨ざんな遺体がさらされることだろう。


    　だめだ、それだけは絶対。


    　その感情に触発されたかのように、嵐あらしのようなエネルギーが体内から湧わき上がってくる。意識が圧倒的な力で満たされていき、唯ゆい一いつ敵を倒すことのみに収しゆう束そくしていく。


    　寧ね々ね音ねは、目の前に落ちていた千枚通しに指先で触れると、左目で目標ターゲツトを照準確定ロツクオンし、その名を告げる。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナク、──発動！」


    　刹せつ那な、千枚通しが桃色の流星となり廊下を馳はせた。空気を切り裂き、窓を震わせ、桃色の残光を残しながら、凄すさまじい速度で突き進んでいく。


    　その刃は寸分のくるいなく、ぬしゃぼっちの首を貫つらぬいた。


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    「ぐぎゃああああああああああぁッッ！」


    　突とつ如じよとして、ぬしゃぼっちが絶叫をあげる。臓ぞう腑ふに響くような声。


    　屍し肉にくと血の臭においが混じった強烈な口臭が襲おそってきて、斗和は思わず顔をしかめた。ぬしゃぼっちが咳せき込むようにして吐と血けつし、斗和の制服を鮮せん血けつで汚よごしていく。


    　斗和は混乱しながらも、状況を整理する。


    　どこからともなく飛んできた千枚通しが、奴やつの首を貫いたのだ。そこには千枚通しの刃が、生々しく突き刺さったままになっている。


    （いったい、誰が？）


    　そう思う間まもなかった。さらなる衝撃が、ぬしゃぼっちの腕を通して伝わってくる。


    　如い何かなる物理法則をもって放たれたかはわからない。突如、真下から現れたハサミが、奴の左腕を切断したのだ。斗和の右腕を掴つかんでいた黄緑色の手が、死んだ蝉せみのようにぼとりと剥はがれ落ちる。


    　再び悲鳴を撒まき散らすセーラー服の化け物。手首から先がなくなった腕からは、レモンを搾るように鮮血が流れ落ち、床ゆかの上に血溜だまりをつくる。


    　半身だけ自由となった斗和は、後ろを振り返り、それを見る。


    「……赤あか、峰みね？」


    　けれども何かが違った。目を疑うような現象が彼女に起こっている。


    　寧々音の全身を薄桃色の光が覆おおっていた。その光はやわらかく、彼女の髪の一本一本まで包み込んでいる。緋ひ色いろの瞳ひとみも淡く輝かがやいており、遠くからでもはっきりとわかる眼光は、真夜中の肉食動物を彷ほう彿ふつとさせる。だがよく見ると、左目の虹こう彩さいは変形しており、三本の同心円状の輪となっていた。


    　薄桃色の髪は、下から風で煽あおられたように揺ゆれている。いや、髪の毛だけではない。ブラウスもスカートも、それ自体が呼吸をしているかのように、ゆったりと揺らいでいた。


    　手にはカッターナイフとハサミ、大きめの三角定規を持っている。斗と和わがサブの武器として、図書館から布袋に入れて持ち出した物だ。


    　寧ね々ね音ねが右手に持ったカッターナイフを突き出してくる。そして、左目の同どう心しん円えんがすぼまったかと思うと、次の瞬間、彼女が手にしたカッターナイフが、桃色の光となって猛然と飛ひ翔しようし、斗和の横を突き抜けていく。


    「グガアァッ！」


    　くぐもった声が後ろから聞こえ、斗和は一緒になって二メートルほど吹き飛ばされた。斗和が倒れないよう踏ん張ったため、腕を掴つかんでいたぬしゃぼっちも転倒は免まぬがれたらしい。あれだけの攻撃を喰くらってもなお、奴やつの握あく力りよくは一切緩ゆるむことがなかった。


    　ぬしゃぼっちの腹には深々とカッターナイフが突き刺さっている。さらに大量の鮮せん血けつを吐き出し、口元を不気味な血の色に染めていた。おそらくは致命傷。


    「行って、……お願い」


    　寧々音の声が聞こえ、今度はハサミが発射された。切断する目的だろうか、刃は大きく開かれた状態のまま飛ひ翔しようしてくる。
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    　けれどもぬしゃぼっちは、斗と和わの予想を遙はるかに超えた行動を取ってきた。咄とつ嗟さに手を組み替えて斗和の腰を掴つかみ上げると、飛翔してくるハサミの前に掲かかげる。奴やつは斗和を、自分の盾たてとしたのだ。


    　ハサミはすでに寧ね々ね音ねの手を離れてしまっている。当然、意志を持たぬ物体に途中で攻撃を止めることはできない。そのまままっすぐに、目の前の物体を貫つらぬくだけだ。斗和は自分の体に深々とハサミが突き刺さる様を想像し、絶望を覚えた。


    　だが次の瞬間、ありえない現象が起こる。


    　まっすぐに飛んできていたハサミは突とつ如じよ軌き道どうを変え、斗和の体をするりとかわすと、背後のぬしゃぼっちを襲しゆう撃げきしたのだ。


    　──そして、四度目の衝撃。


    　腰を拘こう束そくしていた力が消え、斗和は自由の身となる。寧々音の攻撃は、ぬしゃぼっちの右手を切断したのだ。


    　奴は低い唸うなり声をあげながら、両手首の切断面をセーラー服に押しつけている。薄汚よごれた紺色のセーラー服は、両手首と腹部からの血を吸って、より一層暗い色に染まっていた。


    　ふと、斗和はそれに気づく。


    　ぬしゃぼっちの足下、そこに黒い円が広がりはじめていた。奴が転移するための門ゲート。この場から逃げ出すつもりだ。


    「まずいっ！」


    　斗和は咄とつ嗟さに叫んでいた。その声に続くようにして、寧々音が手にしていた最後の武器、──三角定規を撃ち放つ。


    　だがすでに、ぬしゃぼっちの体は、するすると引き込まれるようにして、黒い円の中に消えはじめている。


    　斗和の横から飛び出してきた三角定規は、ぬしゃぼっちに追い縋すがろうと高度を下げたが、わずかな差で奴が消え去るほうが速かった。三角定規は目標ターゲツトが消えたのを知るや、攻撃を諦あきらめた戦闘機のように高度を上げて飛び去っていく。


    　あの傷ならば、そう長くは保もたないはずだ。そんなことを考えながら、斗和は寧々音のほうを振り返った。そして、自分の考えが甘かったことを知る。


    　寧々音の背後に、──黒い円が広がっていた。


    　吸い込まれたのと同じ速度で、そこから濃厚な死の影が飛び出してくる。満まん身しん創そう痍いの化け物。血を垂れ流し、苦痛に顔を歪ゆがめ、激しく上下する肩は、奴がもう虫の息であることを知らせてくる。


    　──だから、なのだ。


    　自みずからの死を悟ったからこそ、奴は逃げることを選択しなかった。最さい期ごの力を振り絞っての転移。自分をこんな目に遭あわせた寧ね々ね音ねと、刺し違えるつもりなのだろう。


    　両手は失われたままなので、獲え物ものを掴んで押さえ込むことはできない。


    　だが、人の命を容易たやすく奪う強きよう靱じんな顎あぎとはいまだ健在。両手を使わず、口のみで寧々音の頭部を噛かみ砕こうとする姿は、海面を突き破って飛び出すホオジロザメを彷ほう彿ふつとさせた。


    　寧々音に気づいた様子はない。


    　いや、気づいたところで、彼女に逃のがれる術すべはないのかもしれない。彼女の手には、武器となるような物は握られていなかった。


    「赤あか峰みねッ！　後ろだあああああッッ！」


    　斗と和わは寧々音を助けようと駆かけ出した。だが、遅い。明らかに、ぬしゃぼっちの口が寧々音の頭部を噛み砕くほうが速いだろう。


    「赤峰えええぇッ！」


    　絶望の叫びをあげる。


    「大丈夫。……貫き届く刃の意志ブリユーナクは、すでに貫つらぬいて……いる」


    「──え？」


    　刹せつ那な、斗和の顔の横を、凄すさまじい速度で何かが飛ひ翔しようしていった。


    　桃色の流星。その光の軌き跡せきは、寧々音に向かってまっすぐに伸びている。目標を見失って、いずこかへと飛んでいった三角定規が、一八〇度向きを変えて戻ってきたのだ。


    　そして寧々音の首に当たる直前、稲いな妻ずまのようにジグザグに向きを変え、彼女の後ろにいたぬしゃぼっちの首だけを切断した。


    　幾人もの生徒を喰くい殺した化け物の頭部が、ボールのように回転しながら宙を舞う。やがて、ぼとりと鈍にぶい音を響かせて、床ゆかの上に転がった。今にも噛みつかんと口を大きく開いたままの生首。近づけば、そのまま食いつかれそうだ。


    　続いて、カランと渇いた音。いかなる物理法則なのか、三角定規は奴やつの首を切断後すぐに急停止し、目標以外のモノを傷つけることなく床に落ちた。さらには重量感のある音が続く。頭部を失い、その生命活動を終えたぬしゃぼっちの胴体が、重力によって無抵抗に引き倒されたのだ。


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、それらを眺めていた。


    　目の前の光景は、どこか現実味を帯びていないように感じられる。体の内側から迫せり上がってくる何か激しい感情のようなものがあるのだが、それをどう表現してよいかわからない。


    「斗和くん……。私、やった……よ」


    　満足そうな、そしてどこか痛みに堪たえるかのような表情で、寧々音が呟つぶやいた。そして、ぐらりと彼女の体が傾く。


    　斗和は反射的に駆け出していた。崩れ落ちた寧々音の体を、優しく抱きとめる。


    　軽いが、それでいてしっかりとした重み。彼女の体を覆おおっていた薄桃色の光はもう消えていた。腕の中の少女は静かに目を閉じていて、まるで死んでいるようにも思える。


    　いや、それは比ひ喩ゆではないのかもしれない。


    「……あ、赤あか峰みね？」


    　斗と和わは恐る恐る、彼女の名前を呼んでみた──。


    



    『斗和、斗和。君は近い将来、恐ろしく悲ひ惨さんな体験をすることだろう』


    「そうなの？　でも、ししょーがいれば大丈夫。全然怖くないよ」


    『僕は力になれない。そこでは君たちの力だけで乗り越えなくちゃいけないんだ』


    「え？　ししょーいないの？　どっか行っちゃうの？」


    『僕はどこにも行かないよ。けれども君は違う。そうでなくとも、戦いとは孤独なものさ。孤独を制する者が戦いを制すんだ』


    「嫌だよ。ししょーがいなくちゃ、なんにもできないよ」


    『大丈夫だよ、斗和。君には力がある。とても凄すごい力だ。その力が覚かく醒せいすれば、何も怖いモノはない。誰にだって負けることはない。だから、何も心配することはないよ──』


    



    　斗和はふと、顔にやわらかい感触を覚えて目を開ける。


    　そこは見慣れない場所だった。左右と中央にはロッカーが並び、その間には黒い革製のベンチが二対、縦に置いてある。窓はすべて薄いオレンジの遮しや光こうカーテンで覆おおわれていて、日の届かない室内を、蛍光灯の光が淡く照らし出していた。


    　ああ、そうか。と、眠る前の記憶を思い出す。ここは男子禁制の女子更衣室。斗和が見慣れていないのも当然のことだった。


    　斗和は靄もやがかかったような思考のなか、自分が壁際に座り込んで、何かにもたれかかった状態で寝入ってしまっていたことに気づく。深く考えることもなく、もたれかかっていたそれに手をついて、上半身を起こそうとする。


    　ぷよん。


    　手のひらを伝わって、妙な感触が伝わってくる。やわらかく沈み込むような感じなのに、どこか抵抗があって、必死に押し返してくるような圧力。不ふ可か思し議ぎで癖になりそうなやわらかさだ。思わず何度か、そのぷよん、ぷよんとした感触を堪たん能のうしてみた。


    「あん」


    　そして、甘い声。


    　びっくりして振り向くと、すぐ近くに、恥ずかしそうに俯うつむく曽そ根ね瓦がわらの横顔があった。


    　自分の手の行く先を、まじまじと見る。斗和の手は曽根瓦の胸を鷲わし掴づかみにしていたのだ。驚いた拍子に、もうひと揉もみしてしまう。


    「あん」


    「あ、ごめんっ」


    　慌あわてて手を離しながら、斗と和わは謝った。


    「う、うん。いいよ、別にわざとじゃない──」


    「あああああああッ！」


    　突とつ如じよ発せられた絶叫に、斗和たちはぎょっとして正面を向く。そこにはぷるぷると全身を震わせ、こちらを指さす卓たく二じの姿があった。


    「と、斗和が、……おぱ、おぱ、おぱ～いを、揉もんでいた」


    「本当にごめん！　なんだったら、一発ぶん殴ったっていい」


    　斗和は素直に、曽そ根ね瓦がわらに向かって頭を下げる。


    「だから、いいって。その……、斗和くんなら、嫌じゃないし──」


    「差別だ」


    「は？」


    　卓二の言葉に、曽根瓦が険けんの籠こもった疑問形を返す。


    「差別だろ、それ。だって俺おれが同じことをしたら、絶対犯罪者扱いするじゃないか？」


    「あんた、何言ってんの？　区別よ区別。私が誰にでも触らせるような女に見える？」


    「ちょー、見えるぜ。というか、ビッチにしか見えない」


    「なんですって！　というか、せめてこっち見てから言ってよね」


    「差別だ」


    「区別よ！」


    「区別ね」


    「区別だな」


    　卓二の後ろに立っていた操みさおと稲いな賀がも、曽根瓦の意見に賛同してきた。


    「くそっ、さっきは俺がおっぱいを触りたいと口にしただけで、まるでアンチョビ野郎か性犯罪者のように貶けなしていたくせに──」


    「『まるで』と『ように』には余計よ、卓二」


    「なんで俺はだめで、斗和ならいいんだよっ！」


    「えっと、そ、それはその……」


    　珍しく曽根瓦が言い淀よどむ。ちらりと斗和に視線を送り、ばっちり目が合うと、耳まで真っ赤かにしてそっぽを向いた。


    「眠っていた、からよ……。不ふ可か抗こう力りよくってやつじゃん」


    「っていうか、斗和。こんな状況で寝てたのか？　いったい、どんな神経してんだよっ！」


    「ああ、悪い」


    　斗和は曖あい昧まいに応えた。まだ少し、頭がぼんやりとしているみたいだ。


    　ふと、ベンチに腰かけている萌も由ゆ里りの姿に気づく。彼女は自分の胸に手を当て、悲しそうにため息をついたあと、ちらりとこちらへ視線を寄こしてきた。


    　ばっちりと視線が交こう錯さくする。


    　萌も由ゆ里りはきょろきょろと、どこか隠れる場所を探すように挙きよ動どう不ふ審しんな動きをしていたが、やがて諦あきらめたように、やや困ったような愛あい想そ笑いを浮かべてみせた。


    　そして斗と和わは、萌由里の愛想笑いの向こう側、もう一つのベンチの上に、静かに横たわる寧ね々ね音ねの姿があるのを見つける。急速に頭が覚かく醒せいしていくのを感じた。慌あわてて立ち上がると、寧々音の傍かたわらに走り寄る。


    　彼女の胸は、その生命の活動を示すように、上下に動いていた。小さな口と鼻からは、静かな呼吸の音が聞こえてくる。


    　斗和は、ほっと息を吐いた。寧々音はぬしゃぼっちを撃破したあと、気を失うようにして深い眠りについたのだ。今もまだ、ぐっすりと眠っている。


    　斗和は改めて、まわりの状況を確認した。女子更衣室の中には、自分をはじめとして、萌由里、操みさお、卓たく二じ、曽そ根ね瓦がわら、稲いな賀が、そして寧々音の七人がいる。入り口の前には、見張りとして黒くろ井い澤ざわと小こ島じまの姿があった。


    「青あお葉ば。ここに来てから、どれくらい時間が経たった？」


    「およそ、三分くらいね」


    　答えたのは、操だ。彼女は腕時計に真しん紅くの瞳ひとみを向けている。


    「え？　そうなんですか？」


    「マジだよ。斗和くん、ここに座ったら、すぐに舟を漕こぎはじめたし、寝ていたのもほんの数秒程度だったから──」


    　曽根瓦が答える。


    　その科白せりふを聞いても、斗和には実感が湧わかなかった。内容は覚えていないが、ずいぶんと長い間、夢を見ていたような気がするのだ。けれども『邯かん鄲たんの枕まくら』の故事には、粥かゆが煮える間に、自分の一生を夢で見たという話がある。夢の速度と現実の速度は違うのかもしれない。


    　斗和はそのまま萌由里の横、ベンチの上に腰を下ろす。彼女が近くにいるのは、ずいぶんと久しぶりのような気がした。惨さん劇げきがはじまってから、まだ数時間しか経っていない。それなのに、あの平穏だった日常が遙はるか遠くに感じられる。


    　どことなく気まずい空気が漂ただよっていた。お互い言いたいことがあるのに、その一言を口に出せなくて、牽けん制せいし合っているような雰ふん囲い気き。


    「青葉、あの……ごめん」


    　何か話しかけなければ、と思った斗和は、思い切って口を開いた。


    「え？　な、なんのこと？」


    「あ、その……、曽根瓦さんの胸を──」


    　斗和は指先で頬ほおを掻かきながら、気まずそうに言い淀よどむ。


    「ううん、いいよ、別に……。ふ、不ふ可か抗こう力りよくだったんでしょ？」


    「ちょっとぉ、なんで私の胸のことをその子に謝って、その子が許してんの？」


    　曽そ根ね瓦がわらが不満げな声をあげる。


    「あの……、あのね。斗と和わくんはやっぱり、む、胸の大きい子が好きなのかな？」


    「ああ、大好きだ」


    「即答ぉ？　しかもなんでちょっと誇らしげなのっ！」


    　萌も由ゆ里りが素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「え？　いや……。こういうことは変に卑ひ屈くつになったりするより、堂々と口にしたほうがいいかなって。それに人の胸が膨ふくらむようになったのには理由があって──」


    　斗和は進化論の観点から、大きな胸が好きなわけを説明しはじめる。


    「さすがは斗和くんといったところかしら。主張自体はまさしく変態のそれだけど、リア充じゆう度どが高いおかげで、真っ当な考えに聞こえてしまうわ」


    　熱心に解説している斗和を眺めながら、操みさおがぽつりと漏もらす。


    「くそぉ、差別だ。絶対に差別だ。俺おれと斗和、いったいどこが違うっていうんだ？」


    「むしろ性別と年齢以外で共通している部分があれば、教えてほしいのだけれども」


    　卓たく二じの言葉に、操が冷静な突っ込みを入れる。


    「はぁ……、そっかぁ。自然淘とう汰たの結果じゃ、仕方ないよね」


    　話を聞き終えた萌由里が、どこか落らく胆たんしたように呟つぶやいた。


    「コホン」


    　操がわざとらしく咳せきをする。


    　斗和が視線を向けると、操はサインを送る野球監督のように、忙せわしなく両手を動かす。いや、それは比ひ喩ゆではない。以前遊び半分で、卓二と三人でつくった手サイン。操は次のように伝えてきていた。


    『フォローせよ、胸を。この唐とう変へん木ぼく』


    （胸？）


    　斗和は疑問に思った。視線の先にあるのは、操の豊満な胸。いつもと違い、サマーベストを着ていないため、そのインパクトは殺人級の破壊力を持っている。それをフォローしろとは、いったいどんな意味なのか？


    「ん、んんっ」


    　再び操が、わざとらしく咳をする。その睨にらみつけるような真しん紅くの瞳ひとみは、斗和の考えが間違っていることを伝えてきていた。


    （操先輩のことじゃないのか？）


    　そこで遅ればせながら斗和は、萌由里の質問の意図を勘違いしていたことに気づく。彼女が突然あんな質問をしてきたのは、胸に対する嗜し好こうのことを聞きたかったわけではなく、自分に女としての魅力があるかと尋ねていたのだ。


    　いくら大きな胸が好きだからといっても、それだけで恋愛の相手を決めることはない。彼女の飛躍した心配は、斗と和わにとって想定外のものだった。だから斗和は、勘違いしてしまったのだ。けれども同時に、彼女がまだそんな気持ちを残していてくれたことを、うれしく思う。


    　訳のわからぬ惨さん劇げきによって、うやむやにされた感情の種火は消え去ってはいなかった。寧ね々ね音ねの活躍のおかげで、斗和たちの心は日常を取り戻しつつあるのだ。


    「青あお葉ば。さっき俺おれは、『二足歩行になったから女性の胸は大きくなった』と言った。でもそれは、古い考え方なんだ」


    　斗和は神妙な面おも持もちで、それを口にする。


    「へ？　そ、そうなんだ」


    「なぜなら、人類が服を着はじめたからだ。そうなると胸の膨ふくらみは意味をなさなくなる。胸がセックスアピールとなっていた時代は終わったんだ。その代わりに人類は髪型、服装、そればかりか職業などでも女性の魅力を感じるようになった。だから胸が小さいという理由だけで、魅力がなくなるわけじゃない。そんなのは、人類が衣服を身に着ける前の価値観だッ！」


    　斗和は拳こぶしを握って力説した。


    　けれども、まわりの反応はどこか冷たい。呆あつ気けに取られている感じ。操みさおにいたっては、頭を押さえながら露骨にため息をついている。


    　──やってしまった。


    　じわじわと、後悔の念が湧わき上がってくる。萌も由ゆ里りをフォローするつもりが、却かえってどん引きされる結果となってしまった。


    「ぷっ」


    　重い空気のなか、誰かの吹き出す音が聞こえた。続いて萌由里が、肩を震わせて笑い出す。


    「うふふふ、あはははっ、もう、何それ、斗和くん」


    「え？　何って……」


    「ありがとう。一応、フォローしてくれてるんだよね？」


    　ひとしきり笑ったあと、目め尻じりの涙を拭ふきながら、萌由里が言った。


    「まあ、一応……」


    「うんうん、大丈夫だよ。私もそんなに気にしてないから。だって、『貧ひん乳にゆうはステータス』だもんね」


    　そう言って萌由里は、小さくガッツポーズしてみせる。


    「いや、『ステータス』ってほどじゃないけど、青葉にはもっといいところが──。って、どうしたんだ、キタジ？」


    　卓たく二じの異変に気づいた斗和が、言葉を止めて尋ねた。卓二は驚きよう愕がくに目を見開いた表情で、なぜか固まっている。


    「青あお葉ばさん、もしかして……」


    　何か思い当たる節があるのか、卓たく二じが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。驚いたことに、萌も由ゆ里りの顔を注視したままの状態でだ。


    「な、ななななな何？　──って、だめっ。何も言わないでっ！」


    　萌由里が真っ赤かになって俯うつむく。そして、しばしの沈黙。


    「ふふっ、ふははははっ！　来たあああああッ！　俺おれの時代が、来たああああああぁんッ！」


    　沈黙を破ったのは、卓二の高笑いだ。


    「なんだよ、どうしたんだよ、キタジ？」


    「斗と和わには教えてやんねぇ、べろべろばーっ。ばいばい、リア充じゆうくん。そしてようこそ、青葉さん」


    　勝ち誇った卓二の態度に、斗和はイラッときた。二人が何かしら通じ合ったことは理解したが、訳がわからないぶんだけ、余計にむしゃくしゃする。


    「デュフフ、リア充である斗和に勝った！　いや、リア充だからこそ、決してたどり着けない境地があるのだ！　はーはっはっ！」


    「そんな大したことじゃないわ。今のは──」


    「言うなよッ！　言ったら、もう絶対俺の部屋には入れねえからなっ」


    　何か言おうとした操みさおを、卓二の声が遮さえぎった。操は肩を竦すくめて、申し訳なさそうな視線を斗和に送ってくる。こうなると操から情報を引き出すのは無理だろう。彼女は卓二を貶けなすようなことを言っても、卓二に嫌われるようなことは絶対にしない。


    　斗和は救いを求めるような表情で、曽そ根ね瓦がわらと稲いな賀がを見た。けれども二人は、わからないといった感じで首を振る。こうなると残りは、当の本人しかいない。


    「なあ、青葉。いったい何がどうなってるんだ？」


    「え？　なななんのことかな？　そうだ。ねぇ、斗和くん。進化論の話しようよ」


    　露骨に話題を変えてきた。卓二と萌由里が共通の秘密を持っていることに、斗和はもやもやした気持ちになる。


    「おいおい。リア充くんの嫉しつ妬とほど、醜みにくいものはないぜ」


    　卓二が、ニヒルな笑みを浮かべて言ってきた。正直、カチンとくる。


    「おい。お前ら、いい加減にしろよッ！　状況わかってんのか？」


    　入り口から顔だけ覗のぞかせるようにして、黒くろ井い澤ざわが文句を口にする。


    「白い奴やつが来たのか？」


    　稲賀が慌あわてたように尋ねた。


    「まだだよ。だが、そんなに騒いでりゃ、そのうち来るかもな。そこのピンクが起きないことには戦えないんだろ？　油断しすぎじゃねえのか？」


    「馬ば鹿かに正論言われると、なんかイラつくわ」


    　曽そ根ね瓦がわらが小声で不満を呟つぶやく。


    　確かに彼の言葉は正論だった。そして、気が抜けていたのも事実だろう。


    　──そのときだ。身じろぎするような気配と共に、寧ね々ね音ねが目を覚ました。


    



    「それじゃ、どうしてあの能力が使えるようになったのは、自分でもわからないんだな？」


    　稲いな賀がの念を押した問いに、寧々音は申し訳なそうに頷うなずく。彼女は今、先ほどまで横になっていたベンチの上に腰かけ、みんなの質問に答えていた。


    　彼女の説明によると、能力の名前は貫き届く刃の意志ブリユーナク。触れた物体にエネルギーを与え、弾丸のように飛ばす能力。左目で目標ターゲツトを照準確定ロツクオンすると、まったくもって不ふ可か思し議ぎな原理だが、目標を追尾し障害物なども避け、必ず命中することができるらしい。文字どおり必中だ。


    　使えるようになった理由は不明なのに、その名前と使い方をすらすらと答える寧々音に、稲賀や曽根瓦などは、不思議がったり驚いたりしていたが、異常な状況下で精神的に疲弊した中では、それは些事に感じたらしい。話の中心は、すぐに貫き届く刃ブリユーナクの意志の持つ能力のことになった。


    「弾数は五発で、……前の攻撃が命中するまで次の攻撃はできま……せん」


    「ちょっと待ってよ。弾数五発って、五回使っちゃったらどうなるの？」


    　曽根瓦が慌あわてたように質問してきた。


    「たぶん、眠くなる……と思う。そしたらまた、使えるように、なる……から」


    　なんとなく斗と和わは予想していたが、やはり睡眠をとることによって弾数回復リロードするらしい。五発使った時点で、寧々音は眠ってしまうそうだ。


    「彼女はどれくらい眠っていたかわかるか？」


    　稲賀が操みさおに問いかける。


    「正確に計ったわけではないけれども、おそらく十分程度ね」


    「十分か……。長いな」


    　斗和も同じ意見だった。もしも五回の攻撃で敵を倒せなかった場合、寧々音は十分間も動けなくなるのだ。十分という時間は、戦闘において致命的に長すぎる。


    「さっき『触れた物体を飛ばす』と言っていたが、直接触れなければならないのか？　たとえばロープの先を俺おれの体に結んで、片方を赤あか峰みねが持って、それで俺を飛ばすことは可能か？」


    　寧々音はびくりと肩を震わせる。なんというか、彼女との間に気まずい空気が流れているのを、斗和は感じとった。先ほどの言い争いが尾を引いているのかもしれない。


    「たぶん、無理。貫き届く刃の意志ブリユーナクが発動できるのは、直接触れた物だけだし、せ、生物は飛ばせない……から」


    「生物は飛ばすことができないのか？」


    　寧々音は、斗和のほうを向くことなく、こくりと頷く。


    　斗と和わはしばらく考えてから、一本のペンを差し出しながら言った。


    「赤あか峰みねがこのペンを飛ばそうとする。俺がこれに触れていたら、どうなる？」


    　寧ね々ね音ねは差し出されたペンからも、目を背そむけるようにして答える。


    「たぶん、無理だと……思う」


    「試してみたい。できないか？」


    　さすがにこの科白せりふには驚いたらしく、寧々音が斗和の顔を仰あおぎ見る。そしてすぐさま目を逸そらした。


    「ちょっと斗和くん、危ないから、それ！」


    　曽そ根ね瓦がわらが慌あわてて止めに入る。


    「おい。そんな細かいこと、どうだっていいだろ？　つーか、お前らさ、そいつの言うこと、そのまま信じるのかよ？　もっと疑問に感じろよ。なんで使い方みたいなのを知ってて、どうやって使えるようになったのかは、わからないんだよ。おかしいだろっ！」


    　黒くろ井い澤ざわが焦じれたように言う。彼と小こ島じまはまだ入り口で見張りをしていたが、中でされる会話は十分に聞こえる位置だ。


    　けれども斗和は、黒井澤のような疑問を抱いだかなかった。動物行動学の世界には「生せい得とく的てき行動」という概念が存在する。ほとんどの生物は誰から教わることもなく、自分の体に備わった能力や特性を熟知しているものなのだ。


    　寧々音はこの能力の名前や性能を、教わったのではなく、思い出したと表現した。人間という生き物は生得的行動がほとんど消えており、習得的行動により世界を認識している。言語を持つ人間が、生得的行動を理解するとしたら、今の寧々音のような感覚になるのかもしれない。名前についても、潜在意識の領域でその能力に相応しいモノを捜し求めており、それが見つかったタイミングで心に刻み込んでいたのかもしれない。言語を操る人間にとって、名前がないというのは、心理的に酷く不安定なのだと耳にした記憶がある。


    「ふと疑問に思ったのだけれども、校長室のドアを壊したときにも、その能力を使用したわよね？　先ほど使えるようになったばかり、という言葉と矛む盾じゆんしないかしら？」


    　操みさおの質問に、寧々音が答える。


    　物を動かす能力に目覚めたのは今から半年前で、ほんの数センチ動かす程度の力だったこと。あれほどの力が発揮できるようになったのは、斗和が殺されそうになったときで、何か夢を見ていた記憶があるが、はっきりしないとのことだった。


    「あの、間違ってたら、ごめん」それまでずっと沈黙を保っていた小島が、話に入ってくる。「赤峰さんは、神しん悠ゆう言げんの人じゃない、よね？」


    　斗和は怪け訝げんに思った。唐突に話がずれたように感じる。


    「え？　あの、違い……ます」


    　寧々音も同じだったのだろう。声に戸惑った様子が窺うかがえる。


    　神しん悠ゆう言げんとは、古くから日本に存在していた宗教の一つだ。閉鎖的な教団らしく、入信しようとしても断ことわられることがある、という噂うわさくらいは聞き及んでいた。近くに本ほん拠きよ地があるので、時折信者らしい姿を見かけることがあるが、どんな宗教なのかはまったく知らなかった。


    「えっと、その、従姉いとこの姉ちゃんが、赤あか峰みねさんと同じような能力を持っていて──」


    　微妙な空気を敏感に察したのだろう、小こ島じまが言い訳をするように説明をはじめる。


    「〝同じような〟とは、物体を飛ばす能力か？」


    　すかさず稲いな賀がが質問を挟んだ。


    「いや、姉ちゃんのは、全然そんな格好いい能力じゃないんだけど、やっぱ普通じゃありえない、──異能力ってやつ？　それに半年前、急に目覚めてさ」


    　斗と和わは、はっとなった。寧ね々ね音ねが異能の力に目覚めたのも半年前、小島の従姉が異能力に目覚めたのも、同じ半年前だというのだ。何か共通点があるのだろうか？


    「そういや斗和」卓たく二じがやけに真剣な表情で言ってきた。「実は俺おれも半年前、異能の力に──」


    「キタジ、今はそれ、いいから」


    「絶対、嘘うそじゃん」


    「ちょっと黙っててもらおうか」


    「キモダくん、静かにしていてね」


    「空気読めよ、デブ」


    「僕は真ま面じ目めに話しているんだけど……」


    「さすがは卓二ね。最後に登場したのに、一番信頼されていないだなんて」


    　信じる者は誰もいなかった。


    「ねえ、半年前っていったら、超日本都市が見つかった頃じゃない？」


    　曽そ根ね瓦がわらの科白せりふに、斗和は記憶の糸をたどる。言われてみれば、確かにそうだ。時期的には一致する。だが──、


    「因果関係がないだろう？　古代都市が発見されたからといって、異能力が目覚めることにはつながらない」


    　稲賀が冷静に指摘する。


    「よく映画とかであるじゃん。地上に運び出されたことで、仮死状態だったレトロウイルスなんかが目覚めて、人間に感染するの。そして感染した人間が未知の能力に覚かく醒せいするってやつ」


    「はん、これだからヘリウッド厨ちゆうは」曽根瓦の意見を、卓二が鼻で笑う。「常識的に考えて、レトロウイルス如ごときで物理法則をねじ曲げられるわけないだろ？　異能力だぜ、異能力。この世にあらざる力のことさ。たぶん幼女体型の魔王みたいな奴やつが復活して、魔王復活に備えて眠りについていた勇者の転生体が赤峰さんと、このお──」


    「あんた、脳みそ大丈夫？」


    「全然残念ではないけれども、もう手遅れよ。ちなみに顔のほうはもっと酷ひどいわ」


    　曽そ根ね瓦がわらの突っ込みに、操みさおが答える。


    「小こ島じま先輩、続きをお願いします。何か思ったことがあるんですよね？」


    　彼女たちのやりとりを無視して、斗と和わは続きを促うながした。


    「いや、そんな大した話じゃないんだけど……、たぶんみんな宗教とか興味ないと思うけど、彼らの目的は異能の力を保護することなんだ。だから、積極的に異能力者を集めていて、幹部連中はみんな異能力使いだって、姉ちゃんが言っていた」


    「絶対嘘だろ。幹部全員が異能力使いって。何人いるか知らねえが、そんなにいたら、もっと話題になるだろ？　俺おれは聞いたこともないぜ」


    　小こ馬ば鹿かにしたような黒くろ井い澤ざわの態度に、小島はむっとした表情をする。


    「基本、あの教団は秘密主義なんだよ。権力があるからマスコミ対策もできてるらしいし、仮に噂うわさが漏もれても、宗教団体ってのがうまく隠れ蓑みのになってるみたいなんだ」


    　斗和はなるほどな、と思った。確かに異能の力を持っているという噂が流れたところで、それが宗教団体であれば、今の世の中信じる人間のほうが少ない。


    「聖剣の名前がつく異能力って、すごくレアで珍重されるみたいだから、赤あか峰みねさんもそこの信者なのかなって思っただけで……。でさ、ちょっと話が変わるんだけど、神しん悠ゆう言げんのトップに姫ひめ巫み女こって人がいるんだけど──」


    「姫巫女？　ってことは、女の子？」


    　卓たく二じが目ざとく反応して、小島の科白せりふに割り込んできた。


    「まぁ、卓二は好奇心旺おう盛せいね。あなたのカビの生えた残飯みたいな人生に、一ミリだって関わりのない人物に、そこまで興味を持つだなんて」


    「っていうか、普通そういうのって、おばあさんでしょ？　ヨレヨレの」


    「なんてこと言うんだよ、この糞くそビッチが。今モロに想像しちまったじゃねえか？　返せよ、俺のロリ成分をよ」


    「つーか、私はビッチじゃないって。あんた、マジ、きんもっ！　っていうか、どこに向かってしゃべってんのよ！」


    　卓二の言葉に、曽根瓦が眉まゆを吊つり上げて文句を言う。


    「いや、それが若い女の人らしいんだ。たぶん、僕らと同じくらい。すごくきれいな人だって、姉ちゃんが言っていた」


    　それを聞いた卓二が歓喜の声をあげ、反対に曽根瓦は口元を不満気に歪ゆがめた。


    「で、話を戻すけどさ、彼女が受けた神しん託たくに依よると、近い将来、世界は滅めつ亡ぼうするらしいんだ。幻まぼろしの都市が出現して、魂たましいを狩る化け物が現れるって。そして神悠言の教えを守った者だけが、異能の力に目覚めて生き延びることができるそうなんだ。ねえ、これって、今の僕たちの状況に似てないかな？」


    　必死に訴えかける小島の迫力に押され、みんな押し黙ってしまった。


    　けれども斗と和わは、違うと思った。


    〝世界が滅亡する〟〝教えを守った者だけが生き残る〟


    　それらは、どの宗教にも当てはまるほど、使い古された文句だ。おそらく、そういった主張をしない宗教団体のほうが希まれだろう。


    「残念だが、その手の不安を煽あおるような話は、どの宗教でもあるものさ。信じる信じないは個人の自由だがな」


    　稲いな賀がの意見に、小こ島じまが不満気な表情を浮かべる。みんなが賛同してくれると思っていたのだろう。


    「少し、長話が過ぎたようだな。赤あか峰みねさんも目が覚めたことだし、これからのことについて相談したいんだが……」


    　稲賀が眼鏡めがねの位置を正しながら、疲れたように言った。


    「武器を手に入れるべきだと思います。白い奴の皮ひ膚ふは硬い。文房具類よりも殺傷能力が高い包丁などを手に入れるべきです」


    　斗和はすぐに主張した。寧ね々ね音ねの能力は、物体にエネルギーを与えて飛ばすことなので、その威力は純粋に飛ばす物体の形状と質量に依存する。


    「斗和くん、あれと戦うつもりなの？　じっとしてれば大丈夫なんでしょ？」


    　曽そ根ね瓦がわらが不安そうな表情を向けてくる。


    「できれば戦わないほうがいいとは思うけど、それと武器を持つことは別問題だ。備えはできるうちにやっておいたほうがいい」


    「僕も同じ意見だ。ちなみに個人的には、武器を手に入れたあとで放送室へ向かいたい。もしかしたら生存者がいるかもしれないから、情報を流しておきたいんだ」


    　職員室に置いてあった放送機器が壊れていることは、すでに伝えていた。ほかに校内放送ができるような場所は放送室しかない。


    「生きてるわけねえじゃん、常識で考えろよ」


    　稲賀の主張を、黒くろ井い澤ざわが鼻で笑う。けれどもその反応を予想していたのか、稲賀は落ち着いた口く調ちようで答えた。


    「可能性はゼロじゃないだろ。少なくとも、永なが田たくんがその後どうなったのかは、誰も知らないはずだ」


    　確かにそうだ。図書館から外に飛び出していった永田の安否は、今のところ不明だ。生きている可能性は十分にある。


    「セーラー服の化け物がすでに死んでいること、白い奴やつは音に反応すること、僕たちには化け物と戦うだけの力があること。これらの情報は絶対に伝えるべきだ。今は、無力で他者を見捨てることしかできなかったあの頃とは違う。僕らは力を手に入れた。積極的に他人を助けるべきだ。それが本来の人のあるべき姿だと思うっ！」


    　稲いな賀がが自じ己こ陶とう酔すいしたように熱弁を振るう。彼の主張は正論だ。その考えは、人として間違っていなかっただろう。口にすべきタイミングも悪くはなかった。


    　だがそれは、冷酷で残酷な、次なる課題をさらけ出すことになる。


    「あの、私、──生きている人がいる場所、知っています」


    　萌も由ゆ里りが手を挙げて、どこか呑のん気きな雰ふん囲い気きで口を開く。


    「どこだ？」


    　稲賀が反射的に訊きき返す。それは余計な一言だった。


    　いや、もうすでに手遅れだったかもしれない。その質問が出るということは、誰もがその事実を忘れていた証しよう拠こ。責められるべきは、忘れていたほうだ。


    　だから萌由里は、誰もが納得して、誰もが躊ちゆう躇ちよする、恐るべき現実を突きつけてきた。


    



    「──猫ねこ蜘ぐ蛛もの、背中です」

  



  
    



    


    　　　第七章　　その場所には奴やつがいる


    



    　家庭科室は、特別教室棟一階の最西端に位置している。猫ねこ蜘ぐ蛛もの領域を通らずに向かうルートは一つしかなく、危険な袋小路となっていた。武器を取りに行く、という目的がなければ、決して近づくことはなかっただろう。


    　斗と和わはずっと、寧ね々ね音ねのことが気になっていた。明らかに自分を避けているような感じ。その意図がどこにあるのかは、なんとなく想像がついている。


    『──斗和くんは、萌も由ゆ里りちゃんを大切にしてあげて』


    　異能の力に目覚め、圧倒的戦闘力を持った寧々音は、もはや自分の庇ひ護ごを必要としない。立場は逆転し、護まもるほうから護られる側へとなった。その代わりといってはなんだが、今度は萌由里を護るために全力を尽くすべきだろう。寧々音を心配する必要はないのだ。


    　理屈ではわかっている。


    　けれどもそれは、どこか間違っているように感じた。迷い込んではならない獣けもの道みちに思えた。


    



    「ここに見張りを立てようと思う」


    　先頭を歩いていた稲いな賀がが、階段の前で振り向いて言った。ここから下に降りるのが、家庭科室へと向かう唯ゆい一いつのルートとなる。この位置に見張りを置くのは、妥だ当とうな判断だろう。


    「次のローテーションは、青あお葉ばさんと……」


    　そこで稲賀の言葉が止まる。


    　斗和は瞬時に悟った。見張りの順番は図書館にいた際、あみだくじで決めたものだ。誰がどの組み合わせで、どんな順番なのかは、大体みんな覚えていることだろう。


    　萌由里のパートナーは王おう餓がだった。


    　彼はもういない。自分のミスが原因で負傷し、自分を逃がすために自みずから囮おとりとなった。


    　だめだ。


    　斗和は気力を振り絞って抵抗する。今は後悔の念に絡め取られている場合ではない。身動きが取れなくなる。考えるべきは、如い何かにして生き残るか、ただそれだけだ。


    「その次の卓たく二じくんも余っているみたいだから、今回は青葉さんと卓二くんでお願いする」


    「え？　まじで？」


    　稲賀の言葉に、卓二がモジモジしはじめる。


    　斗和はちくりと胸が痛んだ。先ほどの卓二と萌由里のやりとり。二人を一緒にするのは、感情的な理由で気が進まなかった。


    「と、斗和くんがいいと……思う」


    　唐突な誰かの声。それが寧々音だということに気づき、斗和は軽く驚いた。彼女はこんな状況で、自発的に主張をするような性格ではない。おそらく、ずいぶんと頑張ってのことだろう。


    「え？　なんで斗と和わくんなの？　順番的に〝あれ〟でいいじゃん！」


    　反発したのは曽そ根ね瓦がわらだ。


    「お前、〝あれ〟って……。また言ったよね？　〝あれ〟って……」


    「違うわよ、卓たく二じ。前回は〝これ〟よ。自分の呼び名くらいきちんと覚えてなさい」操みさおがすかさず訂正を入れる。「けれども赤あか峰みねさんの心配もわからないでもないわ。可か憐れんな青あお葉ばさんと〝あれ〟を二人きりにするのは、アダムと使し徒との接触より危険だもの」


    「ええっ！　人類滅めつ亡ぼうしちゃ……はっ！」


    　咄とつ嗟さに反応した萌も由ゆ里りが、慌あわてて口を押さえた。やはり斗和には、なんのことかわからない。


    「……今のはぎりぎり理解できた。とにかく危険ということだな？　でも下には僕たちもいることだし、その……、彼の外見が醜しゆう悪あくで中身がクズだからといって、いくらなんでも彼のことを疑いすぎじゃないのか？」


    「稲いな賀がくん。あなたは〝あれ〟のことをよく知らないでしょうけど、私はよく知っているわ。幼おさななじみですもの。〝あれ〟が性犯罪者として逮捕されたとしても、私は驚かない。むしろ今まで〝あれ〟を放置していた警察の怠たい惰だに呆あきれるくらいよ」


    「ちょっとあなたたち、何言っちゃってるの？」


    　卓二が裏返った声で抗議する。


    「婦ふ設樂しだらの言い分は理解した。青葉さん、君のパートナーだ。斗和くんと卓二くん、どちらがいいか。君が選びたまえ」


    　稲賀の科白せりふに、萌由里はびくりと肩を震わせ、左手でブラウスの胸の部分をぎゅっと握り締める。気のせいか、彼女の頬ほおがほんのりと赤みを帯びているようにも見える。


    「……と、斗和くんで」


    　斗和は心臓が高鳴るのを感じた。顔がかぁっと熱くなる。


    「見たかよ、斗和」なぜか上機嫌な感じで、卓二が小声で耳打ちしてきた。「あれ、俺おれと二人きりになるのを恥ずかしがってんだぜ。なっ？　俺の言ったとおり、彼女は俺に気があるんだよ」


    　想像を超える卓二のポジティブさに困惑し、斗和は声すら出せなかった。


    



    　皆が一階に下りると、途端にあたりが静かになる。彼らとは、直線的な距離では五メートルくらいしか離れていないはずなのに、自分と萌由里以外は消えてしまったかのような錯さつ覚かくを覚えた。


    　ちらりと、萌由里の様子を見る。同じタイミングで、彼女もこちらを見てきた。ばっちりと目が合ってしまう。互いに気恥ずかしくなって、同じ速度で反対側を向いた。


    「あ、あのね、斗和くん」


    　先に口を開いたのは、萌由里のほうだ。


    「な、なに？」


    　斗と和わはやや緊張した声で応じる。けれども萌も由ゆ里りの言葉は、すぐには返ってこない。


    （……青あお葉ば？）


    　斗和が疑問に思った頃だ。


    「私は、──斗和くんのことが、好きです」


    　萌由里が一ひと言こと一ひと言こと区切るようにして、その言葉を口にする。


    　完全に予想外の展開。じわりと溶け込むようにして、彼女の言葉が脳に染み込んでいく。


    　だんだんと心臓の鼓こ動どうが速くなり、痺しびれるような感覚が襲おそってきた。熱にうなされたように顔が熱くなり、どこか現実感が薄れていく。


    　なんと返答すべきか迷っていると、萌由里が少しいじけたように唇くちびるを尖とがらせた。


    「セミナーハウスの裏に呼んだのは、そのためなんだよ」


    「ああ。ご、ごめん」


    「……斗和くんの気持ちを、聞かせてほしい、な」


    （俺おれの気持ち？）


    　なぜか斗和は、それを必死になって思い出そうとしていた。自分の気持ちはとうの昔に決まっていたはず。だからこそ、萌由里のもとへ向かっていた。わずか数時間前の出来事。


    　けれども、斗和の脳のう裏りに浮かんだのは、選ばなかったはずの寧ね々ね音ねのことだった。


    　おとなしく、ぽつりと萌由里の横に佇たたずんでいる寧々音。知識も豊富で、意外に会話がおもしろい寧々音。図書館で泣く姿、化け物に恐怖する表情、運動が苦手なのにもかかわらず、職員室では自分の考えに賛同してくれた。渡り廊下を移動するとき、なぜか彼女の存在を大きく感じていた──。


    「あの……斗和くん？」


    　ふと我に返ると、目の前で萌由里の菫すみれ色の瞳ひとみが不安げに揺ゆれていた。


    　何を迷うことがあるのだろう、と斗和は思った。すでに答えは決まっているのだ。彼女をこれ以上、不安にさせる必要はない。寧々音もそれを望んでいる。


    「俺も、青葉のことが好きだよ」


    　なぜか、胸に痛みを覚えた。


    「私を彼女にしてくれる？」


    「もちろんだ。彼女にするし……」一呼吸置いてから、斗和は続けた。「一番大切にする」


    「本当？」


    「ああ、本当だ」


    「ほんとに本当？」


    「ああ」


    　斗和は大きく頷うなずいてみせた。萌由里の顔がぱあっと明るくなる。


    「私、こう見えて結構嫉しつ妬と深いんだよ。斗と和わくんがほかの女の子と話しているのを見るだけでも、ほっぺが膨ふくらんじゃうくらい独占欲が強いんだから。ほんと、許さないからね！」


    「会話をしない、っていうのは無理だ。日常生活に支障をきたす」


    「だ、だよね。……じゃあ、私のこと一番に考えてくれる？」


    「ああ、誓うよ。もしも破ったら、『インテリジェント・デザイン説』を受け入れてもいい」


    「うん。ごめんね、斗和くん。全っ然、価値がわからない」


    「え？　まじ？」


    「うん。だから、ね。──わかるかたちで、証明してほしいな」


    　そう言って、萌も由ゆ里りは両手を後ろ手で握り、目を閉じて、形のいい顎あごを上向きにする。


    　ごくり、と喉のどが鳴る。


    　さすがに、この意味が理解できないほど鈍感ではない。


    　斗和は覚悟を決めると、両手を彼女の肩の上に乗せる。華きや奢しやで、それでいて張りのある両肩。蕩とろけそうな温もりが手のひらから伝わってくる。指の先には、シルクのようにさらさらでしっとりした、彼女の髪の感触がまとわりついている。


    　視界を塞ふさぐようにして、目ま蓋ぶたを閉じたままの色白で端正な顔がある。素直に美しいと思った。初めて教室で萌由里を見たとき、その美び貌ぼうに目を奪われたものだ。まさか、そんな彼女にキスをするような未来があるなんて、あのときは想像すらしていなかった。
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    　かすかに彼女の吐と息いきの音が聞こえ、その熱を帯びた息が、斗と和わの肌はだと心臓を焦こがしていく。女の子特有の甘くて蠱こ惑わく的てきな香りが、理性を奪い去っていく。


    　これは誓いのキスだ。


    　彼氏彼女の誓せい約やく。萌も由ゆ里りを一番大切にするという愛の誓約オウス・オブ・ラブ。


    「ねえ、斗和くん。こういうときは、ちゃんと目を閉じてね」


    　萌由里が目を閉じたまま、囁ささやくように言う。


    　斗和は慌あわてて両目を閉じると、彼女の唇くちびるにゆっくりと自分の唇を近づけていった。互いの吐息が、足を絡めるようにして混じり合う。


    　唇と唇が触れようとする直前、なぜか急に寧ね々ね音ねのことを思い出して、斗和は動きを止めた。


    　その刹せつ那な。一階から凄すさまじい爆音が聞こえてきた──。


    



    　一階に下りてすぐに判明したことだが、爆音の正体は寧々音の貫き届く刃の意志ブリユーナクだった。校長室でやったみたいに鍵かぎを開けるつもりが、覚かく醒せい後ごは能力が変化してしまったらしく、ドアごと吹き飛ばしてしまったそうだ。当然、萌由里とのキスはうやむやになったままだ。


    　その後、家庭科室で武器を手に入れた斗和たちは、当初の予定どおり放送室へと向かった。稲いな賀がが放送で情報を流し、生存者に女子更衣室へ集まるよう呼びかける。


    　女子更衣室を集合場所にしたのは、妥だ当とうな判断だろう。休むためのベンチもあり、何より死体が一つもない。ちょっとでも視線を動かせば、生徒の死体を目にする校舎において、そこは聖域のように精神の安息の地となっている。


    「ねえ、もしかしてあの白い奴やつ、仲間が殺されたこと知って逃げ出したんじゃない？」


    　女子更衣室へ向かう道すがら、曽そ根ね瓦がわらがそんなことを口にする。ぬしゃぼっちを倒したあと、なぜかペタペタと遭そう遇ぐうするようなことはなかった。それどころか、姿すら見ていない。


    「はぁ？　どうやって仲間が死んだってわかるんだよ。単に校舎外そとにいるだけだろ？」


    　前を歩いていた黒くろ井い澤ざわが、小こ馬ば鹿かにしたように口を挟んでくる。


    「人間には聞こえない断だん末まつ魔まの悲鳴とか、テレパシーとかじゃない。きっと。ね、斗和くんもそう思わない？」


    　斗和は曖あい昧まいに頷うなずいた。実際カラスなどの動物は、仲間の死体がある場所には絶対に近づかない。視覚情報だけでなく死し臭しゆうで危険を知る生き物もいるが、ペタペタの場合、床ゆかなどを伝わる音から情報を得た可能性は否定できない。


    　それにぬしゃぼっちの転移能力や、寧々音の異能力を見たあとなのだ。テレパシーでつながっていると言われても、不思議ではなかった。


    　けれども、斗和が曖昧に頷いた理由はほかにあった。


    　なんというか、萌由里の視線が痛いのだ。「自分は嫉しつ妬と深い」という主張を体現するかの如ごとく、不機嫌なジト目を突き立ててくる。彼女の全身から、悋りん気きのオーラが渦巻いているのがひしひしと伝わってきている。


    　だからといって、自分たちが付き合っていることを周囲に伝える雰ふん囲い気きでもない。そのせいか、今にも腕に抱きついてきそうな勢いで曽そ根ね瓦がわらが話しかけてきている。


    「本当、一時はどうなることかと心配したけど、これでやっと一安心だね」


    　ついに我慢できなくなったのか、萌も由ゆ里りが斗と和わと曽根瓦の間に割り込んできた。


    「ちょっ、なんでそこに入ってくるわけ？」


    　押しやられた形となった曽根瓦が、抗議の声をあげる。


    「だって、寧ね々ね音ねがいるから危険はないし、もうすぐ救助が来て、私たち無事に帰れるんだよ」


    「それ、割り込んできた理由に関係ないじゃん」


    　斗和は少し、萌由里の発言が楽観的過ぎるかと思ったが、口には出さなかった。やっとのこと確実と思われる安全が手に入ったのは事実。萌由里のやや強引な発言は、その安心に縋すがりつきたい気持ちの現れでもあるのだろう。あえて、みんなを不安に落とし込むような発言はしたくなかった。


    「つーか、救助の奴やつら、いつになったら来るんだよ。今日は『オブ・ザ・デッド・ロイヤル』の地上波初放送だってのに、もうはじまるじゃねえかッ！」


    　萌由里の科白を聞いて帰ってからのことを思ったのだろう、黒くろ井い澤ざわが苛立たしげに言った。


    「うっわー、そんなに好きだったんだ、あの作品のこと」曽根瓦がからかうように言って、「私もはやく家に帰ってシャワー浴びたいな。汗で汚れてるし、最悪」


    「ああああああああッッ！」


    　突如卓たく二じが大声を出した。全員がびくりとして立ち止まり、驚いて最後尾の卓二のほうを振り返る。


    「今日、『Ｌ王』の発売日だった……」


    「ふざけんな、デブ。そんぐらいのことで大声出すんじゃねえッ！」


    「ちょっ、マジ最悪。なんで〝これ〟ってさ、人の迷惑になることしかしないわけぇ？」


    　再び歩き出した斗和たちは、ややあって通り道である売店に着いた。


    「とりあえず、赤あか峰みねさんが休憩している間、僕らも休憩することにしよう」


    　通り道である売店の前で、稲いな賀ががみんなに向かって言う。家庭科室と家庭科準備室、放送室のドアを開けるのに貫き届く刃の意志ブリユーナクを使用したため、弾数は残り二発。戦うためには弾数回復リロードしておく必要がある。


    「すまん。皆にジュースでも奢おごろうと思っていたんだが、情けないことに財布を落としてしまったようだ」


    　制服を叩たたいていた稲賀が、申し訳なさそうな顔をする。化け物に襲おそわれるという異様な状況のなか、ほとんどの生徒が自分の鞄かばんなどを紛失していた。例外は萌由里だけだ。


    　その代わりに斗和たちは、図書館から持ち出した布袋や更衣室で見つけたバッグなどに、包丁などの武器を詰め込んで肩掛けにしている。


    「俺おれが出しましょうか？」


    　斗と和わは、ズボンの後ろポケットから財布を取り出そうとする。


    「ふざけんな、お前」なぜか黒くろ井い澤ざわが声を荒らげた。「俺のほうが先輩だろ。後輩に奢おごられるなんて、俺のプライドが許さないね」


    「プライドねぇ。もっとほかのことにプライド持ったら？」


    　からかうように言った曽そ根ね瓦がわらに、「うるせえ」と口にしてから財布を取り出すと、黒井澤は自販機に千円札を差し込む。


    「俺の金だからな。何を飲むかは俺が決──」


    「ゴチになりま～す」


    　黒井澤の科白せりふが終わる前に、曽根瓦が自販機のボタンを押した。


    「あっ、てめえっ」


    「ありがたく頂ちよう戴だいするわね」


    　操みさおがボタンを押し、ミルクティーとドクターペッパーを取り出して、ドクターペッパーを卓たく二じへと差し出す。彼女と入れ替わるようして、今度は稲いな賀がが自販機の前に立つ。彼のセレクトは緑茶だ。


    「ちょっと待てって──」


    「黒井澤先輩、ありがとうございます」


    　萌も由ゆ里りは笑え顔がおで言って、素早くボタンを三回押す。いちごミルクを寧ね々ね音ねへ手渡したあと、「はい」と言って、『緑りよく汁じる蚕かいこ味あじ』を斗和へと差し出してくる。


    「え？　なんで……これ？」


    　斗和は戸惑ってしまった。緑汁蚕味は、斗和がもっとも嫌いな飲み物だ。いや、正直これを好きだという人間がいること自体信じられない。


    　そのことは萌由里も知っていたはずだ。あえて自分の嫌いな飲み物をセレクトしてくる彼女の意図がわからない。いや、なんとなく察してはいるのだが、あまりにもキャラが違うように感じられた。まるで今まで、猫をかぶっていたかのように……。


    「なんで？」斗和の科白を、萌由里がオウム返しする。そして、にっこりと微笑ほほえみながら、「斗和くん、それ、本気で言ってる？」


    　斗和は本能的な部分で戦せん慄りつを覚えた。笑顔なのに恐ろしい。気のせいか、「ゴゴゴ」という効果音が聞こえてきそうなほど、濃縮された怒りの波動を感じる。


    「あの、……すみません」


    　斗和は無言の重圧に負けて素直に謝る。なぜか敬語になってしまった。緑色の謎なぞの液体を背景に、糸を吐くリアルな蚕かいこの写真が載っている紙パックを、震える手で受け取る。


    「じゃあ、僕も」


    「だから待てよ！」


    　ボタンを押そうとした小こ島じまの腕を、黒くろ井い澤ざわが掴つかんで止める。そしてもう一方の腕で、緑りよく汁じる蚕かいこ味あじを押してから言った。


    「お前は、これな」


    「ええーっ、嫌だよ。それ殺人的に不ま味ずいんだよ。だったら自分のお金で買うからいいよ」


    「はぁ？　ふざけんな。じゃあ、これどうすんだよ？　俺おれは飲まねえぞ、こんな不味いの」


    　小島が顎あごで斗と和わを指し示すようにして、


    「じゃあ、斗和くんにあげたら？　彼は飲めるみたいだし」


    　小島と黒井澤の視線を受け、斗和はぞっとなった。あまりのショックに、反応が一瞬遅れる。


    「じゃあ、それ頂きます。わぁ、ラッキーだね、儲もうけたね、斗和くん。はい」


    　斗和が絶句している間に、萌も由ゆ里りが奪うようにして、黒井澤の手から紙パックをひったくる。そして、にっこりと笑え顔がおのまま、斗和へと差し出してきた。


    「……あ、青あお葉ばには一度、チンパンジーとボノボの社会構造と性格の違いについて、説明しておきたいんだけど……」


    　斗和はすでに吐きそうな気分だった。


    「おもしろそうだね、それ。──だが、断ことわるっ！」


    



    「稲いな賀が先輩。赤あか峰みねの〝空撃ち〟のときに試してほしいことがあるんですが……」


    　斗和は、女子更衣室の前で見張りをしている稲賀に話しかけた。彼は今、一人で見張りに立っている。話し合いの結果、見張りは一人でいいだろうということになった。


    　空撃ちとは、適当な物に最小の力で貫き届く刃の意志ブリユーナクを発動させ、弾数を消費することである。五発すべてを使い切らない限り弾数回復リロードできないのだ。


    「了解した。で、何を試せばいいんだ？」


    「一つは、射程距離。そしてもう一つは、密室で使用した場合です」


    「ふむ。前者はわかるが、後者にはいったいどんな意図があるんだ？」


    　斗和は、自分が憂ゆう慮りよしていることを説明した。


    　貫き届く刃の意志ブリユーナクは自動で障害物を回避し、「目標以外は破壊しない」という特性を持つ。そう聞くとそれは、必中を確約する優秀な能力のように思えるが、その実、致命的な弱点であるように、斗和には感じられた。


    　たとえば建物の中から外の目標へ、ガラス越しに貫き届く刃の意志ブリユーナクを撃った場合、ガラスを破壊できないため、攻撃は直進せず、建物から外へ出るルートを延々と探しまわることになる。


    　寧ね々ね音ねの言葉によれば、攻撃が命中するまで次弾は撃てないらしい。もしも攻撃が建物の構造的な迷路に迷い込み、命中するまでに時間がかかるのであれば、その間、寧々音は完全に無防備となってしまう。


    　いや、それどころか、なんらかの要因で出口が塞ふさがれてしまい、攻撃が密室状態で閉じ込められてしまった場合、寧ね々ね音ねは完全に無力化されてしまうかもしれないのだ。


    「ふむ。確かに気になることではあるが、その実験をした結果、能力が使えなくなってしまう危険性もあるんじゃないのか？」


    「……そうですね。密室で使用した時点で、次弾が撃てなくなる可能性も否定できません。試すんじゃなくて、密室で使用しないよう注意を促うながすくらいにしておいたほうが、よいかもしれませんね」


    　稲いな賀がの心配に、斗と和わも同意した。試すという行為にもリスクは存在する。


    「彼女に訊きいてわかることなら、それに越したことはない。直接、訊いてみたりはしないのか？」


    「……いえ。できれば、稲賀先輩のほうから訊いてはもらえませんか？　見張りには俺おれが立ちます」


    　稲賀の質問に、斗和は言葉を濁にごした。寧々音は明らかに、斗和を避けはじめている。おそらく、萌も由ゆ里りと自分の微妙な変化を感じとったのだろう。近づけば近づくほど、お互いの体から生えた見えない針が、心を傷つけるように感じられた。


    「いや。君が傍そばにいてくれたほうが、話もしやすいだろう。見張りは婦ふ設樂しだらたちにでも代わってもらおう」


    



    　寧々音はベンチの上に腰かけて、空になった紙パックを握り締めていた。その隣には、萌由里も座っている。


    「赤あか峰みねさん。ちょっと確認したいことがあるんだが──」


    　稲賀の声に顔を上げた寧々音は、その後ろの斗和の存在に気づき、慌あわてて視線を落とす。斗和はずきりと胸が痛くなった。


    「──射程距離は、はっきりと目標ターゲツト……が、認識できる距離まで……です。ぼやけていたり、よく見えなかったりすると、照準確定ロツクオンできま……せん」


    　稲賀の質問に、寧々音が一いつ生しよう懸けん命めい答えている。


    　射程距離に関しては、彼女の視力に依よるらしい。寧々音の視力はＡ判定だそうだ。数値にして一・〇以上。確か視力〇・九の定義が、「一メートルの物体を、六〇メートルの距離から認識できる」だったはず。猫ねこ蜘ぐ蛛も相手なら、単純な見積もりでも、一キロ程度の射程を持つことになる。十分な距離だ。


    　密室で使用するケースについては、試してみないとわからないそうだ。当然、そんなことをするわけにいかないので、代案を出すことになった。


    『消火器と包丁では、どちらが有効な武器なのか？』


    　結果として、包丁のほうに軍配が上がった。寧々音の事前の説明によれば、「配ウエ分イト」という概念が存在するらしい。つまりは、一発ごとに使用するエネルギー量を調整し、威力を自在に変えることができるのだ。


    　ただし、エネルギーの残量に関係なく弾数は五発であるため、配分を間違えると、弾数が残っていても役に立たない状態となってしまうそうだ。


    　エネルギーの消費量は物体の速度と重量に比例し、発動中は常に消費し続けるらしいので、総合的なエネルギー効率から、軽くて空気抵抗の少ない包丁のほうがいいという結論に至った。


    　また、空撃ちの結果、もう一つ判明したことがある。弾数回復リロードの睡魔は、すぐに襲おそってくるものではないらしい。眠気はだんだんと強くなってくるが、我慢しようと思えば少しは耐えられるそうだ。


    　寧ね々ね音ねは眠気が襲ってくる様をそのように説明しながら、二十秒ほど経たってから寝息を立てはじめた──。


    



    「赤あか峰みねさんが眠っている間に、今後の方針をある程度決めておきたい」


    「今後の方針って、何か決めることあるのかよ？」


    　稲いな賀がの科白せりふに、黒くろ井い澤ざわが皮肉っぽく突っ込みを入れる。


    「僕らはこの問題をずっと棚上げにしてきた。けれども人として、倫理的にも放っておくわけにはいかない。──猫ねこ蜘ぐ蛛もと戦い、いまだ生存している生徒を助けるか否いなか、みんなの意見を聞いておきたい。ちなみに僕の意見は、『助ける』だ」


    　斗と和わは現在見張りに立っていた。けれども、ドアは開けられたままなので、中の会話は十分に聞き取ることができる。


    「はっ、そんなの決まってるだろ。現状維持だよ、現状維持。わざわざリスク冒してまで、やることじゃねえだろ？　このままじっとしてりゃ、救助が来るんだ。助けに行くなんざ、馬ば鹿かのすることだぜ」


    「ほかには？」


    　黒井澤の回答は予想の範囲内だったのか、稲賀は反論することなく、他者の意見を求めた。


    「ねえ、その前に質問なんだけどさ。赤峰さんは、あの猫の化け物に勝てるのかな？　結局はそれ次第じゃないかな？」


    　小こ島じまがおどおどした声で尋ねる。


    「僕は勝てると思っている。赤峰さんの能力は『必中』。刃渡り十五センチもある包丁が、必ず体を貫つらぬくんだ。化け物といえども生物。不死身でもない限り勝算はある」


    「なら、僕も『助ける』ほうかな？　勝てるんなら、そうだよね？」


    　稲賀の回答を聞いて、安心したように小島が言った。


    「私もそっち、『助ける』で。遠くからでも戦えるんでしょ？　試しに戦ってみて、ヤバそうならやめればいいじゃん。なんか、なんにもしないのは気分が悪いというかさ……」


    　小島に続いて、曽そ根ね瓦がわらも賛成に票を投じる。


    「私は反対だわ。捕獲されている人には申し訳ないけれども、彼らは捕獲された時点で、すでに死んだと見なすべきだわ。少なくとも戦いに赴おもむかなければ、これ以上の犠牲は出ないと思うの。犠牲というのは当然、私たちの中の誰かが死ぬという意味よ。それをわかって言ってるのかしら？」


    　操みさおが鋭するどい口く調ちようで言い放つ。


    　だが、もしも捕獲された生徒の中に卓たく二じがいたのなら、間違いなく今と正反対のことを主張したはずだ、と斗と和わは思った。卓二をわずかでも危険にさらさないための方便だろう。


    「私は、まだ生きている人がいるなら、助けに行くべきだと思います。だって、私が逆の立場だったら、怖い思いをしながらも、ずっと誰かが助けに来てくれることを待っているはずだから……。寧ね々ね音ねの能力があれば助けることができるのに、見捨てるなんて、そんなのっ、酷ひどすぎると思うんです」


    　萌も由ゆ里りがやや感情的な声こわ音ねで言う。


    「俺おれも青あお葉ばさんと同じ意見かな。やっぱ人助けって大事だよな。いや～、気が合うね、俺たちって、デュフフフ」


    　卓二の科白せりふに、斗和は頭痛を覚えた。下心が丸出しだ。


    「あのね、卓二。あなたの腐った脳みそと濁にごった目では気づかないでしょうけど、青葉さん、彼氏いるわよ」


    「はへ？」


    　卓二が間抜けな声を漏もらす。


    　斗和は心臓が止まる思いだった。まさか萌由里と二人で見張りをしていたときのやりとりを聞かれていたのだろうか？　いや、そうでなくとも操は、萌由里のメールと自分の気持ちを知っている。


    「──ちなみに、斗和くんよ」


    　しかも、あっさりとバラされてしまった。これで間違いなく卓二は意見を変えるだろう。操にとっては斗和との信頼よりも、卓二の命のほうが遙はるかに重い。当然の行動だ。


    「ええっ。嘘うそでしょ、それっ！　ぺたんこなすのどこがいいのよっ！」


    　最初に声をあげたのは、卓二ではなく曽そ根ね瓦がわらだった。詰め寄るような気配を背中に感じて、斗和は振り向くことができなかった。


    「ぺたんこなすぅ？　いったい誰のことだろう？」


    　萌由里がわざとらしい口く調ちようで言う。


    「ねえ、知ってた？　青髪系の子って、よく失恋するらしいよ」


    「何言ってるの？　『まどマギ』と『あの夏』だけがアニメじゃないんだよ？　にわかビッチの人はあと半年はロムってから言おうね～」


    　声こわ音ねこそは普通だったが、後ろを振り向かなくとも、剣けん呑のんな空気がひしひしと感じられる。見張りに立っていてよかったなぁ、と斗と和わは他ひ人と事ごとみたいに思った。


    「斗和あああッ！　初めて彼女ができそうだったのにぃ！　くそっ！　俺おれをぉおおおっ、裏切ったなあああアアアアッッ！」


    「まあ、裏切ったですって？　誰がいつどこで？　卓たく二じの汚きたならしい妄もう想そうの中じゃなくて？」


    　卓二が絶叫をあげ、例の如ごとく操みさおが冷静な突っ込みを入れる。


    「ちょっと斗和くん。今からでも遅くないから、この腹はら黒ぐろ貧ひん乳にゆうをフっちゃいなさいよ」


    「斗和くん。ビチ瓦さんに、『おめえの出る幕ねえからッ！』って言ってあげて」


    　曽そ根ね瓦がわらと萌も由ゆ里りの声。そして誰かが、斗和の肩を叩たたく。


    「この場を収めてくれ。時間がない、手短に頼む。ちなみに拒否権はないぞ」


    　親指で、くいっと部屋の中を指さしながら稲いな賀がが命じた。
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    　覚かく醒せいは一瞬だった。


    　まるでテレビのスイッチを入れたみたいに、突とつ如じよとして耳に会話が飛び込んでくる。


    「あ、目が覚めたんだ」


    　真っ先に飛び込んできたのは、萌由里の顔。心なしか表情が弾はずんでいるように思われる。


    　ややあって、寧ね々ね音ねは状況を理解した。弾数回復リロードのため、今まで眠り込んでいたのだ。直前の記憶は寝る前のものだったため、自分一人を残して時間が飛んでしまったかのような、奇妙な感覚がある。


    　戸惑った心境であたりを見回していると、一人だけ生徒の姿がないことに気づく。


    （斗和くんは？）


    　ざっと見た感じ、斗和の姿が見当たらなかった。胸に鋭するどい痛みを感じる。もしかして自分が寝ていた間に、彼の身に何かあったのだろうか？　寧々音は視線を上げないようにして、必死に斗和を捜すが、どこにもいない。最悪の想像をしそうになったところで、入り口に立つ斗和の後ろ姿が見えた。ほっと胸を撫なで下ろす。


    　そして、女子更衣室へ集まるよう放送したはずなのに、人数が増えていない事実に、少しだけショックを受けた。


    「赤あか峰みねさん、起きてすぐで悪いんだが、君が寝ている間に、ある話し合いをさせてもらった」


    　稲賀の言葉に、寧々音は静かに頷うなずいた。正直、その可能性は考えていた。猫ねこ蜘ぐ蛛もと戦うか否いなか、その話し合いが行おこなわれたのだろう。


    「──というわけで決をとったのだが、『助ける』が四人で『助けに行かない』もちょうど四人だ。なので、君の意見で今後の方針が決まることになる。実際戦うのは赤峰さんだし、最終的な決定権は君にあると思っていたから、ちょうどよかったと言えば、そうなるのだが……」


    　四対四という投票結果に、寧ね々ね音ねはかなり驚いた。彼女の予想では、ほとんどの生徒が「助けに行かない」を選択すると思っていたからだ。死ぬ危険もあるのに、じっとしていればそのうち救助が来るはずなのに──。彼らの心情の変化に、薄ら寒いモノを感じる。いったい何が戦うことを後押しさせてしまったのか。


    　それよりも、気になることがあった。


    　投票の内訳。結果が予想外すぎて、誰がどちらに票を入れたのかが、まったくわからない。稲いな賀がはおそらく「助ける」を選んだはずだ。自分と同じで臆病なところがある小こ島じまは、「助けに行かない」を選んだのではなかろうか？　曽そ根ね瓦がわらと黒くろ井い澤ざわ、あと卓たく二じもそうだろう。


    　けれども寧々音は、その予想を違うと感じた。


    　その考えだと、萌も由ゆ里りが「助ける」を選んだことになる。彼女は確かに正義感の強いところはあるが、親友である自分を危険にさらすようなことを主張したとは、思いたくなかった。


    　そんな感情的な理由とは別に、卓二と操みさおが違う選択肢を選んだとするのも引っかかる。寧々音のイメージだと、二人がこういう大事な場面で意見を違たがえるとは思えない。おそらく二人の選択肢は同じものだろう。そうなると途端に数が合わなくなる。


    　──訊きくべきか？


    　寧々音は迷っていた。訊けば、おそらく誰がどちらを選択したかは教えてもらえるだろう。だけど、斗と和わがどちらを選んだかを知れば、自分は間違いなくそちらを選んでしまう。


    　それじゃだめだ、と寧々音は思った。


    　斗和に心配をかけないため、萌由里から彼を奪わないために、自分は異能の力を得たのだ。これ以上、斗和を頼ることはできない。それじゃ、意味がない。


    　正直、助けたいか助けたくないかの二択で言えば、助けたかった。けれどもそれ以上に、恐怖心のほうが勝っている。


    　猫ねこ蜘ぐ蛛も、最強の化け物。直接目にしたことはないけれど、伝え聞いた情報は恐るべきものだった。ペタペタとぬしゃぼっちという二匹の化け物が徘はい徊かいする校舎から、頑かたくなに外に出ようとしなかったのは、猫蜘蛛を恐れてのことではなかったのか？


    　──怖い。


    　素直にそう思った。無む惨ざんな肉にく塊かいとなって臓ぞう物もつをばらまく自分の死に様が、まるでフラッシュバックのように鮮せん明めいに想像できる。


    　それなのに、どうして彼らは自分に戦うことを強要するのだろう？　斗和もそのうちの一票を投じたのだろうか？　萌由里も、そうなのだろうか？


    　寧々音は途端に、足場を失ったような不安な感覚に襲おそわれた。自分を支えていた絆きずなという名の糸が、ぶつりと嫌な音を立てて切れていく。代わりに彼女の体を包み込んだのは、孤独という名の冷たい闇やみ。


    （私が死んでしまっても、構わないと思ってるのかな？）


    　思わず涙が漏もれそうになり、寧ね々ね音ねは必死に堪こらえた。そうじゃない、と必死に思い込もうとする。たぶん彼らは純粋に、生存者を助けるか否いなか、という問いに答えただけなのだ。そこには寧々音の気持ちなんて、最初から勘定に入ってはいない。


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もの糸に絡め取られ、動くことも逃げ出すことでもできず、恐怖と絶望にさらされながら死を待つしかない生徒たち──。


    　その姿は、あのときの自分とダブって見えた。痴漢に遭あい、恐怖で声すらあげることができず、人としての尊そん厳げんを汚けがされ続ける運命を呪のろうだけの、ひ弱な私──。


    　そんな自分を救ってくれたのは、斗と和わだ。彼の勇気と行動のおかげで、今の自分がある。あのときから、ずっと思っていたのかもしれない。


    〝──私は、斗和くんみたいになりたい〟


    　貫き届く刃の意志ブリユーナクは力だ。私の想おもいを、願いを伝えるための力。ならば、それを手にした自分が取るべき行動は、一つしかない。


    　寧々音は静かに深呼吸すると、その言葉を口にする。


    「私は、……みんなを助け……たい。猫蜘蛛と、戦い……ます」


    　正直、体の中心ではいまだ震えが収まらない。本当に自分にできるのだろうか、そんな口には出せない不安を抱え込んでいた。だけど、これでいいと思った。


    　斗和の意見を聞かず、自分の意志で決断したはずのそれは、結局は斗和の影を追い続けた答えであるという矛む盾じゆんに、寧々音は最後まで気づかなかった。そしてすぐに、自みずからの決断を後悔することになる。


    「ありがとう。寧々音なら、きっとそう言ってくれると思ってたよ」


    　まるで共通の話題を見つけたみたいに、無邪気に喜びを伝えてくる萌も由ゆ里り。彼女の表情には親友を死地に送り出すことに対する憂うれいも罪悪感の翳かげりも、一切なかった。


    （──え？）


    　そこで初めて、寧々音は気づく。萌由里の票は「助ける」だったことに──。


    　慌あわてて操みさおの顔を仰あおぎ見る。彼女は不機嫌そうな、いや、どこか憐あわれむような厳しい表情を浮かべていた。直感的に悟る。彼女は反対だったのだ。


    　寧々音は悄しよう然ぜんと、床ゆかの一箇所を見つめた。自分の予想が悉ことごとく外れている。斗和は結局どっちだったのだろう？　けれども、それを知ってしまったら何かが崩れ落ちてしまいそうで、寧々音に訊くことができなかった。


    「よし」稲いな賀がが満足そうに頷うなずく。「彼女の意志を尊重し、僕らの次の目標は、猫蜘蛛に捕獲されている生徒たちの救出とする！」


    「ねえ、確認だけど、僕らが外に出る必要はないよね？　赤あか峰みねさん一人が外に出れば、いいんだよね？」


    　小こ島じまの科白せりふに、寧々音は心臓を握り潰つぶされるようなショックを受ける。まさか、自分一人を化け物の前に放り出そうとしているなんて、夢にも思わなかった。


    　常識的に考えれば、それは正しいやり方なのかもしれない。でも寧ね々ね音ねは、彼の言げん動どうに名めい状じようしがたい不気味なモノを感じていた。


    「馬ば鹿かじゃねえの？　なんでわざわざ外に出るんだよ？　射撃能力なんだから、安全な校舎から撃つべきだろ」


    「いや、僕らはずっと猫ねこ蜘ぐ蛛もの姿を見ていない。奴やつが現れるのを待っていたら、いたずらに犠牲者が増えるだけだ。僕らの目的は生徒たちを助けること。積極的に打って出るべきだと、僕は思う」


    　黒くろ井い澤ざわの科白せりふを受けて、稲いな賀がが持論を展開する。


    「ちょっと待ってよっ！　彼女が外に出たら、私たちはどうなるの？　校舎にはまだ白い奴がいるのよ。外に行くのは構わないけど、先に白い奴を倒してからでしょ？」


    　悲鳴のような曽そ根ね瓦がわらの声。


    「あれ？　白い化け物は静かにしていれば大丈夫なんだよ？　曽根ビッチさんは、斗と和わくんの言葉を信じてないんだ？」


    　驚いたことに、この科白は萌も由ゆ里りのものだった。


    「べ、別に斗和くんの言葉を信じていないわけじゃないけど……。やっぱ怖いじゃん。あの化け物が目の前を通り過ぎるのを、ずっと待っとかなきゃいけないのよ。先にそっちを倒していけば、私たち何も心配することないじゃん」


    　寧々音は再び、胸に鈍にぶい痛みを感じた。みんなに頼られているはずなのに、冷たい疎そ外がい感かんを覚える。


    「なんだよ、お前。便所もピンクがいなきゃ行けないし、留守番もそうなのかよ」


    　黒井澤が、からかうように言う。曽根瓦は家庭科室から放送室に向かう際、トイレに行きたいと言って、皆を足止めしたのだ。


    　先を急ごうとしていた稲賀は「白い奴は静かにしていれば大丈夫だ」と言い残して立ち去ろうとしたが、「トイレで音を立てないのは不可能です」という斗和のデリカシーを無視した指摘によって、曽根瓦の主張は受け入れられた。


    「普通そうでしょ？　化け物がいるのよ！　『静かにしてれば』って言うけど、万が一ってこともあるじゃん。実際にそれで助かった人がいるわけでも──。あ、……ごめん」


    　曽根瓦が申し訳なそうに、視線を下げて謝罪する。


    「白い奴が音に反応しているのは、まず間違いないわ。だから、不安に思う必要はないと思うの」


    　気まずい空気を押し流すように、操みさおが口を開く。


    　けれども彼女の科白は、どこかズレていると寧々音は感じた。「信じること」と「不安に思うこと」は別問題なのだ。寧々音には、曽根瓦の気持ちがよくわかる。


    　つまりは、車とジェットコースターみたいなもの。車に乗るのは全然平気なのに、ジェットコースターは見るだけでも足が竦すくんでしまう。バンジージャンプに至っては、正気の沙さ汰たとは思えない。


    　だけど純粋な危険度だけを見るなら、車のほうが圧倒的に高い。年間百万人近い人に怪け我がを負わせ、年間数千人の命を奪っている鋼鉄の塊モンスター。それが脇わきを走っていても、恐怖を感じる人は少ない。それは、より死に近いイメージを与えるほうに、人は恐怖心を覚えてしまうからだろう。


    　だが、化け物は違う。そのイメージは名実ともに、人を殺すモノ──。音を立てなければ大丈夫だと太たい鼓こ判ばんを押されていても、目の前を通り過ぎる死のイメージは強烈だ。文字どおり生きた心地がしない。


    「俺おれも、先に白い奴やつを倒すべきだと思っています」


    　斗と和わの言葉が、寧ね々ね音ねの耳じ朶だを打った。何か温かいものが、胸の奥に広がっていく。


    「なんだよ、自分の考えに自信ないのかよ？」


    　黒くろ井い澤ざわが揶や揄ゆするように言う。ペタペタが音に反応すると主張したのは、斗和だ。


    「いえ、そういうわけでは……。ただ、それが白い奴をこのままにしておく理由にはならないと思うんです」


    「だが、時間が経たてば経つほど、捕らわれている生徒たちの生存率は下がってしまうだろう。僕は先に猫ねこ蜘ぐ蛛もを倒すべきだと思うが？」


    「っていうか、猫蜘蛛は今どこにいんの？　もしかして、学校の敷地外そとにいるんじゃね？」


    　卓たく二じの何気ない言葉に、みんなが激しく動どう揺ようする。おそらく誰もが、想像だにしていなかった可能性だろう。


    「は？　何言ってんだよ、デブ。学校のまわりには、見えない壁があるんだぜ。外に出られるわけないだろ？」


    　真っ先に噛かみついたのは、黒井澤だ。


    「いや、あれからずいぶんと時間が経たっている。見えない壁がいつの間まにか消えていても、不思議ではないのかもしれない」


    　稲いな賀がが腕を組みながら、唸うなるような声で言った。


    「ねえ、赤あか峰みねさんの能力で確認できないかな？　貫き届く刃の意志ブリユーナクが見えない壁にぶつからなければ、壁は消えてるってことじゃないかな？」


    「それだと見えない壁に穴が開いてる場合とか、わかんないんじゃない？　全部が消えてない可能性だってあるわけでしょ？」


    　小こ島じまの意見に、曽そ根ね瓦がわらが突っ込みを入れる。


    「いや、違う。そうか、そういう使い方もあるのか！」稲賀が歓喜の声をあげた。「くそっ、どうして気づかなかったんだ僕は。貫き届く刃の意志ブリユーナクの能力を使えば、見えない壁に抜け道があるかどうか、簡単にわかるじゃないか」


    「は？　どういうことだよ？」


    「貫き届く刃の意志ブリユーナクには目の前の障害物を自動で回避する能力が備わっている。壁の外の目標に向かって能力を使用すれば、自動的に外へ抜けるルートが判明するということだ！」


    　興奮したような稲いな賀がの声。それに煽あおられるようにして、ほかの生徒たちも沸わき立ちはじめる。帰れるかもしれないという希望が見えてきたのだ。仕方のないことかもしれない。だが──。


    「待ってくださいっ！」


    　そんな彼らの熱に冷水を浴びせたのは、悲鳴にも似た斗と和わの叫びだった。誰もが驚いたように動きを止め、入り口から姿を覗のぞかせた斗和に訝いぶかしげな視線を向ける。


    「そんなことをすれば、赤あか峰みねは二度と能力を使用できなくなる。先ほど話題にした密室のケースと、まったく同じです」


    「でも、もしも外に出られるなら……」


    「曽そ根ね瓦がわらさん。残念だけど、それはない。見えない壁は間違いなく存在している。その証しよう拠こに外が騒がしくない。校門の前にはたくさんの死体がある。こちらから助けを求めるまでもなく、大騒ぎになるはずだ。それに、校舎で安全が確保できているのに、わざわざ危険な外へ行くのは本ほん末まつ転てん倒とうだと思う。気持ちはわかるけれど、今の俺おれたちには慌あわてて外に出る理由がないんだ」


    　誰もがしゅんと頭を垂れてしまった。彼の言い分は論理的に正しい。


    「じゃあさ、斗和。猫ねこ蜘ぐ蛛もは今、どこにいんだよ？」


    「おそらくは新体育館。そこが猫蜘蛛の巣になっているはずだ」


    　卓たく二じの質問に迷いなく答えて、斗和は自分がそう思った理由を付け加えて説明した。


    「──ですが、さっきも言ったとおり、先に白い奴やつを倒すべきだと思います。確かに、生存者のためにも急ぐ必要はあると思います。だから、あと一周だけ校舎を回らせてください。それで白い奴に出会わなければ、そのときは、猫蜘蛛を倒しに向かうのに吝やぶさかではありません」


    　刹せつ那な、寧ね々ね音ねは理解する。斗和は「助けに行かない」を選んでいたのだ。言いようのない不安が襲おそってきて、寧々音の目の前は真っ暗になった──。
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    　ドアを開けると、久しぶりに風が肌はだを撫なでていき、斗和は思わず身震いしてしまった。


    　見えない壁によって閉じ込められた世界では、風が吹くことはない。これは扉とびらを開けたことによる気流の変化。わずかな空気の動きを風と感じるほど、斗和の肌は敏感になっていた。


    　校舎を一周したが、結局ペタペタと遭そう遇ぐうすることはなかった。本来なら、そのまま新体育館へ向かうはずだったが、まだ屋上を見ていないという指摘が出て、今に至る。


    　厳密に言えば、屋上は外なのかもしれないが、ペタペタは壁に貼はりつくため、外壁も確認していたせいか、境界線が曖あい昧まいになっていた。なかなか見つからないという不気味さが、皆の心情に変化を与えて、半ば躍やつ起きにさせていたのかもしれない。


    　斗と和わは素早くあたりを見まわして、屋上庭園に何もいないことを確認する。さらには、教室棟四階に残ってくれている操みさおと卓たく二じに視線を送った。


    　卓二が両手で大きな丸をつくって、化け物がいないことを教えてくれる。斗和は見張りとして教室棟に残ってくれた二人に、心から感謝した。この状況で寧ね々ね音ねと離れることは、想像を絶する恐怖を伴うだろう。


    　だが同時に、悪い予感が胸中を駆かけ巡る。


    　曽そ根ね瓦がわらの言うとおり、静かにしていれば助かる保証なんて、どこにもないのだ。少なくとも奴やつがどの程度まで音の位置を記憶しているのか、それを明確にする必要がある。だが、それよりも安全で確実な対処法は、先にペタペタを倒すことだ。なので斗和は、祈るような気持ちで外に出た。


    　高さの関係上、教室棟と特別教室の屋上は室内から見ることができない。屋上庭園の塔屋に登って確認する必要がある。


    　塔屋の南側に設置してある梯子はしごに手足を掛けたところで斗和は、ドアから出てきた寧々音にちらりと視線を送った。不安そうに翳かげる表情。それは斗和のことを心配しているのか、それともこれから起こる戦いを恐れてのことなのか。


    　彼女の周囲には稲いな賀がと黒くろ井い澤ざわ、そして萌も由ゆ里りの姿がある。萌由里の表情は少しも憂うれいを帯びていなかった。斗和は残念に思う。本当に彼女は、自分のことが好きなのだろうか？


    　そんな益やく体たいもない気持ちを振り払うように、梯子に体重を乗せた。そのときだ──。


    　下の階から、バタバタと慌あわただしく走る音が聞こえてきた。


    　その場にいた全員の顔に緊張が走る。足音はおそらく、下の階で見張りに立っていた曽根瓦か、小こ島じまのものだろう。途端に剣けん呑のんな空気があたりを包み込む。


    　自然と生徒たちは、小柄な寧々音の背中に隠れるような位置へと集まった。最前列に押し出されるような格好となった寧々音も、ドアの奥から聞こえてくる足音に不安を感じてか、出口から距離をとるように、屋上庭園の中心方向へと後あと退ずさる。


    　梯子はしごから降りた斗和も、彼らの中に加わって、固かた唾ずを呑のんでドアに鋭するどい視線を送る。萌由里が寄り添うようにして、斗和の袖そで口ぐちを掴つかんできた。


    　不安と恐怖が集中する視線の中央に、サイドテールをなびかせた曽根瓦が姿を現す。彼女はなぜか、斗和たちの視線を受けて驚いたように立ち止まった。そんな彼女の後ろから、ぶつかるようにして小島が飛び出してくる。


    「きゃっ」曽根瓦は、つんのめるようにして屋上に飛び出した。「いった～、何すんのよっ！」


    「あ、ごめん」


    　小島がすまなそうに謝るが、斗和たちにとって、そんなやりとりはどうでもよかった。


    「どうした？　何があった？」


    　焦じれたような声で稲いな賀がが確認する。けれども二人は慌あわてた様子もなく、逆に言いにくそうに視線を逸そらす。


    「……だって、やっぱ怖いじゃん。赤あか峰みねさんが近くにいるならまだしも、小こ島じま先輩じゃ役に立たないし」


    「はぁ？　お前たちまさか、見張りを放っておいて逃げてきたんじゃねえだろうな？」


    　曽そ根ね瓦がわらの科白せりふに、黒くろ井い澤ざわが声を荒らげた。二人が気まずそうに顔を赤らめる。


    「仕方ないでしょ？　怖いものは怖いんだからっ！　そんなに怒ることないじゃん。さっきまで白い奴やつはいなかったんだから、見張る必要なんてないでしょ？　さっさと終わらせれば、問題ないじゃん！」


    「テメッ……、ふざけんなっ！　小島、お前も何逃げてきてんだよっ！」


    「だって、曽根瓦さんが『やっぱ無理』って、いなくなるから……」


    　白けた空気があたりに漂ただよっていた。稲賀は露骨にため息をつき、寧ね々ね音ねは安心したのか、ほっと胸を撫なで下ろしたかのように息を吐く。


    　それは──明らかな油断。


    　漫然とした気の緩ゆるみは、ここに来て最悪の結末を迎えることとなる。


    「じゃあ、すぐに確認してきます」


    　一歩前に進み出ようとした斗と和わの視界に、そいつの姿が映る。それは単なる偶然だったのだろうか。いや、その大きさからすれば、必然だったのかもしれない。


    　刹せつ那な、背中を刺すような悪お寒かんが駆かけ抜けていく。圧倒的な死のイメージを叩たたきつけられた全身の毛が即座に粟あわ立だち、鼻び孔こうが干上がったような痛みを発する。


    「──猫ねこ蜘ぐ蛛もだあああああああああッ！」


    　ほとんど脊せき髄ずい反射の速度で、斗和は叫んでいた。


    　それに応えるようにして、巨大な質量の塊かたまりが空気を押し退のけてやってくる。まるで管理棟自体が揺ゆれたような、そんな錯さつ覚かくを覚えるほどの重厚な恐怖の顕けん現げんがそこにはあった。


    　銀の渦巻き模様シルバークラシツクタビーの体毛に覆おおわれた体たい躯く、残忍な光を放つ金色の眼め。隆々とした八本の脚は、人の胴体ほどもある。校舎内の化け物と比べれば、すべてがケタ違いの怪獣モンスター。


    　そいつが今、先ほど斗和が登ろうとした塔屋の上に姿を現している。その背中には数人の生徒が巻きつけられており、図書館から逃げ出した永なが田たの姿もあった。


    「うわわわああああああああああッッッ!!」


    　悲鳴が爆発した。寧々音の後ろに隠れるようにしていた稲賀が、黒井澤が、弾はじかれたみたいに逃げ出していく。遅れて、曽根瓦と萌も由ゆ里りもそれに続く。小島は運がよかった。まだ塔屋の中にいたため、即座に階段を降りて逃げ出すことができた。斗和も一瞬、逃げ出そうとしたが、できなかった。


    　──寧ね々ね音ねが微動だにしていない。


    　最悪の予感が去きよ来らいする。


    　恐怖に直面したとき、人はどのようになるのか？


    　寧々音が猫ねこ蜘ぐ蛛もを見たのは、おそらくこれが初めてだろう。事前に目撃していたほかの生徒に比べ、彼女が受けた衝撃は計り知れない。事実、初めて猫蜘蛛と遭そう遇ぐうしたときの斗と和わも似たようなものだった。いや、彼女の精神は斗和よりも遙はるかに脆もろい。今現在、その身に受けている絶望と恐怖は想像すらできない。


    　──そんなことは、知っていたはずだ。


    　忸じく怩じたる思いが、後悔の念が、鈍にぶい痛みとなって斗和の胸を締めつける。


    　寧々音は戦う人ではなかった。彼女を戦わせてはいけなかった。それは如い何かなる気持ちだったのだろうか。斗和の思考は、急速に寧々音を護まもることだけに収しゆう束そくしていく。


    　猫蜘蛛は、野球ボールくらいの白い糸の塊を顎あごの下から出すと、壊れたように動かない寧々音に向かって投げつけてくる。


    「赤あか峰みねッ！」


    　斗和は寧々音を押し倒すようにして、猫蜘蛛の投球から彼女を逃のがす。人じん工こう芝しばの上は予想以上に軟らかく、むしろ強こわ張ばった寧々音の体のほうが、斗和の体に鈍い痛みを返してくる。


    　だが斗和はそんなものを気にする間まもなく、すぐさま猫蜘蛛に注意を向ける。床ゆかに倒れ込んだ状態では、次の動きに対応できない。


    　けれども猫蜘蛛は、斗和たちにはすぐに興味をなくしたらしく、その残忍な瞳ひとみは逃げ去る稲いな賀がたちの背中を見つめていた。次の瞬間、猫蜘蛛が大きく跳躍する。そして反対側、東側の塔屋の前に降り立った。


    「うわああああああッッ！」


    　再び、稲賀たちが悲鳴をあげる。彼らにしてみれば、逃げ込もうとしていた希望の扉とびらの前に、突とつ如じよとして絶望が降って湧わいたようなかたちだ。パニックに陥おちいった稲賀は腰が抜けたらしく、尻しり餅もちをついたまま弱々しく後あと退ずさりする。


    　その惨みじめな姿が、猫蜘蛛の嗜し虐ぎやく心しんを刺激したのかもしれない。猫蜘蛛はニヤリと表情を歪ゆがめると、稲賀の前に進み出る。


    「──や、やめて……、助けて！」


    　毅き然ぜんとしていた彼の態度はどこにもなく、無ぶ様ざまに鼻水を垂らして命いのち乞ごいをするだけの憐あわれな存在と成り果てていた。


    　猫蜘蛛が濃厚な死の香りを漂ただよわせる、洞どう窟くつのような口こう腔こうを見せつけてくる。だが奴やつは、すぐには襲おそいかからなかった。まるで恐怖を絞り出させて、肉にその感情の味が染み込むのを待つかのように、口を開けたままで焦じらしている。


    「──っ、か」擦かすれた声のあと、稲賀の絶叫が響き渡った。「誰かっ、助けてくれえええッ！」


    　それが引き金となった。猫ねこ蜘ぐ蛛もの力強い顎あぎとが空間を蹂じゆう躙りんする。残ったのは、真っ赤かな血肉を垂らし、生々しい臓ぞう物もつをばらまいた稲いな賀がの下半身だけ。


    「いやあああああああぁっ！」


    　曽そ根ね瓦がわらの金切り声。耳に響く不快な叫びは、ぐらりと世界を歪めるような錯さつ覚かくに陥らせる。


    「赤あか峰みねっ！　頼む、赤峰ッ、正気に戻ってくれッ！　赤峰ぇええええッ！」


    　斗と和わは必死に寧ね々ね音ねの肩を揺ゆすった。彼女の肩は、まるで真冬に全ぜん裸らで放り出されたみたいに小刻みに震えている。血の気の引いた顔に見開かれたままの瞳ひとみは、自分に戦う力があることすらも失念しているかのようだった。


    「斗和ッ！　早く逃げろぉおおおおおッ！」


    　教室棟の窓から身を乗り出した卓たく二じが叫ぶ。


    　斗和は本能的にまずいと思った。次の獲え物ものを探していた奴やつにとっては、芳ほう醇じゆんな香りを漂わす獲物の声に聞こえたことだろう。事実、猫蜘蛛はその炯けい々けいたる瞳を教室棟へと向ける。


    「キタジッ、そこから離れろぉおおおおッッ！」


    　咄とつ嗟さに意図を理解した操みさおが、卓二の手を取って踵きびすを返すのが見えた。だが──。


    「──ッ！」


    　斗和は声にならない悲鳴をあげる。一躍で移動した猫蜘蛛は、その頑丈な前脚で先ほどまで卓二たちがいた場所を薙なぎ払っていた。窓ガラスやフレームが吹き飛び、開けた空間をつくり出す。そこから校舎に侵入するべく、奴は上半身を乗り入れようと壁に貼はりついていたが、しばらくして中庭へ落ちていった。


    　斗和は祈るような気持ちで、猫蜘蛛によって見通しがよくなった廊下を見つめる。タイミング的には逃げ果おおせたはずだ。ややあって、階段のところからサムズアップしてくる太った腕が見えて、ほっと息を吐く。卓二と操は無事なようだ。


    「ごめんっ、赤峰」


    　気を取り直した斗和は、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっている寧々音の顔を叩たたいた。乾いた音が二回鳴り響く。驚いたように目を瞬まばたかせた寧々音の瞳ひとみに、感情の光が灯ともる。


    「……あ」


    「赤峰、頼む。貫き届く刃の意志ブリユーナクを使ってくれ！　奴を倒せるのは赤峰だけなんだっ！」


    「……うん」


    　体はいまだ震えたまま、か細い声で寧々音が頷うなずく。


    「うにゃああああああアアアアッ！」


    　そんな彼女の決意を嘲あざ笑わらうかのように、甲高くて臓ぞう腑ふを揺ゆらすような奴の声が昇ってくる。中庭より跳躍してきた猫蜘蛛の体たい躯くが、再び屋上庭園に姿を現した。


    　今度は西側の塔屋の前、斗和たちから数メートルしか離れていない場所。そちら側の出口から逃げようとしていた黒くろ井い澤ざわたちが、再び進路変更を余儀なくされる。


    　斗と和わは咄とつ嗟さに、肩に掛けていたバッグから包丁を取り出して、寧ね々ね音ねに握らせた。


    「赤あか峰みねッ！」


    　斗和の声に弾はじかれるようにして、寧々音が力を行こう使ししようとする。


    　五感を超えた動物的本能で危険を察したのか、単なる気まぐれだったのか。次の瞬間、猫ねこ蜘ぐ蛛もの姿が掻かき消える。


    「赤峰っ、教室棟だ！」


    　猫蜘蛛の動きを目で追った斗和が、居場所を伝える。しかし猫蜘蛛は、着地と同時に再び屋上庭園へと跳躍してきた。今度は東側の塔屋の前。


    「赤峰っ、今度は向こうだ！」


    　猫蜘蛛は、自分が移動するたびにほうほうの体ていで逃げ出す生徒たちの様子がおもしろいのか、一いつ時ときも止まることなく縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回っている。


    　その間、一度として、貫き届く刃の意志ブリユーナクが放たれることはなかった。


    「──赤峰？」


    　斗和の声は疑問形に変わっていた。訝いぶかしげに彼女を見る。


    「……だめ」


    「え？」


    「速すぎて、照準確定ロツクオン……できない、よッ！」


    　寧ね々ね音ねの悲痛な叫び。
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    　斗と和わはその意味が理解できなかった。速すぎるも何も、瞳ひとみに映った時点で照準確定ロツクオンできるはずだ。確かに寧々音が目で追う速度は遅いが、致命的に遅れているとは思えない。


    　刹せつ那な、唐突にその事実に気づく。照準確定ロツクオンの条件は「はっきりと対象を認識する」ことだったはず。それは単なる視力の問題だと思っていた。だが、視力には二通りあるのだ。


    　──動体視力。


    　素早く動いている物体を正確に認識するための視力。優れた野球選手ならば、ボールに書かれた文字すらも読めるという。


    　だが普通の女子高生であり、スポーツとは無縁の生活を送っている寧々音に、その能力は期待すべくもない。イメージどおり彼女の動体視力は低く、普通の速度で動き回っているだけの猫ねこ蜘ぐ蛛もを、捕ほ捉そくできないでいるのだ。


    　痛恨のミス。彼女から能力の説明を受けていたはずなのに、動体視力のことには思い至らなかった。想像力の欠けつ如じよ。それが斗和たちを、危機的な状態へと陥おちいらせる。


    「うわああああああああっ！」


    　斗和の悔かい恨こんを打ち切ったのは、黒くろ井い澤ざわの悲鳴。彼は猫蜘蛛の糸に捕らえられ、宙を舞っている最中だった。


    　強烈な血と死し臭しゆうを放つ、黄よ泉みの入り口へと一気に連れ去られる。そのまま稲いな賀がと同じ結末をたどるのかと思われたが、違った。引き寄せられた黒井澤の体は巨大な両前脚によって、器用に糸でラッピングされはじめる。保存用の食糧としての運命を、彼は課せられることとなったのだ。


    　すぐに殺されなかった理由はなんだろう？　いや、そんなものは考えるだけ時間の無駄だ。人をして納得させられる筋の通った理屈など存在しない。単なる気まぐれ、そのときの気分。まさに言葉の通じぬ暴君の如ごとき所しよ業ぎよう。


    　だが──。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナクっ、発動！」


    　寧々音の髪がはためき、桃色の光が彼女の全身を包み込む。ラッピング中の猫蜘蛛は動きを止めており、動体視力の低い寧々音が照準確定ロツクオンするのにも、十分な時間があった。


    　桃色の流星となった包丁が一直線に猫蜘蛛へと向かっていく。煌こう々こうとした運動エネルギーの塊かたまりに身の危険を感じたのだろう、猫蜘蛛が跳躍してその攻撃をかわす。


    　だが貫き届く刃の意志ブリユーナクに対し、そのような行為は無駄でしかない。光のオーラをまとった包丁は、ほぼ直角に角度を変えると、跳躍中の猫蜘蛛に追い縋すがり、銀の渦巻き模様シルバークラシツクタビーの体毛の奥へ鋭するどい刀身を突き立てていく。


    「ウギャァアアアアアアアッ!!」


    　意識を持っていかれそうなほどの、重厚な獣けものの咆ほう哮こうが響き渡る。


    　──それは一つの希望と、一つの悲劇を突きつけることとなった。希望は当然、寧ね々ね音ねの攻撃が有効であったこと。照準確定ロツクオンさえできれば、猫ねこ蜘ぐ蛛もを倒せる可能性は十分にある。


    　悲劇は、攻撃を受けた猫蜘蛛が、前脚に持っていた獲え物ものを落としてしまったこと。管理棟の屋上より跳躍した猫蜘蛛の位置は、軽く校舎の四階を超えていた。そこから手足を縛られた状態で、黒くろ井い澤ざわは真っ逆さまに落下していったのだ。


    「うわああああああああああああああぁぁぁっっっ！」


    　尾を引く長い悲鳴。だがそれは、数秒の間を置いて鈍にぶい音と共に、唐突に断ち切れた。重々しい静寂があたりを包み込む。


    「大丈夫だッ！」斗と和わは反射的に叫んでいた。「下は中庭だ。致命傷にはならない！」


    　それは嘘うそだ。下が軟らかい土であったとしても、この高さでは助からない。仮に奇跡的に生きていたとしても、長くは保もたないだろう。そんなことくらい、すぐにわかった。


    　けれども今は、寧々音の心を凍らせないことのほうが大事だ。ここで彼女が再び戦う意志を喪そう失しつしてしまえば、誰一人生きてここから逃のがれることはできない。


    　斗和は寧々音に新しい包丁を手渡しながら、教室棟の屋上に着地した猫蜘蛛を睨にらみつける。


    　その痛みは逃避本能よりも闘争本能のほうに火を点つけたのか、傷口を糸で止血した猫蜘蛛は、怒りの形ぎよう相そうを刻み込んだ表情と共に、殺意を込めた眼光を返してくる。


    （致命傷には、ほど遠いか）


    　斗和は冷静に戦況を分析する。寧々音の攻撃が効いていないわけではない。だが、巨大で脂肪が多い熊などがそうであるように、猫蜘蛛も防御力と生命力がケタ違いに高いのだ。


    　決定打に欠けていた。残り四発の貫き届く刃の意志ブリユーナクで倒せる保証はどこにもない。これ以上戦うのは危険だ。


    　優先すべきは、全員無事にここから脱出すること。屋上に残っているのは自分と寧々音と萌も由ゆ里り、そして曽そ根ね瓦がわらの四人。もう誰一人死なせたくはない。


    「青あお葉ば、曽根瓦さんっ！　西側の出口そつちへ走るんだ。絶対に止まるんじゃない。俺おれを信じて、まっすぐ突き進んでくれ！」


    「うん、わかった」


    　答えてくれたのは曽根瓦だ。強こわ張ばった表情の萌由里を押すようにして、ドアへと走り出す。


    「赤あか峰みね、照準は俺が決める。奴やつの姿は追わなくていい。俺の指示どおりに貫き届く刃の意志ブリユーナクを放ってくれ。──赤峰ッ、頼む！」


    　斗和の大声に、寧々音はびくりと肩を震わせる。彼女の心はまだ、姿の見えなくなった黒井澤に捉とらわれていたらしい。当然だ。いくら悪気がないとはいえ、彼女の攻撃が彼の命を奪ってしまったのは事実。


    　だが、そんなことを考えさせてはいけない。罪の意識に苛さいなまれ、能力を封印してしまうようなことがあれば、それこそ全ぜん滅めつしてしまう可能性がある。


    「青あお葉ばたちをここから逃がす。頼む、協力してくれ！　赤あか峰みねの力が必要なんだ！」


    　萌も由ゆ里りの名前を出したのは効果があったのかもしれない。虚うつろだった寧ね々ね音ねの表情に、再び強い意志が表われる。


    　憎しみよりも獲え物ものを追う本能が勝ったのか、それとも斗と和わたち全員が憎しみの対象だったのか、猫ねこ蜘ぐ蛛もは寧々音ではなく、逃げ出そうとする曽そ根ね瓦がわらたちの前へ割り込むような方向に跳躍する。


    　それは、斗和が予想していた動きの一つだ。


    　移動中の猫蜘蛛を貫き届く刃の意志ブリユーナクで攻撃することはできない。寧々音の動体視力では捕ほ捉そくできないからだ。ならば、止まっている目標を撃てばいい。


    「赤峰っ！　ドアを攻撃しろ！」


    　一瞬、寧々音は戸惑ったみたいだったが、素直に貫き届く刃の意志ブリユーナクを撃ち放った。光の軌き跡せきが、ドアへとまっすぐに伸びる。


    　ちょうどそこへ、猫蜘蛛が着地する。


    　だが、寧々音の攻撃が奴やつに命中することはない。自動回避能力があるため、猫蜘蛛の体を避けて、ドアに突き進むだけだ。無意味な攻撃、意味不明な指示。だがそれは、貫き届く刃の意志ブリユーナクの本質を知る知能ある人間だからこそ、思うこと。


    　自分に向かって猛烈な速度で襲おそい来る殺さつ戮りくの刃。猫蜘蛛にとってそれは、明確に向けられた殺意ある攻撃にほかならない。仮に自動回避という特性を知っていたとしても、果たして逃げ出さない選択肢を選ぶことができたかどうか。


    「ニャッ！」


    　濁にごった鳴き声をあげて、猫蜘蛛が着地と同時に屋上の床ゆかを蹴ける。先の攻撃は、奴にとっても嫌な思い出らしい。そのまま駆かけ抜けるようにして、管理棟の南側にある図書館のほうへと飛び去った。


    　先に萌由里、次に曽根瓦が出口へ到着する。


    　斗和も寧々音の手を引いて後に続こうとしたが、直感に近い知覚能力が、自分たちに向けられた攻撃を察する。再び空中に現れ出た猫蜘蛛が、糸を投げつけてきたのだ。正確無比な投球。真っ白なボールは、仕返しとばかりに寧々音の体を狙ねらっている。


    　斗和は再び押し倒すような形で、寧々音をそれから逃のがす。あと数メートルで出口にたどり着くことができたはずなのに、と口くち惜おしく思った。


    　猫蜘蛛の動きは想像以上に速い。あと少しだ、という甘い認識で出口へ駆け込めば、無む惨ざんな肉にく塊かいに成り果てるだけだ。慎重に行動する必要がある。


    「赤峰、奴の動きが止まった瞬間を狙うんだ」


    　寧々音を抱き起こしながら、斗和がそこを指さす。猫蜘蛛が着地する予想地点。動体視力が追いつかない寧々音も、事前に着地する場所がわかっていれば照準確定ロツクオンできるはずだ。


    　けれども、こちらの攻撃を警戒してか、猫ねこ蜘ぐ蛛もは着地と同時にジャンプする。


    「赤あか峰みねッ！」


    　ならば今度は、新たな着地予想地点を指示するだけだ。斗と和わは教室棟の屋上を指さした。距離を取って安心したのか、着地した猫蜘蛛の動きが止まる。


    　その隙すきを寧ね々ね音ねは逃さなかった。桃色の流星が再び空気を切り裂き飛ひ翔しようする。咄とつ嗟さに跳躍してかわそうとする猫蜘蛛だったが、貫き届く刃の意志ブリユーナクを振り切ることは、能力の定義上不可能だ。


    　先ほどと同じ展開。逃げる猫蜘蛛と追い縋すがる寧々音の攻撃。だが今度は、斗和にとって予想外の行動を、猫蜘蛛がとってきた。


    　喉のどの下から大量の糸を取り出した猫蜘蛛が、四本の脚を使って、器用にそれを広げたのだ。まるで風ふ呂ろ敷しきのように展開するそれは、糸の成分でつくられた盾たてだろう。だが──。


    　光をまとった包丁は、軌き道どうを修正してその盾をかわすと、いとも容易たやすく奴やつの腹部を突き刺した。獣けものの咆ほう哮こうと共に、猫蜘蛛は校舎の谷間へ墜落していく。だがやはり、殺すには至らない。


    　弾数は残り二発。寧々音を逃がすことを考慮するなら、使えるのはあと一発だけ。彼女が眠り込んでしまったら、無事に逃がせる保証はない。


    「赤峰。次に照準確定ロツクオンできたら、全力でやるんだ。次の次はない！」


    　言って斗和は、寧々音と共に西側の出口へ走る。


    「斗和くん、早くっ！」


    　出口のところから、萌も由ゆ里りが姿を現して呼びかける。彼女の隣には、曽そ根ね瓦がわらの姿もあった。先に逃げ込んだ二人は、まだ階段を下りていなかったのだ。


    「馬ば鹿かッ！」


    　斗和は思わず叫んでいた。彼女たちには、先に安全なところへ避難していてほしかった。


    「斗和くん、後ろッ！」


    　曽根瓦の悲鳴にも似た叫びが耳じ朶だを打つ。振り向くと、猫蜘蛛が轟ごう然ぜんと自分に向かってくるところだった。直接、攻撃を仕掛けてくるつもりだ。


    　痺しびれるような戦せん慄りつが、斗和の神経を蹂じゆう躙りんしていく。あの強きよう靱じんな前脚と顎あぎとで直接襲おそってこられたら、ただの人間である斗和に逃のがれる術すべはない。


    「赤峰ッ！」


    　彼女の力を当てにするが、おそらく直進してくる猫蜘蛛でさえ、照準確定ロツクオンできない可能性が高い。一か八ばちか、奴の獣けものとしての本能に賭かけるしかなかった。


    　斗和は布袋から包丁を取り出すと、猫蜘蛛に向かって、全力でそれを投とう擲てきした。寧々音の能力に比べると、あまりにも頼りなく貧弱な攻撃。


    　だが猫蜘蛛は、そうは思わなかったみたいだ。すばやく床ゆかを蹴けりつけ、自みずからの進路を修正し、回避を優先する。けれども猫蜘蛛は、攻撃自体を諦あきらめたわけではなかった。包丁をかわしながらも奴は、斗和に向かって糸を投げつけてくる。


    　反射的にかわそうとした斗と和わに、一瞬の迷いが生じる。この角度。この方向。斗和が糸をかわしてしまえば、出口の前に立つ萌も由ゆ里りを直撃してしまう。


    　逡しゆん巡じゆんは刹せつ那な。だが、致命的な隙すきだった──。


    　糸が、斗和を捕獲する。


    　全身に理り不ふ尽じんな浮遊感を感じて、斗和はぐんっと引っ張られた。以前の記憶が痛みを伴って脳のう裏りに甦よみがえる。工事中の建物の中で女子生徒を盾たてにして、自分だけが生き延びた苦い記憶。だが今回は、盾となるべき生徒はいない。


    　けれども斗和は、途中で床に放り出された。代わりに引っ張られていくのは布の袋。咄とつ嗟さにそれで、猫ねこ蜘ぐ蛛もの糸を受け止めていたのだ。


    　人じん工こう芝しばの上を無理やりに転がされた斗和は、すぐさま立ち上がる。


    　そして、絶望を覚えた。


    　目の前には、猫蜘蛛の巨大な眼めが爛らん々らんと輝かがやいていた。振り上げられる奴やつの前脚。人間など一瞬で肉にく塊かいに変える強靱な破壊の鎚つち。もはや、死を覚悟するしかない。


    　斗和の恐怖と絶望を絞り出すかのように、猫蜘蛛はその姿勢のままで威圧してくる。


    　刹那──。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナク、最大出力フルスロツトル！」


    　激しい桃色の光刃が、斗和のすぐ横から飛び出してくる。一瞬速く飛び退のいた猫蜘蛛に追い縋すがって、幾人もの生徒を肉塊へと変えた奴の右前脚を、根本から切断した。ほとばしる深しん紅くの鮮せん血けつと獣の絶叫、宙を舞う巨大な蜘蛛の脚。


    　だが斗和には、それを悠長に眺めている暇ひまはなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。逃げ出すなら今しかない。後ろを振り返ることなく、一直線に出口へと走る。


    　正面にいる寧ね々ね音ねが貫き届く刃の意志ブリユーナクを発動させ、最後の一発を撃ち放つ。斗和を援えん護ごするための一撃。エネルギーを使い果たしたあとの攻撃は、見てわかるほど遅く、光も弱々しかった。だが、追い縋ってきているはずの猫蜘蛛を、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよさせる効果はあるだろう。


    　まだ意識が残る寧々音を萌由里が背負う。そして斗和に不安そうな視線をちらりと送ってから、階段を下りはじめる。それでいい、と斗和は思った。


    「斗和くん、急いでっ！」


    　萌由里と一緒に階段を下りようとしていた曽そ根ね瓦がわらが、立ち止まって声をあげる。


    「曽根瓦さん、止まるんじゃない！」


    　斗和は飛び込むようにして出口を潜くぐった。そのままの勢いで曽根瓦を追い越し、振り向きざまに彼女へ手を伸ばす。


    「早くッ！」


    　曽根瓦の温かい手の感触を感じた、その瞬間──。


    　世界が爆発した。


    　視界が揺ゆさぶられ、瓦が礫れきの山が押し迫ってくる。圧縮された空気が鼓こ膜まくを押し潰つぶし、頭の中で太たい鼓こが鳴り響く。訳もわからぬ力に翻ほん弄ろうされ、重力がくるったように体を揺さぶった。何が起こったのかもわからないまま、斗と和わの意識は暗黒へ墜おちていく。


    　──どれくらい時間が経たったのだろうか。


    　斗和は瓦礫と埃ほこりにまみれた踊り場に転がっていた。胸の上には温かく心地よい重み。しっとりとした茶色の髪が斗和の頬ほおを撫なでている。


    「曽そ根ね瓦がわら……さん？」


    　なんとか、彼女の名前を呼ぶ。体はどこか億おつ劫くうで、痺しびれたようなぼんやりとした痛みが全身を覆おおっている。


    「あ、斗和……くん。無事……だったんだね」


    　顔を上げた曽根瓦が、苦しそうな声で応えた。顔からは血の気が失せていて、目の輝かがやきもどこか虚うつろだ。


    「なんか、……抱き合っちゃってる、ね。……は、恥ずかしいな」


    　ことん、と彼女の頭が、力尽きたように胸の上に落ちる。


    「ねえ……、お願い。ちょっとでいいから、抱き締めて、ほしい……な」


    　つらそうな声で、どこか恥ずかしそうに言う彼女の言葉に逆らいがたいものを感じて、そっと彼女の体を包み込む。


    　右手は彼女の背中。以前にも思ったが、気の強い性格に反して、とても華きや奢しやな背中だ。硬い布の感触はブラジャーの紐ひもだろう。


    　左手を彼女の腰の部分にまわす。だが在るべきはずのものはそこにはなく、斗和が触れたのは、自分自身の体だった。


    　その事実を知った途端、斗和の中に何か熱いモノが込み上げてきた。けれども、ぎりぎりのところでそれを抑え込む。


    「曽根……瓦さん？」


    　彼女からの返事はなかった。彼女は斗和に抱き締められながら、──安らかに息を引き取っていた。


    　斗和は起きあがると、曽根瓦の遺体を静かに床ゆかの上に置いて、ハンカチで顔をできるだけきれいに拭ぬぐった。両手を合わせ、しばしの黙もく祷とうを捧ささげる。


    　彼女の遺体をここに置いて立ち去ることに、感情的には抵抗を覚えていたが、理性の部分では仕方ないことだと、冷血な判断を下していた。


    　斗和は崩ほう壊かいした塔屋の瓦が礫れきによって、新たに築き上げられた天井を見上げる。猫ねこ蜘ぐ蛛もは、斗和たちが逃げ込んだ塔屋ごと、その強きよう靱じんな前脚で刈り取ったのだ。瓦礫の隙すき間まからわずかに空を見通すことができたが、猫蜘蛛らしき姿はどこにもなかった。


    　激しい憎悪と激しい後悔の念が、斗和の中でせめぎ合う。猫蜘蛛に挑いどむべきではなかった。異能の力を手に入れたことで気が緩ゆるんでいた。異能力さえあれば何も恐れる必要はないと、胸むな糞くそが悪くなるほど甘い考えを持っていた。


    　大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ。頭の悪いクズだっ。愚おろか者だッ！


    　思いつく限りの暴言で、自分を責め立てる。憎悪の光を灯ともす斗と和わの瞳ひとみには、物言わぬ人形と成り果てた曽そ根ね瓦がわらの死に顔が映っていた──。


    



    　階段を下りたところで斗和は、角から飛び出してきた操みさおとぶつかりそうになった。彼女の後ろには、心配そうな表情を浮かべた卓たく二じの姿もある。何か言いかけようとした操だったが、斗和の顔を見て、言葉を呑のみ込んでしまった。


    　斗和は一言も発することなく二人の横を通り過ぎて、職員室へと入る。中には床の上に寝かせられた寧ね々ね音ねと、それに付き添うようにしている萌も由ゆ里り、気まずそうに視線を逸そらす小こ島じまの姿があった。


    「ねえ？　……曽根瓦さん、は？」


    　萌由里がどこか遠慮がちに聞いてきた。


    　斗和は無言で首を横に振って答える。皆の息を呑む気配が伝わってきた。斗和の様子から半ば予想していたことだろうが、それでもいざ耳にすると動どう揺ようしてしまうものらしい。重く息が詰まりそうな空気が、あたりに立ち籠こめる。


    「猫ねこ蜘ぐ蛛もとは、戦うべきじゃなかった。こんな結果になるなんて……」


    　斗和は思ったことを口にしていた。


    「──ッ！　なんだよ、僕たちが悪いのかよッ！」


    　小島が血走った目で、食ってかかる。斗和は猫蜘蛛と戦うことに反対だったが、小島は賛成に票を投じていた。意図はどうあれ、責めたかたちとなる。


    「やめなさい、二人とも。多数決で決めた以上、あれはみんなの責任でもあり、個人の責任ではないわ」


    　操が凜りんとした口く調ちようで注意する。


    「いいえ、違います。きっちり反省すべきです。全体の責任にすれば、また同じ失敗を繰り返すだけです。俺おれたちには油断があった。傲おごりがあった。異能力を得たことに安心しきっていたんだッ！」


    「斗和くん。あなたの言葉は、あなたの感情の放出を、それらしい正論で覆おおっているにすぎないわ。落ち着きなさい。あなたらしくもない」


    「らしくないですって？　操先輩に、俺の何がわかるっていうんですかッ！」


    「わかるわ。私だけじゃない、みんな理解してくれているわ」


    　斗和は睨にらみつけるようにして、みんなの顔を窺うかがった。誰もが視線を逸そらさない。操も卓二も萌由里も、小島でさえも。皆憐あわれむような、そして後悔するような表情をしていた。


    　遅ればせながら気づく。みんなも自分とまったく同じ気持ちだったのだ、と。


    「おいっ、あれ！」


    　卓たく二じが引き攣つった悲鳴をあげた。彼の指さすほうを見ると、三階の渡り廊下をこちらに向かってくるペタペタの姿がある。


    「なんで今頃……」


    　小こ島じまの呟つぶやきに、斗と和わは激しく同意する。こちらが倒そうと捜していたときは見つからず、寧ね々ね音ねが寝入り、みんなが精神的にもまいっているこの最悪のタイミングで、奴やつは姿を現したのだ。愚ぐ痴ちの一つでも言いたくなる。


    「赤あか峰みねは？」


    　斗和は萌も由ゆ里りに向かって、小声で質問した。


    「まだ、だと思う。正確な時間はわからないけど、あと五分くらいじゃないかな？　……じっとしていたほうがいいんだよね？」


    「いや、音を立てないように移動しよう。こちらの位置を記憶している可能性がある。少しでも動いていたほうがいい」


    　斗和は寧々音を抱きかかえると、ゆっくり移動を開始した。ほかのみんなも、ペタペタが通るルートを開けるように、職員室の奥へと広がっていく。


    　ペタペタは時折、音を確認するように立ち止まりながら、着実にこちらへ向かってきている。人ひと気けのない廊下を、人の胴体を模した真っ白な化け物が進む様は、なんとも不気味だった。ゴキブリやムカデを見たときに感じるような、生理的嫌けん悪お感かんを抱いだかせる。


    　──嫌な予感がした。


    　思えば、ペタペタに襲おそわれてから、犠牲者を出さなかったことなど一度もない。視界の隅すみには、ペタペタに殺された眼鏡めがねの女子生徒の死体がある。図書館では、対策を知っていたにもかかわらず、王おう餓がを見殺しにするハメになった。


    　渡り廊下を通り終えたペタペタが、こちら側へ折れ、いよいよ職員室へやってくることが確定する。腕の中の寧々音は、いまだ目覚める気配がない。


    　奴に一番近いのは操みさおだ。卓二を護まもるような形で立っている。強こわ張ばった表情で鋭するどい視線を寄こしてくる操に、斗和は無言で頷うなずき返す。もう最初の位置からは十分移動しているため、位置で覚えられていることはないだろう。あとは物音を立てないよう、静かにしているだけ。それで、ペタペタをやり過ごすことができる。


    　──そのはずだった。


    　焦しよう燥そう感かんにも似た張り詰めた空気が、喉のどの奥に絡みついてくる。


    　ぺた、ぺた。


    　久しぶりに耳にした不気味な死の足音は、一歩進むごとに心臓を締め上げてくるみたいだ。


    　ぺた、ぺた、ぺた。


    　操みさおは一歩も動いていない。ただただじっと、白い怪異が通り過ぎるのを待っている。


    　十分に距離がある斗と和わでさえ、意識が飛びそうなほどの恐怖を感じていた。もっとも近い場所にいる操が感じている恐怖は、どれほどのものだろうか？


    　ぺた、ぺた、ぺた、ぺた。


    　心臓が張り裂けそうに痛かった。


    　恐怖で沈滞した血流を押し流すように、心臓が激しく脈打つ。血の流れが滞とどこおれば、全身の細胞に酸素を送ることができず、人は死んでしまう。


    　ドク、ドク、ドク。


    　心臓の音が、耳に張りついたみたいにうるさい。ペタペタの近くにいる操の鼓こ動どうは、さらに激しく鳴り響いていることだろう。


    　ドク、ドク、ドク。


    　──待て。


    　斗和は、その事実に気づいた。


    　──心臓の、〝音〟だって？


    　戦せん慄りつが寒かん風ぷうのように、斗和の全身を攻め立てる。後悔が灼しやく熱ねつの手でもって、神経を焼き焦こがしていく。


    　刹せつ那な、斗和は絶望の叫びをあげていた。


    「操先輩ッ！　そこから、逃げろぉおおおおおおおッッ！」


    　斗和の絶叫と、ペタペタの白い腕が操の足を掴つかんだのは、ほぼ同時だった。


    　決して逃のがれることのできない死神の腕が、婦ふ設樂しだら操を捕らえたのだ──。

  



  
    



    


    　　　第八章　　そのイトスギは覚悟を決める


    



    　ペタペタには獲え物ものを掴つかんだあと、じっと動かない時間がある。あれはいったい何を意味していたのだろうか？


    　今ならそれがわかる気がした。奴やつは脈みやく拍はくを測り、それが獲物かどうか判断していたのだ。もしかしたら、血圧から獲物の身長を測定し、脳の正確な位置を調べていたのかもしれない。


    　ペタペタが音に反応するという認識は正しくもあり、大きな間違いでもあった。奴がじっと聞き耳を立てて確認していたのは、心臓の音だったのだ。思えば、大声を発したときも走ったときも、鼓こ動どうが激しくなっていたはずだ。


    　──その結論に思い至ったとき、斗と和わは目の前が真っ暗になった。心臓の音なんて、止めることなどできない。ペタペタから逃のがれることは、事実上不可能なのだ。


    「操みさお先輩ッ！　そこから、逃げろぉおおおおおおおッッ！」


    　斗和の叫びも虚むなしく、操は呆あつ気けなくペタペタに捕獲されてしまった。決して逃れることのできない死神の腕。待ち受けているのは無む惨ざんに叩たたきつけられ、無ぶ様ざまに脳みそを啜すすられるだけの運命。


    　斗和には堪たえられなかった。あの操がそんな死に方をするなんて、想像だにできない。
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    「卓たく二じっ、斗と和わくんっ！　早く逃げなさいッ！」


    　操みさおが毅き然ぜんとした声で叫ぶ。すぐに状況を理解しただろう彼女がとった行動は、悲嘆でも命いのち乞ごいでもなく、斗和たちを逃がすことだった。


    「斗和くん、一つだけお願いをしてもいいかしら？　もしも今度、ここに来るようなことがあれば、私の死体は誰の目にも留まらないよう、隠しておいてほしいの」


    「操先輩っ！」


    　斗和は思わず悲痛な声をあげてしまった。彼女が何を思い、何を覚悟したのかが、痛いくらいに理解できる。歯は痒がゆい思いが奥歯を軋きしませた。大切な存在である操でさえ、ほかの生徒と同じように、見殺しにするしかないのか？


    　そのときだ。


    「ん……っ」


    　腕の中の寧ね々ね音ねが目を覚ます。


    「赤あか峰みねっ！　操先輩が捕まっている。すぐに助けてくれッ！」


    　斗和は興奮気味に叫んだ。助かるのだ、という思いが気を焦あせらせる。寧々音が肩に掛けている布袋から包丁を取り出すと、願いを込めるように彼女に握らせる。


    「赤峰さん、早くしてくれっ！」


    　卓二も叫ぶ。


    　他人よりも時間の流れが遅い彼女だったが、このときばかりは違った。眼前に真っ白の化け物の姿を見つけるや、すぐさま攻撃態勢に入る。桃色の光が寧々音の全身を包み込み、薄桃色の髪が風に撫なでられたように、はためきはじめる。彼女が手にした包丁も光をまとい、殺意を告げるが如ごとく、小刻みに震えている。


    　誰もが、これで操は助かるものだと思っていた。獲え物ものを掴つかんだままのペタペタは微動だにしない。まさに狙ねらい放題の的。先ほどと違い、照準確定ロツクオンできないことなど考えられない。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナク、発動」


    　寧々音の左目の同心円がすぼまり、目標ターゲツトを設定。次の瞬間、包丁が空間を貫つらぬいていく。桃色の流星は違たがうことなく一直線にペタペタの腕に命中し、──鋭するどい金属音と共に弾はじかれた。


    「……え？」


    　それは、誰の呟つぶやきだったのか。だが、斗和の心情を代弁したものであった。


    　しばしの空くう虚きよが訪れる。だが、事実は変わらない。ペタペタの腕は依然、操の足を掴んだままで、石せつ膏こうのような白い肌はだには傷一つ付いていなかった。


    　奴やつの腕を切断するはずだった包丁は、『対象以外は傷つけない』という能力の定義に反して、職員室の壁に突き刺さっている。まるで貫き届く刃の意志ブリユーナクの力が無効化されてしまったかのように──。


    　何か異様なことが起こったのだという事実だけは理解できた。けれども次に何をすべきか、真っ白になった頭の中に浮かんでこない。


    「何してんだよ。ちゃんと狙ねらえよ！」


    　叫んだのは卓たく二じだ。それは明らかにずれた指摘。「必中」の能力を持つ貫き届く刃の意志ブリユーナクの攻撃が、外れるわけがない。


    　けれどもその声が、斗と和わたちを金縛りから解き放つ。


    「赤あか峰みね、もう一度だ」


    「……うん」


    　斗和の科白せりふに寧ね々ね音ねは震える声で頷うなずくと、殺意の流星を再度撃ち放つ。先ほどとまったく同じ軌き道どう。そして──。


    　再び金属音が鳴り響き、貫き届く刃の意志ブリユーナクは呆あつ気けなく弾はじかれてしまった。


    　もはや疑うまでもない。


    　寧々音の攻撃は、ペタペタには効かないのだ。


    「……嘘うそ。いや……、嘘」


    　寧々音の呟つぶやきが斗和の耳に届く。猫ねこ蜘ぐ蛛も相手に後れをとり、今度はペタペタに対し、まったくの無力。彼女が心に受けたショックを思うと、まるで自分も針で心臓を貫つらぬかれたような痛みを感じる。


    「赤峰っ！　胴体を狙え。腕はもういいっ！」


    　獲え物ものを掴つかみ、その反撃を受けやすい腕は、強固に進化した可能性がある。亀の甲こう羅らやアルマジロの鱗りん甲こう板ぱんが、そのいい例だ。ならば狙うべきは、腕ではなく胴体。先にペタペタの息の根を止めてしまえば、それで済む。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナクッ！」


    　寧々音のどこか懇こん願がんするような叫びと共に、三み度たび桃色の流星が飛ひ翔しようする。床ゆかすれすれを突き進んだ包丁は、進路を真上に修正して、真下からペタペタの鳩みぞ尾おちを貫くような形となる。


    　だが──。


    　今度もまた、絶望の音が鳴り響いた。役目を果たせなかった包丁が、力尽きたように落下していき、床の上に乾いた音を響かせる。


    「……い、や」


    　寧々音が、嫌々するように顔を振る。肩の震えは、壊れかけの機械を連想させた。


    「何やってんだよ！　全力でやれよ！」


    　卓二が焦じれたように叫ぶ。


    「……っ！」


    　寧々音も焦あせったように、布袋から包丁を取り出そうとする。まるで別人のように鬼気迫るモノを、斗和は感じた。


    「だめだ、撃つんじゃないッ！」


    　斗と和わは硬い表情のまま、包丁を掴つかんでいる寧ね々ね音ねの手を制止する。


    「はぁ？　何言ってんだよ、斗和！」


    　寧々音は目を見開いて絶句し、卓たく二じは非難の声をあげる。それでも斗和の考えは変わらない。再度貫き届く刃の意志ブリユーナクを放ったところで結果は見えている。攻撃は無意味。奴やつには届かない。


    　だからといって操みさおを見捨てる気はない。


    　一つだけあるのだ。操を助ける方法が──。


    　けれども躊躇ためらっていた。願わくは回避したい方法。ほかに助ける術すべがあるのなら、喜んでそれに飛びついただろう。しかし、そんな都合いいアイデアは思い浮かばず、死の刻限だけが刻々と押し迫っている。


    　弾数はあと二発。操を救い、寧々音を逃がすことを考えるならば、次の一撃で決めるしかない。判断を保留にするわけにいかなかった。──覚悟を決めるべきは、今このときなのだ。


    　斗和は意を決すると、躊躇うことなく、その科白せりふを口にする。


    「赤あか峰みね、操先輩の足を切断しろ」


    　皆の息を呑のむ気配が伝わってくる。


    「はぁ？　おまっ、ァ──」


    　最初に声を発したのは卓二だ。続けて何か言おうとしたみたいだが、怒りでうまく言葉が出ないらしい。


    　寧々音はまるで、言葉の意味すら理解できなかったみたいに、呆ぼう然ぜんと斗和を見つめ返している。けれども狼狽うろたえたような瞳ひとみの動きが、彼女の心の動どう揺ようを如によ実じつに表わしていた。


    「もう一度言う。操先輩の足を切断するんだ」


    「斗和くん、……何を、言って──」


    　寧々音が泣き笑いのような、歪いびつな表情を浮かべる。


    「白い奴に攻撃は効かない。だから掴まれている足を切り離すしか、操先輩を助ける方法はないんだ。切断する場所は、膝ひざの下あたりで頼む」


    「嘘うそ、……だよね？」


    　寧々音が、ぞっとするような虚うつろな目をして問い返してくる。斗和は罪悪感で、喉のどの奥が干上がったみたいな痛みを覚えた。だが、怯ひるむわけにはいかない。


    「赤峰、頼む。操先輩を助ける方法は、ほかにはない」


    「……ふ、婦ふ設樂しだら先輩は、……に、人間なんだよ。化け物じゃ、ないん……だよ？」


    「そうだ。だけど、やるんだ」


    「ひ、人の足を切断なんて……、そんな、酷ひどいこと……」


    「だが、やってくれ」


    「できない……よ」


    　寧々音は頑かたくなに拒こばもうとする。


    「操みさお先輩が殺されてしまうんだ。それでもいいのか？　命が懸かかってるんだ。頼むっ！」


    「いや……、そんなのっ……」


    「──私からもお願いするわ。赤あか峰みねさん」


    　その声に、寧ね々ね音ねがびくりとして振り向く。


    「大変申し訳ないのだけれども、私の足を切断してもらえると、非常にうれしく思うわ。正直なところ、私はまだ死にたくはないの。斗と和わくんの案はとても素晴らしいと思う。この状況で私が助かるとすれば、方法はそれしかないでしょうね。それには赤峰さん、あなたの協力が必要なの。どうかお願い。私を助けるために、足を切断してもらえないかしら？」


    　操はまるで気楽な頼み事でもするみたいに、いつもと変わらない口く調ちようで諭さとした。その実、表情や声のトーンには、寧々音が罪悪感を抱いだかないようにとの配慮がなされている。


    「……そんな、私……」


    　けれども、寧々音は頷うなずかない。


    「──俺おれからも頼むよ。……足を、切断してくれ」


    　卓たく二じが表情を歪ゆがめながら、絞り出すような声で言う。彼は苦く渋じゆうの選択を受け入れたのだ。


    「赤峰、頼む！」


    　斗和も寧々音の両肩を掴つかんで懇こん願がんする。


    　目に大粒の涙を浮かべた寧々音は、声も出せずに弱々しく首を振る。


    「頼むっ、赤峰！」


    「赤峰さん、お願いっ」


    「やれよ、やれぇえええっ！」


    　三者三様の声が、寧々音を追い込む。


    「……いや」


    「時間がないんだ、赤峰ッ！」


    「切断しなさい。赤峰さんッ！」


    「早く、助けてやってくれええええええッ！」


    　ぽたり、と寧々音の頬ほおから涙が滴したたり落ちた。唇くちびるが凍えたように震えている。


    「赤峰ぇえええッ！」


    「赤峰さんッ！」


    「お願いだアアアアッ！」


    「いやあああああああああああああああああアアアアアアアアッッッ!!」


    　寧々音の絶叫と共に、貫き届く刃の意志ブリユーナクが放たれる。桃色の激しい光に輝かがやくそれは、彼女の感情とは裏腹に、鋼はがねの意志をもって操の左足を切断した。


    「──くぅ！」


    　鮮せん血けつが飛び散り、必死に押し殺そうとした操の悲鳴が漏もれる。バランスを崩した彼女は、頭から突っ込むようにしてうつ伏せに倒れ込んだ。少しの間まを置いて、足の切断面からおびただしい血が噴き出してくる。苦痛に歪ゆがむ操みさおの顔は、元が整っているだけに、余計に痛々しく思えた。


    　卓たく二じがすぐさま駆かけ寄って、彼女を抱き上げる。


    「切断面を心臓より高い位置へ！　布で直接断面を押さえつけろっ！」


    　指示を出しながらも、自みずから駆け寄るようなことはしなかった。斗と和わにはまだ、やらなければならないことがある。だが──。


    「あっ、──ぁぶあっ！　ぁぁあああああああああああああああああああああッッ!!」


    　絶叫が冷たい寒波となって、心臓を鷲わし掴づかみにしてくる。


    　それは寧ね々ね音ねの悲鳴。彼女の普段のイメージからは想像もつかない、魂たましいを絞り出すかのような慟どう哭こくの声。怨おん霊りようの類たぐいが憑ひよう依いしたのだと言われれば、信じてしまいそうだ。


    　寧々音が頭をかかえるようにして走り出し、職員室を飛び出していく。咄とつ嗟さのことで誰も反応できなかった。


    「小こ島じま先輩、赤あか峰みねをお願いします！」


    　寧々音にもっとも近い位置にいた小島に、斗和は指示を飛ばす。自分が追いかけたい気持ちもあったが、今は一刻を争った。


    　斗和は駆け出し、いまだに戸惑っている小島の横を通り過ぎると、寧々音が走り去った渡り廊下とは反対側にある、施せ錠じようが壊されたままの放送室のドアを開け放つ。


    　ペタペタが心音に反応するならば、あれが使えるはずだ。半分は賭かけ。それでもやらないよりはマシだろう。


    　人の心臓の音で奏かなでられる、心音ミュージック。オカルトめいた効果を確認するために、この時期にだけ導入されたアイテム。そいつが今ここにあった奇跡に、斗和は感謝した。まるで誰かに仕組まれたかのような、ご都合主義的展開。


    　それでもいい、と思った。


    　たくさんの生徒たちが無む惨ざんに殺され、非常識な原理で軟なん禁きんされている。王おう餓がも死に、異能力を手に入れたにもかかわらず、曽そ根ね瓦がわらが殺され、稲いな賀がも捕食された。操は片足を失い、寧々音は心に深い傷を負った。


    　そんな絶望的な状況なのだ。ご都合主義の一つくらいなければ、到底釣り合わない。


    「一つくらいっ、こっちの都合を聞きやがれぇえええええッ！」


    　斗和は吐き捨てるように怒りをぶちまけながら、放送のスイッチを押した──。


    



    　簡易なベッドの上には、操の姿があった。


    　血の気の失せた顔に、玉のような汗の粒が光っている。張り裂けんばかりの豊満な胸は上下に絶え間なく動き、切断面に押し当てられた幅広の包帯は、顔をしかめるほど禍まが々まがしい血の色に染まっていた。あるべきモノが失われてしまった姿は、どこか悲ひ壮そう感かんを刺激し、強烈な罪悪感を与えてくる。


    　保健室には、ほかに卓たく二じと小こ島じまの二人がいる。萌も由ゆ里りの姿はない。行方ゆくえがわからなくなった寧ね々ね音ねを、捜しにいったそうだ。少し前までなら、危険極まりない行為だろうが、今は違った。校舎内に化け物の脅威は存在しない。


    　斗と和わは、賭かけに勝ったのだ。


    　ペタペタは今、職員室に閉じ込められている。なぜならそこは、もっとも大きな心音が聞こえてくる場所だからだ。奴やつは獲え物ものだと思って、天井に埋め込まれているスピーカーを必死に触ろうとするが、手に触れるのは単なる壁。掴つかむことのできない壁は、奴にとって獲物ではない。おそらく知能が低いだろうペタペタは、そこから先どうしたらよいか、わからなかった。部屋の中をぐるぐると歩き回ったり、天井に張りつきスピーカー付近をまさぐったり、あるいはじっと動かなくなったりして、その場を離れるようなことはなかった。


    　一番大きな心音を追いかけるという性質と、永遠にそれにたどり着けないというパラドックスにより、ペタペタは見事、論理的な檻おりに閉じこめられてしまったのだ。


    　斗和は職員室の近くに残り、ペタペタのそんな様子をしばらく観察していたため、保健室へ来るのが一人だけ遅れてしまった。寧々音と萌由里がいないことに動どう揺ようしたが、自分の中で冷静に順位を決めて、まずは操みさおを優先したのだ。


    「そんな顔をしては駄目よ、斗和くん」操は斗和の姿を見つけると、優しい声で言った。「あなたの機転のおかげで、私は一命を取り留めることができたわ。本当に、ありがとう」


    「いえ、俺おれのミスです。奴が心臓の音に反応することに気づいていれば、もっと犠牲は少なかったはずです」


    　斗和は拳こぶしを握り締める。本当に口くち惜おしかった。


    　ペタペタのその性質に気づいたのは源みな本もとが襲おそわれたとき。そこで心音のことまで思い至っていれば、あるいは放送で奴を閉じ込める方法に気づいていたら、少なくとも王おう餓がたちは死なずに済んだ可能性が高い。想像力の欠けつ如じよが、人の命を奪っていた。


    「こんなとき、あなたの師匠なら、なんて言うかしら？」


    　操は上半身を起こすと、斗和の頬ほおに触れながら問うた。斗和は師匠の言葉を思い出しながら答える。


    「『反省するのはいい。それは未来を変える力になる。けれども後悔はいけない。熱意と時間を奪う意味のない行為だ』」


    「そのとおりだわ」


    　操が苦しそうな表情の中で、にこりと笑みを浮かべる。


    　そうだ、と斗和は思った。師匠の言葉は常に正しい。「たられば」と後悔しても、過去を元に戻すことなんてできない。今は、これから生き残ることを最優先に考えるべきだ。


    「操みさお先輩。一度止血をやり直します。止血帯を当てるやり方に変えたほうがいいと思うので。それとすぐにここを移動しましょう。一階は猫ねこ蜘ぐ蛛もが侵入してくる危険があります」


    　おそらくは猫蜘蛛によって破壊されたのだろう、保健室は壁の一部が崩れ落ちていて、人一人が余裕で通れるほどの穴が開いていた。


    　斗と和わは止血を終えると、卓たく二じに準備させていた鎮痛剤を操に飲ませたあと、保健室から彼女を運び出し、二階の教室のうち、死体が一つだけしかなかった教室へと移動する。ペタペタに襲おそわれたと見られるその死体は、斗和が隣の教室へと運んだ。いくつもの死体を見慣れたこの状態においても、やはり休息する場所に死体があるのは落ち着かない。


    　机をどけた床ゆかの上に、保健室から持ってきた毛布を敷いて、その上に操を寝かせる。念のために松まつ葉ば杖づえと替え用の包帯を持ち出して、操の横に置いておいた。


    「じゃあ、俺おれは赤あか峰みねたちを捜しに行くから」


    　やるべきことを終えた斗和は、卓二にそう告げてから教室を出た。小こ島じまも一緒に捜すことを提案してきたが、動けない操の近くには、最低でも二人はいたほうがいいだろうと思い、断ことわった。


    　真っ先に向かったのは、特別教室棟。ペタペタに襲われた職員室からは一番遠いため、心理的にも、ここにいる可能性が高い。無論、自じ暴ぼう自じ棄きになり外に飛び出してしまっていることも考えられる。それは、ほぼ絶望的な展開。今の寧ね々ね音ねの状態なら、あっさり猫蜘蛛の餌え食じきとなってしまうだろう。悪い想像が焦しよう燥そう感かんへと変わっていく。


    　特別教室棟の各教室は、基本的に施せ錠じようがされている。加えて、貫き届く刃の意志ブリユーナクの弾数は残り一発。ドアが破壊されていれば間違いなくそこにいるだろうし、それ以外にいるとしたら、鍵かぎがかかっていないか、窓が割れていて侵入できそうな場所くらいだろう。特に死体が一つもない女子更衣室や一部のトイレなどが本命となる。


    「斗和くん、捜しにきたんだ？」


    　女子更衣室のドアに触れようとしたタイミングで、萌も由ゆ里りが声をかけてきた。どうやら今し方、奥の階段から出てきたところらしい。彼女に会えたことをうれしく思う反面、今の今まで萌由里のことを気にかけていなかった自分がいることに驚く。


    　萌由里とは彼氏彼女の関係になったはずなのに、なぜか以前よりも気持ちが遠のいているような気がする。


    「青あお葉ば、どうだった？　新たにドアが壊されている部屋はあったか？」


    　先にここに来ていたのだから、ある程度は調べているはずだ。同じところを捜すのは時間の無駄でしかない。


    「ううん。なかったと思うけど……」


    「女子更衣室ここは、もう見た？」


    　萌由里は人さし指で下した唇くちびるをつつきながら、向かって左上にちらりと目をやって答える。


    「ごめん、見てない。まだ一階しか確認してなかった」


    「そうか。……どうする？　一緒に捜すか？」


    　ふと、今までどこを捜していたのだろうと思ったが、口には出さなかった。


    「ううん、別々のほうがいいと思う。少しでも早く寧ね々ね音ねを見つけたいから」


    　萌も由ゆ里りのことが心配でもあったが、彼女の言うとおり、急いだほうがいいのも事実だ。ペタペタが心音以外の音にも反応する可能性は残っているので、職員室に近づきすぎないことと、窓の近くでは猫ねこ蜘ぐ蛛もに注意するよう言ってから、彼女と別れた。


    　一人になった斗と和わは、女子更衣室のドアノブを回してみた。予想に反して、ドアはあっさりと開き、斗和の落らく胆たんを誘う。寧々音がここに逃げ込んだのなら、内側から施せ錠じようされているはずだ。中にはいないのかもしれない。


    　シンと静まり返った室内。パンの空き袋や紙パックなどを入れて封をしたビニール袋、ジュースの空き缶などが、床ゆかの隅すみに集められている。ほんの一時間程前に、斗和たちが口にした物。あのときはまだ、こんなことになるとは、誰一人として想像していなかったのだ。郷きよう愁しゆうに似た切ない気持ちが胸を締めつけてくる。


    　中央のロッカーが視界を遮さえぎっているため、中ほどまで進んで、奥のスペースに誰もいないことを確かめる。部屋を出ようとした斗和は、ふと引っかかるものを感じ、足を止めた。もう一度、奥のスペースを覗のぞき見るが、やはり誰もいない。


    　だが、どこか違和感を覚えた。なんだろう、と思って眺めていると、ロッカーの一つが完全に閉まりきっていないことに気づく。


    　ある予感を持って、斗和はそこに近づいていった。ロッカーのドアに触れると、かすかな物音が耳に届く。


    　ドアを開けると、果たしてそこに、寧々音はいた。


    　膝ひざをかかえるようにして座り、声を押し殺して泣いている。世界から隔かく離りされることを望むように固く目ま蓋ぶたを閉じ、両手で耳を覆おおい隠している。


    　斗和はかけるべき言葉を失っていた。小柄な体たい躯くを押し縮めるようにして、すべてを頑かたくなに拒こばんでいる姿は、斗和の心を深々と抉えぐり、鋭するどい痛みを与えてくる。


    　自分の出した指示が、このうえもなく残酷で、寧々音の心を酷ひどく疲ひ弊へいさせてしまったことを自覚する。足の下に大きな穴が開いて、奈落に落ちていくような底なしの罪悪感に、意識を奪われそうになった。


    「……赤あか峰みね」


    　どれくらい時間が経たったのだろう。斗和は呆ぼう然ぜんと彼女の名前を呼んだ。


    　その間、寧々音はずっと声を押し殺したままで泣いていた。まるで涙と一緒に、命が削られていくかのように、彼女の体から生命力が失われていくのを感じた。


    　そっと、彼女の肩に触れる。


    　びくりと寧ね々ね音ねが震えた。そのまま音を立てて、ガラスのように砕け散ってしまうような錯さつ覚かくを覚える。あまりにも彼女が憐あわれに思えて、放っておけなくて、気がついたら寧々音の体を抱き締めていた。狭い牢ろう獄ごくから連れ出すように、上半身をロッカーから引き出し、彼女の頭を胸に抱く。


    「……ごめん。赤あか峰みね、ごめんっ」


    　掠かすれて湿った声で、斗と和わは謝罪した。熱いモノが一気に込み上げてくる。


    「──ぅわあああああぁぁん！」


    　刹せつ那な、胸の中の寧々音が激しく泣き出した。赤子のように泣き喚わめき、焼けるような涙を胸に押しつけてくる。


    　斗和は必死に抱き締め続けた。何度も何度も謝罪の言葉を口にしながら、寧々音がこのままどこか遠くへ行ってしまいそうになるのを、必死に押し留とどめる。


    　やがて引き裂かれるような慟どう哭こくは、だんだん嗚お咽えつへと変わり、時折啜すすり泣くだけとなった。


    「……斗和くん、ごめん。ごめん……ね」


    　久しぶりに、寧々音の声を聞いた気がした。


    「私、役に立たな……かった。全然っ、役に立たな……かった。誰一人、……助けられ、なかった。ごめんなさ、い。ごめんな……さい」


    　彼女は震えながら懺ざん悔げする。


    「私、……嫌だ。戦いたくない。もう、戦いたくない……よぉ。私には、無理。……無理だよぉ。怖い、怖いっ。もう嫌だ。逃げ出し……たい」


    　斗和は胸が掻かき毟むしられる思いだった。吐と露ろされた寧々音の本音を、弱音だとは思わない。普通の感情。等身大の女子高生が抱いだく、ごく当たり前の気持ちだ。


    「もう、堪たえられない……よ。私のせいで、誰かが死んでしまうのが、嫌だ。たまらないよぉ。でも、どうしたら……いいの？　助けて。斗和くん、助けて……よぉ。こんな力、いらない。誰かを傷つけるだけの力なんて……いらないよぉ。酷ひどい。どうして、私が……、こんなのっ、酷いよ。助けて……。お願いっ、……助けてぇっ！」


    　自分たちはどうかしていたのだ。どうしてただの、か弱い女子高生でしかない彼女に、化け物と戦うことを押しつけてしまったのか。


    　彼女の性格を考えれば、すぐにわかりそうなことだった。寧々音が自みずから「戦う」と口にしたとしても、それは無言の圧力による強要でしかない。異能力という名の武器を手にしたという事実が、マインドコントロールのように、彼女の思考を、そしてまわりの思考を歪ゆがめていた。結果、すべての責任を、彼女の小さな肩に押しつけてしまったのだ。


    　彼女は戦う人ではない、ごく普通の女の子。いや、普通よりも気が弱く、温和で争いを好まない性格。化け物の前に放り出すなんて非道の仕打ちだ。鬼き畜ちくの所しよ業ぎようだ。どうしてそれに気づかなかったのか。


    



    「ししょー。どうして男は女を護まもらなきゃいけないの？」


    『いいかい、斗と和わ。人の意志決定は、常に自由なんだよ。しなければいけないことなど何一つない。あるのは、それをしなければならない理由だけさ。理由を考えてごらん。そして、判断すればいい』


    「男のほうが喧けん嘩かが強いからだって、かりもちゃんが言っていた。でも、かりもちゃんのほうが俺おれよりも強いんだ。なら、向こうが俺のこと、護ってくれるべきだよね？」


    『そうだね。女性のほうが成長が早いから、今はまだそうだろう。けれどもすぐに、その立場は逆転する。でもね、それは条件であって理由ではない。人間は人である前に動物だ。そしてすべての動物は、進化を積み重ねて今がある。斗和、生物の最大の目的はなんだったか覚えているかい？」


    「子供を残すことだよ、ししょー。遺伝子を後こう世せいに伝えるんだ」


    『そのとおりだ。どんな高度な知性を持っていても、決してその呪じゆ縛ばくからは逃のがれられない。誰かを護るということは、何かと戦うということ。戦えば強い弱いにかかわらず、必ず死の危険が伴う。潜在的繁殖速度の違いからも、男性が戦ったほうが種しゆ全体の繁殖速度は上がる。力が強いから女性を護るんじゃない。女性を護るために、男性はより強く進化したんだ」


    「だったら、ししょー。弱い男は役に立たないの？　生きてる価値はないの？」


    『斗和。近い将来、男女の強さ関係が逆転する日が来る。女性はその遺伝子的特質上、失われた力を溜ため込んでいるからね。だからこそ、忘れてはいけないよ。男女は二人で一つ。男性が強さを進化させたのと同じで、女性は生命を育む力を進化させてきた。役割が違うだけで、立場は平等。種を存続させるための、大切な協力者パートナーなんだ。強い弱いはそこまで重要じゃない。大事なのは互いに互いを尊重し合い、一緒になって生き抜くために足あ掻がくこと。決して、一方に責任を押しつけたり、犠牲を強いるようなことがあってはならないよ。言葉を交わし、必要があれば肉体を接触させ、常に心を通わせるんだ』


    



    　意識が現実に戻ってくると同時に、胸の中にいる寧ね々ね音ねの温もりを思い出す。薄暗い女子更衣室の中では、彼女の啜すすり泣く声だけが、時折静寂を破っている。


    （そうだ。師匠の言葉は常に正しい）


    　女を護るように男は進化した。それなのに、寧々音が圧倒的な戦闘力を持ったという理由だけで協力を拒否し、最善の方法を模も索さくすることなく、彼女に戦いを強要してしまった。だから自分たちは、負けてしまったのだ。


    　寧々音はもう十分に戦った。ならば、今度は自分の番。


    「赤あか峰みね。君はもう、戦わなくていい」


    「ごめん、な……さい」


    「──奴やつらは、俺おれが倒す」


    　続く斗と和わの科白せりふに、寧ね々ね音ねは驚いて顔を上げた。


    「……無理、だよ。斗和くんが、死んじゃう……よ」


    「死ぬためじゃない。生き残るために戦うんだ。だから、大丈夫だ。赤あか峰みねにこれ以上、つらい思いをさせたくない。赤峰は、俺が護まもる」


    「だめ……だよ。斗和くんには、萌も由ゆ里りちゃん、が……」


    「馬ば鹿かッ！　こんなに震えていて、こんなに涙を流しておいて、放っておくなんてできるわけないだろっ！　もっと俺を頼ってくれ。もっと甘えていいんだッ！」


    「そんな、だめだ……よ」


    「だめじゃない」


    「悪いのは、私。……私が弱い……から」


    「違う。それは普通のことなんだ。人間はみんな弱い。強い奴なんて一人もいない。だから女を護るのは男の役目なんだ。異能力？　貫き届く刃の意志ブリユーナク？　それがなんなんだっ！　赤峰は女の子だ。俺にとって大切な女の子なんだ。それを護ると言って、何が悪いッ！」


    「……斗和、くん？」


    「赤峰、約束する。必ず君を護ってみせる。もう絶対に、つらい思いなんてさせない」


    　寧々音と視線が交差する。赤く腫はれた目には、いまだに大粒の涙が溜たまっていた。凍えたような唇くちびるは、温もりを求めるように吐と息いきを漏もらし、不思議な引力を放っている。


    　どちらともなく、顔が近づいていく。


    　まるで磁石が引き合うみたいに、斗和と寧々音は唇を重ね合わせていた。


    　やわらかく、蕩とろけるような感触が唇を覆おおう。粘ねん膜まくと粘膜の絡み合いは、魂たましい同士を混ぜ合わせるかのように体の芯しんを満たしていく。


    　何万年も繰り返し引き継がれてきた、種しゆを存続させるためのプロセスの一部は、切望に切望を重ね、永えい劫ごうに別れた半身を取り戻すような、強烈な充足感を与えてくる。触れているのは唇だが、満たしているのは心だ。


    　唐突に、寧々音の反応が変わった。


    　されるがままになっていた彼女は、飢えた犬のような勢いで、積極的に唇を押しつけてくる。他人の意志によってもたらされてくる快感に、あのおとなしい寧々音が貪どん欲よくに快楽を貪むさぼってくるという事実に、脳のう髄ずいが蕩け落ちそうだった。


    　本能が唆そそのかす欲求に従い、斗和は寧々音の唇を押し開き、歯と歯の隙すき間まに自分の舌を押し入れていく。そのまま、縮こまったみたいに硬くなっている彼女の舌を探り当てると、舌先で何度かつつき、絡みつかせるようにして、それを撫なで回す。


    　やがて寧々音のほうも、積極的に舌を絡ませてきた。動物の交尾の中で、もっとも美しいと言われるナメクジのそれみたいに、唾だ液えきで濡ぬれた舌同士を何度も何度も擦こすり合わせる。痺しびれるような快感が断続的に口こう腔こうを埋め尽くし、もはや何も考えられなくなる。


    「……ん、……ぁ、ふぅっ……」


    　激しく塞ふさぎ合っているはずの唇くちびるの間から、寧ね々ね音ねの甘い吐と息いきが漏もれている。少女のものとは違う妖よう艶えんな声に、斗と和わは灼やけるような興奮を覚えた。彼女のやや癖がある薄桃色の髪に指を差し込み、その奥にある硬い頭部に触れるたび、気持ちが昂たかぶっていく。


    　腰が砕けて足に力が入らないのか、彼女の腰に回した左腕に、先ほどからずっしりとした重みを感じていた。拒絶することなくすべてを受け入れ、肉体的に自分と一つになるような温もりが、心地よい。


    　しばらく彼女の口腔を堪たん能のうしていたが、やがて息が続かなくなって、斗和は唇を離した。互いの唇と唇の間で、濃くて太い唾だ液えきの糸が、きらきら光る短い橋をつくって切れる。


    「……斗和くん、激しい……よ」


    　上気した頬ほおに蕩とろけた雌めすの表情で、寧々音が湿った瞳ひとみを向けてくる。まるでキスだけで絶頂に達したかのような、無防備な顔だった。


    「どう？　少しは落ち着いたか？」


    「無理だよ。こんなの、落ち着くわけ、ない……よ」


    「でも、笑え顔がおが戻った」


    　斗和は笑って、もう一度寧々音の体を抱き締める。彼女の体の震えは、すでに消えていた。

  


  [image: ]



  
    　動物行動学において、俗に「ボノボる」と言われる現象がある。人という生き物は、キスやハグなどの性的接触を行おこなうことにより、不安や緊張を解消し、平穏な心を取り戻すことができるという、生物的特性を持っているのだ。広義には、スキンシップもこの現象に含まれる。


    「赤あか峰みね、俺おれは理科棟へ行く」斗と和わは寧ね々ね音ねを抱き締めたままで、静かに告げる。「さっきは、『もう戦わなくていい』なんて格好つけてしまったけど、もう一度だけ協力してほしい。外に出る必要はない。理科棟が見える安全な場所から、俺に襲おそいかかってくるだろう猫ねこ蜘ぐ蛛もを貫き届く刃の意志ブリユーナクで追い払ってくれ」


    「斗和くん。もう、大丈夫……だよ。私は大丈夫、だから……。一緒に、戦おう」


    　それは今まで斗和が聞いたことのない、力強い寧々音の声だった。


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    「ほら、飲めよ」


    「ありがとう」


    　近くのウォーターサーバーから卓たく二じがペットボトルに汲くんできてくれた水を受け取りながら、操みさおは短くお礼を言う。痛みはだいぶ和らいでいた。


    　操は、以前ニュースか何かで見た内容を、ちらりと思い出す。なんでも、バイクで走行中に足を切断して、それに気づかないまま何キロも走行した人がいたらしい。脳内にアドレナリンが大量に分ぶん泌ぴつされていて、痛みに気づかなかったそうだ。人間には、必要以上に痛みを感じないための機能が備わっているのかもしれない。


    　ペットボトルに口をつけ、中の液体を喉のどに流し込んだところで、ふと、視界の端にそれが映る。特別教室棟の、女子更衣室のドアの横、そこに萌も由ゆ里りの姿があった。


    （何をしているのかしら？）


    　壁に背中を預けた状態で俯うつむいているせいで、瑠る璃り色の前髪に埋もれた表情は窺うかがえない。


    　おそらく不安に怯おびえているのだろうと、操は思った。彼女はこの状況下においても、驚くべき胆たん力りよくで平静を装よそおっていた。まるで恐怖を感じていないかのように。


    　けれどもそれは、必死に表面を取り繕つくろっていただけだろう。彼女には女としてのプライドがやや高いところがある。誰もいないときだからこそ、さらけ出せる表情もあるのだ。


    　必死に押し隠していたであろう姿を、あまりじろじろ見るのも失礼だと思い、操は再び横になった。斗和は寧々音を見つけることができただろうか。そんなことを気にかけながら──。


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    「理科棟に行こうと思います」


    　寧ね々ね音ねと一緒に教室に戻った斗と和わは、皆と少しの会話を済ませたあと、そのように告げた。教室には萌も由ゆ里りの姿もある。斗和たちが来る五分前くらいに戻ってきたそうだ。


    　動機はどうあれ、寧々音と唇くちびるを重ねてしまったことに、斗和は罪悪感を覚えていた。まっとうな人間ならば、折を見てきちんと釈明すべきことかもしれないが、今の状況でそれを伝えることは、最悪みんなの命を危険にさらす愚ぐ行こうになりかねない。寧々音からも、萌由里には絶対に秘密にしたほうがいいと、強い口く調ちようで忠告されていた。


    「へ？　何しに行くんだよ、斗和？」


    　卓たく二じが間の抜けた声をあげる。


    「白い奴やつを倒すためだ。これから念のため試してはみるが、奴には普通の攻撃が効かない可能性がある。だから有毒ガスとか、そういった化学的なモノで倒すんだ」


    　塩素ガスを発生させる材料ならば、校舎内にありそうに思えたが、事故が起きる危険を回避するためか、塩素系の薬物はどこにも置いてなかったのだ。


    「だから、なんで倒そうとするんだよ？　あいつはもう閉じ込めたんだから大丈夫なんだろ？」


    　そこで斗和は、卓二の認識がズレていることに気づいた。ややあって、卓二がそのことを知らない可能性に思い至る。


    「キタジ。学校の電気は今、予備電源で動いている状態なんだ。いつ電気が切れて放送が止まってしまうか、わからないんだ」


    　絶句した卓二に、斗和は状況を説明する。卓二はやっとのことで手に入れた安全が、一時的なものだと知って、忌いま忌ましげに唇を噛かんだ。


    「ラジカセとかに、心音ミュージックを入れたらどうかな？　それなら電気が切れても、しばらくは持つでしょ？」


    　小こ島じまが控えめな口調で提案してきたが、斗和は首を振って、それを否定する。


    「根本的な解決にはなりません。それにラジカセは、奴に破壊される可能性が高く、ほとんど時間稼ぎにはならないと思います」


    「でも、そのほんの少しの間に、救助が来る可能性だってあるでしょ？　稲いな……彼も言ってたじゃないか。理科棟に行くのは本ほん末まつ転てん倒とうだって」


    　なぜか小島は、死者の名前を出すことを躊躇ためらった。


    「救助は来ないと思います。おそらく、すべての化け物を倒さないことには、この場所から出ることはできない」


    　反射的に口にしてしまった言葉に、斗和は自分自身で驚いていた。いくつもの可能性を飛躍してたどり着いた極論は、けれども、この状況の核心を端的に言い表わしているようにも感じられる。


    　みんなも、一度はそんなことを考えたことがあったのだろうか。誰一人、斗和の言葉に異議を唱える者はいなかった。


    



    　理科棟へ行く前に、斗と和わと寧ね々ね音ねは職員室の真向かい──教室棟三階へ向かうことにした。職員室にいるペタペタを貫き届く刃の意志ブリユーナクで攻撃し、攻撃が本当にまったく効かないかどうかを最終確認するためだ。


    「……斗和くん。私も、頑張る……よ」


    　斗和の隣を歩く寧々音が、しっかりと自分の決意を伝えてくる。俯うつむき気味で、それでも視線はまっすぐに斗和を注視しているため、結果として上目遣いになっている。


    　そんな彼女の健けな気げな姿に、斗和は思わず庇ひ護ご欲よくを掻かき立てられ、子供を相手にするみたいに彼女の頭をくしゃくしゃと撫なでる。


    「斗和ッ！」


    　突とつ如じよ投げかけられた声に、斗和はびくりとなって手を引っ込めた。


    　そこに立っていたのは卓たく二じだ。思い詰めたような表情で、斗和が寧々音の頭を触っていたことに、いつものような突っ込みを入れる気配もない。


    「斗和、俺おれも……理科棟に連れていってくれ！」


    　斗和は、卓二の予想外の言葉に目を見張る。理科棟へ向かえば、必ず猫ねこ蜘ぐ蛛もと遭そう遇ぐうするだろう。死を覚悟した発言だ。


    「何言ってんだ！　死ぬぞッ！」


    「そっちこそ何言ってんだよ。斗和だって行くんだろ？　死にに行くつもりなのかよ！」


    　そのように言われると、斗和に返す言葉はない。


    「俺だって、何かの役に立ちたいんだ。頼む、連れていってくれ！」


    「キタジ。……なら、操みさお先輩の傍そばにいてやれよ。お前にしかできないことだろ？」


    「嫌だッ！」卓二が声を荒らげて拒否した。「あいつの傍にはいたくない。見ているのが、つらいんだ。……あいつが平気な振りしているのも、気丈に振る舞っているのを見るのも……。俺が傍にいたら、あいつはずっと弱音を吐けない。気を休めることができないんだよ！」


    「……キタジ」


    「頼む、斗和。俺も一緒に戦わせてくれ！　奴やつらに一泡吹かせてやりたいんだ！」


    　卓二の言葉に、斗和は胸が震える想おもいだった。果たして彼が自覚しているかどうか。卓二の行動は操のことを想ってのことであり、男子ならば当然の決意。一人の男として、彼の親友として、斗和には拒否することなどできなかった。


    



    　問題は、職員室の向かい側に位置取り、いざペタペタを攻撃しようとした段階で起こった。


    「おい、斗和。あいつがいないぞっ！」


    　切迫した卓二の声。


    　斗和は我が目を疑った。確かに、どこにもペタペタの姿はなかった。心音ミュージックはいまだ流れているので、放送に問題があったわけではないだろう。


    　ぞわりとした悪お寒かんと共に、激しい後悔が襲おそってくる。


    　またしてもミスを犯してしまったのだろうか？　心臓の音に反応するからといって、ほかの音にまったく興味を示さないと決まったわけではなかった。部屋から解き放たれた白い魔物は、すぐにでも新たな犠牲者を生んでしまうことだろう。最悪の想像が脳のう裏りをよぎる。


    　斗と和わは急いで教室の中から机を出して、廊下に台を作ると、その上に乗って職員室を覗のぞき見る。高さの関係上、死角になっていた部分も見ることができた。やはり、奴やつの姿はどこにも見当たらない。


    　いや──。


    　ふと、斗和はそれに気づく。直感が、もやもやとした何かを敏感に察知する。


    　斗和は台の上から飛び降りると、机を運び出す際に見つけた金属製の筆箱を取ってきて、職員室に向かって投げつける。以前、ペタペタが暴れた際、職員室の窓という窓が割れてしまっていたため、筆箱はすんなり中へと到達した。


    　異変は、すぐさま起こる。


    　職員室の床ゆかが、まるで下から持ち上げられたように盛り上がってきたのだ。床はやがて真っ白な石せつ膏こうのような色へと変わり、そこにはペタペタの姿があった。


    （──そういうことか）


    　斗和は事実を理解する。ペタペタはカメレオンのように、保護色によって姿を隠すことができるのだ。如い何かに奴が巨大といえども、寝そべった状態で床と同化したなら、姿を見つけることは難しい。いや、巨大だからこそ、床をまじまじと観察しようなんていう気にはならない。


    「赤あか峰みね、全力でやれるな？」


    「……うん」


    　寧ね々ね音ねが力強く頷うなずいた。すでに弾数回復リロード済みなので、文字どおり最大の威力で貫き届く刃の意志ブリユーナクを撃ち放つことができる。弾たまは重量と硬さを誇る消火器。エネルギー効率の面でいえば包丁が一番だが、純粋な一撃の威力はこちらのほうが高い。この攻撃が防がれてしまうのなら、今ある武器はすべて通じないと判断するしかない。


    「貫き届く刃の意志ブリユーナク、……全力全開オーバースロツトル!!」


    　桃色の光に包まれた消火器が、空気を押し開きながら突き進む。管理棟自体が粉こな微み塵じんに吹き飛ばされそうなほどの重厚な威力の波動。弾丸というよりは、もはや砲ほう弾だんだ。


    　割れた窓を突き抜け、寸分のくるいなくペタペタの胴体に着弾する。


    　だが、甲高い金属音と共に消火器が急停止する。その刹せつ那な、ペタペタの白い肌はだの表面を水色のオーラが覆おおい、消火器を中心として波紋のように走っていくのを、斗和は目撃した。


    「──まさか？」


    「異能の……力？」


    　斗と和わと同じく閃ひらめくものがあったのか、寧ね々ね音ねも呟つぶやく。


    「え？　どういうことだよ？」


    　卓たく二じが眉まゆ根ねをひそめて尋ねる。


    「白い奴やつに攻撃が効かないのは、体が頑丈だからじゃない。赤あか峰みねと同じで、奴も異能の力が使えるんだ。おそらく『すべての攻撃を防ぐ能力』とか、そんな感じじゃないかな」


    「それって……」卓二が息を呑のむ。「毒ガスも大丈夫なのか？　ちゃんと効くんだよな？」


    「……わからない。けれども、ほかに倒す術すべがない」


    　斗和たちは絶望的な気持ちで、その場を後にした。


    



    「斗和くん。前もって伝えておくけれども、卓二に何かあれば、たとえあなただとしても絶対に許さないわ」


    　操みさおが真しん紅くの瞳ひとみの奥底に激しい憎悪の炎を燃やしながら、斗和を見み据すえてきている。息が詰まりそうで、正直生きた心地がしなかった。眼がん力りきだけで、ここまで人の心臓を萎い縮しゆくさせてしまうような人物もそうそういないだろうと、斗和はある意味感心してしまった。


    「わかりました。肝きもに銘めいじておきます」


    　卓二が理科棟へ行くことに、操は激しく反対した。しかしそれ以上に、卓二の決意は固かった。なんだかんだ言っても、操は卓二には逆らえない。なので、彼女の鬱うつ屈くつした想おもいは、自然と斗和に向けられることとなったのだ。


    　ペタペタを攻撃したあと、斗和たちは再び二階の教室へと戻ってきていた。寧々音の弾数回復リロードと、小こ島じまたちに預けていた包丁を回収するためだ。


    　家庭科室からは、すでにありったけの包丁を持ち出していたので、ここにある二十四本が全部となる。包丁を配分して持ち歩く際、斗和と稲いな賀がが多めに預かっていたため、屋上の戦いでほとんどロストしてしまっていた。


    　寧々音に十本、斗和と卓二が五本ずつ、残り四本を小島たちに配分する。


    「それじゃ、行ってきます。青あお葉ば、後はよろしく。小島先輩も操先輩たちを頼みます」


    　教室を後にした斗和たち三人は、ちらりと職員室を見上げ、ペタペタがいることを確認してから、管理棟へ延びる渡り廊下へと足を踏み入れる。


    　何度も駆かけ抜けた渡り廊下。頭ではわかっていたはずなのに、その経験が完全に斗和たちを油断させていた。


    　斗和は視界の隅すみに、残忍な金色の輝かがやきを見た。ぞわりと全身が総そう毛け立だち、死の直感が神経を駆け抜ける。


    「危ないッ！」


    　咄とつ嗟さに振り返った斗和は、突き飛ばすようにして、後ろを歩いていた寧々音と卓二を押し倒す。


    　刹せつ那な、轟ごう音おんと共に巨大な質量を持った何かが頭上を走り抜けていく。砕けた窓ガラスなどが豪雨のように降り注ぎ、反対側の窓ガラスを叩たたいていく。


    「うわああああああっ！　なんなんだよ、斗と和わッ！」


    「猫ねこ蜘ぐ蛛もだッ！」


    　卓たく二じの問いに叫ぶように答えた斗和は、上半身を捻ひねってまわりの様子を確かめる。猫蜘蛛の前脚による一撃で、東側の窓ガラスが根こそぎ削り取られていた。渡り廊下を移動する斗和たちを見て、襲おそいかかってきたのだろう。


    　斗和は舌打ちする。自分たちがいる場所は、渡り廊下のちょうど真ん中あたり。どの方向へ逃げるにしても距離がある。だからといって、このままここにいるわけにはいかない。


    「教室棟へ戻るんだ！　早くッ！」


    　斗和の指示に寧ね々ね音ねたちは従おうとする。だが──。


    　走り出そうとした寧々音が倒れ、続いて卓二も転び、斗和もバランスを崩してしまった。


    　突とつ如じよとして、激しい地震が襲ってきたのだ。いや、それは正確ではない。なぜならその激しい揺ゆれは、渡り廊下のみに起こっていることだからだ。


    　斗和は落ちないように気をつけながら、削り取られた壁面から外の様子を窺うかがった。


    　そこには伸び上がるようにして、渡り廊下に掴つかまり立ちをしている猫蜘蛛の姿があった。そして、寧々音の全力攻撃で吹き飛ばされ、片方だけとなった前脚で、渡り廊下の土台部分をぶっ叩いている。


    　再び、渡り廊下が激しく揺れる。同時に、鉄球で壁を叩くような、鈍にぶく重量のある音が鳴り響く。それも二度。


    　──やばい！


    　瞬時に状況を悟る。このまま奴やつの攻撃を受ければ、渡り廊下は間違いなく崩ほう落らくしてしまうだろう。それだけは絶対に避けねばならない。


    「赤あか峰みね！　奴を攻撃しろ！」


    　斗和は寧々音を引き寄せ、猫蜘蛛を目視させた。途端に彼女の全身が桃色の燐りん光こうに包まれ、左目の同心円が集しゆう束そくし、照準確定ロツクオンを知らせる。


    　次の瞬間、包丁が猫蜘蛛目がけて発射された。奴は反射的に飛び退のいたが、貫き届く刃の意志ブリユーナクは当然の如ごとく追い縋すがっていく。


    　逃げるのは無理だと学習したのか、猫蜘蛛はそれ以上飛び跳ねることはせず、包丁を叩き落とそうと前脚を振るってきた。だが、それも意味のない行為。包丁は易やす々やすと攻撃を回避し、奴の背中へと突き刺さる。丸々とした背中には、以前いた永なが田たたちの姿はなかった。


    「ニャアアアアアッ!!」


    　激痛に悲鳴をあげ、猫蜘蛛はその怒りをぶちまけるかのように、再び襲おそいかかってくる。全身のバネを使い、渾こん身しんの一撃を渡り廊下に見舞ってきた。


    　致命的な衝撃が床ゆかを伝い、絶望の破は砕さい音おんが足の裏を通して響いてくる。凄すさまじい轟ごう音おんが耳じ朶だを打ち、コンクリートが粉々に打ち砕かれてしまったことを理解した。


    　波打つ床に、バランスが掻かき乱されていく。と、次の瞬間、圧倒的な浮遊感が全身を襲ってきて、訳がわからないまま落下していく。


    　猛烈な勢いで迫ってきた地面に、膝ひざをくの字に曲げて両足で着地するが、全身にかかっていた重力は想像以上に強く、そのまま押し潰つぶされるように前のめりに放り出され、地面に叩たたきつけられた。


    　意識が飛びそうな激痛のなか、斗と和わは必死に寧ね々ね音ねたちの安全を確認する。


    　すぐ目の前には、横たわる寧々音の姿があった。彼女は気を失っていて、全身が粉ふん塵じんに塗まみれている。額ひたいからは血が流れていて、小枝のような両腕や[image: ]まくれたスカートの下から伸びる両足には、瓦が礫れきの破片が突き刺さり、埃ほこりと血で無む惨ざんに穢けがされていた。


    　寧々音は運悪く、瓦礫に叩きつけられるような形で落下してしまったのだ。おそらく彼女の怪け我がは、見た目以上に深刻だろう。


    「うわあああああああああっ！」


    　斗和の耳に卓たく二じの悲鳴が突き刺さる。尾を引き消えていく悲鳴の先には、猫ねこ蜘ぐ蛛もの姿があった。卓二は糸に捕獲されてしまったのだ。


    「キタジぃいいいいッ！」


    　叫んだところで、どうにもならない。操みさおとの約束は、ほんの数分も守ることができなかった。


    　──いや、違った。


    　猫蜘蛛は捕獲した卓二を、すぐさま殺すようなことはしなかった。器用に獲え物ものの体を回転させて、雑なラッピングを施しはじめる。卓二は保存用として扱われることになったのだ。


    　その間に斗和は、寧々音のもとへ駆かけ寄る。卓二のことは心配ではあるが、彼を助け出すためにも、寧々音の存在は必要不可欠だ。今は一瞬の判断ミスが詰みになる。頭の切り替えを瞬時に行おこなう必要があった。


    「赤あか峰みねッ！　大丈夫か？　しっかりしろ！」


    　斗和の声に、寧々音はうっすらと目を開き、弱々しい瞳ひとみの輝かがやきを見せる。


    「……斗和、くん？」


    「無事か？　今すぐここから逃げるぞ！　立てるか？」


    「にゃー？」


    　奴やつの声。


    　寧々音の背中に腕をまわし、抱き上げようとした斗和は、そこで動きを止めた。ゆっくりと振り返る。そこには、ギラつく金色の眼めを向ける猫蜘蛛の姿があった。ラッピングを終えた化け物は、次の獲物に興味を向けたのだ。


    「ブリュー……ナク。……フル、スロット……ル」


    　だが、その一瞬の隙すきを寧ね々ね音ねは逃のがさなかった。消え入りそうな声で異能の力を発動させる。全力の一撃。おそらくこれが最後の攻撃になると、彼女は判断したのだろう。


    　確かに今の状況下では、次に照準確定ロツクオンできる機会は永遠に来ないかもしれない。絶妙の判断だった。


    　弱り切った寧々音とは正反対に、布袋を突き破って、激しい桃色の光に包まれた包丁が勢いよく飛び出した。まっすぐに猫ねこ蜘ぐ蛛もの眉み間けんを狙ねらって突き進んでいく。


    　この一撃で確実に奴やつを仕留めるには、胴体よりも頭部を狙うほうがいいだろう。土ど壇たん場ばで見せた寧々音の判断力に、斗と和わは喝かつ采さいを送りたい気持ちだった。


    　だが──。


    　猫蜘蛛は動かない。もはやかわしても無駄だと思っているのか、逃げる素そ振ぶりも見せなかった。代わりに奴は喉のどの下から取り出した糸で、やや丸みを帯びた巨大な立方体状の塊かたまりを作り、それを眉間に引っつけてきたのだ。


    「──なっ！」


    　斗和は絶句した。貫き届く刃の意志ブリユーナクの能力は必中。それ故ゆえに、対象以外を攻撃することはない。けれども今のように照準確定ロツクオンした部分を、密着状態で覆おおい隠されてしまった場合はどうなるのか？


    　もしも攻撃対象が消えたと判断されてしまったら、貫き届く刃の意志ブリユーナクは永遠に彷徨さまよい続けることになる。それは寧々音の能力が封じられてしまったことと同義だ。命中するまで次弾は撃てない。


    　どうして今まで、その可能性を考慮できなかったのか？　猫でも思いつく対処法なのに、と斗和は忸じく怩じたる思いに駆かられる。


    　祈るような気持ちで見守るなか、貫き届く刃の意志ブリユーナクは躊躇ためらうことなく突き進んでいく。そして、そのままの勢いで、糸の塊の中へと突っ込んでいった。


    　照準確定ロツクオンした場所を密着状態で覆い隠した場合、それ自体も目標ターゲツトとして上書きされてしまうのだ。これで最悪の事態は免まぬがれたことになる。


    　だがそれでも、今が不利な状況であることには変わりはない。糸の塊によって阻はばまれた貫き届く刃の意志ブリユーナクは威力を削そがれ、猫蜘蛛を倒すに至らなかった。おそらくはただの糸の塊ではない。七種類に及ぶ蜘蛛の糸の中でも、最強の強度を誇る〝牽けん引いん糸し〟だろう。


    　通常の蜘蛛の糸でさえ、その強度は防弾チョッキに使用されているアラミド繊せん維いに匹ひつ敵てきし、ナイロンを上回る伸縮性を持つと言われている。相手が猫蜘蛛ならば、貫き届く刃の意志ブリユーナクの全力攻撃を防いだとしても、なんら不思議ではない。


    　糸の塊を放り投げた猫蜘蛛の額ひたいからは、真っ赤かな血の筋が流れ落ち、銀色の毛並みをわずかに汚よごしている。だがそれが、致命傷にほど遠いことは誰の目にも明らかだった。


    　寧々音の攻撃は、失敗してしまったのだ。もはや、戦いを長引かせる意味はない。


    　──斗と和わは覚悟を決めた。


    「赤あか峰みね、なんとか一人で移動できるか？　奴やつは俺おれが引きつける」


    「……斗和く……ん？」


    「赤峰。赤峰は俺たちの希望なんだ。なんとしてでも生き延びろ。いいな、絶対に諦あきらめるなッ！　みんなを頼む！」


    「何を……」


    　寧ね々ね音ねの返事を待たず、斗和は彼女を押しやるようにして離れる。そして瓦が礫れきを拾い、猫ねこ蜘ぐ蛛もにそれを投げつけてから、声こわ高だかに宣言する。


    「化け物ッ！　お前の相手はこの俺だッ！　こっちを見ろおおおおっ！」


    　猫蜘蛛は斗和の投とう擲てきを前脚で払いのけると、興味深そうな目で見つめ返してくる。奴にとっては、斗和のように正面から近づいてくるような相手は、初めてのことかもしれない。それが好奇心旺おう盛せいな猫蜘蛛の興味を引いたのだろう。


    　斗和は不思議な気分だった。目の前には、何人もの生徒を肉にく塊かいに変え、喰くい殺した巨大な化け物がいる。勝しよう機きは皆かい無むで、生き延びる自信もない。恐怖で心臓は押し潰つぶされそうで、手には汗を握り、呼吸は重く頭は酸欠気味だ。


    　けれども体の奥底から、妙にクリアで高こう揚ようした何かが迫せり上がってくるような感覚がある。耳に張りつく心臓の音は、まるで鼓こ舞ぶするかのように戦う意志を高めてくれる。


    　ふと、以前にも、こんな経験をしたような気がした。強大な敵に、この身一つで戦いを挑いどんでいた記憶が──。それとも単なる既視感デジヤブなのだろうか。


    　唐突に、斗和の思考は中断させられた。張りつめた五感が直感を超え、敵の攻撃の気配を察知する。


    　猫蜘蛛の頭上に向けて、斗和は包丁を投擲した。奴にとって取るに足りない攻撃だが、ジャンプしようとしたタイミングで機き先せんを制せいされた形となったため、猫蜘蛛の動きが硬直する。その隙すきに斗和は、右手の壁へと走った。寧々音がいる場所とは反対方向。注意を自分のほうへと引きつける。


    「にゃっ！」


    　猫蜘蛛が歓喜の声をあげ、斗和に襲おそいかかってくる。低くジャンプする軌き道どうで、薙なぎ倒すように前脚を払ってきた。


    　斗和は壁を蹴けり昇り、三角跳びの要領で猫蜘蛛の一撃をかわす。蹴ったばかりの壁が、粉々に打ち砕かれていく。まるで濁だく流りゆうの上を飛び越えるかのように、足の下に猛烈で凄すさまじい勢いを感じる。下へ手たに触れてしまえば、そのまま呑のみ込まれてしまいそうだ。


    　猫蜘蛛の頭部へ着地した斗和は、そのまま奴の背中へと駆かけ抜けていく。想像以上にやわらかく温かい肌はだの感触。まるで上質な毛布の上を走っているみたいだ。


    「斗和ッ！」


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もの背中に縫ぬいつけられている卓たく二じが声をあげる。雑なラッピングのため、彼の首から上は完全に自由となっていた。


    「キタジ、必ず助ける！　諦あきらめるなッ！」


    　叫んで、猫蜘蛛の背中から飛び降りる。奴やつの背中に貼はりついて包丁で攻撃するという手もあるが、現実的ではない。貫き届く刃の意志ブリユーナクでも致命傷を与えられなかったのだ。結果は目に見ている。途中で振り落とされて、無駄死にするのがオチだろう。


    　着地と同時に、ちらりと後ろを向く。覆おおいかぶさるような猫蜘蛛の腹部と、その先端部分にある肛こう門もんが目に映る。普通の猫と同じ形状だ。それを目にした途端、斗と和わは反射的に手に持っていた包丁で肛門を突き刺していた。ここならば、肌を攻撃するよりもダメージが大きいはずだ。


    「ウギャッ！」


    　奇っ怪な叫び声をあげて、文字どおり猫蜘蛛が飛び上がる。空中で半回転し、斗和を睨にらみつけるように着地した。その猫蜘蛛の右目に、深々と包丁が突き刺さる。


    「ギャアアアアアアアッッ!!」


    　今度は絶叫だった。忌いま忌ましげに顔を歪ゆがめながら、頭を振って包丁を取り除こうとする。


    　予想外の結果に、斗和はしばし呆ぼう然ぜんとした。奴の右目を潰つぶすことができたのは、単なる幸運にすぎない。斗和に深い思量はなく、単に猫蜘蛛の着地に合わせて、包丁を投げつけただけだった。


    　肛門と右目を傷つけられるという結果に、猫蜘蛛の怒りと憎悪は、完全に斗和が独占することになった。ギラつく瞳ひとみに怨えん嗟さの炎を宿らせ、低い唸うなり声で威い嚇かくしてくる。もはや寧ね々ね音ねのことなど眼中にないみたいだ。


    　ちらりと彼女の様子を窺うかがうと、寧々音は教室棟の南口玄関に、無事たどり着いたところだった。心配そうな表情で、斗和のほうに視線を向けてくる。斗和は唇くちびるの前に指を立て、寧々音に能力を使わないよう指示を出す。ここで猫蜘蛛が彼女を襲おそうようなことがあれば、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。


    　斗和は再び、猫蜘蛛の攻撃の気配を察した。素早く右に避ける振りをして、次の瞬間、反対側へと猛ダッシュする。


    　斗和のフェイントに引っかかった猫蜘蛛は、誰もいない教室棟の壁へ頭から突っ込んだ。一足飛びに襲いかかってきたのだから、途中で方向を変えることはできない。窓ガラスの割れる音が激しく鳴り響き、教室棟全体が大きく揺ゆれた。


    「うう～～っ！」


    　背中の卓二にも衝撃が伝わったのか、くぐもった悲鳴が聞こえてくる。


    　裏をかいたといえども、猫蜘蛛は素早く巨大だ。最後は飛び込むような形で、猫蜘蛛の突進をかわしていた。立ち上がると同時に、ピロティへ駆かけ込む。このまま正面玄関を通って、管理棟に逃げ込むつもりだ。


    　だが、猫ねこ蜘ぐ蛛もの動きが変化する。前から二番目の前脚が、喉のどのあたりを触るのが見えた。


    （──くる）


    　斗と和わが察したとおり、次の瞬間、糸が投とう擲てきされてきた。時速にしておよそ一三〇キロ程度。その気になればかわせない速度でもない。斗和は地面を蹴けって糸を避ける。そうして、そのまま駆け出そうとして、──できなかった。


    「──え？」


    　斗和は間抜けな声をあげた。自分の足から、一本の糸が伸びていることに気づく。確かにかわしたはずの猫蜘蛛の糸が、自分の足に命中していたのだ。


    　いったいどのような手品マジツクで、糸に捕獲されてしまったのか。その疑問は瞬時に氷解する。今伸びている糸がつながる先は、先ほど投擲してきたのとは違う、別の脚。猫蜘蛛は糸を二つ投擲していたのだ。まるで斗和がかわすことを予想していたみたいに。


    　次の瞬間、体に不愉快な引力を感じた。自分の意志が及ばない強大な力に蹂じゆう躙りんされる感覚。何度も何度も切り抜けてきた攻撃だが、一度掴つかまってしまえば、逃のがれる術すべがないのは斗和とて同じだ。


    （くそッ！）


    　斗和は内心で毒づいた。だが、それを声に出すようなことはしない。


    　最初から結果の見えていた戦い、覚悟は決めていた。最大の目的である寧ね々ね音ねを護まもることには成功したのだ。結果は上々といえる。だからこそ無ぶ様ざまに悲鳴をあげて、猫蜘蛛を喜ばせるようなことはしたくなかった。


    　刻々と迫る死の瞬間。この浮遊が終わった段階で、斗和は物言わぬ肉片になる。だが死を覚悟する反面、いまだ諦あきらめていない自分がいることに気づく。


    （なんとか、一いつ矢し報むくいることはできないか？）


    　猫蜘蛛の糸に捕獲されたということは、逆に言えば奴やつに近づけるということだ。このまま引き寄せられる力を利用して、奴の鼻頭に包丁を突き刺すことはできないだろうか？


    　だが、そんな斗和の思考を嘲あざ笑わらうかのように、猫蜘蛛が前脚を伸ばしてくる。あの前脚に殴られ、バラバラになってしまうのだろうか。それとも口の中に押し込まれ、圧倒的な力で切断されてしまうのだろうか。斗和は恐怖で脳が灼やける思いだった。


    　けれども違った。猫蜘蛛は前脚で斗和を受け止めると、ぐるぐると糸でラッピングをはじめたのだ。刹せつ那な、斗和の脳のう裏りに、同じようにぐるぐる巻きにされた卓たく二じの姿が蘇よみがえる。雑な巻き方。特徴のある癖──。


    　それは賭かけだった。万に一つの生き残りを賭かけた秘策。うまくいかない可能性も高いが、やらない理由もない。斗和はすぐさま膝ひざをかかえるようにして両足を曲げると、腕のストレッチをするみたいに両りよう肘ひじを上げ、両手を頭の後ろに隠す。


    　猫蜘蛛はそんな斗和の変化に気づくこともなく、意い気き揚よう々ようと糸を巻きつけている。そして、卓たく二じの隣に斗と和わを貼はりつけると、上機嫌でその場を去っていった。
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    　寧ね々ね音ねは必死の思いでドアを開け、教室棟の南口玄関にたどり着いていた。


    　全身がひりひりと焼けるように痛い。特に右足の怪け我がが酷ひどく、歩くのもやっとだ。頭を強く打ったせいで、思考もうまく働かない。


    　本当は貫き届く刃の意志ブリユーナクを放って、斗和を助けたかったのに、視界が掠かすれてうまく照準確定ロツクオンできなかったのだ。


    　どうすればよいかわからなかった自分の脳のう裏りに浮かんできたのは、斗和の力強い言葉。


    『赤あか峰みねは俺おれたちの希望なんだ。なんとしてでも生き延びろ。いいな、絶対に諦あきらめるなッ！』


    　寧々音はその声に励まされるように、砂袋のように重く激痛だけしか与えてこない体に鞭むちを打って、彼の指示に従う。


    （大丈夫。斗和くんは、絶対に大丈夫だから──）


    　必死に自分に言い聞かせる。きっと斗和の言葉は正しい。諦めない限り、自分が生きている限りは、まだチャンスはあるのだ。ここで負けるわけにはいかない。


    　ふと、物音が聞こえて、寧々音はそちらを見やった。


    　すらりとした足に、琥こ珀はく色のベスト。長く伸びた瑠る璃り色の髪は、掠れた視界の中でもきれいだった。


    「寧々音、大丈夫？」


    　階段の踊り場から駆かけ寄ってくる萌も由ゆ里りを見て、『ああ、彼女はまだ、自分のことを許してないんだな』と寧々音は思った──。


    



    「あのね？　寧々音はよく、小説とか読むでしょ？」


    　その日、寧々音が初めて夏服を着て登校してきた日の帰り、萌由里がやけに遠慮がちに、それでいて緊張した面おも持もちで尋ねてきた。


    「ライトノベルとかって、聞いたことないかな？」


    「詳しくは知らない……けど、聞いたこと、だけ……なら」


    　それからしばらくは、ライトノベルの話がたびたび出るようになった。


    「でね。寧々音は、──アニメとか見る女の子を、どう思う？」


    　二週間くらい経たってから、萌由里が再び遠慮がちに尋ねてきた。あとになって知ったことだが、こっちのほうが本命だったらしい。


    　その日から、萌由里は小出しに自分の趣味を語るようになった。どうやら寧々音は、彼女の中で〝話してもいい相手〟に選ばれたみたいだ。


    　そして次の土曜、初めて萌も由ゆ里りの家を訪ねた日。寧ね々ね音ねは駅前で、萌由里と待ち合わせをしていた。彼女の家に行く前に、同人ショップというところに寄ることになっていたのだ。書店だけど書店じゃないという萌由里の言葉に、ちょっとだけ興味を引かれていた。


    「ごめん。寧々音、待った？」


    「ううん。今、来たと……、きゃっ！」


    　寧々音は思わず悲鳴をあげてしまう。振り向いた先にいた萌由里の姿は、寧々音の想像を遙はるかに超えたものだった。


    　長い瑠る璃り色の髪をキャスケットの中に押し込み、丸いサングラスにマスク。首には濃い紺色のショールを巻いている。ゆったりめのパーカーで細身の体を覆おおい、下は個性のないジーンズだ。なんというか……。


    「萌由里ちゃん、変質者……みたい、だよ」


    「えっ？　変質……、ええっ！」


    　萌由里は、自分の趣味を非常に恥ずかしいものだと思っているらしく、必死にそれを隠し通している。なので、いまだに素顔をさらして店に入る勇気がないとのことだった。


    　同人ショップの店内は確かに、一見して普通の書店とは違う雰ふん囲い気きに満ちていた。けれども、どこか楽しげで心が躍おどる感じ。その幻げん惑わく的てきな熱に踊らされたように、色鮮あざやかな書物やパッケージの谷間をふらふらと歩いていく。


    「寧々音」


    　ふと、萌由里に肩を掴つかまれた。


    「そこから先は、大人の世界よ」


    　言って、彼女は上を指さす。見ると頭上には「十八禁」「アダルト・オンリー」などと書いてあった。ちらっと見えた売り場は、異様に肌はだ色率が高い。


    「──ッ！　な、なななぁぁっ！」


    　思わず動どう揺ようの声が漏もれる。こんなものがなぜ、こんな場所にあるのかがわからない。


    「どうする、寧々音。購入するのはだめだけど、入るだけならオッケー（のはず）よ」


    　マスクの下で荒い息を吐きながら萌由里が囁ささやく。まさに変質者のそれだった。


    「入っちゃ、だめだ……よ。まだ、早い……よ」


    「入るのはいいの。見てもいいの。買わなきゃいいだけっ！　──じゃあ、行くね」


    「ひゃぁ……」


    　──数分後。二人は、肩で息をしながら、元の場所にいた。寧々音は焼けるように顔が熱く、萌由里のほうも耳が真っ赤かになっている。


    「どう？　ハアハア……。た、楽しめた？」


    「男の人……がっ、男の人が……いた。こっち見てた。萌由里ちゃん、酷ひどいよぉ」


    　その後店を出て、いよいよ萌由里の家へと移動した。


    「お願いだから、ひかないでね」


    　もう何度耳にしたかわからない言葉に、寧ね々ね音ねは「大丈夫だよ」と力強く頷うなずき返す。


    　ドアを抜けるとそこは、──異世界だった。


    　先ほど見た同人ショップの店内よりも、遙はるかに濃密な空間がそこにはあった。萌も由ゆ里りは「ひかないで」と口を酸っぱくして言っていたが、これはひくというよりは圧倒される感じだ。


    「……寧々音？」


    　不安そうに尋ねてくる萌由里に気づいて、何か言わなければならないと思った。


    「凄すごい、ね。ちょっと……驚いちゃった」


    「幻げん滅めつした、よね？」


    　寧々音はふるふると首を振って否定する。


    「そんなこと、ない……よ。これだけ集めるのって、結構、大変だった……でしょ？」


    「本当？」萌由里は心底うれしそうに言って、「ほとんど雑誌についている特典だから、そんなにお金はかかってないんだ」


    「あれ？　萌由里ちゃん、同じ人形が、置いてある……よ」


    　寧々音はテーブルに置いてあるアニメキャラらしき人形を見ながら言った。


    「ああ、フィギュアね。同じじゃないよ。これはアルダー版で、次が良スマイル版、で、こっちはマックス牧場版」


    　知らない単語がすらすらと発せられる。


    「も、萌由里ちゃん。同じ本が、五冊ある……よ？」


    「ああ、それはね。読書用と保存用と観賞用、記念用とあと貢こう献けん用かな」


    　そうして、しばらく部屋の中を眺めたあと、来訪の目的であるアニメ鑑賞会をはじめることとなった。映像に合わせて、萌由里が活いき活きと解説を付け加える。


    「──私ね、友達とアニメ見るのが、ずっと夢だったんだ」


    　鑑賞会が終わったあと、アニメキャラの描かかれた等身大の抱き枕まくらに顔を埋めながら、萌由里がぽつりと言った。


    「……うん」


    　寧々音は素直にうれしい気持ちになる。自分のことを友達だと言ってくれる人ができるなんて、夢にも思っていなかった。


    「寧々音も、何か友達にしてほしいことない？　私なんでもするよ」


    　すでに十分満足なので、特にしてほしいことはなかったが、なんとなくお願いしてみようという気になった。


    「じゃあ、ね。私のこと、ネネって、呼ん……で」


    　寧々音は自分の名前があまり好きではなかった。発音しにくいし、名字まで入れると「ね」が四つも連続しておかしな感じになるからだ。


    「わかった。じゃあ、今からネネって呼ぶね。私のことは今までどおり『ちゃん』付けで呼んで。そんなふうに呼んでくれる人少ないから、とってもうれしいんだ。それが私たちの〝親友の証あかし〟だよ」


    　萌も由ゆ里りのうれしそうな表情がやけに眩まぶしかった。


    



    「寧ね々ね音ね、大丈夫？」


    　その声で、寧々音は現実に引き戻された。長い夢でも見ていたみたいに、頭に靄もやがかかっている。落下の衝撃で、脳になんらかのダメージがあるのかもしれない。


    「萌由里、ちゃん。……斗と和わくん、は？」


    　駆かけ寄ってきた萌由里に、斗和の安否を確認するように頼んだ。彼女は頷うなずいて、窓に張はりつくようにして、外の様子を確かめる。


    「大丈夫。斗和くんは、無事逃げ切ったみたい」


    　萌由里の言葉に、寧々音は安あん堵どする。途端に、足に力が入らなくなり、その場に正座するようにして、へたり込んだ。


    「寧々音っ！」


    　萌由里は再び駆け寄ってくると、肩を貸すようにして、寧々音を玄関のすぐ横にある保健室へと運んでくれる。そしてベッドの上に、そっと寝かせてくれた。


    （こんなに優しいのに、……なぜ？）


    　寧々音は途端、悲しい気持ちになる。今日きようの放課後までは普通だったはずなのに、化け物に襲おそわれ、職員室へ逃げ込んだときには、すでに呼び名は「寧々音」になっていた。斗和の手を握っていたことが原因かもしれない。彼女はそういうのに潔けつ癖ぺきなところがある。


    「寧々音、今のうちに弾数回復リロードしておいたほうがいいんじゃない？」


    　再び、ネネ以外の呼ばれ方をする。唐突に罪悪感が押し寄せてきて、寧々音はそのことを吐と露ろしたい気持ちになる。本当はもっと早く、きちんと伝えるべきだったのだ。


    「……ごめん、ね」


    　ぼんやりと靄のかかった思考の中で、寧々音は謝った。


    「仕方ないよ」


    　なんのことだと思ったのか、萌由里が優しい声で応える。


    「違う、の。私、萌由里ちゃんに、謝らなければならないことが、ある……の」


    「……なに？」


    　わずかに萌由里の声が硬くなる。だが寧々音に、それに気づくだけの余裕はない。


    「斗和くんのこと、だけど……」


    　言って、寧々音は苦しそうに表情を歪ゆがめた。怪け我がの痛みだけではない。許してくれないかもしれないという不安が、物理的な痛みとなって襲おそいかかってくる。それでも寧々音は、気力を振り絞って、その真実を伝える。


    「私は、ね。斗と和わくんのこと、好きでもなんでも、ないんだ……よ」


    



    「斗和くんって、あの斗和くん？」


    　お昼休みの弛し緩かんした空気の中、萌も由ゆ里りが驚いた声をあげ、寧ね々ね音ねの背後に視線を送る。


    「わっ、萌由里ちゃん。声が、大きい……よ」


    　寧々音が慌あわてて両手を広げる。声が聞こえたのではないかと心配になったが、確認する勇気もない。


    　痴漢に遭あった日の翌週、月曜日の昼休みに、痴漢から助けてもらった出来事を萌由里に話した。お礼を言うのを協力してもらうためだ。何度か一人で頑張ってみようとしたが、話しかけることすらできなかった。


    「へえ～、彼そんなとこあるんだね。もっと淡たん泊ぱくな人かと思ってた」


    　萌由里の菫すみれ色の瞳ひとみが、わずかに揺ゆれたような気がした。そういえば、と寧々音は思い出す。萌由里の好きな男の子のタイプは「アニメの主人公っぽい人」だったはずだ。


    「なに？　青あお葉ばさんも、斗和くん狙ねらってんの？　でも、やめたほうがいいと思うよ」


    　会話が聞こえてしまったのか、通りかかった女子生徒が声をかけてくる。


    「違うよぉ」萌由里は笑いながら手を振って、「どうしてやめたほうがいいの？」


    「ほら、あれ」


    　彼女が顎あごで示すほうを見ると、そこには斗和と戯たわむれる卓たく二じの姿があった。


    「なんでも中学時代、いじめから助けてやったら懐なつかれたらしいけど……。今でもずっと一緒ってことは、気が合うってことでしょ？」


    「だから？」


    　萌由里が心底わからない、という表情で問い返す。


    「優良物件と見えて、その実、不良物件ってことよ。中身があのキモいのと同じなの。お・な・じ。友達ってそういうもんでしょ？　男を見るときはね、能力やルックスじゃなく、〝友達〟を見るのが一番だと思うの。あくまで私の考えだけどね」


    　なんとなく彼女の言葉に、寧々音は悲しい気持ちになる。彼女の目には、自分たちはどう映っているのだろう。


    「〝隠れオタク〟って奴やつじゃない？　マジありえねぇ。その時点で恋愛対象外。それに、下へ手たに仲良くなると、あのキモいのも一緒に付いてくるらしいよ。マジ最悪だよね？」


    　言うだけ言って、女子生徒はいなくなった。


    「隠れオタク。……斗和くんが？」


    　その言葉が、逆のベクトルで萌由里の琴きん線せんに触れたことは、言うまでもなかった。


    



    　その日、萌も由ゆ里りは目に見えて元気がなかった。理由を訊きいたけれど答えてはもらえず、代わりに『放課後屋上で相談したいことがある』とのメールが届いた。


    　人ひと気けのない屋上庭園で佇たたずむ萌由里の姿は、とてもしおらしく思えた。まるで雨に打たれ続けて、凍えているみたいに感じられる。


    「萌由里……ちゃん？」


    「ごめん。ネネ、ごめん」涙声で言って、寧ね々ね音ねの胸に顔を埋めてくる。「私……好きな人が、……好きな人、できちゃった……」


    　寧々音は混乱する。好きな人ができたという科白せりふは、本来喜ばしいものであり、こんなふうに泣きながら言うべきものではない。


    「ごめんね。最初に好きになったのはネネのほうなのに……。同じ人、好きになっちゃった。ネネの好きな人、好きになった。ごめんね。私……友達、失格だ」


    　彼女が謝る理由は、この科白から理解できた。けれどもそのことが、さらなる混乱をもたらしてくる。なぜなら寧々音に、今現在好きな人などいないからだ。萌由里が何を勘違いし、誰のことを言っているのかわからなかった。好きな人どころか、満足に話せる男子すらいない。唯ゆい一いつの例外は──。


    「……もしかして、斗と和わくん？」


    　寧々音は驚いて尋ねる。まさかそんなふうに誤解を受けていただなんて、夢にも思わなかった。


    「……うん。ごめんね、ごめんね」


    　萌由里が頷うなずきながら、さらに謝る。寧々音はなんだか、ほっとしてしまった。自分の手に負えない問題だったら、どうしようかと思っていたのだ。


    「萌由里ちゃん。もう、泣かない……で。私は斗和くんのこと、なんとも思ってない……よ。萌由里ちゃんと斗和くんなら、お似合い、だと思う。だから、泣かないで……」


    　目を赤らめた萌由里が涙を隠すことなく、酷ひどくショックを受けたような顔で見上げてくる。


    「……だめ。私、なんて酷いことを……」


    「え？」


    「そうだよね。私がこんなこと言ったら、そんなふうに言うしかないよね？　ごめん、私、馬ば鹿かだ。大馬鹿だっ」


    　嫌な予感が加速した。萌由里は明らかに、何かを致命的に取り違えている。


    「私、諦あきらめる。ネネにそんな嘘うそまで言わせておいて、人を好きになる資格なんてない」


    　最悪の展開だった。彼女は寧々音が本心から言った科白を、やせ我慢だと受け取ってしまったのだ。


    「萌由里ちゃん、信じて。私、斗和くんのこと、そんなふうに、思ってない……よ」


    「いいよ、ネネ。ごめん。私が馬鹿だった」


    「違う、の。本当だよ。斗と和わくんは、単なる友達……だから」


    「嘘うそだよ。だって、ネネ。斗和くんと話しているとき、凄すごく楽しそうだもん」


    　それは事実だ。初めてできた男友達。趣味が一致しているわけでもないのに、一緒にいて楽しかった。


    「それに、あんな素敵な出会い方をしたんだもの。好きにならないわけ、ないじゃない」


    　おそらくそれが、萌も由ゆ里りが誤解している最大の要因だろう。自分と斗和の出会い方は、萌由里の理想とするものだ。だからこそ、好きになるはずだという強固な思い込みがある。けれども皆が皆、そんなベタなシチュエーションに憧あこがれているわけではない。


    「それに、私が斗和くんの名前出す前に、ネネのほうから言ったよね？　あれって半分、そういうことでしょ？」


    　一瞬なんのことかわからなかったが、彼女が先ほど「ネネの好きな人を好きになった」と言った際、「もしかして、斗和くん」と答えてしまったことを思い出す。それは消去法的に、思いつくことのできる男子が彼しかいなかっただけで、まったくの誤解なのだ。


    　早く誤解を解かなければ、と気持ちは焦あせるが、妙に頑固なところのある萌由里に対し、生なま半はん可かな否定をしてみたところで、ますます彼女の思い込みを強めるだけだ。何を言えば、この誤解が解けるのか、まったくもってわらかない。


    「ほら……ね」


    　寧ね々ね音ねが思案していた時間を肯こう定ていだと受け取ったのか、萌由里が悲しそうに呟つぶやく。


    　どうしよう、という強い焦しよう燥そう感かんが、寧々音を襲おそってくる。このままでは勘違いという残念な理由で、親友の幸せを奪ってしまうことになる。


    「だったら……、一緒に、告白しよう……よ」


    　一いつ生しよう懸けん命めい考えて出た解決策は、そんな挑発的なモノだった。


    「ネネ？」


    　萌由里が怪け訝げんな表情を浮かべる。当然の反応かもしれない。


    「萌由里ちゃん、言ってた……よね？　途中で諦あきらめるのが、一番カッコ悪いって。それにこうも言ってた……よ。本人のいないところで、好きな人を巡って争うようなアニメが、嫌いだって。きちんと本人の気持ちを、確認するべきだって……。だから、勝手に諦めずに、きちんと告白……しよ？」


    「そんなことできないよ。だって──」


    　そこで彼女は、言葉を詰まらせる。続きを言えるはずがない、と寧々音は思った。なぜなら彼女は、この学園で一番の美人だからだ。当然、萌由里も自分が男子に人気があることくらいは知っている。そう、私なんかとは比べるべくもない。


    　萌由里はずいぶんと長い間、口にするべき言葉を探しているみたいだった。だけど彼女の性格からいって、拒否する理由を口には出せないし、結果、寧々音の申し出を受け入れざるをえないだろう。


    　やがて彼女は諦あきらめたように目を閉じると、「えい」と言って、パンチを放ってきた。軽く肩に触れる感じで、痛みはまったくない。


    「……〝衝撃のファーストブリット〟」


    「え？」


    「ネネも結構、悪わるだよね？　私ほどじゃないとしても」


    「……萌も由ゆ里り、ちゃん？」


    「うん。一緒に告白しよう。決めるのは私たちじゃない。斗と和わくんだもんね」


    「うん。そして、どんな結果になっても、私たち、絶対に友達だ……よ」


    　その科白せりふも寧ね々ね音ねのほうから言った。それが自分の役目で、最後の嘘うそ。きっとこれをきっかけにして、斗和とは疎そ遠えんになるだろうし、彼と付き合うだろう萌由里とも、ぎこちない関係になるはずだ。


    　そして私は、本来在あるべき孤独へと戻っていく。


    　少しだけ、泣きそうになる。だけど、それでも構わなかった。萌由里も斗和も、私にとって大切な友達だから。もう十分なほど、幸せをくれたのだから──。


    「ネネっ！」


    　萌由里がもう一度、感極まった顔を寧々音の胸に埋めてくる。そして、しばらく経たってから顔を離し、真剣な表情で言ってきた。


    「ネネも私にパンチして。お願い！　もちろん〝撃げき滅めつのセカンドブリット〟でっ！」


    「え？　あの……」


    　それってどうやるんだろう、と寧々音は困ってしまった。


    



    「──だから私、本当に斗和くんのこと、なんとも思って、なかったん……だよ」


    　一緒に告白すると決めた日のことを思い出しながら、寧々音は保健室のベッドの上で、ほとんど目を閉じたまま、やっと、自分の本当の気持ちを伝えることができた。状況が状況なだけに、萌由里もきちんと聞いてくれたみたいだ。


    「そっか、ごめんね。私、誤解してたみたい」


    「信じて、くれ……る？」


    「うん。もちろんだよ」


    　寧々音はほっと、安あん堵どの息を吐いた。このまったく関係のないタイミングだったからこそ、素直に受け取ってもらえたのかもしれない。


    「ねえ？　聞いてほしいことって、──それだけ？」


    　萌由里の声が、わずかに変化する。けれども、疲ひ弊へい感かんの中で安堵を得たばかりの寧々音は、それに気づかない。


    「……うん。ない……よ」


    　一瞬、斗と和わとの更衣室でのことが脳のう裏りをよぎったが、黙っていた。あれは絶対に口にしてはいけないことだ。あのことは、この異常な状況下で起こった本来ありえない出来事にすぎない。この悪夢と共に消え去る夢。男女の行為ではあるが、男女の感情はない。


    　だから萌も由ゆ里りに、そのことを伝えるべきではない。彼女は日常に戻っても、それを引きずってしまうだろう。彼女には幸せになってほしい。そのためには隠し事も必要なのだ。


    「……そう。なら、早く弾数回復リロードしなくちゃね」


    　萌由里の言葉に従い、寧ね々ね音ねは最後の貫き届く刃の意志ブリユーナクを空撃ちした。途端に、睡魔が襲おそいくる。


    「萌由里ちゃん。私、頑張る……ね。きっとみんなを、護まもり抜くから……」


    　そして寧々音は、深い眠りにつく。


    　萌由里はじっとその様子を眺め、彼女が完全に寝入ったのを確認するや、寧々音が先ほどまで肩に掛けていた穴の開いた布袋の中から、包丁を一本取り出した。


    　ぞっとするような冷たい目で、安心したように目ま蓋ぶたを閉じる寧々音の顔を睨にらみつける。


    　萌由里は手にした包丁を逆手に握り締めると、高く振りかざした。


    　そして、呟つぶやく。


    「お休み、寧々音。──永遠に、ね」


    　刹せつ那な、まっすぐに包丁を突き立てる。


    　刃は易やす々やすと寧々音の胸を貫かん通つうし、心臓を串くし刺ざしにする。


    　一瞬だけ、寧々音の体が痙けい攣れんした。


    　空気の割れる音と共に、彼女の口から赤い筋が流れ落ちる。


    　変化はそれだけだった。


    　赤あか峰みね寧々音は、自分の身に何が起こったのかを知ることもなく、深い眠りの中で、──絶命した。

  



  
    



    


    　　　第九章　　その焦こげ茶は宙に浮く


    



    　斗と和わが想定していたとおり、猫ねこ蜘ぐ蛛もの巣は新体育館にあった。新体育館の天井には穴が開いており、そこから猫蜘蛛は出入りしていたのだ。


    　猫蜘蛛の背中はウォーターベッドのようにやわらかく弾力に富んでいて、肌はだに触れる銀色の体毛は、癖くせになりそうなほど上質な毛触り。そのせいか、飛び跳ねるようにして移動しているときの衝撃を、ほとんど体に感じなかった。


    　猫蜘蛛の背中に括くくりつけられた状態のまま、新体育館に到着した斗和に、のんびり中を観察する余裕はなかった。


    「うわっ！」


    　突とつ如じよ、理り不ふ尽じんな浮遊感に襲おそわれて宙を飛んだ斗和は、揺ゆさぶられる衝撃に舌を噛かみそうになる。次の瞬間、目の前にあったのは新体育館の穴の開いた天井ではなく、猫蜘蛛の巨大な顔だった。


    「ひぎぃっ！」


    　続いて卓たく二じの声が聞こえてくる。猫蜘蛛は背中に貼はりつけてあった卓二を器用に剥はぎとると、斗和の隣へ投げつけるように飛ばしてきた。卓二の体は白いネットに受け止められ、その振動が斗和を激しく揺らす。遅ればせながら、自分たちが猫蜘蛛の巣に磔はりつけにされたのだという事実を、斗和は理解する。


    　自分と卓二以外にも、三人の生徒が猫蜘蛛の巣に捕獲されていた。見知らぬ男子生徒と、気が触れたように猫の鳴き真ま似ねをしている女子生徒、そして永なが田た。


    　猫蜘蛛の巣の形は放射状の〝円網〟ではなく、バレーのネットのような横長の長方網だ。高さはそれほどでもなく、二メートルくらい。巣の形状の分類としては、〝不規則網〟に入るのかもしれない。


    　この不規則網は壁の前にほぼ平行に張り巡らされているため、壁につながれた囚人みたいな格好で生徒たちが並べられている。斗和は足を曲げていたせいか、みんなより頭二つくらい低い位置に貼りつけられていた。曲げたままの足を伸ばせば、床ゆかに足がつきそうだ。


    　新体育館は濃厚な死し臭しゆうとむせ返るような獣けものの臭においに満ちていた。至るところにバラバラになった死体があり、鮮あざやかな血肉をさらしている。如い何かに多くの生徒たちがここに連れてこられ、不幸な最さい期ごを遂げたことか。斗和はやりきれない思いで奥歯を噛んだ。


    「うにゃー？」


    　猫蜘蛛が目を細め、さも興味深そうに斗和の表情を覗のぞいてくる。まるで斗和が恐怖に慄おののく様を見て楽しむかのような、サディスティックな顔。いや、それは事実だったのかもしれない。


    　猫蜘蛛は舐なめ回すように斗和を視し姦かんしたあと、ふっと離れ、見知らぬ男子生徒の前に移動した。そして、口を尖とがらせて唾つばを吐きかける。猛烈な悪あく臭しゆうがするのだろう。男子生徒はバケツの水をかけられたようになりながら、顔を醜みにくく歪ゆがめた。


    　異変はすぐに起こる。彼の体を拘こう束そくしていた糸が、みるみるうちに溶けはじめたのだ。奴やつの唾だ液えきには糸を分解する効果があるのだろう。実際、蜘く蛛もの中には自分の糸を食べて、糸として再利用する種しゆもいる。


    　呆ぼう然ぜんとする男子生徒。無理もない。死を覚悟していたはずなのに、手足の拘束を解かれたのだ。男子生徒の顔に、安あん堵どの色が浮かぶ。次に彼がそこから逃げ出そうとするのは、当然の流れだったのかもしれない。だが──。


    「逃げるんじゃない！」


    　斗と和わは叫んでいた。けれども男子生徒は止まらない。制止の声は、彼の耳には非難の声に聞こえたのかもしれない。怯おびえたような、それでいて仕方ないじゃないか、という開き直りの表情を一瞬だけ向けて、男子生徒は一直線に出口へと向かっていく。


    「にゃっ！」


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もが歓喜の声をあげ、跳躍した。男子生徒に飛びかかり、前脚で軽く弾はじく。彼はそれだけではね飛ばされ、運悪く猫蜘蛛の巣の隙すき間まを通り抜け、体育館の壁に叩たたきつけられた。男子生徒は痛みに呻うめきながらも、必死になって四し肢しを動かす。まるでのたうち回るネズミのようだ。


    　ほうほうの体ていで逃げ出した男子生徒に、再び猫蜘蛛が襲おそいかかる。刈るようにして振り下ろされた前脚は、男子生徒の両足を一瞬にして粉ふん砕さいした。両足を失い無む惨ざんな姿となった男子生徒を、斗和たちの前へ器用に放り投げてくる。


    「たっ……たしゅけッ！」


    　男子生徒が斗和に向かって、必死に手を伸ばす。だが次の瞬間、彼の上半身は、真上から振り下ろされた前脚の一撃に押し潰つぶされて消しよう滅めつした。助けを求めていた彼の腕が宙を舞い、ぼとりと斗和の足下に落ちてくる。


    　猫蜘蛛が再び目を細め、こちらの様子を窺うかがってくる。灼やけるような怒りを斗和は覚えた。猫そのもののような残忍さで獲え物ものをいたぶり、それを見た斗和がどんな反応を示すか、奴は試したのだ。そんなことを思いつくくらいの知能はあるらしい。だが、そんなことを平気でするような知性しか持ち合わせていない。


    　怒りを滾たぎらせ睨にらみつける斗和を嘲あざ笑わらうかのように、猫蜘蛛は薄い舌を伸ばし、斗和の頬ほおを舐なめる。爪つめで引っ掻かかれたような鋭するどい痛みと、凄すさまじい獣臭が襲いくる。だが斗和は、一瞬たりとも表情を歪めることなく、猫蜘蛛に怒ど気きを孕はらんだ視線を送りつける。


    　その態度がよほどうれしいのか、奴はニヤリと口元を歪めたあと、ガバッと口を開いた。ピンク色の口こう蓋がいが斗和の視界を覆おおう。だが、奴が噛かみついてくる気配はない。ややあって、猫蜘蛛は斗和を喰くらうことなく口を閉じる。脅おどしだったのだ。もしも無ぶ様ざまな悲鳴でもあげようものなら、即座に喰い殺されていたかもしれない。


    「ひっ！」


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もは次に、隣の卓たく二じに視線を向ける。短い悲鳴をあげた卓二が、目を閉じて顔を背そむけようとする。


    「キタジ、前を向け！　眼がん力りきで押し返すんだ。早く！」


    　猫蜘蛛に再度注目されてしまうリスクを冒して、斗と和わは叫んだ。


    「無理、無理っ！」


    「生きて操みさお先輩のところへ帰るんだろ？　俺おれを信じろ、キタジッ！」


    　その科白せりふに、卓二はなけなしの勇気を振り絞って、猫蜘蛛を睨にらみつける。猫蜘蛛はじっくりと卓二の様子を観察したあと、今度は永なが田たのところへと移動した。


    「ひいいいぃっ！」


    　永田はパニックになって暴れはじめる。


    「永田さん、落ち着け。睨み返すんだ！」


    　同じように斗和は助言をしたが、永田は聞き入れなかった。斗和に対する信頼よりも、目の前の恐怖のほうが勝っているらしい。


    「嫌だぁあああっ！　死にたくないッ！」


    　その叫びが猫蜘蛛の嗜し虐ぎやく心しんを刺激したようだ。斗和のときと同じように口を開けると、次の瞬間、永田の上半身を喰くい散らしていた。下半身だけとなった永田のびくんびくんと痙けい攣れんする振動が、糸を伝って斗和たちにも届いてくる。


    「にゃあ、にゃああっ！」


    　女子生徒が甲高い鳴き声をあげる。彼女は先ほどから、必死に猫の鳴き真ま似ねをしていた。おそらくは自分は同類だとアピールしているのだろう。いや、まるで壊れたレコーダーのように鳴き声を再生し、脊せき髄ずい反射的に騒いでいる様は、すでに彼女の精神が崩ほう壊かいし、個人の意思が消えてしまった状態なのかもしれない。


    　猫蜘蛛は彼女に興味を示すことなく、七本の脚を動かして、体育館の一角へ移動する。そこには網あみ棚だなが張ってあり、その上で猫蜘蛛は体を丸めて両目を閉じた。ハンモックで寝る猫みたいに思える。どうやら、あそこは奴やつの寝床らしい。


    　それを見て斗和は、ふと閃ひらめくものがあった。恐る恐るといった感じで背後の不規則網に触れてみる。やはりくっつかなかった。粘ねん球きゆうがないのだ。これでずいぶんと脱出が楽になる。


    　蜘蛛の糸はすべて粘着性を持っているかのようなイメージがあるが、実際はそうではない。蜘蛛の糸はその特性に応じて七種類に分類され、そのうち粘着性のあるものは、わずかに二種類だけしかないのだ。


    　ざっくりと猫蜘蛛の巣を観察した感じでは、糸の種類は普通の蜘蛛と変わらないみたいだ。


    「キタジ、気をしっかり持て。ビビったら、たぶんその瞬間やられる」


    「しっ、斗和。声が大きいよ。あいつが目を覚ましたら、どうすんだよ？」


    「大丈夫だろ」


    　斗と和わは、卓たく二じの隣を目で示しながら言った。女子生徒はいまだに猫の鳴き真ま似ねをしている。彼女の声に比べれば、斗和たちの話し声はずいぶんとおとなしい。


    「斗和は、なんでそんなに落ち着いているんだよ？　ちょっとおかしくないか？」


    「別に落ち着いちゃいない」


    「いや、絶対落ち着いてるって。なんか適応能力高いっつーか」


    　そんなふうに言われると、そうかもしれないと思った。


    「師匠のおかげだよ。こんなときは状況を受け入れることが最優先だって、教えてくれたんだ」


    　師匠の言葉がなければ、今頃自分はパニックに陥おちいって死んでいただろう。


    「受け入れて、どうにかなる問題じゃないだろ。これからどうすんだよ？」


    　半分泣きそうな卓二の声。その科白せりふで斗和は、秘策が成功したことを思い出す。


    「奴やつがここからいなくなれば、逃げ出すことは可能だ」


    「え？　マジ？　どうやって？」


    「今は説明できない。というか、口で言ってもよく理解できないと思う。ただ、奴の巣に網あみが張ってあったことが予想外だった」


    「え？　何言ってんだよ、斗和。〝巣〟なんだから、〝蜘く蛛もの巣〟があるのは当然だろ？」


    「キタジが言ってる〝巣〟ってのは、糸で作られた網のことだろ？　それだけが〝蜘蛛の巣〟じゃないんだ」


    　蜘蛛の種類は大きく二つに分けられる。糸で作った網──いわゆる〝蜘蛛の巣〟で獲え物ものが引っかかるのを待つ「造ぞう網もう性せい」と、網を作らずに歩き回って獲物を捕らえる「徘はい徊かい性せい」。


    　一般家庭でもよく目にする、ハエトリグモやアシダカグモなどは後者に当たる。彼らは蜘蛛である以上、糸を使うことはできるが、糸で巣を作ることはない。穴を掘ったり物陰に隠れたりして、そこで生活するのだ。


    　猫ねこ蜘ぐ蛛ものタイプは、明らかに徘徊性の蜘蛛。なので斗和は、巣に連れてこられても床ゆかに転がされるだけだと思っていた。


    「へ？　それって大丈夫なの？　逃げ出せるんだよな？」


    　説明を受けた卓二が不安そうな顔をする。


    「大丈夫だ。たぶん、うまくいく。だから絶対、自じ暴ぼう自じ棄きなことはするなよ。校舎に戻ることさえできれば、俺おれたちは助かるんだ」


    「だけどさ、斗和。校舎に戻ったとしても、あの白い奴がいるだろ？　本当にあいつ、毒ガスとかで倒せるのかよ？」


    　卓二の不安に、斗和は答えることができなかった。少なくとも塩素ガスが有効であるためには、奴が肺呼吸をしているという前提が必要だ。石せつ膏こうのようなイメージが強いせいか、奴が呼吸をしているという確信が持てないでいる。


    「あーあ、これが漫画とかなら、奴やつを倒す方法はたくさんあるんだけどな……」


    「──えっ？」


    　斗と和わは耳を疑った。あの〝物理攻撃無効〟の異能力を持つペタペタを、毒ガス以外の方法で倒す手段を、自分は思いつかなかったのだ。たとえ漫画だとしても、その方法があるのなら、是ぜ非ひとも訊きいてみたい。


    「教えてくれ、キタジ！　いったい、どんな方法だ？」


    「へ？」卓たく二じがやけに驚いた表情をして、「いや、漫画とかだったら、こう、化け物を倒すための専用の武器があったり、正義のヒーローが助けにきたり……とか」


    「──キタジに期待した俺おれが、馬ば鹿かだった」


    　斗和はがっくりとうなだれた。


    「ちょっ、待てよ、斗和。い、今のは冗談さ。えっと、あの……そ、そう、たとえば口の中とか。ああいう外側が硬いのは、大抵口の中が弱点なんだよ。ある意味ツンデレな。あるいはアレだ。あいつの異能力は一定以上の速度に、自動的に反応する。だから、ゆっくり攻撃すればいい、とか。……やっぱり、だめ？」


    　卓二が自信なさげに訊いてくる。


    　けれども斗和は答えなかった。呆あきれたのはでない、逆だ。


    　ペタペタは人間の脳を捕食する化け物。捕食である以上、それは外部から物質の侵入を受け入れたことになる。もしも奴の異能力が「すべての攻撃を防ぐ」というモノなら、厳密に定義すれば、捕食自体も不可能なはずである。


    　考えられる理由は、三つ。


    　一つは、口の部分は異能力が使えないということ。つまりは弱点。確か、アキレス腱けんの由来となった英雄アキレウスにも似たような話があったはずだ。不死身の肉体を持つ存在が、一箇所だけ弱点を持つというのは、それほど荒こう唐とう無む稽けいな発想ではないのかもしれない。


    　もう一つは、食事中は意図的に能力を発動させていない可能性。言い換えれば、食事中は無防備ということになる。


    　最後は、卓二の言うとおり、一定以上の速度で襲おそってくるモノを〝攻撃〟だと認識している可能性。逃げるのに必死で、捕食のスピードなど気に留めてもいなかったが、こちらが十分に逃げ出すくらいの時間はかかっていたはずだ。


    「キタジっ！」


    「な、なんすか？」


    「やったぞ、キタジ！　お前の言うとおりだ。奴を倒せるかもしれない」


    「ま、マジ？　──まぁ、俺の鋭するどい洞察力と深い知識を持ってすれば、当然の結果だけどな」


    「ほんとだよ、ちくしょう。なんで今まで黙っていたんだ？」


    「ふひっ。『閃ひらめきとは、一ひと目め惚ぼれみたいなモノである』ｂｙ、卓二」


    　卓たく二じが鼻の穴をひくひくさせながら、得意げな顔で言い放つ。


    「つまり、さっきまで思いつかなかったんだな？　とにかく赤あか峰みねがいれば、すぐにでも試すことができる。俺おれたちは助かるんだ！」


    「でも、赤峰さん、大丈夫かな？　化け物に襲おそわれたりしてないかな？」


    「何言ってんだよ、キタジ。猫ねこ蜘ぐ蛛もはここで寝ているし、白い奴やつは職員室に閉じ込めてある。ほかに化け物はいないんだ。確かに怪け我がはすごく心配だけど、おそらく命に別状はない。とにかく、赤峰は無事だ」


    「そっか。そうだよな」卓二は心底安心したような表情をしたあと、すんすんと低い鼻を鳴らして、「ところで、斗と和わ。なんか変な臭においしね？」


    　死体の臭いじゃないだろうか、と訝いぶかしみながらも、斗和も臭いを嗅かいだ。確かに死し臭しゆうとは違う、ツンとした刺激臭がする。斗和はピンときた。体育館の隅すみ、猫蜘蛛の寝床の反対側に、網あみ棚だなで仕切られた一角がある。そこに大量の黒っぽい物体が転がっていた。


    「たぶん、あれだ。猫蜘蛛の糞ふんだと思う」


    　それを聞いて、卓二はうげっという表情をした。おそらくは、それが元は何だったかを想像してしまったのだろう。


    「奴の肛こう門もんを見たときに思ったが、消化器官系は完全に猫と同じみたいだな。糞の形もそうだし」


    「そりゃそうだろ、顔は猫なんだし。つーか、斗和。糞の形って……蜘蛛ってウンコすんのか？」


    「するさ。生物なんだから。白っぽい液体みたいなやつを出す。肛門も細い線みたいな形をしているんだ。ちなみに誤解している人も多いけど、蜘蛛の糸は尻しりの穴から出すわけじゃないぞ」


    「いや、さすがにそれくらいは知ってるさ」


    　卓二がやや呆あきれたように言った。


    「しかし、キタジは、よくこの臭いに気づいたな」


    「なんだよ。斗和もあいつと同じようで『まあ、意外だわ、卓二。すでに汚お物ぶつと同じ体臭を発しているあなたが、あの臭いに気づくだなんて。いえ、さすがは同種と褒ほめるべきかしら。汚物同士縄なわ張ばり意識が働くのね』とか、思ってるのかよ」


    「いや、まったくそんなつもりはないけどさ……。というか、地味に巧うまいな」斗和は真ま面じ目めな顔をして、「必ず生きて、操みさお先輩のもとへ帰ろうな」


    「別にあいつのところへなんか、帰りたくはないけどさ。やっぱ、女の子と付き合うまで、死ねないよな？」


    　卓二も珍しく真面目な表情をする。


    「……あのさ、キタジ。前から、ちょっと訊ききたいと思ってたんだが……」


    「なんだよ、斗和。改まって」


    「キタジ、お前さ。……操先輩のこと、どう思ってんだ？　その、女性として」


    「は？」


    　卓たく二じが本心から訳がわからないという顔をする。


    「いや、だからさ。操みさお先輩と……恋人同士になるとか、そういうのはないわけ？」


    　しばらく呆あつ気けにとられていた卓二は、ぷっと吹き出して、


    「ないわ～。それ、ないわぁ～」


    　反射的にぶん殴りたい気持ちになるような、生理的にイラッとする表情で答える。


    「なんでだよ？　操先輩、すごい美人じゃないか？　確かに気難しい社長秘書か、行き遅れのメイド長みたいな雰ふん囲い気きはあるけどさ。あと、お前に対しては、軽くひいてしまうほど口が悪い。だけど、お前の好きな〝幼おさななじみ〟って奴やつだろ？」


    「斗と和わさん、ないわ～。いくら斗和さんの言葉でも、それないわ～」卓二が小こ馬ば鹿かにしたように否定する。「斗和、お前さ。〝幼なじみ〟舐なめてんだろ？　小さい頃から近所に住んでいれば、みんな〝幼なじみキャラ〟になるとか思ってないか？」


    「違うのかよ？」


    「はい、違います」卓二がさらにイラッとくる態度で言った。「いいか、斗和。〝幼なじみ〟ってのはな、年下で身長も俺おれより低く、俺のことはお兄ちゃんと呼び、甘え上手だが強したたかで、エッチなことには積極的なの。そしてロリ体型で、おっぱいも膨ふくらみかけ。これ、マジ最強ッ！」


    「いや、最後のは明らかに、お前の趣味だろ。前半も怪しいけど」


    「趣味じゃねえよ。定義だよ。でも、あいつは幼なじみの対極にいるような存在じゃねえか。年上だし、背は高いし、口は悪いし、眼鏡めがねだし、顔立ちは大人っぽいし、怒るとリアルに怖えし。まじで意味わかんね。誰得なの？　その設定。俺に対する嫌がらせかよ。何よりあの胸。なに、あのサイズ。まじ気持ち悪いんですけどッ！」


    「何言ってんだよ、キタジ。あの大きさは正義だ」


    「ものには限度ってもんがあるだろ？　あいつバスト百センチ超えるんだぜ。腰は片手でかかえられる程度しかないってのに。くびれすぎだろ」


    「──なん、だって？」


    　驚きよう愕がくの事実に、斗和は目を見開いた。有益な情報を素早く脳に焼きつける。


    「だいたい、あいつ、うざいんだよ。今はうちの親父おやじが出張でいないのをいいことに、俺んちに上がり込んできてさ。朝から晩まで一緒だし。まあ、家事全般をやってくれるのは助かるけど。朝からあいつに叩たたき起こされて、勝手に服を脱がされ、着替えさせられて。夜も風ふ呂ろ上がりにノーブラでうろつくし、あっ、パジャマは着てるぜ。下はパンツ一枚だけど。あと、俺が寝てると布団にまで入ってくるんだぜ。くそ暑いちゅーの。あー、思い出しただけで、まじ腹立つ。なんで俺って、こうも不幸なんだろ？」


    「──キタジ」斗和は押し殺した声で言った。「お前、生しよう涯がい不幸でいろ。一生女にモテるな」


    「へ？　なんだよ、斗和。俺だって、リア充じゆうを夢見たっていいじゃないかっ！」


    「いや、お前にリア充じゆうを語る資格はない。大抵の奴やつは羨うらやましがるぞ、それ」


    「羨ましいなら、やるよ。斗と和わ、お前も知ってるだろ？　あいつは俺おれの母親代わりなの。いまだにあのことに責任を感じてんだよ。まぁー、仕方ねえって言えば、そうだけどさ。つーか、普通にうちの親父おやじがあのこと許してんのが意味わかんね。まじで馬ば鹿かなんじゃねえの？」


    　操みさおが卓たく二じに異常な愛情を注ぐ理由は、以前彼の口から聞いており、斗和も知っていた。だからこそ逆に、操の本心がどうなのかを、斗和自体も測りかねている。


    



    　事件は七年前に遡さかのぼる。操十歳、卓二が八歳のとき。二人は家が近いこともあり、また父親同士が大学時代からの友人ということで、家族ぐるみの付き合いがあったそうだ。


    　操は早くに母親を亡くしており、そのせいか、卓二の母にとても懐なついていた。実の母親の記憶があまりなかったせいか、卓二の母を自分の母親のように思っていたらしい。なので、卓二を自然、自分の弟という感じで扱っていた。いまだに卓二に対して口が悪いのは、そのときの名な残ごりらしい。


    　当時、操は料理を覚えはじめたばかりで、何かにつけて腕を振るってみせることが多くなった。教えていたのはもちろん、卓二の母。そして、料理を褒ほめるのも彼女だった。


    　その日、操は卓二の母と一緒に料理をしていた。当時の卓二の家は二階建ての一軒家で、卓二はこの頃から、二階にある自分の部屋でゲームをして過ごすことが多くなる。引き籠こもったというよりは、ゲームのおもしろさに夢中になっていた時期だったそうだ。


    　途中で材料が足りないことに気づいた卓二の母は、後のことを操に任せてから買い物に出る。事件はそのときに起こった。操が火事を起こしてしまったのだ。


    　操は必死に火を消そうとしていたらしい。一種のパニック状態に陥おちいっていたせいで、火の手が大きくなっても、消防署に連絡するようなことはしなかった。卓二の家から黒々とした煙があがり、炎が赤い舌をちらつかせるのを見た近隣の住人が、結果的に通報してくれたのだ。


    　命からがら家から逃げ出した操は、大勢の野や次じ馬うまの中から、卓二の母が飛び出してくるのを見つける。彼女の第一声はこうだった。


    「卓二はどこ？」


    　おそらくそのときまで、操の頭の中から、卓二の存在は消えていたのだろう。


    　目撃した人の証言によれば、ただでさえ青ざめていた操は完全に色をなくし、泣き喚わめきながら、卓二がまだ二階に残ったままであることを告げたそうだ。


    　卓二の母の行動は迅じん速そくだった。制止するまわりの人々の声を振り切り、燃え盛る我が家に飛び込んでいった。──不幸な出来事は、その直後に起こる。


    「なんで、俺んちが燃えてんだっ？」


    　二階にいたはずの卓二が、操の目の前に現れたのだ。その日が漫画雑誌の発売日であることに気づき、近くのコンビニまで買い出しに行っていたため、卓二は難を逃のがれていた。


    　そして、卓たく二じの母親が戻ってくることは、──二度となかった。


    　果たして、卓二が料理をしている操みさおに声をかけてから外に出たのか、それとも黙って外に出たのか、斗と和わは知らない。卓二が語らなかったからだ。


    　とにかく操は、卓二の母親であり彼女の母親でもあった人物を、自分のせいで死なせてしまったのだ。幼おさない彼女が受けた衝撃は、斗和の想像を遙はるかに超える。特に操は、当時から真ま面じ目めで責任感の強い性格だったらしい。


    　その日から、婦ふ設樂しだら操は卓二の母親になった。彼女の大切だった人の代わりに卓二を愛し、彼を一人前にする使命を担になったのだ。それが卓二の言う、操が卓二を愛する理由だ。


    



    「つーか、こっちはぶっちゃけ、母親のこと、そんなに覚えてないんだからさ。向こうも早く忘れろ、ちゅーの」


    　卓二の表情は不満げでもあり、憂うれえているようでもあり、斗和は複雑な気持ちになる。やはり二人の関係に、第三者である自分が介かい入にゆうすべきではないのかもしれない。


    「キタジが悪いんだよ。お前の性格と外見が捻ひねくれてしまったから、却かえって責任を感じてんじゃないか」


    「ちょっと、斗和さん。外見が捻くれるって何？　日本語おかしいよね？」


    「ああ、悪かった。『お前の性格と外見が醜みにくく歪ゆがんだ』に修正する」


    「ああ、それなら納得──するかっ！　ちょっ──」


    　卓二の科白せりふは唐突に途切れた。斗和も同じで、息を潜ひそめて押し黙る。


    「フシャアアアアアアーッ」


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もが大きな欠伸あくびをして、背伸びをはじめたからだ。


    　刹せつ那な、刺すような緊張感が場を支配する。


    　猫蜘蛛が瞳ひとみをギラつかせながら、再び斗和たちの前にやってくる。少しだけおとなしくなっていた女子生徒が、発情した猫みたいな鳴き真ま似ねをはじめた。


    　猫蜘蛛は、斗和、卓二、女子生徒の順番に、サディスティックな視線を送ると、女子生徒に向かって唾つばを吐きかける。


    　糸の拘こう束そくを解かれ、自由の身となった女子生徒は、毛け繕づくろいする猫のように猫蜘蛛の唾だ液えきを舐なめとると、四つん這ばいになって猫蜘蛛の前へと移動する。奴やつの前脚に猫のように体を擦すりつけて、気持ちよさそうな表情をつくる。滑こつ稽けいを通り越して痛々しい姿。彼女の精神は人であることを捨てたのだ。だが──。


    　それは彼女の都合。捕食者である猫蜘蛛には、なんら躊ちゆう躇ちよする理由にはならない。猫蜘蛛が前脚を持ち上げながら横にずらす。女子生徒は体を擦りつけるものがなくなって、物欲しそうな表情を浮かべた。


    「にゃー、にゃー」


    　彼女の鳴き声をどう受け取ったのか。猫ねこ蜘ぐ蛛もの前脚が真横に振り切られる。


    　ぼっ！


    　短い破裂音。


    　女子生徒はお座りをした格好のまま、首を飛ばされ絶命した。


    　斗と和わは思わず、視線を逸そらす。何度見ても、人の死は慣れない。


    　そんな斗和の様子に満足したのか、猫蜘蛛がニヤリと表情を歪ゆがめる。そうして女子生徒の体を頬ほお張ばり捕食すると、糸を天井に貼はりつけ、そのまま開いた穴から出ていった。


    　チャンスだ。逃げ出すとすれば、今をおいてない。


    「キタジ。今から脱出するぞ」


    　言って斗和は、曲げていた両手両足を伸ばし、すっくと立ち上がる。


    「へ？　な、なんで？」


    　卓たく二じが間の抜けた声をあげる。無理もないだろう。糸でぐるぐる巻きに拘こう束そくされていたはずの斗和の両手両足が、今は自由となっていたのだから。


    「キタジ、自分の体を見てみろ。頭部と膝ひざ下したには糸が巻きつけられていないだろ？」


    「そういえば……」


    　斗和は卓二に説明しながらも、粘ねん球きゆうに気をつけながら体を動かし、猫蜘蛛の唾だ液えきを掬すくって自分の体に塗りたくる。唾液に触れた糸は、ゆっくりと溶解していった。


    「上下、三〇センチほどは糸を巻きつけてこない。だから、両手を頭の後ろに隠して、体育座りするみたいに膝をぐっと曲げていると、実質手足を拘束されないんだ。足のほうはイメージしにくいかもしれないけど、人の体の構造上、足を伸ばす際に必ず拘束が解ける」


    「うおっ、マジだ。つーか、斗和。そんなん知ってたなら、なんで教えてくれないんだよ？」


    「悪い。気づいたのは、自分がラッピングされているときなんだ。知ってたら教えるさ」


    　完全に自由の身となった斗和は、今度は卓二に猫蜘蛛の唾液を塗りつけながら答える。


    　そのときだ──。


    「まったく情けないわね、卓二。この短時間に二度もぐるぐる巻きにされるだなんて。よほどハムになるのが気に入ったのね。もらったほうは迷惑でしょうけど」


    「「え？」」


    　斗和と卓二は、同時に声のしたほうへ向き直る。視線の先、一階の武道場へ通じる階段から、操みさおが姿を現す。


    「み、操先輩？　な……んで？」


    「説明は後よ。今は早く逃げましょう。どうやって助けようか悩んでいたのだけれども、さすがは斗和くんね」


    　斗和は夢でも見ている気分だった。けれども操の痛々しく切断された左足と、倒れそうになる体を支えている松まつ葉ば杖づえを見て、これが紛まぎれもない現実だということを思い知らされる。


    「操みさお先輩、どうやってここまで？」


    「さあ？　普通にたどり着けたわよ。日頃の行おこないがよかったせいかしら」


    　おそらく彼女の言葉は真実。猫ねこ蜘ぐ蛛もが運よく眠っていたおかげで、操は新体育館へ無事たどり着くことができたのだろう。本当に、単なる幸運にすぎない。操がそんな無む謀ぼうな行動をとった理由は一つ。卓たく二じが猫蜘蛛に捕まってしまったからだ。


    「すぐにでもここを出ましょう。俺おれが先行します。キタジは操先輩を背負ってやってくれ。帰りは猫蜘蛛と遭そう遇ぐう確率が高い」


    「嫌だ」「遠慮するわ」


    　卓二と操が同時に即答する。


    「斗と和わくん、正気？　私のこの素晴らしい豊ほう乳にゆうを、汚きたならしくて、すえた悪あく臭しゆうがして、ぬるっと生温かい汚お物ぶつの背中に埋めさせようとするだなんて、卓二の体臭で脳みそが腐ってしまったのかしら？」


    「へっ、こっちだってお断ことわりだよ。ただでさえ自分の脂肪で大変なのに、これ以上脂肪を積んでどうすんだよ」


    　操の科白せりふに、卓二がふて腐れたように言う。


    「当然、斗和くんがおぶってくれるんでしょ？　斗和くんは、生理的嫌けん悪お感かんを刺激し続ける〝これ〟と違って、胸の大きな幼おさななじみにも優しいですものね」


    　斗和は、操に促うながされるままに彼女をおぶっていた。操の科白に気になる部分があり、そのせいで思考が軽く麻ま痺ひしていたのだ。


    「あの、操先輩。大変訊ききにくいことなんですが……、いつ頃からおいでになっていたのでしょうか？」


    　恐る恐るといった感じで、気になっていたことを質問する。なぜか過剰な敬語を使ってしまった。


    「そうね。卓二が『ないわ～』と非常にイラッとくる表情で言ったり、誰かさんが『行き遅れのメイド長』と私のことを呼んでいたりしていたあたりかしら」三桁けたに到達すると言われる豊満な胸を、嫌みのように押しつけながら操が答える。「斗和くんの度ど胸きようは大したものね。あの状況下で楽しそうに雑談するだなんて。恐怖で頭がおかしくなったのかと思ったわ」


    



    　生存者が誰もいないことを確認してから、斗和たちは新体育館を後にした。猫蜘蛛対策のため、屋根のある渡り廊下を通って、斗和が最初に猫蜘蛛から逃げ果おおせた場所、──工事中の建物の北側へと出る。


    　猫蜘蛛が侵入しようとしてきた北側の入り口は大きく崩ほう壊かいし、瓦が礫れきの山が積み重なっている。天井部分はくり抜いたみたいになっており、真上から見ると、凹型に建物が残っている感じだ。


    　ここからもっとも近いのは、特別教室棟の二階、売店に連結する渡り廊下。もはや渡り廊下も安全とは言いがたいが、校舎に入るには一番確実なルートだ。猫ねこ蜘ぐ蛛も対策として直進せず、工事中の建物の中を通って、瓦が礫れきを避けながら移動する。


    「操みさお先輩。赤あか峰みねの怪け我がの具合はどうでした？　無事なんですよね？」


    　操がここに来たということは、誰かに状況を聞いてきたに違いない。当然、寧ね々ね音ねの状態も知っているはずだ。


    「……ええ、そうね」


    　なぜか操の反応は悪い。


    「キタジが白い奴やつを倒す方法を見つけたんです。赤峰さえ動けるのなら、すぐにでも倒せる可能性があります」


    「まあ、俺おれの観察眼と発想力を持ってすれば、朝飯前だけどな」


    　後ろから、卓たく二じの得意げな声が聞こえた。けれども操はいつもの軽口を叩たたかない。


    「……操先輩？」


    「ごめんなさい。いつ伝えようか迷ったのだけれども、あなたには正直に言っておいたほうがいいもしれないわね」


    　操が深呼吸をするのが、肌はだを通じてわかった。何か途と轍てつもなく、嫌な予感がする。


    「赤峰さんは、──自殺したわ」


    　斗と和わは思わず足を止めてしまった。


    　景色が歪ゆがむ。足下が抜けるような感覚が襲おそってくる。聞き間違いかと思った。だが、何度も体験した他人の死のせいか、すんなりとその言葉を復唱することができた。


    「自殺、……ですか？」


    「そうよ。青あお葉ばさんが教えてくれたの。赤峰さんはあのあと、保健室に逃げ込むことができたらしいの。けれども、あなたたちが捕獲されてしまったことが許せなかったみたいで、青葉さんが目を離した隙すきに、異能力で自みずからの心臓を貫つらぬいて自殺したそうよ」


    　斗和は言葉を失った。走そう馬ま燈とうのように、彼女のはにかんだ笑え顔がおや、おとなしい横顔、好きな小説の話をするときの仕草が、目ま蓋ぶたの裏を走り抜けていく。ふっと、寧々音の香りがしたような気がした。彼女の温もりを、いまだ胸に感じているかのような錯さつ覚かくを覚える。


    「嘘うそ……ですよね？」


    「本当よ。青葉さんがそう言っていたわ」


    　操は冷酷に告げる。


    「……嘘。……嘘だよ。──嘘だアアアッ！」


    　斗和は叫んでいた。寧々音が死んだなんて、どうしても信じられなかった。だが、誰も嘘だとは言ってくれない。


    「嘘に決まってるッ！　キタジからも何か言ってくれッ！」


    　けれども、卓二は答えない。


    　──ぴちゃん。


    　代わりに何か水滴の落ちるような音が響いた。


    「キタジ、何か言ってくれよ！　キタジッ！」


    　斗と和わは自分の背後にいるはずの親友の名を呼んだ。けれども声がない。いや、気配すらも感じなかった。


    　──ぴちゃん。


    　そのときになって、斗和は初めて違和感に気づいた。言いようのない不安な気持ちが、寧ね々ね音ねの死を認めようとしない感情すらも、どす黒く塗り潰つぶしていく。


    　斗和は、静かに後ろを振り向いた。


    　先ほどまでは確かにいたはずの卓たく二じの姿が、どこにもなかった。


    　──ぴちゃん。


    　代わりに、卓二が持っていたはずの松まつ葉ば杖づえが落ちていて、その近くに小さな赤い水みず溜たまりができている。そこに先ほどから、水滴が滴したたり落ちてきていた。赤い水滴。


    　斗和の視線は、当然の如ごとく上を向く。


    　卓二はそこにいた。


    　ぶらぶらと、自称小太りな体たい躯くを揺ゆらし、宙に浮いている。


    「──ッ！」


    　斗和のすぐ耳の後ろから、誰かの息を呑のむ音が聞こえてくる。


    「嘘うそ……だろ？　キタジ、何やってんだよ？　お前、何勝手に、声もあげずに……そんなのって、ない……よな？　キタジ、キタジッ！　キタジぃいいいいいいッッッ!!」


    　その絶叫を待っていたかのように、猫ねこ蜘ぐ蛛もがニヤリと相そう貌ぼうを歪ゆがめる。その口には卓二がくわえられていた。胸から上は口の中に収められているため、卓二の表情は見えないが、ぶらぶらと力なく揺れる体が、すべてを物語っている。


    「……卓……二？」


    　操みさおが掠かすれた声で呟つぶやく。


    　猫蜘蛛が笑うように顔を揺らすたび、卓二の体が操あやつり人形のように揺れる。血が飛び散り、斗和の顔を汚よごした。


    「……やめろ。……頼む、やめてくれ」


    　直感的にそれを悟った斗和は、湿った声で懇こん願がんする。だが、猫蜘蛛にその言葉は届かない。いや、逆だ。届いたからこそ、奴やつは口に力を込めたのだ。


    　鈍にぶい音がした。


    　卓二の体がぐらりと揺れ、空に投げ出される。


    　ぼとり、と胸から上のない卓二の死体が、地面に落ちた。


    　刹せつ那な、斗和の視界がスパークする。


    　閃せん光こうのような怒りの束が思考を真っ白に染め上げる。


    　殺す！


    　それは純粋な殺意へと変わる。


    　殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺す！殺すッゥウウウウウウウウッ!!


    　もはや何も考えられなかった。


    　どうなっても構わないと思った。死ぬのも構わないと思った。いや、そんな余裕すらない。稲いな妻ずまのような殺意が、衝動として体を駆かけ巡るだけだ。


    　全身の筋肉が怒りに打ち震える。エンジンがかかるように、内から湧わき上がってきたエネルギーを叩たたきつけたがっている。


    　奴やつを殺す！


    　そのときだ──。


    「いやああああああああアアアアアアッッ!!　卓たく二じ、卓二ぃいいいッ！　あああ、アアアァァッッ!!　うわああああああああああああっっっっっ!!」


    　つんざくような悲鳴が、斗と和わの殺意にブレーキをかけた。背中の操みさおが、興奮した馬のように暴れまくる。


    「あああッ、ァァアアアアッッ、うわああああああああッッッ！」


    　操がなおも暴れ続け、切り裂くような悲鳴をあげ続ける。


    　彼女のその悲痛な叫びが、斗和を冷静にさせた。操が斗和の感情を代弁すればするほど、斗和の思考はクリアになっていく。


    （──だめだ）


    　斗和は思った。感情のまま猫ねこ蜘ぐ蛛もに突っ込んでいけば、間違いなく自分は殺される。操も死んでしまう。それは絶対に避けなければならないことだ。


    『斗和、斗和。怒りを持つこと、それ自体は正しいことだよ。でもね、怒りには大きく二種類があるんだ。熱い怒りと冷たい怒り。熱い怒りは見境がなく、すぐに冷めてしまうけど、その結果に後悔することが多い。だけど、冷たい怒りは違う。冷えることはなく、方法を間違えることがない。そして何より、確実に目的を達することができる。いいかい、斗和。怒りを覚えたときは、意識して冷たい怒りに切り替えるんだよ』


    　そうだ。師匠の言葉は常に正しい。


    　ここで熱い怒りのまま、猫蜘蛛に襲おそいかかることに意味はない。奴は卓二を殺した。曽そ根ね瓦がわらも殺した。いや、稲いな賀がや黒くろ井い澤ざわ、ほかにもたくさんの生徒たちを殺してきたのだ。


    　この怒りは決して消えることはない。殺すと決めた。その感情が変わることはない。ならば後は、確実にそれを成すだけなのだ。それこそが冷たい怒り。


    　斗和は冷静に猫蜘蛛を観察する。渡り廊下はすぐそこだ。わずかな隙すきさえあれば、駆け込むことができる。


    「うわああああァァアアアッッ！　卓たく二じぃ、卓二ぃいいいいいイイイッッ!!」


    　操みさおが騒ぐ。斗と和わの心情を代弁してくれている。彼女の爪つめが、肩に食い込んで鋭するどい痛みを発する。気を抜けば、暴れる操を落としてしまいそうだ。


    「にゃーっ！」


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もが崩れかけの鉄筋コンクリートの上で、今にも飛びかからんと体を押し縮める。そのときだ──。


    　絶妙なバランスで崩ほう壊かいを免まぬがれていた残ざん骸がいが、不吉な音を奏かなでる。崩壊の前奏曲プレリユード。建物が崩れ落ちる予兆だ。巨大な猫の化け物が乗っていたのだから、当然の結果だろう。


    　足場が崩れるのを獣けものの本能で察知した猫蜘蛛は、大きく跳躍して自身の安全を図る。


    （──今だ）


    　斗和は脇わき目めも振らず、全力疾しつ走そうする。背後から轟ごう音おんが鳴り響いてくるが、気にしている暇ひまはない。建物の崩壊に巻き込まれることなく、斗和たちは無事に渡り廊下へ到達する。


    　だが、それでも気は抜けない。


    　第六感が巨大な何かが押し迫ってくるのを感じた。走りながらちらっと振り返った視界の隅すみに、猫蜘蛛の姿が映る。斗和とは距離があるので直接襲おそってきてはいないが、その代わりに奴やつは、前と同じように渡り廊下に体当たりをしてきたのだ。


    「うおおおおおおおっっ！」


    　斗和は咆ほう哮こうと共に、ジャンプする。


    　ほぼ同時に渡り廊下が激しく揺ゆさ振られ、窓ガラスが何枚か砕け散るが、宙を飛ぶ斗和はバランスを崩すこともない。揺れが収まった廊下に着地して、最後の数歩を駆かけ抜けた。そのまま放り出されるようにして、やっとのことで校舎にたどり着く。操が斗和の背中でバウンドし、一回転して床ゆかに放り出された。


    　斗和は素早く起きあがると、操を引っ張るようにして、売店のテーブルの陰に隠れる。心臓が激しく脈打っている。息も絶たえ絶だえで頭が朦もう朧ろうとしていた。


    　どれくらいそうしていたのだろう？　やがて、呼吸が落ち着いていくと共に、どこにも猫蜘蛛の気配がないことに気づく。諦あきらめたのか、あるいは見失ったのかはわからないが、とにかく猫蜘蛛の脅威から逃のがれることができたようだ。


    「……卓二」


    　操の呟つぶやきが耳に届いてくる。


    　彼女の表情は涙に崩れ、特徴的だったイトスギは、掻かき毟むしられたみたいに乱れていた。凜り々りしかった操の痛々しい姿に、斗和は胸が張り裂けそうになる。床に落ちていた眼鏡めがねを拾って彼女の顔にかけてやるが、されるがままで操は少しも反応しなかった。


    　とにかく今は、寧ね々ね音ねのもとへ移動しなければ、と斗和は意識を切り替える。


    　化け物と戦うためには、寧ね々ね音ねの力が必要不可欠。操みさおは自殺したと言ったが、自分の目で確かめるまで、それを信じるわけにはいかない。


    　いや、そうじゃない。信じてしまえば、それこそ終わりなのだ。


    　彼女の異能力がなければ、猫ねこ蜘ぐ蛛もにもペタペタにも勝つことはできない。死を待つだけだ。唯ゆい一いつ残っている希望を、伝聞如ごときで諦あきらめられるはずがなかった。


    　それに、予感がするのだ。それが嘘うそだという──。


    　意を決して保健室に向かおうとした斗と和わは、ふと違和感を覚えた。


    　校舎を包む雰ふん囲い気きが、以前とどこか異なっている。死体が発する死の気配とは違う禍まが々まがしい空気が、あたりに立ち籠こめていた。まるで瘴しよう気きが滲にじみ出し、薄暗い廊下をどす黒く染め上げているみたいに、息が詰まるような圧迫感と怖おぞ気けを抱いだかせるような冷気が、世界を覆おおっている。


    　そこではたと、斗和は気づく。


    　──薄暗い、廊下だって？


    　ぎょっとしてあたりを見回すが、電気がついている場所はどこもなかった。廊下はセンサー式の照明。斗和たちが転がり込んできた時点で、点灯しなければおかしいのだ。


    　斗和は急いで、トイレを確認するが、やはりこちらも電気がつかない。その隣の女子更衣室へ移動し、壁の電源スイッチを押すが、結果は同じだった。


    　呆ぼう然ぜんと廊下に出た斗和は、以前はかすかに聞こえていたはずの心音ミュージックの音が、今はまったく聞こえてこないことを知る。


    「嘘……だろ？」


    　斗和は絶望を覚えた。


    　斗和たちが猫蜘蛛に捕まっている間に、予備電源が切れてしまったのだ。


    　論理的な檻おりに閉じこめられていたはずの真っ白な死神が、解き放たれてしまった。奴やつから逃のがれる術すべは今のところ存在しない。あの足音が聞こえたら最後。脳みそを啜すすり取られて、無む惨ざんな死に顔をさらすだけだ。


    （まだだ。諦めるわけにはいかない）


    　斗和は必死に自分に言い聞かせた。絶望で凍りつきそうになる体を叱しつ咤たする。ここで呆然としていても、何一つ事態は改善しない。


    　斗和は操のもとへ駆かけ寄り、重たい人形となった彼女をもう一度背負うと、慎重に保健室へ移動をはじめた。ペタペタが動き出した以上、一刻の猶ゆう予よもない。唯一の希望はそこにある。寧々音が生きていれば、まだ勝しよう機きはあるのだ。


    　だが、もしそうでなければ──。


    



    　保健室には人の気配があった。


    　ぼそぼそと呟つぶやくような声が一つ。やや息が荒い。そして、ギシギシとベッドが軋きしむ錆さびついた音が聞こえてくる。


    （何をしているんだ？）


    　斗と和わは疑問符を浮かべる。


    　だが、無意識の奥底で、嫌な予感が駆かけ抜けていた。


    　ドアが開いたままの保健室の中へ入り込み、ほとんど投げ捨てるような形で操みさおを床ゆかに置く。


    　そして、勢いよくベッドを仕切るカーテンを開け放った。


    　そこには小こ島じまがいた。


    　なぜか下半身は丸出しで、貧相な尻しりが斗和の視界に飛び込んでくる。


    　彼の体の下には、寧ね々ね音ねがいた。


    　しっかりと両目を閉じていて顔色も瑞みず々みずしく、まるで眠っているかのようだ。けれども、彼女の左胸には包丁が突き立てられており、大量の血がブラウスを染め上げている。


    　彼女の口元は唾だ液えきに汚よごされ、強引に開け放たれたブラウスの隙すき間まから、右の乳ち房ぶさが丸見えになっている。スカートは[image: ]まくり上げられ、大きくＭ字に開かれた足の間に見えるのは、彼女の控えめなショーツだ。


    「何をしているッ！」


    　斗和は相手の答えも聞かず、殴りつけていた。


    　何か言い訳をしようと上半身を起こした小島の顔に拳こぶしがクリーンヒットし、彼の小柄な体たい躯くを吹き飛ばす。小島は壁に叩たたきつけられ、跳ね返るようにしてベッドの端に転がり、そのままバランスを崩して床に落ちた。


    　斗和は小島を無視して、寧々音のスカートとブラウスを元に戻すと、彼女の頭に覆おおいかぶさるようにして、その表情を見つめる。


    「赤あか峰みね……？」


    　寧々音の名前を呼ぶ。


    　けれども、彼女は動かない。


    　呼吸も鼓こ動どうも、温もりすらも感じられない。


    　──寧々音は死んだのだ。


    　斗和は、その事実を知った。何か熱いものが急速に込み上げてくる。


    「なんだよ？　自分だけ、正義のヒーロー気取りかよ？」


    　吐き捨てるような声は小島のものだった。この静寂の中において、それははっきりと斗和の耳じ朶だに届く。


    「なん、だと？」


    　怒りも露あらわに、小島を睨にらみつける。


    　下半身を隠すこともなく、ふて腐れたように床に座り込んでいた小島は、一瞬だけびくりとなったが、どこか吹っ切れたような顔をして言葉を続けた。


    「僕がいつ、人に迷惑をかけた？　僕がいつ、誰かが傷つくようなことをした？　悪いことは何一つしてないのに。もう、終わりなんだ。おそらく助けは来ない。もう、とっくに誰かが助けにきても、おかしくないのにっ！　僕らはここで化け物に殺されるんだ。みんなみんな死ぬんだっ！　なら、最後に自分のやりたいことをやって何が悪い？　真ま面じ目めに生きててもこんな結末なら、我慢する必要なんてないじゃないか。僕だって男だ。女子の体に興味を持って何が悪い？　触りたいと思って、何が悪い？　もうすぐ死ぬんだ。それくらい許してくれたっていいだろ？　なのに、何いい子ぶってんだよッ！　なあ、見み逃のがしてよ。こんなに、きれいな死体はそうそうないんだよぉ」


    　下げ卑びた笑いを浮かべ、小こ島じまが懇こん願がんするように言う。


    「ふざけるな」


    　斗と和わは怒ど気きを込めて言い放つ。


    「──ッ！　こんなときにかっこつけてどうすんだよ！　馬ば鹿かじゃないの？　なんで邪魔すんだよっ！」


    「……あんたは、そんなこともわからないのか？」


    「ああ、わからないよ。その子は死んだんだ。死んだ人間に感情はない。だから迷惑なんてかけてないだろ？　嫌がることもしてない。なんせ心がないんだからっ！　だから、僕がやろうとしていることは悪いことじゃないんだ。論理的に反論してみろよ！　感情論じゃなくてさ。どうした、言えないだろっ！　君だって親や教師とかに言われたことがあるはずだ。『他人に迷惑をかけない限り、何をしてもいいって』。僕がやろうとしていることは、まさにそれさっ！」


    「──違う」


    　斗和は極めて冷静な声で答える。


    「え？」


    「師匠は言った。『生きている限り、他人に迷惑をかけるのは仕方のないことだ。だからそのぶん、他人から迷惑をかけられても許せる人間になれ』と。──俺おれはあんたの邪魔をした。さぞ、迷惑をかけたことだろう。だが俺は、自分のやったことを恥ずかしいとは思わない。小島先輩。あんたはどうなんだ？　自分の行為を恥ずかしいと思わないのか？　『他人に迷惑をかけなければ』とか、自分の行為の責任を、他人に押しつけるんじゃないっ！　自分で自分の行おこないを見つめ直してみろ！」


    「僕を、馬鹿にしてっ！」小島は顔を真っ赤かにして吼ほえる。「ああ、全然恥ずかしくないね！」


    「だったら、言ってみろ。口に出して、赤あか峰みねにやろうとしていたことを言ってみろッ！」


    「ああ、言ってやるよッ！　僕はその子を──」


    　だが、言葉は唐突に止まる。小島は興奮した形ぎよう相そうのまま、言葉に詰まって下した唇くちびるを噛かみ締めていた。人の言葉は、本人の想像以上に心と深く結びついている。実際に言葉にする際の心理的抵抗は、遙はるかに大きい。


    「言えないのは、それが〝悪いこと〟だからだ。小こ島じま先輩、あんたの心が悪いことだって認めている証しよう拠こだッ！　だから、赤あか峰みねには指一本触らせないッ！」


    　小島は何か反論しようとしたようだが、明確な言葉はついに出てこなかった。おどおどとした視線は定まらず、やがて大粒の涙があふれ出す。


    「ちくしょうっ、ちくしょぉおおおおっ！」


    　小島は泣きながら、保健室を飛び出していく。


    　斗と和わは咄とつ嗟さに彼を呼び止めようとしたが、できなかった。そうしたところで寧ね々ね音ねを失った自分たちには、順番に殺されていく未来しか残っていない。


    　小島の行為は、斗和の価値観からいえば絶対に許せなかったが、正直素直に憎むことはできなかった。この絶望的な状況が彼の理性をおかしくさせてしまったことは、想像に難かたくない。彼もまた、被害者にすぎないのだ。


    「……赤峰」


    　斗和は冷たくなった寧々音の頬ほおを、撫なでながら呟つぶやいた。


    　気を抜くと目頭が熱くなってきて、そのまま泣き崩れてしまいそうになる。けれども、人として大切な何かが壊れてしまったのか、その行為をよしとしない自分がいる。


    　寧々音の死体を見た今でも、彼女が自殺したなんて信じられなかった。


    　確かに寧々音には、心が弱いところがある。だが、斗和たちが捕獲された時点では、まだ希望はあったはずなのだ。現に自分たちは、無事に校舎に戻ってきている。彼女の行為は、あまりにも浅はかに思えた。


    「どうして、俺おれを信じてくれなかった？」


    〝どうして〟は非難の言葉だ。他者を責める言げん動どう。彼女とは心の芯しんの部分でつながっていたはずだ。斗和が諦あきらめない限り、寧々音も諦めないはずだった。それなのに──。


    　彼女の汚よごれた口元をシーツで拭ぬぐった。その表情は穏やかで、とても何かを苦にして自殺したようには思えない。まるで、目が覚めたら自分たちを助けに行くと、決意して眠りについたようにすら見える。


    　彼女の左胸に突き刺さったままの包丁を見て、斗和は抜いてやるべきだと思った。その姿はあまりにも痛々しく、胸が締めつけられる。


    　手を伸ばして包丁を掴つかんだ瞬間、斗和は唐突にその事実に気づいた。思わず手を離し、まじまじと自分の手のひらを見つめてしまう。


    「馬ば鹿かな……」


    　自然と呟いていた。


    　寧々音の体に突き刺さっていた包丁。そのグリップの角度や力の入る位置が、ぴたりと自分の腕と一致したのだ。まるで斗和の立つこの位置から、何者かが寧々音の胸に包丁を突き立てたような、そんな想像が掻かき立てられる。


    　斗と和わはもう一度包丁を掴つかんでみる。だがやはり、たった今自分が突き刺したような、絶妙な感触を覚えてしまう。


    　単なる偶然だろうか？　操みさおの話だと、寧ね々ね音ねは自分の異能力で心臓を貫つらぬいたはず。こんなにも腕に馴な染じむような角度で突き刺さるものなのか？　貫き届く刃の意志ブリユーナクは照準確定ロツクオンした場所に対し、ほぼ垂直に突き刺さる。だから、グリップが真上を向いていること自体は、おかしいことではない。


    　ふと、斗和の脳のう裏りにその可能性が浮かび上がる。


    （もしかして、小こ島じま先輩が？）


    　斗和はすぐに、それは違うと思った。彼の本音は先ほどの会話の中にある。小島は寧々音が死んだと聞いて絶望したのだ。彼が殺したのでは順番が合わない。それ以前に、彼の性格からして、寧々音を殺すような無意味な真ま似ねはしないはずだ。それに萌も由ゆ里りの証言とも矛む盾じゆんする。


    　そういえば、と斗和は思った。


    　今現在、萌由里はどこにいるのだろうか？


    　そして斗和は、寧々音が自殺する直前まで、萌由里が傍そばにいたという事実を思い出す。


    （まさか、青あお葉ばが？）


    　ありえない、とすぐさま否定する。そんなおぞましい想像をした自分を恥じた。小島以上に、萌由里には寧々音を殺す動機がない。


    　──いや。


    　斗和は唐突にその可能性に思い至る。動機は存在する。


    　女子更衣室での出来事。もしもそれを、萌由里がなんらかの理由で知ってしまったら──。表に出すことはなかったが、この状況に萌由里も精神を病んでいたはずだ。その要因は、間違いなく自分にあるだろう。付き合っているはずなのに、あまりにも萌由里を蔑ないがしろにしてきた。彼女は大丈夫だと、心のどこかで思っていた。


    　悪い想像が加速していく。考えれば考えるほど、斗和は萌由里に対する疑いを増大させていった。根こん拠きよはないが、直感が何か不気味なモノを感じ取っている。


    　だが──。


    　そんな斗和の思考は、唐突に中断させられた。


    



    　ぺた、ぺた。


    



    　その音が、聞こえてきたからだ。


    　斗和は呆ぼう然ぜんとして、耳を澄ませる。


    　ぺた、ぺた。


    　やはり空耳などではない。逃のがれることのできない死の足音は、確実に保健室に向かってきている。


    （どっちだ？）


    　斗と和わは奴やつが来る方向を確かめるべく、ふらふらと保健室の出口に近づいた。


    　ぺた、ぺた。


    　どうやらあの特徴的な足音は、右手の階段の上から聞こえてくるみたいだ。だがそんな情報は、もはや意味のないことだった。この足音を耳にした時点で、逃のがれる術すべはどこにもない。じっとしていても心臓の音で捕ほ捉そくされ、走って逃げたとしても奴のスピードからは逃れられない。


    　絶望に、膝ひざが崩れ落ちそうになる。


    　この瞬間、自分か操みさおのどちらかが、死ぬことが決定したのだ。


    「あなたが、……生き延びなさい」


    　それは操の声だった。


    　表情は虚うつろで濡ぬれ羽ば色の髪は乱れ、四し肢しはだらりと投げ出されている。壁に力なく寄りかかる姿は、まるで置き忘れ去られた人形のように思える。


    「私は、……もういい。疲れたわ」


    　魂たましいの抜け落ちたような声で、操が呟つぶやく。動きがまったくないため、彼女以外の誰かがしゃべっているかのような錯さつ覚かくを受ける。それほどまでに、操は虚きよ無むだった。


    　斗和は、何も言えなかった。


    　操はもう、生きる気力を失っている。


    　卓たく二じはもういない。故ゆえに、彼女が生きる理由もないのだ。


    　斗和も半分そうだった。


    　唯ゆい一いつの希望だった寧ね々ね音ねはもういない。萌も由ゆ里りは行方ゆくえがわからず、操は魂が抜けた状態だ。このまま死んでしまえたら、どれだけ楽か。そう思ってしまう自分がいる。


    　けれども、こんな状態の操を前にすると、どうしても彼女を助けたいと思ってしまう。何かほかに生き残る術は残っていないかと考えてしまう。


    　滑こつ稽けいだ、と斗和は思った。生きる目的も敵を倒す方法もわからないのに、何かしなければと足あ掻がいている。意味のない行為。


    （キタジ。お前がいてくれたら……）


    　斗和は益やく体たいもない想像をしてしまう。卓二がいれば、操がどんな精神状態であっても、たった一声で奮い立たせてしまうだろう。だが、こうなった原因は、そもそも卓二がいなくなってしまったからなのだ。


    　ふと、斗和の視界にそれが映る。


    　一本の松まつ葉ば杖づえ。カジュアルなスティックタイプで、横から見ると「Ｆ」の形をしていた。軸の部分は長く、一メートルほどもある。操が持っていたものではない。あれは卓二の死体と一緒に瓦が礫れきの下に埋まっているはずだ。


    　刹せつ那な、閃ひらめきが駆かけ抜けていった。


    　斗と和わは明確な意志を持ってそれを掴つかむと、先端のゴムの部分を抜き取ろうとする。腕の力だけでは抜けなかったので、ナイフで切り込みを入れ、窓枠に引っかけてから擦こすり取るようにする。


    「斗和……くん？」


    　斗和の行動を訝いぶかしく思ったのだろう。操みさおが虚うつろな視線を向けてくる。


    　何度か引っかけているうちに、先端のゴムの部分が抜け落ちた。その拍子に斗和は、尻しり餅もちをついてしまう。そのままの状態で、まじまじと松まつ葉ば杖づえの先端を見つめたあと、満足げに頷うなずいてから立ち上がる。


    　ぺた、ぺた、ぺた。


    　奴やつの真っ白な体たい躯くが、保健室の入り口の向こう、薄暗い廊下に現れる。


    「操先輩。生き残れるかどうかは、キタジに訊きいてみませんか？」


    　斗和は操を護まもるようにして、ペタペタの前に立ちはだかった。


    「何を……言っているの？」


    　操の反応は悪い。当然だ、卓たく二じは死んだ。死者の声を聞くことなどできない。


    　ぺた、ぺた、ぺた。


    　それに比べ、ペタペタの反応はよい。久しぶりに脳みそを貪むさぼれるという期待に、胸を躍おどらせているのだろう。


    　真っ白な壁が斗和の視界を覆おおう。人を圧倒する巨大な化け物。一度でも掴まれれば、逃げ延びる術すべはない。けれども斗和は恐怖を感じなかった。逆に奴が近づいてくるたびに、胸の中に冷たく、それでいて激しい衝動が湧わき上がってくる。──冷たい怒りだ。


    「これは一つの賭かけです。キタジがこいつを倒す方法を示してくれた。もしもこれがうまくいったら、それはキタジの遺志が、俺おれたちを生かそうとしているんです。だから、生きてくださいッ！」


    　斗和の叫びに反応するように、ペタペタが真っ白な腕を伸ばしてくる。


    　斗和はかわさなかった。


    　その必要はない。


    　太いゴムのような圧力が斗和の左足を締めつけてくる。まるで血圧計で測定されているみたいな感触。比ひ喩ゆどおり、脈の動きを測っているのだろう。


    「感じるか？　化け物。お前が今感じている血の動きは、俺が生きている証あかし。お前が今感じている血の滾たぎりは、お前を倒すという俺の意志だッ！」


    　手に持っていた松葉杖をゆっくりと持ち上げる。そうして、真っ白な首の断面の中央、常に開きっぱなしになっている奴の口こう腔こうへと近づけていった。


    　ペタペタは動かない。それどころか、抗あらがう素そ振ぶりすら見せない。逃げる必要がないのか、それとも状況を理解していないのか。


    　まるでスチーフンイワサザイのようだな、と斗と和わは思った。外敵がいなかったため、逃げる能力と飛ぶ能力が退化し、わずか一匹の猫によって絶滅させられたスズメ目もくの鳥。


    　ペタペタも同じなのだろう。異能力によって絶対に傷つかない肌はだを持つ化け物は、逃げるための能力が退化しているのだ。今までは、それで生き残ることができたかもしれない。


    　だが──。


    　心臓が破裂しそうに高鳴っていく。この攻撃が効かなければ、間違いなく自分は死ぬ。


    　斗和は震えそうになる手を鋼はがねの意志で固定して、松まつ葉ば杖づえの先端をペタペタの口に合わせる。


    　そして、力を入れて押し込んだ──。


    　感触は、なかった。


    　松葉杖を通じて伝わってくる反作用の力は、ほとんど感じられない。つまりは、なんの抵抗もなく、松葉杖はペタペタの口に吸い込まれていったのだ。


    　深々と松葉杖の先端がめり込んでいく。まるで豆腐に箸はしを突き刺すような、手応えのない感触。だが、これこそが攻撃が通った証しよう拠こ。──卓たく二じの想おもいが、斗和たちを救った瞬間なのだ。


    「どうだ、化け物ッ！　松葉杖の味はッ！　足りないようなら、ぐちゃぐちゃになるまで掻かき回してやるッ！」


    　斗和は松葉杖をぐりぐりと動かしはじめた。口を支点として、奴やつの体内を激しく掻き回す。
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    　だが、ペタペタはまったく動かない。痛覚がないのだ。異能の力で一切の怪け我がを負うことがなかった化け物は、痛覚までもが退化してしまったのだろう。だから致命的な攻撃を受けても、それに気づかない。


    「うおおおおおおおおおおおおおぉッッ!!」


    　斗と和わは雄お叫たけびと共に、ペタペタの体内を攪かく拌はんする。奴やつの内臓がスープになるまで、必死に掻かき回す。だが、ペタペタの反応はない。


    　ふと、斗和は違和感を覚えた。


    　さすがにこれは、おかしいのではないか？　いくら鈍どん感かんだからといって、死に至る攻撃を受けてまで、まったく反応がないことなどありえるのか？


    　まさか──。


    　刹せつ那な、斗和は戦せん慄りつを覚えた。ぞわりと全身の毛が粟あわ立だつ。


    　奴が動かない理由。それは痛覚がないからではなく、ダメージがないからではないか？


    　ならば、斗和のやっている行為に意味はない。


    　そして、次に起こることは──。


    　ブリュリュリュゥゥウウウウウウウウッッッ!!


    　その瞬間、異様な噴出音が鳴り響いた。


    　斗和が松まつ葉ば杖づえを突っ込んでいるのとは逆、廊下側にあるペタペタの口から、大量の液体が噴き出して窓を汚よごす。水みず鉄でつ砲ぽうのように飛び出たそれは、奴の血液だった。


    　ぐらりと、ペタペタの重心が崩れるのを感じた。それと同時に、斗和の左足を握っていた奴の握あく力りよくが消え去る。その隙すきに、斗和は飛び退すさって距離をとる。


    　崩れ落ちる白い化け物。


    　ぴくぴくと二、三度痙けい攣れんしたあと、奴は完全に動かなくなった。


    　斗和は荒い息の下、呆ぼう然ぜんとそれを見下ろしていた。操みさおも驚きよう愕がくで目を見開いたまま、息を殺して見つめている。


    　やがて、変化がないことを知ると、斗和はペタペタに近づいていって、口から松葉杖を抜き取り、それを奴の背中に突き立てる。異能の力を失った奴の皮ひ膚ふは、やわらかいゴムのような感触で、易やす々やすと貫つらぬくことができた。


    　ペタペタを倒したのだ、という事実を理解する。


    「……やった？　やった！　やったぞッ！」斗和は叫んで、呆然とする操に抱きついた。「やった！　奴を、白い奴を倒したんだッ！　うおおおおおおおおおおおおおぉぉっっ!!」


    「嘘うそ……本当に？」


    　腕の中の操が呟つぶやく。


    「本当です。俺おれたちは勝ったんですっ！　キタジの遺志が生き延びろと言ったんですよッ！」


    　人よりも遙はるかに優れた化け物。異能の力を持ち、常識さえも通用しない。奴に対抗するには、同じ異能力を持った人間だけだと思っていた。


    　けれども違った。ただの人間である斗と和わにも倒すことができたのだ。それは戦う術すべがまだ残されていることを示していた。


    



    「キタジの仇かたきを討ちましょう、操みさお先輩」


    　しばらく勝利の余よ韻いんに浸ったあと、斗和はそう切り出した。


    「あの猫の化け物を倒すってこと？」


    「ええ」斗和は一呼吸置いてから、「以前読んだ本に、こんなことが書かれていました。『人間を食しよく物もつ連れん鎖さのピラミッドの頂点に置くのはおかしい。なぜなら、人間は肉食動物に食われてしまうが、人間が彼らを捕食することはないからだ。なので、人間の位置は肉食動物と草食動物の間になる』とね。俺おれも一時期は、そのとおりだと思っていました。だけど、よくよく考えると、それは間違っていたんです。なぜなら、人間を捕食した肉食動物はまず間違いなく、ほかの人間の手によって処分されてしまうからです。捕食とは生命を維持するための行為。死んでしまっては、その定義に反することになります。つまりは毒を喰くったに等しい。人間という種しゆは、〝集団毒〟を持った生き物なんです」


    「集団……毒？」


    「そうです。仮に誰かが喰われたとしても、生き残ったみんなが力を合わせて捕食者を倒す。そうすることによって捕食は成立しなくなり、人間は食物連鎖のピラミッドの頂点に、常に在あり続けることができるんです。それが知能を発達させ、その代わり肉体が弱くなった人間が、生き延びるために編み出した戦略。よく『復ふく讐しゆうは何も生まない』という人がいますが、俺に言わせれば、復讐という名の〝集団毒〟があったからこそ、人間は今こん日にちまで自然淘とう汰たされずに済んだんです」


    「復讐は何も生まないというのは、確かに嘘うそのようね。少なくとも、私には楽しみが一つ生まれたわ」操が口元にやわらかな笑みを浮かべる。「弱じやく肉にく強きよう食しよくを覆くつがえすってわけね？」


    「いいえ」斗和は真ま面じ目めな顔で首を振った。「誤解している人も多いですが、生物学の世界にも進化論の世界にも、〝弱肉強食〟という言葉も概念すらも存在しません」


    「そうなの？」


    「ええ。だから覆すまでもなく、そんな幻想に振り回される必要はないんです」


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    「ちくしょうっ……。うっぐ、僕だって、僕、だって……」


    　小こ島じまは泣きながら廊下を歩いていた。斗和に殴られた頬ほおがひりひりと痛かったが、それ以上に痛く感じる場所がある。


    　正直、惨みじめだった。


    　自分がどうしてこんな目に遭あわなければならないのか、なぜこんな恐ろしい世界へ放り込まれてしまったのか、理り不ふ尽じんで仕方がなかった。


    　ふと目の前に、誰かいるのに気づき、びくりとして立ち止まる。


    「小こ島じま……先輩？」


    　萌も由ゆ里りだった。


    　長い瑠る璃り色の髪は美しく、整った顔立ちに、くっきりとした目鼻立ち。薄暗い廊下の中にいても、彼女だけは光り輝かがやいているみたいだ。こんな事態に陥おちいらなければ、おそらく自分などは生しよう涯がい口をきくことすら叶かなわない高たか嶺ねの花だったろう。


    　小島は何も応えることができなかった。責められたような錯さつ覚かくを覚え、後あと退ずさりもした。


    「小島先輩も、疲れてしまったんですね？」


    　優しい声で言って、萌由里が近づいてくる。


    　小島は違和感を覚えた。薄い笑みを浮かべているはずなのに、その菫すみれ色の瞳ひとみには妖しい光が宿っているように感じられる。でも、そんなことはどうでもいいと思った。


    　誘うように手を広げながら近づいてくる彼女は、自分のすべてを受け入れてくれる、そんな期待を感じさせてくれた。ふらふらと蜜みつに誘惑される虫のように、小島は近づいてく。


    「この世界は全部、嘘うそなんですよ。悪い夢なんです、きっと」


    「ううっ、うぅっ……」


    　小島はなんの障害もなく、萌由里に抱きつくことができた。こんな美しい女の子を自分が抱き締めている。その事実だけで、小島はすべてを忘れ去れるほどに満たされていく。もう、どうなっても構わないと思った。


    「もう、いいですよね？　こんな世界。……嘘と裏切りだけで、信じられるものなんて、何もない……」


    　腕の中の萌由里が、するりと下がっていく。一瞬、逃げられたかと心細くなった小島だったが、そうではなかった。彼女のしなやかな指が、自分の尻しりを這はっていくのを感じ、いまだ下半身が丸出しだったことを思い出す。


    「私たち、最後はみんな喰くい殺されるんです。抗あらがっても無駄なんですよ。だからせめて、幸せな死に方をしたいですよね。ねぇ？　そうでしょ？　小島先輩」


    「ううっ、うわああああああっっ！」


    　丸出しの下半身に萌由里の息を感じながら、小島は大粒の涙を流した──。

  



  
    



    


    　　　第十章　　その瑠る璃り色は天てん蓋がいを覆おおう


    



    　保健室を後にした斗と和わは、一度自分の教室へ戻った。


    　ロッカーからジャージの上着を取り出して、それを羽織る。猫ねこ蜘ぐ蛛もの糸に捕獲された場合、素す肌はだだとその時点で勝敗が決まってしまう。保険の意味を込めて、長なが袖そでにしておく必要があった。下はそのまま制服のズボンを着用。長ズボンだったし、源みな本もとのナイフを収納するのに都合がよかったからだ。


    　あとはレポート用紙の束を体の各部分にテープで固定して、簡易な鎧よろいをつくる。この鎧は猫蜘蛛の糸対策。奴やつの糸が飛んできたとしても、レポート用紙の部分に当たれば、表面の数枚を引き千ち切ぎっていくだけで捕獲される心配はない。


    　包丁をはじめとして、武器になりそうな物をスポーツバッグに詰め込み、今度は操みさおの教室へと向かう。その途中で斗和は、それに気づいた。


    　猫蜘蛛の攻撃によって破壊された渡り廊下、その入り口のところに横たわる源本の死体の位置が、以前と違っているように思えたのだ。前は下半身が渡り廊下に掛かっていたが、今では完全に引き上げられている。


    　最後に見たのは、自分たちが猫蜘蛛に捕獲される前。すでに死んでしまっている源本が自力で動くことはない。猫蜘蛛が渡り廊下を揺ゆらした振動で動いた可能性も否定できないが、それならば動く方向は逆のはずだ。


    　ふと閃ひらめくものがあって、斗和は源本の体を調べはじめた。


    　やはり鍵かぎがない。


    　源本が校長室のドアを開けたときに使用したのは、おそらくマスターキー。彼がそのコピーを持っているという噂うわさは耳にしたことがあったし、都合よく校長室の鍵だけを持っていたと考えるよりは現実的だろう。


    　この事実が指し示すことは一つ。何者かが源本の死体から鍵を奪ったのだ。


    （いったい誰が？）


    　状況的に見て該がい当とうするのは、小こ島じま、萌も由ゆ里り、操の三人。


    　職員室のキーボックスはペタペタが暴れた際、どこかに弾はじき飛ばされたみたいで、紛失してしまっていた。寧ね々ね音ねがいない今、鍵がかかった部屋に入るには、窓を割って侵入するしかないが、当然それが不可能な場所もある。


    　なので、マスターキーの必要性は十分理解できる。問題は、何を目的として鍵を奪ったかだ。


    　──嫌な予感がした。


    　常識的に考えるのなら、犯人は小島か萌由里のどちらかだろう。ペタペタの脅威から逃のがれる目的で、どこかに閉じ籠こもっている可能性がある。


    　仮に操みさおだとした場合はどうか？　タイミング的には、おそらく新体育館へ向かう前。卓たく二じ救出に必要になるかもしれないと思い、念のため鍵かぎを持ち出したのだろう。


    　斗と和わはふと、それに思い至る。


    　操が嘘うそをついている可能性。彼女は萌も由ゆ里りから、寧ね々ね音ねが自殺したことを聞いたと言ったが、果たしてそれは本当のことだろうか？　もしもそれが嘘であった場合、最悪の事実が導みちびき出される。つまり、寧々音を殺したのは操で、萌由里に罪をなすりつけようとしているのだ。


    「馬ば鹿かな。あの操先輩だぞ」


    　思わず口に出していた。正直、馬鹿馬鹿しいと思う。操はそんな人間ではない。萌由里以上に、彼女には動機がない。


    　──いや、違う。


    　斗和は、操に寧々音を殺すだけの動機があることに気づく。


    　卓二だ。卓二が猫ねこ蜘ぐ蛛もに連れ去られたと聞いて、操は果たしてどう思っただろう？　猫蜘蛛との戦闘音はおそらく聞こえていたはず。ならば、居ても立ってもいられなくなって、様子を見にきた可能性は否定できない。


    　そこで命からがら逃げ出した寧々音と遭そう遇ぐうして、卓二を見捨てた不ふ甲が斐いなさに憤慨し、殺意を覚えたとしたら？　寧々音がいくら異能力の使い手だとしても、弾数回復リロードに入った状態なら完全に無防備だ。片足になった操でも殺害は容易たやすい。


    　彼女は卓二のことになると、まるで別人のように豹ひよう変へんする。だからこそ、その可能性は否定できない。


    　斗和は眩暈めまいがするような気分だった。


    　一度疑いはじめたら、止め処どなく悪い妄もう想そうが加速していく。そして、妄想と現実の区別が逆転しつつあるのを自覚する。自分はどうかしてしまったのかもしれない。疑ぎ心しん暗あん鬼きの黒い根は、長い間信頼していた相手にまで絡みつこうとしている。だが──。


    　操は自分に嘘をついていた。それも事実だ。


    　卓二はいじめに遭あっていない。彼女はそう言ったはず。それが嘘であることは、源みな本もととのやりとりを思い出せば明めい々めい白はく々はく。嘘をついた理由を確かめる必要がある。


    　斗和はゆっくりと立ち上がると、腰のベルトに差してあるナイフを握り、素早く抜きとる動作を試した。果たして、おかしくなったのは自分のほうなのか？　それとも──。


    



    「あら、思ったより早かったのね」


    　待ち合わせ場所のトイレから、操が姿を見せる。


    「……ええ」


    　斗和は一瞬返答が遅れてしまった。彼女の予想外の姿に、戸惑ってしまったのだ。


    　操は顔を洗うのと一緒に、髪の汚よごれも落としたらしい。いつもまっすぐに天をついているイトスギのシルエットはなく、まるで風ふ呂ろ上がりのように、自然に髪を下ろしていた。眼鏡めがねも外していて、燃えるような真しん紅くの瞳ひとみが彼女の美び貌ぼうを際立たせている。


    　そんな操みさおの姿は新鮮で、萌も由ゆ里りとは違うタイプの美人であることを、改めて認識させられる。


    　ブラウスについた汚れも押し拭ふきしたらしく、まだ乾き切っていない布地の裏から、操のグラマラスな体型が透けて見えて、斗と和わは目のやり場に困った。


    「操先輩。一度、止血帯を取り替えましょうか？」


    　斗和がそう提案して、例の死体のない教室へと移動した。布団の上に操を寝かせて、止血帯の交換を行おこなう。その間、二人が交わした言葉は極端に少なかった。


    「操先輩。理科棟へ行くにはマスターキーが必要です。源みな本もとから鍵かぎを取ったのは、操先輩ですよね？　貸してもらえますか？」


    　止血が終わると同時に、斗和は思い切って尋ねてみる。操が鍵を奪ったという証しよう拠こはどこにもなかったが、これは隠すほどの情報ではない。おそらく素直に答えてくれるはずだ。


    「マスターキー？　いえ、私は持っていないのだけれど？」


    　操が訝いぶかしげな表情を浮かべた。演技をしている様子はない。


    「それがなければ、中に入れないのね？」


    　そればかりか、真剣な眼まな差ざしで、そんなことまで訊きいてくる。操は鍵の件とは間違いなく無関係のようだ。


    「いえ。ないならないで、なんとかなります。理科棟の玄関はいつも開いてますし、理科棟の鍵自体は、一階の事務室にあったはずです」


    「そう」操は安心したように呟つぶやいて、「でも、どうして私が鍵を持っていると思ったの？」


    　斗和は操に、源本の死体から鍵が奪われていたことを説明した。


    「──なので、操先輩じゃないとすると、おそらく青あお葉ばが持っていると思います」


    「私もそう思うわ。小こ島じまくんはずっと保健室にいたみたいだし、あんな状態では、そこまで頭が回らないでしょうね」


    　やはり萌由里が鍵を持ち出した理由は、どこかに隠れるためだろう。彼女の姿をずっと見かけていないのも肯うなずける。


    「操先輩。もう一つ、確認したいことがあるんですが」斗和は深呼吸すると、睨にらみつけるように操の真紅の瞳を見み据すえる。「キタジは、源本たちからいじめられていたんですね？」


    　操は即答しなかった。一瞬だけ驚いたように目を見開いたが、すぐにいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻り、じっと斗和を見つめ返している。ややあって、覚悟を決めたかのように、ふぅと息を吐く。


    「答えは〝ノー〟よ。斗和くん」


    「操先輩ッ！」


    「待って。あなたのその反応は理解できるわ。だけど違うの。卓たく二じの──名誉のために言うわね。あれは決して、〝いじめ〟ではなかった」


    「どういうことですか？」


    　斗と和わは狐きつねにつままれたような気持ちになる。ただ、操みさおに隠すつもりはないみたいなので、続く言葉に耳を傾ける。


    「卓たく二じが源みな本もとたちから、暴力や金銭的強ごう奪だつを受けていたのは事実よ。向こうからすれば、それはいじめだったのかもしれない。でも、卓二からしたら、あれは〝闘い〟だったの。大切な人を護まもるための。そして、一人の男としての」


    「大切な……人？」


    「それはあなたよ。斗和くん」


    　操の表情が、少しだけやわらかくなる。まるで、小さい子供を見守る母親のような微笑。


    「卓二はあなたと出会ってから、ずいぶんと変わったわ。どうしようもないクズだったけど、だんだんとまともな人間らしさを学んでいった。本当に心からお礼を言わせてもらうわ。それでもあの、人をしてイラッとさせる才能は変わらなかったみたいで、すぐに源本たちに目を付けられてしまったわ。けれども卓二は今までと違った。あなたを巻き込まないように、あなたにバレないように、必死に闘っていたの。どんなに酷ひどい扱いを受けても、どんなに暴力を振るわれても、卓二の芯しんは一切揺ゆらぐことはなかったわ。私にでさえ、隠そうとしたのだから」


    「なんでそんなっ。どうしてキタジは……」


    　斗和は歯は痒がゆい思いだった。親友である自分に、そんな隠し事はしてほしくなかった。


    「もしも、この事実を知っていたら、あなたはどうしていたかしら？」


    「当然、これ以上キタジに近づかないよう、源本たちに伝えます」


    「でしょうね。だから卓二は秘密にしていたの。斗和くん、はっきり言うわね。今回ばかりは卓二の判断は正しかったわ。あいつらは、あなたの手に負える相手じゃなかった。いえ、正確には、源本たちの邪じや悪あくさは、あなたの想像の遙はるか上を行っていたの。もしも、あなたがそのようなことをすれば、あなたの知らないところで、青あお葉ばさんや赤あか峰みねさん、それどころか斗和くんの家族にまで、酷い仕打ちがなされていたでしょうね」


    　斗和は、操の言わんとする意味を理解して絶句する。いくらなんでも、と否定しそうになる気持ちこそが、卓二たちが自分に伝えなかった理由なのだと、他ひ人と事ごとのように納得していた。


    「でも、卓二の行動も最善の手ではなかったわ。だって、私にまで黙っていたのだから。もう少し早く気づかせてくれれば、今頃あいつらは卓二の人生から除外されていたでしょうに」


    　操は源本たちに社会的制せい裁さいを与えるための材料を、着々と集めていたそうだ。彼らの蛮ばん行こうは犯罪の域にまで達しており、退学どころか法的処罰までなされる予定だったらしい。だが、操が動く前に彼らは化け物に喰くい殺されてしまった。そればかりか、卓二まで──。


    「キタジの奴やつにも、かっこいいところがあったんですね」


    「本気でそう思っているのなら、医師にかかることをお勧めするわ」


    　言って、斗和たちはくすりと笑い合う。


    （操みさお先輩は、絶対に違う）


    　斗と和わはそう確信した。一瞬でも操を疑った自分を愚おろかだと罵ののしる。


    「青あお葉ばがどこにいるか、心当たりはありますか？」


    「ごめんなさい。わからないわ」


    　操は申し訳なさそうに首を振る。やはりというか、萌も由ゆ里りから自分たちが猫ねこ蜘ぐ蛛もに捕獲されたと聞いた直後、操はすぐに教室を飛び出していたらしい。


    「青葉には気をつけてください。もしかしたら、赤あか峰みねを殺したのは青葉かもしれない」


    「え？　何を言って──」


    　心底驚きよう愕がくしたように、操が目を見開く。寧ね々ね音ねは完全に自殺だと思い込んでいた彼女にとっては、青天の霹へき靂れきだったみたいだ。


    　斗和はそう思うに至った経緯と、殺害の動機について説明する。当然、女子更衣室での出来事も伝えることになり、軽けい蔑べつされるかもしれないと覚悟したが、操は「あの赤峰さんの状態なら、仕方のないことだと思うわ」と厚意的に解釈してくれた。


    　話を聞き終えた操は、爪つめを噛かむような仕草で何事か考えている。ふと、何かを尋ねようとする所しよ作さは見せたものの、結局は何も訊きいてこなかった。


    「にわかには信じられない話だけれども、殺人の可能性も否定できないわね。それに斗和くんがそういう慰め方をしたことを青葉さんが知っている可能性は、……非常に高いと思うの。彼女の今の心理状態は最悪だと思っていいでしょうね」


    　斗和は胸に鋭するどい痛みを覚えたが、何も言うことはできなかった。


    「私のほうからも、一つ質問をいいかしら？」


    「なんですか？」


    「──勝算はあるの？」


    　真しん紅くの瞳ひとみが射るような強さで見つめてくる。斗和は緊張で喉のどが急速に渇くのを感じた。唐突な質問の意図は明白。猫蜘蛛に勝てるのか、と操は尋ねてきているのだ。


    「……あります」


    「嘘うそね」


    「どうしてそう思うんですか？」


    　斗和は思わず訊き返していた。動どう揺ようが相手に尋ねるかたちで噴出している。


    「一瞬、目が右上を向いたもの。何かの本で読んだことがあるわ。私から見て、右上に視線が動いてから答えるのは、嘘を吐いている証しよう拠こですって」


    「……逆ですよ。操先輩から見た場合なら、左上を向いたときが嘘になります」


    　ふと、斗和の記憶に引っかかるものがあった。最近誰かが、答えるときに左上を見ていたような……。だがすぐに、今はどうでもいいことだと思い直す。


    「じゃあ、女の勘よ。斗和くん、知っているかしら？　下へ手たな気遣いは、却かえって不安を煽あおるものなのよ」


    　操みさおの瞳ひとみが揺ゆれる。張り詰めた気持ちが、あふれ出しそうになっているのだ。斗と和わは慎重に言葉を選びながら答えた。


    「理科棟へたどり着くための秘策はあります。と言っても、そんなかっこいいものではなく、たぶん聞いたら、小こ馬ば鹿かにされるような策ですが……。それでも確実です。ただ、仮に理科棟へ着いたとしても、奴やつを倒せるほどの薬品があるかどうか」


    「斗和くんは爆弾が作れるのでしょ？　職員室で手を挙げようとしていたみたいだけど」


    　操の言葉に、斗和は軽く動どう揺ようする。職員室で爆弾を作れる人がいないか訊きかれたとき、斗和がわずかに反応したのを見られていたのだ。


    「ええ。爆弾を作ることはできます。ただあの化け物は、赤あか峰みねの能力でも倒すことができませんでした。百パーセント、キタジの仇かたきを討つつもりで戦いますが、正直やってみないことにはわかりません」


    「『絶対に勝てる』と言っていたら、私はあなたを信用しなかったわ。大丈夫よ。あなたは、あなたが思っている以上に強い人ひ間となの。きっと卓たく二じの仇を討つことができるわ」


    　操が一度だけ、斗和の体を強く抱き締めてくる。斗和は操の温もりを感じながら、自分の嘘うそがばれていないことに、ほっと胸を撫なで下ろした。


    



    　そして、およそ二時間が経過した。


    　斗和たちは教室棟四階、最東端の教室に、猫ねこ蜘ぐ蛛もの動きを観察する目的で陣取っていた。


    　理科棟へ安全にたどり着くための秘策。それは、猫蜘蛛が寝ているときに移動するというもの。現に操はその方法で、無事に新体育館にたどり着いている。


    　卓二が生きていれば、おそらく鼻で笑われたであろう策。稲いな賀がたちが生きていても、同じ反応だったかもしれない。作戦とは華やかで奇き想そう天てん外がいなものだと、誰もが思い込んでいる。


    　だが、それは違う。


    　作戦とは、確実な結果を得るための術すべ。確実さと地味な努力は比例する。


    　何かを成すためには、地味にコツコツと努力を積み重ねることが、もっとも堅実で結果的に近道な方法だ。それなのに、必要以上に楽をするためや、努力するのは天才っぽくないという刹せつ那な的な見栄のために、本ほん末まつ転てん倒とうな結果に終わっている人も多い。


    　もっと早く気づくべきだった。


    　この方法に、ではない。


    　自分たちがとうの昔に、自然界の残酷なルールの中に放り込まれていた事実に、だ。


    　自然界の呼吸を忘れていた。


    　人間が造った人間に都合のいい都市。そこでは、すべてが人間のリズムで動いている。雨が降る日も傘かさを差して登校し、強い日差しが降り注ぐ中でも運動場を駆かけまわる。夜の暗くら闇やみはライトで照らし、恒こう温おん動物であるにもかかわらず衣服で温度を調整する。そのうえエアコンやコタツなどの機具も創り出した。車が走りやすいように地面を舗ほ装そうし、高層ビルが日差しを遮さえぎる。そこら中に食料が置いてあり、物質的な理由で飢えることもない。すべてが人間の都合で思いどおりになる世界。


    　だからこそ忘れていた。自分たちが一いつ介かいの生物にすぎないことを。都市から離れれば生きてはいけない、か弱い生き物だということを。化け物に襲おそわれてもなお、自分たちはいまだ都市に護まもられていると思い込んでいた。


    　だから、間違いを犯した。


    　ここでも自分たちのリズムで動くという過あやまちを──。


    　自然界では自分のリズムではなく、相手のリズムに合わせなければならない。猫ねこ蜘ぐ蛛もが元気なときは物陰に隠れてやり過ごし、寝ているときに自分たちの活動を開始する。〝外は危険〟という狭きよう窄さくした思考で思い切った行動をとらなかったのも、また過ちだ。


    　じっと奴やつの行動を監視してリズムを測れば、理科棟へ移動できる隙すきはいくらでもあった。外は危険ではない。常に人間のリズムで、常に人間の都合で動こうとしていたこと自体が、危険だったのだ。


    　斗と和わは一介の生物になった。一介の獣けものとなった。


    　多くの生物がそうであるように、斗和はじっと待っていた。ほとんど身動きすることもなく、猫蜘蛛の動きを観察し、機会を窺うかがっていた。


    　自然界では待つことは基本だ。何時間も、何日も、何か月だって待ち続ける生物はいる。捕食するため、生き残るため、子孫を残すため。人間だって元来は同じはずだ。


    　都市が効率化を求めるに当たり、時間のロスこそが最大の悪となっていた。時間をかけて成すことは、愚おろかな方法だと嘲ちよう笑しようされるようになった。少ない手間でより多くの成果を得ることが正義とされた。


    　だが、今はそうではない。〝効率〟などという人間の都合は存在しない。


    　じっと何時間も待つことだけが、この地味で無駄にしか思えない行為の積み重ねが、もっとも確実で安全な方法なのだ。


    　──そして、時と機きは来た。


    「操みさお先輩、行ってきます。それと先ほども言いましたが、青あお葉ばには注意してください。正気じゃない可能性があります」


    「斗和くんも気をつけて。あの化け物の異能力は、まだわかっていないわ」


    「ええ。了解しました」


    　斗和は力強く頷うなずいて、教室を後にする。


    　ペタペタもぬしゃぼっちも異能力を持っていた。ならば、猫蜘蛛がそれを持っている可能性も十二分にある。だが、それらしき能力はいまだ観測されていない。


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もの存在自体が確かに常識を覆くつがえすものではあるが、腹部のガス膨ぼう張ちようによるバルーニングも蜘蛛の糸も、まだ物理法則の内側にある現象。物理法則の外にある異能力とは違う。奴やつはまだ、奥の手を隠している状態なのだ。


    　注意してどうにかなるものでもないだろう。猫蜘蛛が異能力を使う前に、速攻で倒すしか術すべはない。


    　外へ出た斗と和わは一度校舎を振り返り、姿が見えなくなった操みさおへと謝罪した。


    「すいません、操先輩。俺おれが爆弾を作れると言ったの、あれは嘘うそです」


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    　斗和の後を追うようにして、操は渡り廊下を移動しはじめる。


    　教室棟からでは、斗和の動きは見えないため、彼が無事、理科棟へたどり着くのを見届けるのには、管理棟へ向かう必要があった。斗和の言うとおりであれば、今のタイミングで猫蜘蛛が襲おそってくることはないらしい。


    　放送室の前を横切り、奥の大会議室へと入る。未使用時は鍵かぎがかかっていないので、ドアは簡単に開いた。


    　薄暗い室内には、いくつかの死体が転がっており、思わず息を呑のむ。闇やみに溶けるように佇たたずむ亡なき骸がらは、不気味さを通り越して恐怖すら与えてくる。


    　一瞬、卓たく二じの死に様をまざまざと思い出し、操は吐きそうになった。手で口元を押さえ、必死に我慢する。誰も見ていないのだから、堪こらえる必要はないのかもしれないが、ここでそれを受け入れたら、二度と立てないような気がした。


    　やがて吐き気が引いていくと、操は必死にその記憶を押し込めながら、スカートのポケットから眼鏡めがねを取り出す。先ほどトイレで洗っていたら鼻あてが折れてしまったため、使用を控えていたのだ。視力はそこまで悪くないため、眼鏡なしでも見えなくはないが、さすがに理科棟へ向かう斗和を見届けるには距離がありすぎる。


    　松まつ葉ば杖づえで歩くたびに、眼鏡がずり落ちてしまう。斜めになった眼鏡は、次の振動であっさり落ち、とある死体の前へ転がる。


    　眼鏡を拾おうとして、ちらりとそれを見てしまった操は、ぎょっとなった。


    「嘘……」


    　思わず呟つぶやいてしまう。


    　壁に背を預け、座り込んだ姿勢のまま死んでいるのは、保健室から飛び出して以来、行方ゆくえ知れずとなっていた小こ島じまだった。


    　両手は後ろ手に縛られており、下半身は丸出しのまま、鋭えい利りな刃物で滅めつ多た刺ざしにされている。凄せい惨さんなまでに悪意を加えられ、変形した遺体。殺すための損そん壊かいではなく、死体をいたぶった故ゆえの破壊。つまりは猟りよう奇き死体だ。


    　化け物にこんな芸当ができるはずがない。それ以前に、もはや猫ねこ蜘ぐ蛛も以外の化け物は存在しないのだ。これを成したのは紛まぎれもなく人間。しかも、該がい当とうする人物は一人しかいなかった。


    『青あお葉ばには気をつけてください』


    　斗と和わはそう言っていた。けれども果たして、今のこの状況まで想定しての科白せりふだったのだろうか。いや違う。もしそうであるなら、一緒に理科棟へ連れていくはずだ。


    　危険だ、と操みさおは思った。


    　校舎内には新たな化け物が生まれ、彷徨さまよっている。このままやりあっても力負けしてしまうだろうし、鍵かぎをかけても、おそらくマスターキーを持っているだろう萌も由ゆ里りには無意味。


    （どこかに隠れなければ）


    　そう判断した操は、眼鏡めがねを拾う手間も惜しんで、大会議室を飛び出した。そんな彼女の視界に、瑠る璃り色の髪が映る。


    　──萌由里だ。


    　渡り廊下の向こう側から、まっすぐこちらへやってきている。淀よどみない足取り。やや俯うつむき気味になっているため、表情は見えない。


    　けれども彼女の手に握られている包丁が、彼女の意志を明確に指し示していた。


    　戦せん慄りつが駆かけ抜ける。


    　なぜこのタイミングで？　という疑問は、次の瞬間確信に変わる。


    　ただ闇やみ雲くもに校舎を彷徨い歩いていただけならば、萌由里の姿は操たちに目撃されたはず。だが、ついぞ彼女の姿を見かけることはなかった。そして斗和と別れ、一人になった途端、青葉萌由里は姿を現す。それが意味することは一つ。


    　見つからないように身を潜ひそめ、こちらの動向を窺うかがっていたのだ。


    　だが、なんのために？


    　その解答を想像する前に、操は動いていた。萌由里とは反対方向、下り階段へ身を躍おどらせる。松まつ葉ば杖づえを使う余裕はない。けんけん跳びで階段を駆け下りる。けれども、あと数段というところで恐怖に強こわばった足は躓つまずき、操は二階の廊下へと投げ出されるようにして転がった。


    「──っう！」


    　呻うめき声をあげながらも、急いで立ち上がろうとする。そんな操の視界にそれが映る。


    　一匹の蝶ちよう。


    　一見してクロアゲハのようにも思えるが、どこか違うような気がする。黒をベースとした翅はねの縁取りは透明で、中の模様も透明だった。そこから向こうの景色が透けて見える。どこか幻想的で、この世ならざる美しさを持っていた。


    　そういえば、化け物に襲おそわれはじめて以来、虫などの生き物を目にした記憶がなかった。


    　コツ、コツ……。


    　階段から聞こえてくる足音に、操みさおは我に返る。今は呑のん気きに蝶ちようなど眺めている暇ひまはない。


    　急いで立ち上がろうとした操の動きに驚いたのか、床ゆかに留まっていた蝶が飛び立った。そして、操のほうへ飛んできて──。


    「ああっ、あああああああああッッ!!」


    　刹せつ那な、閃せん光こうが視界を埋め尽くした。


    　急激に体温が上昇し、体の至るところが焼けるように熱くなる。血も沸ふつ騰とうするかのようで、意識が弾はじけ飛びそうだった。細胞の中にある何かが、激しく刺激されていく。そいつが暴れだし、肉体を構成する組織すべてに強烈な変革をもたらそうとしている。


    （卓たく二じ……。斗と和わくん……）


    　急速に意識が遠のいていく。まるで魂たましいだけが引き剥はがされていくかのような感覚。そして操は一度だけ大きく痙けい攣れんすると、そのまま倒れ込み、二度と動かなくなった。


    



    　ややあって、青あお葉ば萌も由ゆ里りが姿を現した。


    　床の上でぴくりとも動かない操を見て、軽く首を傾かしげたあと、足の先で操の体をつつく。真しん紅くの瞳ひとみを見開いたままの彼女の体が揺ゆれた。


    　けれども、それだけだ。なんの反応も示さない。


    　萌由里は足で器用に操の体をひっくり返すと、最初に鼻と口に手のひらを当て、次に彼女のたっぷりと脂肪の詰まった胸に耳を押し当てる。


    「……死んでる」


    　顔をあげた萌由里は、恨めしそうな声で呟つぶやく。心底おもしろくなさそうな目で、眼下の遺体をしばらく眺めていた。


    「ま、いっかァ。殺す手間が省けて、ラッキーってことで。あと生き残っている人間は、斗和くんだけかぁ。さすがは私の彼氏だね。だけど、どのみち殺しちゃうんだけどね。あはっ、あはははははっ！　クッキャッキャッキャッ！」


    　操の瞬まばたきすらしなくなった真紅の瞳は、まるで別人のように哄こう笑しようする萌由里の姿を、ただ静かに映し出していた。


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    



    　斗和は驚くほどあっさりと、理科棟へたどり着いていた。


    　玄関のドアを潜くぐったとき、斗和の胸に去来したのは、安あん堵どの気持ちでも成功に酔いしれた高こう揚よう感かんでもなく、忸じく怩じたる怒りだった。思わず壁に、拳こぶしを叩たたきつける。


    　こんなにも簡単にたどり着けるのなら、どうしてもっと早く実行に移さなかった？　こんなにも確実で簡単な手に、どうして早く気づけなかった？


    　足を一歩踏み出すごとに、後悔の念が押し寄せてくる。まるで自分の足に、自分の判断ミスで命を落とした生徒たちの怨おん霊りようがしがみついているかのようだ。


    「今は行かせてくれ。きっと仇かたきは討つ」


    　斗と和わは、その怨霊たちに告げるように、自分の決意を口にする。


    　理科棟は三階建ての建物で、真上から見ると「Ｌ字」形になっている。けれども三階は半分しかなく、建物があるのは「Ｌ」の下の部分だけで、「Ｌ」の長いほうはまるまる屋上となっていた。


    　三階にあるのは青空実験室。その名に相応ふさわしく、四方がガラス張りで、大量に陽光を取り入れるような構造となっている。天気のよい日などは、まるで太陽の下で実験しているみたいな気分になれるのだ。


    　斗和は理科棟の鍵かぎを手に入れる目的で、一階にある事務室へ向かった。そこでうっかり電気のスイッチを押してしまったところ、意外にも電気が点灯してしまう。予備電源が切れているはずなのに、と訝いぶかしく思った。


    　予備電源がここだけ別系統なのかとも思ったが、ほかにも可能性があることに気づく。予備電源が切れたわけでなく、誰かが意図的に校舎のブレーカーを落とした場合だ。


    　まさか、と斗和は自分の考えを否定した。ペタペタが健在の状態でブレーカーを落とすなど、自殺行為以外の何ものでもない。なんのメリットもない行為だ。


    　斗和は意識的に、このことは考えないようにする。今は猫ねこ蜘ぐ蛛もとの対決前。余計なことに精神を割さいていれば、つまらないミスで取り返しのつかない事態を招きかねない。必要なことだけに集中すべきだ。


    　なんとか理科棟の鍵を手に入れた斗和は、自分の描えがいた作戦が通用するかどうかを念入りに確認するため、理科棟を探索しはじめた。


    　斗和は操みさおに嘘うそをついていた。爆弾を作れるという嘘。正確には、斗和が作ることのできるのは爆弾ではなく、爆発物だ。爆発物と爆弾は大きく異なる。


    　狭きよう義ぎに爆弾といった場合、使われているのは火薬ではなく爆薬だ。その反応の仕方も大きく異なり、火薬が単なる燃焼でしかない爆燃デフラグレーシヨンなのに対し、爆薬は爆轟デトネーシヨンと呼ばれる衝撃波を伴う反応を起こす。威力、そして安全性もケタ違いだ。火薬がちょっとした衝撃や熱で爆発を起こすのに対し、爆薬は燃やしたり銃じゆうで撃ち抜いたりしても爆発することはない。


    　よって爆薬を爆発させるには、起爆のための雷管デトネイターが必要不可欠であり、学校にある物資だけで、それを製造するのは不可能に近かった。


    　だから斗和が製造できるのは、主に黒こく色しよく火薬を使用したパイプ爆弾やビン爆弾などの爆発物くらいなのだが、明らかに威力が足りない。爆発物の殺傷能力は、主に爆発物を収めていた容器の爆発的飛散フラグメントに依存する。


    　すなわち、質の悪い散さん弾だん銃じゆうみたいなモノなのだ。けれども、寧ね々ね音ねの貫き届く刃の意志ブリユーナクでも倒せなかった猫ねこ蜘ぐ蛛もに対し、それが今さら有効だとは思えない。


    　それ以上の攻撃力、爆薬レベルの強力な爆発が必要なのだ。


    　そこで思いついたのが、青空実験室に都市ガスを満たし、教室ごとガス爆発させる方法。


    　爆発の威力は純粋に反応する化合物の量に比例するから、その威力は計り知れない。さらには殺傷力を高めるために、手製の爆発物や金属類を中にたくさん並べておくつもりだ。爆発物自体が爆発的飛散フラグメントと化し、猫蜘蛛に襲おそいかかることで、凶きよう悪あく無む比ひな攻撃となる。


    　だがその場合、当然斗と和わも無事では済まないだろう。それは半分、諦あきらめていたことだ。爆弾を作れず、爆発物しか作れないと悟った時点で、無事に帰れるとは思っていない。かと言って猫蜘蛛と相打ちになるつもりもなかった。青空実験室の爆発から、逃のがれられる可能性が一つだけあるのだ。


    「よし。非常階段が使える」


    　斗和は、胸を撫なで下ろした。これで、助かる見込みが出てきた。


    　その可能性がこの、二階へと下りる非常階段だ。青空実験室のガラス戸から屋上へ出て、すぐ目の前の一段高くなったコンクリートの囲いの中に、こいつがある。


    　猫蜘蛛が突っ込んできたタイミングでここから飛び降りれば、奴やつの攻撃をかわすことができ、さらには背後の爆発からも退避することができる、──はずだ。


    　不安がないとは言い切れない。


    　地面を蹴ける避け方とは違い、重力加速度で降下していくため、下に飛び降りる避け方はどうしても隙すきが多く、まだ体が落ち切っていない状態で、爆発的飛散フラグメントが襲ってくる可能性も高い。本当に無事で済むという保証はどこにもないのだ。けれども、やるしかなかった。


    　斗和は二階の化学準備室で、さっそく爆発物の材料を集めはじめる。そして偶然、そいつを見つけた。──毒薬だ。


    　毒の種類にも依よるが、猫蜘蛛の体の構造を見る限り、この毒薬は有効なはずだ。量的にも問題はないだろう。果たしてこれを使う機会があるかはわからなかったが、念のためジャージのポケットにそれを押し込んだ。


    　そこでふと、その可能性に思い至る。毒ということならば、もっと強力なモノがあるかもしれない。斗和は一階の生物準備室へ移動し、それらがないかを探した。


    　毒でもっとも有名なモノは、おそらく青せい酸さんカリだろう。


    　けれども犯罪に使われないようにとの配慮のためか、間違った知識で描えがかれているミステリ作品が多く出回っている。あの青酸カリの性能は、まさに超能力レベルだ。それでミステリが成り立つのなら、超能力を使った殺人でもミステリは十分可能だろう。


    　その青酸カリであるが、知名度に反して毒性はさほど強くはない。青酸カリなどの毒物よりも生物毒のほうが遙はるかに強いのだ。たとえばフグの毒として有名なテトロドトキシンなどは、青酸カリのおよそ八五〇倍の毒性を持っている。


    　ただし、毒の強さが純粋に毒殺能力に比例するわけではない。たとえばタバコに含まれるニコチンなどは、青せい酸さんカリの三倍も強力な猛毒であるが、強烈な嘔おう吐と作用があるため、毒がまわる前に吐き出され、結果的に死ぬことが少ないのだ。


    「やっぱないか。毒蛙の皮膚バトラコトキシンとかあれば、楽勝だったんだけどな……」


    　斗と和わは落らく胆たんの息を吐く。生物準備室に生物毒の類たぐいは置いてなかったのだ。やはり当初の予定どおり、青空実験室の爆発に賭かけるしかない。


    　青空実験室に戻った斗和はカーテンを閉め、猫ねこ蜘ぐ蛛もにばれないように作業を開始した。作成したばかりの爆発物や金物類を並べ、机や椅い子すなどですり鉢状の壁を造る。多少のモンロー効果を期待して、爆発の威力を屋上側へ集中させる目的だ。


    　次に窓やドアの隙すき間まをガムテープで塞ふさぎ、教室を密封状態にした。ガスのノズルを緩ゆるめると、シューッという音と共に、都市ガス特有の腐ったタマネギのような臭においが鼻をつく。二階へ続く階段のところで様子を見ていると、やがてガス警報器の音声が流れてきた。ガスが充満してきた証しよう拠こ。念のため、もう数分待ってから、斗和は戦いに赴おもむいた。


    



    　二階から非常階段を上って、斗和は屋上に姿を現す。


    　目の前に広がるどんよりとした空。右手には初めて猫蜘蛛と対たい峙じした工事中の建物があり、その隣には校舎がある。そして背後には、猫蜘蛛を倒すためだけにつくられたガスの充満した教室。少しの衝撃で爆発し、屋上にいる目標を殲せん滅めつすることだろう。


    　不思議と恐怖はなかった。もう何度も対峙する相手。親友である卓たく二じを殺し、曽そ根ね瓦がわらたちも殺した憎むべき敵。震えるような緊張感と共に、闘志が漲みなぎってくる。


    （師匠、俺おれを見守っていてください）


    　斗和は意を決すると、大声で猫蜘蛛を呼んだ。


    「化け物おおおおおおおっっっ！　俺は、ここにいるぞぉおおおおおおおおおおっっっ！」


    　猫蜘蛛を誘おびき出すのに、特別な方法など必要ない。奴やつは飢えを満たすためでも、危険を回避するためでもなく、ただただ残ざん虐ぎやくな嗜し好こうを満たすためだけに人を殺しているのだ。


    　果たして猫蜘蛛は、すぐに姿を現した。


    　管理棟の上、屋上庭園から、こちらを見下ろしてくる。ややあって正門通路の横にある庭園を飛び越えて通路へとダイブし、そこからひとっ飛びで理科棟の屋上へやってきた。ここまでは予定どおり。斗和がこの位置にいれば、八割方、奴は今の場所に現れるはずだ。


    　屋上で猫蜘蛛と睨にらみ合う。やはり恐怖は感じない。いや、正確には畏い怖ふだ。畏怖を感じない。恐れ戦おののくべき絶対的な捕食者ではなく、なんとしても倒さなければならない強敵。その認識の違いが、斗和の精神になんらかの影響を与えたのかもしれない。十全に体が動く。冷たい怒りが全身を支配し、闘争心へと変化していく。


    「ここで決着をつけようぜ、化け物」


    「にゃあー」


    　斗と和わの声に応えるようにして、猫ねこ蜘ぐ蛛もが動いた。喉のどから糸を取り出し、それを斗和に向かって投とう擲てき。白い野球ボールほどの塊かたまりが凄すさまじい速度で迫ってくる。だが、目で追えない速度でもない。


    　斗和は冷静に、右腕の鎧よろいでそれを受け止める。バレーボールをレシーブしたくらいの衝撃を腕に感じた。粘着する糸を受けた紙の鎧は一番上の一枚が破けただけで、斗和はバランスを崩すことすらない。


    　猫蜘蛛がまるで人のように眉まゆ根ねをひそめる。糸は確かに命中したはずなのに、獲え物ものを捕獲することができない。その理由が奴やつには理解できないのだろう。


    　再び糸が投球される。先ほどと同じように対処する斗和。だが今度は、同時にもう一つ糸が投げつけられていた。


    　それも想定内の攻撃。斗和は右腕で一球目を受け、続く糸を左太ふと股ももの鎧で受け止めた。当然、斗和を捕獲するには至らない。


    「理解したか化け物っ！　俺おれに糸は効かない。突っ込んでこいよ。お前の口と前脚なら、俺を殺すことができるぞッ！」


    　猫蜘蛛に人の言葉が理解できるとは思わないが、動物は人間が思っている以上に人の感情を理解するものである。斗和が自分を挑発していることくらいは察しているはずだ。


    　だが──、猫蜘蛛は動かない。じっと何かを待っているようでもあった。


    （なんだ？）


    　斗和は急に不安になってきた。奴のこの反応は想定外だ。


    　斗和はわざと隙すきをつくるように、床ゆかに置いてあったスポーツバッグから包丁を取り出してみせるが、猫蜘蛛は攻撃してこなかった。疑問に思いながらも、斗和は猫蜘蛛に向かって包丁を投げつける。


    　だが、奴は避けない。代わりに新たな糸を取り出して、包丁が到達する場所を覆おおい隠す。貫き届く刃の意志ブリユーナクの攻撃を防ぐのに成功した対処法だ。


    　斗和は激しい戦せん慄りつを覚えた。猫蜘蛛は貫き届く刃の意志ブリユーナクの対処法を学習し、すぐさま実行してきたのだ。


    『もっとも強い者が生き残るのでも、もっとも賢いものが生き残るのでもない。変化できる者だけが、唯ゆい一いつ生き残れるのである』


    　進化論で有名なチャールズ・ダーウィンが、著書『種しゆの起源』で記したと言われているフレーズだ。本書の中では、実際にそのような一文は存在しないのだが、それでも斗和は、この言葉を気に入っていた。


    　だから意識を変化させ、自分を一いつ介かいの獣けものだと思うことにした。その点において、猫蜘蛛には負けないと思っていた。


    　けれども、甘かった。斗と和わがやっとのことで戦うための準備を整えたばかりだというのに、猫ねこ蜘ぐ蛛もはすでに次のステージへと移行していたのだ。明らかに格下の相手に対しても、変化を怠おこたらない姿勢。


    　油断がならないと思った。


    　奴やつは獣であるが故ゆえに、慢まん心しんという言葉を知らないのかもしれない。


    　斗和は再び包丁を投げつけるが、同じように防がれてしまう。お互い、遠距離攻撃が効かないことが判明したわけだ。それなのに、猫蜘蛛は突進してこない。


    （なぜだ？）


    　斗和は焦しよう燥そう感かんに冒されながら考えていた。奴が突進してこない理由がわからない。


    （いや、まさか？）


    　なんとなくだが、そうではないかと思うことがある。猫蜘蛛はもしかして、自分のことを警戒しているのではなかろうか？


    　何度も奴と対たい峙じし、そのたびに生き残った斗和。奴の右目を潰つぶし、巣からも無事逃げ果おおせた。奴が斗和を警戒する理由は十分ある。獣の本能は、ある意味謙けん虚きよだ。そして厄やつ介かいでもある。


    （──やばい）


    　斗和は直感的に危険を察した。作戦が失敗しそうな気配がある。


    　硬直した状態を打開するため、異能力を使ってくるのでは？　そんな不安がよぎる。未知の能力。対処できる自信はない。


    　だが、猫蜘蛛は先ほどと同じように、再び糸を出しはじめる。ほっと緊張を解く斗和。けれども、──違った。


    　奴が出したのは、寧ね々ね音ねの攻撃を防いだ特大の糸の塊かたまり。全力の貫き届く刃の意志ブリユーナクをも防ぐ大きさと強度を持つ。その塊に糸をつなぎ、あろうことかぶんぶんと振り回しはじめた。まるで本家のナゲナワグモのような動き。いやそれは、鉄球を振り回すグラディエーターそのものだ。


    　直感が悲鳴をあげる。全身が総そう毛け立だった。


    　奴はあれを投げつけてくる気だ。当然、レポート用紙の鎧よろいでは防ぐことなど適かなわない。斗和の肉体は粉々に打ち砕くだかれてしまうだろう。かわすしか、逃のがれる術すべはない。


    　だが、どっちへ？


    　斗和が決めるよりも速く、猫蜘蛛が巨大な糸の塊を投げつけてきた。空気を押し退のけて突き進むそれは、五感を超えた威圧感を与えてくる。


    　斗和は咄とつ嗟さに横へ飛んだ。


    　その判断が、生死を分ける。


    　重力加速度よりも、斗和の脚力が床ゆかを蹴ける力のほうが遙はるかに強い。飛び降りる判断をしていたら、間違いなく斗和の頭部は吹き飛んでいただろう。


    　だが──。


    　糸の塊かたまりが、背後の青空実験室のガラス戸を粉ふん砕さいする。ガスの充満した部屋。少しの衝撃でそれは凶悪な[image: ]きばを剥むく。


    （しまったッ！）


    　斗と和わが激しく後悔した瞬間、爆風が世界を覆おおった──。


    



    　ゆっくりと風景が回転している。


    　すべての音が消失し、空気の動きすらも感じられなかった。


    　何がどうなったのかわからない。


    　奇妙な浮遊感が内臓に歪いびつな力を与えてくる。このままバラバラにされてしまいそうな、漠ばく然ぜんとした不安が精神を浸しん食しよくしていた。


    　今にも雨が降りそうな淀よどんだ空が、ずいぶんと近くに感じられる。まるで自分がそこに溶け込んでいくかのようだ。


    　風景がゆっくりと回転する。時間の流れがずいぶんと遅い。飛び散るガラスの破片や、膨ふくれ上がっていく赤い炎までもが、スローモーションのようにはっきりと認識できる。


    　視界の先に、奴やつの姿が見えた。


    　いつの間まに移動したのだろうか。斗和が飛んでいく先の、駐車場のアスファルトの上で、無事なほうの左目をぐにゃりと歪ゆがめ、歓喜の表情を浮かべている。


    （そうか）


    　斗和の意識が現状を理解する。


    （俺おれは負けたんだな──）


    　猫ねこ蜘ぐ蛛もの機転により、斗和の作戦は呆あつ気けなく打ち破られた。奴を倒すための唯ゆい一いつの機会を永遠に逃のがしてしまったのだ。爆風に吹き飛ばされ、ボロ雑ぞう巾きんのように空を舞うだけの斗和に、反撃の術すべはない。したり顔で待ちかまえている猫の化け物に、喰くい殺されるだけだ。


    　斗和は静かに目を閉じる。


    　万ばん策さくは尽きた。もはや、諦あきらめるしかない。


    『斗和、斗和。人にはね、できないことが多々ある。だけどそれは、恥ずかしいことでも悪いことでもないんだよ』


    　走そう馬ま燈とうのように、師匠の言葉を思い出した。


    『だからこそ、諦めるときは両目を見開くんだ。見て、観みて。世界の隅すみ々ずみまで観察するんだ。目を閉じて行おこなう諦めは、単なる逃避でしかない。諦めとは、精神が選んだ選択肢の一つ。世界が選んだ結果でも、元来君がたどるべき道とも違う。それでも君は目を閉じ続けるのかい？　手を伸ばせば、すぐそこに希望はあるというのに。それに気づきもしないで──。この世は絶対で構成されている。だからこそ、この世に絶対はないんだよ』


    　そうだ、と斗和は思った。


    　師匠の言葉は正しい。逃避と諦あきらめはまったく違うものだ。


    　斗と和わは目を開ける。


    　音のない世界、灰色の空が広がる下で、それを見る。斗和と同じ軌き道どうで宙を舞い、まるで自分を使ってくれとアピールするかのように、寄り添っている。


    　斗和は右手を伸ばそうとした。だが、それが叶かなわないことを知る。斗和の右手は、肘ひじから先が消失していたのだ。痛みはまったくなかった。


    　回転に合わせて、今度は左手を伸ばすが、わずかな差でそれに届かない。


    　景色が再び、流る転てんする。


    　アスファルトの上の猫ねこ蜘ぐ蛛もが口を開き、地獄の入り口を彷ほう彿ふつとさせるような口こう腔こうを見せつけてくる。このまま落下してきた斗和を、喰くい殺すつもりなのだ。卓たく二じと同じように──。


    　刹せつ那な、灼やけるような怒りが脳の神経を焦こがしはじめた。全身の筋肉に力が漲みなぎっていくのを感じる。


    「うおおおおおおおおおおおおおォォォッッ!!」


    　斗和は雄お叫たけびをあげ、腹筋にありったけの力を込めた。両りよう膝ひざを引き寄せ、左腕も体に密着させる。自由の利かぬ空中において、唯ゆい一いつ肉体を制御するための方法。全身の筋きん繊せん維いがびちびちと音を立て、死の運命に抗あらがおうとする。


    　手足を押し縮めたおかげで空気抵抗が変わり、斗和の軌道が修正される。さらには肉体が回転する速度も増す。耳じ朶だに風の感触が甦よみがえってきた。


    　猫蜘蛛は巨大だ。それ故ゆえに小回りが利かず、斗和の微妙な軌道修正に、顔だけ動かして追い縋すがろうとする。


    「とっ、どっ、けぇえええええええええッッ!!」


    　斗和は一気に体を解放した。全身をありったけの力で伸ばしきり、回転する勢いをそのままに、右足の踵かかとの先端に全威力を集中させる。


    　鞭むちのようにしなりながら振り下ろされる踵落とし。その先端は、猫蜘蛛の巨大な口を飛び越え、奴やつの鼻先へと突き刺さった。


    　踵落としを鼻先に食らった猫蜘蛛は、その威力に押されるようにして口を閉じ、顔をしかめる。その一瞬だけ鼻先が下がり、縦に回転する斗和の体の重心が移動する。後ろから前へ、押し出されるように体が直立姿勢になる。


    　その即席の足場の上に、斗和は両足を着地させ、次の行動の準備をする。そして猫蜘蛛が不快なモノを振り払うように、顔を上に振ったタイミングで跳躍した。


    　左手でそいつを掴つかみ取る。その衝撃で瓶びんに亀き裂れつが走った。


    　猫蜘蛛を倒す目的で、ジャージのポケットに入れておいた毒薬。錯さく体たい実験などで使用するため、大抵の高校で目にすることのある薬品。わずか小こ匙さじ一杯で人間を死に至らしめる猛毒。だが真に恐るべきは、その貪どん欲よくなまでの反応の強さである。〝酸〟と名のつくものであれば、どんなモノとでも反応してしまう凶暴で危険極まりない薬品。


    　硫りゆう酸さんをはじめ、塩酸、酢さく酸さん、リン酸、炭酸、そして、──胃酸。


    　酸と劇的に反応したこの薬品は、有毒のシアン化水素を大量に発生させ、ヘモグロビンの中の鉄分と結合し、酸素の運搬を阻そ害がいする。全身の至るところで酸欠になった細胞は、どろどろに腐って死し滅めつしていき、何億もの細胞たちのあげる怨えん嗟さの悲鳴が、想像を絶する苦痛となって襲おそってくるのだ。


    　この毒薬に冒された生き物は、地獄の苦しみを味わいながら、抵抗虚むなしく絶命するしかない。まさに残ざん虐ぎやくにして極ごく悪あく非ひ道どうな毒薬。死体からは、ほんのりとアーモンドの香りがするという。


    　シアン化ナトリウム。別の名を、──青せい酸さんソーダという。


    「これが俺おれのっ、代わりだああああああああああああああッッッ!!」


    　斗と和わは空中に浮いたまま、目の前に広がる猫ねこ蜘ぐ蛛もの口の中へ青酸ソーダを投げ入れる。


    　続いて激しい衝撃。硬いアスファルトの上に衝突したのだ。痺しびれるような痛みが全身を駆かけ巡る。もはや自分でも、どこが痛いのかわからない。転がるようにして距離をとり、ほとんど感覚のない体を持ち上げて、斗和は猫蜘蛛の様子を窺うかがった。


    　斗和の姿を一瞬見失ってしまったのだろう、猫蜘蛛はきょろきょろと虚こ空くうに視線を這はわせていた。やがて、目の前のアスファルトに転がる斗和を見つけると、低い唸うなり声をあげてくる。


    　その動きに変化はない。


    　毒は効かなかったのだ。


    　そう諦あきらめかけた瞬間、──猫蜘蛛の様子が豹ひよう変へんした。


    「アギャッ、グッ、ウゥゥニャアアアアッッ！」


    　痰たんを吐き出すときのような奇っ怪な声をあげ、七本の脚が歪いびつなダンスを踊りはじめる。奴やつの全身が激しく痙けい攣れんすると同時に、表情が苦しげなものに変わり、片方しかない目が白目を剥むいた。口角からは泡があふれ出し、糸の切れた操あやつり人形みたいにアスファルトの上に崩れ落ちる。


    　痙攣が断続的に続き、苦しげな声が絶えず漏もれる。


    　やがて、それらも弱くなり、猫蜘蛛はぴくりとも動かなくなった。


    　虚うつろな眼めが半分以上目ま蓋ぶたの裏に隠れ、充血した白目をさらけ出している。泡がこびりついて汚きたなくなった口元からは、薄くて長い舌がだらりと垂れ落ちていた。


    　斗和は荒い呼吸のまま、呆ぼう然ぜんとそれを眺めていた。


    　猫蜘蛛は動かない。──倒したのだ。


    　そう認識した瞬間、斗和は不思議な感覚が湧わき上がってくるのを感じた。達成感と喪そう失しつ感かんがない交ぜになって、放心したような空白の精神。全身に焼けるような痛みが甦よみがえってくる。


    　正座のような格好のまま、斗和は力なく空を見上げる。


    　死ぬほど喜びたいはずなのに、今にも泣きそうになっているはずなのに、目を閉じても涙が流れてはこなかった。


    「斗と和わくんッ！」


    　彼女の鋭するどい声が聞こえてくる。


    　斗和は泣き出せない表情のまま、そちらを振り返った。管理棟前の正面玄関、そこから階段を下りてくる操みさおの姿があった。


    　斗和はちらりと猫ねこ蜘ぐ蛛もの亡なき骸がらを見やると、彼女のほうへと移動する。体のダメージは深刻だったが、なんとか歩くことはできた。駐車場を通り抜け、庭園横の通路で彼女と合流する。


    　操は涙を溜ためた表情のまま、松まつ葉ば杖づえを放り投げ、斗和を抱き締めてきた。


    「よかった。あなたが無事で、本当に……よかった」


    「そこまで無事じゃないですよ」


    　斗和は軽口を叩たたいたつもりだったが、操は神妙な面おも持もちで、改めて斗和の姿を眺めてくる。どうやら、軽く受け流せる姿でもなかったらしい。


    　斗和の服はところどころ焼け焦こげ、または切り裂け、ズタボロになっていた。当然服の下の肉体も無事ではなく、裂傷と火傷やけどによって痛々しい姿となっている。右腕は肘ひじの先から喪そう失しつしており、麻ま痺ひしたような鈍にぶい痛みを感じていた。


    「そうね。ごめんなさい。こんなに傷ついて……」


    　言って、操が斗和の頭を抱き締める。顔に感じる彼女の胸の感触はとても気持ちよく、痛みが和らいでいくようだ。


    「操先輩。俺おれ、やりましたよ。……キタジの、みんなの仇かたきを取りました」


    「ええ、ええ」操が濡ぬれた声で答える。「偉いわ、斗和くん。本当によくやったわ」


    　そしてしばらく温もりを感じ合ったあと、操は自分の替え用にと持ち歩いていた包帯で、斗和の右腕の止血をはじめた。


    「……青あお葉ばと小こ島じま先輩にも、早くこのことを伝えましょう」


    　右腕の圧迫止血が済むのを待って、斗和は静かに告げた。なんとなくだが、言い出しにくい空気を感じていたのだ。やはりというか、操は気まずそうに視線を逸そらす。


    「……残念だけど、小島くんは亡くなったわ。包丁で滅めつ多た刺ざしにされた彼の死体を見つけたの」


    「まさか……」


    　それだけで斗和は察する。猫蜘蛛やペタペタが包丁を使うはずがない。


    「ええ。青葉さんがやったんだと思う。私も襲おそわれかけて……、あら？」


    「どうしたんですか？」


    「いえ、私どうやって逃のがれることができたのかしら？　青葉さんに追われて階段から転げ落ちたところまでは覚えているの。とにかく気がついたら、廊下に仰あお向むけになっていて……」


    　困惑したように首を捻ひねる操を眺めながら、斗和は萌も由ゆ里りのことを考えていた。


    　彼女が小島を殺した理由はなんだろう？　もしかしたら、寧ね々ね音ねにしたようなことを萌由里にしようとして、その正当防衛の結果かもしれない。だが、そうじゃないとしたら？　やはり寧ね々ね音ねは自殺などではなく──。


    　それ以前に、殺人を犯してしまった萌も由ゆ里りは、果たして日常の世界へ、再び戻ってくることができるのだろうか。


    「斗と和わくんッ！」


    　悲鳴にも似た操みさおの叫びが、斗和の思考を中断させる。


    　背後から何かが急速に迫ってくる感覚。直感が危険を感じ、氷柱つららで貫つらぬかれたような戦せん慄りつが脊せき髄ずいを駆かけ上がる。


    　振り向こうとした斗和は次の瞬間、バチッ、という音と共に、赤い稲いな妻ずまを見たような気がした。操から自分の体が急速に離れていく。彼女に跳ね飛ばされたのだ。


    　そして、倒れ込んだ斗和の視界を覆おおうようにして、巨大な何かが飛ひ翔しようしてきた。


    「きゃあああああああああああッッッ!!」


    　操の悲鳴が、空を引き裂く。


    「……馬ば鹿か、な」


    　斗和は絶望の眼まな差ざしで、それを見上げていた。


    　銀の渦巻き模様シルバークラシツクタビーの毛に覆われた巨大な猫ねこ蜘ぐ蛛もの頭部。生首だけとなった奴やつの口が操をくわえ、自在に空を飛翔していたのだ。


    　その姿はまさに、首を切り落とされてなお、生首だけで日本中を飛びまわったという平たいらの将まさ門かどの怨おん霊りようを彷ほう彿ふつとさせる。だが、生首だけとなった物体が宙を飛びまわることなど、物理的にありえない。この世ならざる物理法則フイジカルアート。


    　つまりは異能の力。おそらくは死ぬことが発動条件。猫蜘蛛の隠されていた異能力は、死後生首だけの怨霊となって飛翔し、復ふく讐しゆうを果たすことだったのだ。


    「操先輩ッ！」


    　猫蜘蛛の生首は、一度管理棟の屋上よりも高く舞い上がり、ジェットコースターのように急降下して、庭園の外周を飛翔する。奴の[image: ]きばは、操の体に深く食い込んでいるようで、鮮せん血けつが雨のように降り注いでいる。いつ噛かみ切られて、彼女の半身が無む惨ざんにばら撒まかれるか、わかったものではない。


    「くそぉおおおっ！　操先輩を放せぇえええええッッ!!」


    　刹せつ那な、異変が起こる。


    　突とつ如じよとして真っ赤かな雷らい光こうが馳はせ、猫蜘蛛を襲おそったのだ。当然、一緒にいる操も無事では済まない。


    　──いや。


    　斗和は、操の体が真しん紅くの光を放つオーラに包まれているのを見る。それは寧々音が異能力を発動させたときの姿を、否いや応おうなしに想起させた。


    「──ぁあっ、アアアアアアアアアアアアッッ!!」


    　操みさおの雄お叫たけびと共に、再び稲いな妻ずまがほとばしる。真しん紅くの稲妻。操の瞳ひとみと同じ色。


    　その一撃で猫ねこ蜘ぐ蛛もの左目は破裂し、銀色の毛並みが一瞬にして焼け焦こげた。堪こらえ切れず絶叫した猫蜘蛛は、口にくわえていた操を落としてしまう。高さは数メートルほど。どさりと肉の落ちる鈍にぶい嫌な音が、斗と和わの耳にも届く。


    　鋭するどい歯により致命傷を負い、受け身もとれずに転落した操は、ぴくりとも動くことはなかった。全身血ち塗まみれで、生存は絶望的かもしれない。


    「うにゃああああああッッ！」


    　猫蜘蛛の生首が勝ち鬨どきをあげる。おそらくは嗅きゆう覚かくで判断したのだろう。両目を失ったはずの生首は、まっすぐに斗和へと襲おそいかかってきた。土ど壇たん場ばで異能力に目覚めた操だったが、猫蜘蛛を倒すには至らなかったのだ。


    （くそっ、くそっ！）


    　斗和は怒りで意識が沸ふつ騰とうしそうだった。だが気持ちだけで、脆ぜい弱じやくな自分には戦う術すべはない。それどころか、奴やつの攻撃をかわすだけの体力すら残されてはいなかった。


    　斗和は反射的に、ベルトに差してあったナイフを取り出した。これでどうにかなるとは思わない。いや、そんなことはどうでもよかった。ただ、奴にこれを突き立ててやる。それしか考えられなかった。


    「うおおおおおおおおおおォォッッ！」


    　傍かたわらのベンチを踏み台にして、ジャンプする。


    　激しい衝撃。猛烈な勢いで突撃してきた猫蜘蛛と接触する。


    　轟ごう音おんが耳元を駆かけ抜けていく。全身に凄すさまじい圧力がかかり、爆発により壊れかけた肉体に深刻なダメージを与えてくる。


    　斗和は猫蜘蛛の鼻頭に、ナイフを突き立てることに成功していた。


    　両方の足の裏には、奴の歯が突き刺さっている。体を支えるため、咄とつ嗟さに足場を確保した結果だ。斗和の体は猫蜘蛛の口先に貼はりつくような格好で、空中を突き進んでいた。


    　両目が潰つぶされたせいで視覚的に状況を理解できないのか、猫蜘蛛はまるで目の前に吊つるされた人にん参じんを追いかける馬のように、一向に距離が縮まることのない斗和を追い続けている。もしも奴が急な方向転換を行おこなえば、斗和はあっさり振り落とされてしまうだろう。けれども猫蜘蛛は愚ぐ直ちよくにも、斗和に向かって直線的に突き進んでいた。


    　斗和の匂においをやや左側に感じるのか、猫蜘蛛は大きく反時計回りとなる軌き道どうで、学校の敷地内を飛びまわる。


    　いまだ黒煙を吐き続ける理科棟の横を通り過ぎ、萌も由ゆ里りと待ち合わせたセミナーハウスの上を駆け抜ける。次に猫蜘蛛の巣がある新体育館の上を通り、点々と死体が転がる運動場で大きな半円を描えがき、校舎方向へ戻っていく。籠ろう城じようをしていた図書館、血ち塗まみれになってぴくりとも動かない操がいる庭園の上を飛ひ翔しようし、再び周回に入った。


    　卓たく二じの遺体がある工事中の建物の上、初めて猫ねこ蜘ぐ蛛もに襲おそわれた歩道の上を飛び、再び運動場で半円を描くと、この惨さん劇げきがはじまってからずいぶんと長い時間を過ごしたはずの校舎──寧ね々ね音ねの遺体が静かに眠るそこを、一瞬にして飛び越した。正面玄関を過ぎたあたりで、猫蜘蛛は急速に降下をはじめる。


    　風の気配が変わった。


    　代わりに襲ってきたのは、押さえ込まれた空気の流れと、背中を叩たたく木々の感触。


    　猫蜘蛛は庭園に生える雑ぞう木き林ばやしの中へと突っ込んだのだ。斗と和わは立て続けに背中を殴おう打だされ、連続して意識を刈り取られていく。激痛を超えた遙はるかにやばい刺激が、致命的な何かを破壊する。


    　力が抜け落ち、ナイフを握りしめていた斗和の手はあっさりと離れてしまう。


    　斗和の肉体は枝を折り、葉のカーテンを押し退のけ、ついには雑木林を突き抜けて、再びアスファルトの上に放り出された。


    （や、ば……い）


    　かろうじて意識はあった。


    　全身が焼けるような熱を持ち、まるで金縛りにあったときのように体が重く、他人の体に首だけ縫ぬいつけられているみたいに、ぴくりとも体を動かすことができない。今、猫蜘蛛に襲われれば、あっさりと喰くい殺されてしまうだろう。斗和は仰あお向むけの状態から、唯ゆい一いつ動かすことのできる首を持ち上げて、猫蜘蛛の姿を捜した。


    　──奴やつは、すぐ目の前にいた。


    　だが、猫蜘蛛が襲ってくることはなかった。折れた極太の木の枝が、奴の右目を貫つらぬき、深々と突き刺さっている。おそらく、脳まで届く一撃。


    　猫蜘蛛はだらしなく舌を垂らしたまま、──今度こそ絶命していた。


    　斗和は何も思わなかった。


    　何も感じることができなかった。ただただ空くう虚きよな感慨が心を麻ま痺ひさせている。戦いには勝ったが、失ったものはそれ以上に大きい。いったい、なんのために勝利したのか、それすらもわからない。


    　ふいに熱いものが込み上げてきて、斗和の目から一筋の涙が流れ落ちる。


    　コツ、コツ。


    　硬いアスファルトを通じて、誰が近づいてくる気配を感じた。斗和は虚うつろな目で彼女の姿を見る。


    「みんな、死んじゃったね」


    　萌も由ゆ里りがどこか悟ったような声で言った。


    「青あお葉ば……」


    　ああ、そうだ。と斗和は思った。


    　まだ、彼女は生きていたのだ。その事実が、斗と和わを勇気づける。


    　萌も由ゆ里りは自分の恋人だ。大切な人を護まもり通すことができた。その事実があれば、すべてが報むくわれるような気がした。まだ精神の均きん衡こうを保つことができる。


    「化け物をすべて倒すことができたら、この場所から抜け出せる。斗和くん、そう言ってたよね？　だけど……違ったね」


    　彼女の言葉の意味はすぐに理解できた。空はいまだ薄い雲が覆おおっており、曇どん天てんのように淡い光が降り注いでいる。今はもう午前三時過ぎ。夜や闇あんに覆われた世界こそが正常なのだ。


    　なんとなく気づいていた。けれども考えないようにしていた。


    　この世界は、自分たちの知っている世界ではない。『漂流教室』のように学校ごと異次元の世界へ切り取られ、外界と隔かく離りされてしまったのだ。斗和たちは元の世界に戻ることもできず、孤独に彷徨さまよい続ける運命にある。


    　萌由里のすっと伸びた、やや操みさおよりも肉付きのよい足が、斗和の体を跨またいだ。


    「青あお葉ば……？」


    　スカートの丈は短いため、太ふと股ももの奥に隠れたショーツが丸見えになっている。けれども彼女はそれを隠す素そ振ぶりも、恥ずかしがる素振りも見せない。


    　ざわり、と何か不気味なものを感じた。


    「無意味だったんだよ。何もかも……」


    　萌由里が腰を下ろす。斗和の上に馬乗りになり、太股と下腹部で斗和の下半身を固定する。


    「この世界からは逃げ出せない。そして助けも来ない。だって、そうでしょ？　ここは私たちが知っている世界じゃないんだよ？」


    　彼女の独り言のような口く調ちようは、斗和の精神に深く染みていく。


    「全部、無意味なんだよ。必死に逃げ回ることも、頑張って化け物を倒したことも。どうせ私たちが死ぬ運命は変えられない。一いつ生しよう懸けん命めい生き残る努力をしたって、苦しみが延びるだけ」


    　萌由里の腕が、破けたジャージの前を開き、破れかけたシャツを引き裂いて、斗和の引き締まった胸をはだけさせる。


    「ねぇ、斗和くん。一緒に、死のう？　もう、無理に生きてても仕方ないよね？　苦しくってつらくって、不安だけしかない世界。誰も助けてくれない孤独で冷たい世界。だからせめて、死ぬときは一緒に……。そうでしょ？　斗和くん。こんな世界に生きてても意味ないよね？」


    　萌由里の手が、斗和の首に伸びる。


    　そうだ、と斗和は思った。


    　人生に、苦しくつらいことしかないのなら、不安で将来に希望が持てないのなら、生きる理由なんてない。存在の意味レゾンデートルは消しよう滅めつする。このまま死んだほうが幸福ならば、どうしてそれを選んだらいけないのか。


    （死のう……）


    　そう思った。


    　萌も由ゆ里りと共に死ねるのなら、この訳がわからない、冷たい世界の唯ゆい一いつの救いだ。


    （このまま、痛みも知らないまま、……死んでしまいたい）


    　斗と和わは静かに、目を閉じる。


    



    　……。


    



    　…………。


    



    　歌が、聞こえてきた。


    　遠い昔、どこかで聞いたことのある声──。


    　包み込むような温もりと、すべてが許されたような安らぎに満たされている。


    　──ねえ、聞いて。


    （誰、……だ？）


    　斗和は尋ねていた。


    　師匠ではない。それは女性の声。懐なつかしくもあり、愛いとおしくもある、心が洗われるような、優しい声だった。


    　──この世界は、つらくて悲しいことばかりかもしれない。痛くて苦しいだけかもしれない。明日あしたには世界が滅ほろびて、孤独が待っているだけかもしれない。


    　──だけど、聞いて。これは私の願い。私の祈り。


    　私は、あなたに生きてほしい。私の力ではあなたを護まもってあげることも、苦しみから救ってあげることもできないかもしれない。


    　それでも、私は祈っている。


    　生きて、生きて、生きて──。


    　あなたには名前がある。それは望まれた証あかし。私の想おもい。絶望さえも覆くつがえす奇跡の名。


    　あなたの真マ名ナは──。


    



    　ドクン。


    



    　心臓が大きく跳ねる。


    　急激に血流が上がり、意識がクリアになっていく。


    



    　ドクン、ドクン。


    



    　熱いエネルギーの塊かたまりが突とつ如じよとして生まれ、閉じかけていた精神の回路を押し広げていく。気力が全身に満ちて、痛みまでもが甦よみがえってきた。肉体の痛みは、生の苦しみ。だが、不思議と心が満たされていく。


    　自分のどこにそんな力があったのかと驚くほどに、〝生きること〟、ただ、それを為なすためだけに精神が収しゆう束そくしていく。


    　斗と和わは目を見開いた。


    　瑠る璃り色の髪が、天てん蓋がいを覆おおい尽くしている。その瑠璃色に埋もれている萌も由ゆ里りの顔の奥、菫すみれ色の瞳ひとみが、妖しげな光を放っていた。


    　絶望でもない、悲しみでもない。ましてや頭がおかしくなった人間の目でもない。


    　あれは、愉ゆ悦えつの光だ。明確な意志と目的を持った、外敵の瞳め。


    　違和感が加速する。


    　萌由里の服には血が付いていた。彼女のものではない。他人の血ち飛沫しぶき。


    　操みさおの言葉が甦る。小こ島じまを殺した犯人。


    　斗和の直感が告げる。寧ね々ね音ねを殺した犯人。


    　そこには動機がありそうで、その実、空くう虚きよな理由しかなかった。


    　違和感が具体性を持って見えてくる。


    　ズタボロになった自分と比べ、彼女の姿はあまりにもきれいだ。それは美しいという意味ではない。まるで、ずっとこの惨さん劇げきの外にいたかのように、その精神に疲ひ弊へいは感じられない。


    　そして萌由里らしくない、少なくとも斗和の知る彼女からは考えにくい言げん動どう。責めるわけではないが、彼女の言動は常に、斗和たちを危険なほうへと導みちびくものではなかったか。


    　記憶が逆流していく。彼女に違和感を覚えはじめたのはいつか。


    　そして斗和の記憶は、セミナーハウスの裏で地面に横たわる青あお葉ば萌由里の姿を思い出す。口から流れ落ちる血。地面に広がる瑠璃色の髪。


    　女子更衣室での行為のあと、寧々音がそっと打ち明けてくれた。萌由里が寧々音のことを嫌っていること、寧々音がそう思った根こん拠きよを──。今思えばセミナーハウスで話をしたとき、すでに呼び名は「寧々音」になっていなかったか。


    　その後、萌由里を連れて校舎へ向かった際、男子生徒がこちらを見て逃げ出した。あのとき自分は、頭上を通る化け物の気配を感じたはずだ。だが、そんなものは見かけなかった。


    　猫ねこ蜘ぐ蛛も、ペタペタ、ぬしゃぼっち。唯ゆい一いつ、頭上を飛ひ翔しようしそうなのは猫蜘蛛だったが、奴やつはすぐに別の方向からやってきた。それに気配の大きさが違う。そこにいたのは、萌由里だけだ。


    　──まさか？


    　嫌な予感が加速していく。


    　見たくないという現実逃避と、見なければやばいという本能の警鐘がせめぎ合う。


    「どうしたの？　斗和くん」


    　彼女が訝いぶかしげに尋ねてくる。


    　そうだ、と斗と和わは思った。あのときは萌も由ゆ里りに痛みを与えた直後に、化け物の気配を感じたはずだ。ならば──。


    　斗和は左腕に力を入れる。神経が切れたように腕に反応はない。だが──。


    「う、ご、けぇえええええッ！」


    　斗和は気力を振り絞って、左腕に命令を下す。果たして石になってしまったかのような左腕は動き、斗和の意志どおりに萌由里の顔を殴りつけた。


    「痛ッ！」


    　萌由里が悲鳴をあげる。反射的に横を向き、瑠る璃り色の髪が裾すそ野のを広げた。殴られた頬ほおを手で覆おおった彼女の表情は窺うかがえない。


    　杞き憂ゆうであれ、と思った。


    　自分の単なる思い過ごしであってほしいと願った。


    　そして、彼女が正面を向く。


    「斗和くん、……酷ひどいよ」


    　斗和は息を呑のんだ。


    「嘘うそ……だろ？」


    　思わず呟つぶやいていた。涙があふれてくる。


    　そこにいたのは、青あお葉ば萌由里ではなかった。


    　そしてそれは、とある絶望的な事実を突きつけてくる。


    　萌由里はもう──。


    「そんな……くそっ！　くそぉおおおおおおおオオオオオッッッ!!」


    　悲しみと怒り、哀あい絶ぜつと憤激がない交ぜになって、気管を激しく揺ゆさ振った。


    「ばれちゃったね」


    　化け物が楽しそうに言う。


    　体は萌由里そのものだ。長い瑠璃色の髪は瑞みず々みずしく、細めのすらりとした体つきに、丸みを帯びた手足。


    　けれども彼女の首から上は、斗和の気持ちを嘲あざ笑わらうかのように、見るも無む惨ざんな姿となっていた。それと同時に、こいつがなんの化け物なのかも、斗和は瞬時に理解する。


    　レウコクロリディウム。


    　カタツムリに寄生して、脳をコントロールする寄生虫。


    　こいつは、その化け物版。人間に寄生するのだ。


    　太さはナマコ程度。真っ白で芋いも虫むしのような縦長の体たい躯くは、大きく開かれたままの萌由里の口から伸びている。その先端には人の顔──萌由里そっくりの造形を持つ顔が貼はりついていた。けれども個人色カラーが違う。瞳ひとみの色は金で白目の部分は真っ黒だ。髪の毛の代わりに、十センチ程度の真っ白な触しよく手しゆが蠢うごめいている。


    　奴やつの体は萌も由ゆ里りの頭に広く寄生しているのか、耳と鼻の穴、そして両目から、奴の触手のような体の一部が飛び出している。うねうねと動く様は、穴の開いた蛸たこ壺つぼから出る蛸の足のようにも思えた。


    　萌由里のおぞましい姿は、斗と和わの正気を破壊するに十分なものだった。


    「貴き様さまッ！　青あお葉ばをっ、青葉をどうしたああああああッッ！」


    　萌由里の顔を模した真っ白な化け物の顔が、にやりと愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ、口を開く。口の中も白目と同じで真っ黒だ。


    「斗和くん、何言ってるの？　私はここにいるよ？」


    　化け物が、萌由里の声で答える。


    「貴様は青葉じゃないッ！　返せっ、青葉を返せえええッ！」


    　斗和は必死になって、馬乗りになっている化け物をどかそうとするが、神経に致命的なダメージを受けている体は、もはやぴくりとも動かない。


    「私は青葉萌由里だよ。ただ単に、死んでるってだけで。ちなみにもう気づいているよね？　斗和くんとセミナーハウスの裏で会ったとき、私はあのときすでに、殺されていたんだよ」


    「そんなっ……。くそっ、貴様ッ、殺すッ！　殺すゥウウウッ!!」


    　激しい感情が湧わき上がってくる。半ば予想していた答えだったが、わずかな希望に縋すがりついている自分がいた。その可能性すらも、奴は無む惨ざんに打ち砕いてきたのだ。


    「何を怒ってるの？　別に構わないよね？　だって、体も記憶もそのままなんだから。他人が人を認識するのは、その二つだけだよ。だから斗和くんも寧ね々ね音ねもずっと気づかなかった。魂たましいがあるかないかなんて、どうでもいい証しよう拠こだよ」


    「──違うッ！　少なくとも赤あか峰みねは違和感に気づいていた。青葉がネネって呼ばないことをずっと気にしていたんだッ！」


    「ああ、道理で呼び名が二つあったわけか」突とつ如じよ、化け物の声の感じが変わった。粗暴で品のないしゃべり方になる。「いやー、俺おれも迷ったんだぜ。〝ね〟の数なんて小さいこと、どうでもいいからさ。俺の能力尊厳を凌辱する快感ネクロマンサーは、魂プシユケを破壊して、精神プネウマを完全に乗っ取ることができるんだが、わずかながら記憶を破壊しちまうのが欠点でさ。俺の考えじゃ、記憶の一部が魂プシユケに刻まれていることの証明だと思うんだが、どうよ？　まあ、いい。しかし、しくじっちまったぜ。ネネのほうは単なるバグかと思っていたが、そっちも正解だったのか。そこの経緯が丸々消えてたんだな。やべー、やべー。まー、結果的にぶっ殺せたんだから、よしとしとくか」


    　化け物の態度の変化と訳のわからぬ単語に戸惑いながらも、斗和は聞き捨てならない事実を耳にする。一気に激情が襲おそってきた。


    「赤峰を殺したのは、貴様かアッ！」


    「おいおい、斗和くん。君って勘がいいのか馬ば鹿かなのか、どっちなんだよ？　考えるまでもねえだろ？　貫き届く刃の意志ブリユーナクを殺したのは俺おれだよ。当然じゃねえか。これでも苦労したんだぜ。俺は見てのとおりガテン系じゃねえからよ。肉体は萌も由ゆ里りちゃんなの。普通にやり合ったら死ぬっちゅーの。しかも、あれだ。寄生虫の性さがってやつで、痛みを感じると宿しゆく主しゆから飛び出しちまう。ドキドキもんさぁ。だから、しばらくはおとなしくしてたんだ。テメエらの中に、異能力者がいるだろうことは想定してたから。ま、多少は頑張ったさ。〝未み必ひつの故こ意い〟ってやつ？　途中誰かが死んでくれたら、ラッキーみたいな？　あれだな。テメエらが不利な状況になったのは、大抵俺の功こう績せきだと思ってくれていいぜ」


    　化け物がケラケラと笑う。その表情が萌由里そっくりで、斗と和わは腸はらわたが煮えくり返りそうだった。おそらく寧ね々ね音ねは、この化け物を萌由里だと信じ、安心して眠りについたのだろう。


    　寧々音の死に顔が甦よみがえる。安らかで決意に満ちた表情の奥には、大切な人を助けたいという熱い想おもいが秘められていたはずだ。


    　けれども、彼女の想いは無む惨ざんに散らされてしまった。騙だまし討ちという卑ひ怯きような手段で。さぞ無念だったことだろう。


    「くそっ、殺すっ！　殺してやるッ！」


    「斗和くん、キャラ変わった？　それ、負け犬の科白せりふなんだけど？　いや～、がっかりだわ～。マジ、幻げん滅めつなんすけど」


    「うるさい。貴き様さまは絶対に許さないッ！　殺す、殺すッッ！」


    「私は、──斗和くんのことが、好きです」


    　斗和はびくりと停止した。


    　それは萌由里の声であり、彼女の感情であり、けれども化け物によって、すでに殺されたあとの言葉。奴やつは萌由里の想いを、死者の魂たましいを弄もてあそんだのだ。


    「態度で示して、……ちゅ」


    　怒りのあまり硬直した斗和の下した唇くちびるに、調子に乗った化け物が真っ白な唇を押しつけてくる。そして、下げ卑びた笑みを見せつけながら、言った。


    「クッキャッキャッ！　なんて顔してんだよ。超受けるｗ。なになに？　そんなにショックだった。泣くの？　斗和くん男の子なのに泣いちゃうんだ？　クッキャッキャッ！」


    　許せない、と思った。


    　目の奥が熱くなり、破壊の衝動が神経を伝わって全身に流れていく。今すぐぶん殴ってやりたい。力の限り殴りつけて、コイツを粉々にぶっ潰つぶしてやりたい。ただ、それだけを思った。


    「なあ？　今どんな気持ち？　大好きだった女の子はとうの昔に殺されてて、テメエが真顔で『一番大切にする。きらん』とか言ってたのは、この俺！　俺だよ～ん。クッキャッキャッ！　若いって罪だわ～。テメエは結局、この体が目的だったんだな？　穴が開いてりゃ、魂があるかどうかなんて関係ないんだろ？　斗和くん、ひど～い」


    　斗和は唇くちびるを噛かみ締めた。歯が粘ねん膜まくを突き破る。


    　この化け物の言うとおり、自分は萌も由ゆ里りの魂たましいがとうに失われていたことに気づかず、間抜けにもコイツの告白を受け入れてしまった。それは萌由里の心を侮ぶ辱じよくしたことにほかならない。


    　愚おろかな自分。憎んでも憎み足りない。憎悪と自己嫌けん悪おと忸じく怩じたる思いが重なり、ふつふつと煮え滾たぎる怒りが湧わいてくる。


    「ねえ、斗と和わくん。──私を見て」


    　化け物が、再び萌由里の声で誘う。そして踊るように体をくねらせて、肩に掛けていた布袋を降ろし、ベストとリボンタイを捨て去ると、ブラウスのボタンを外しはじめる。


    「何をする。やめろッ！」


    　けれども化け物はやめない。ブラウスを脱ぎ去ると、今度はスカートのファスナーを開き、残りの布の部分を手で引き裂いて、スカートを脱ぎ捨てた。


    　白はく磁じのように白くきめ細やかな肌はだを、清潔感あふれるブラとショーツが覆おおっている。布地の面積は小さく、ほとんど裸はだかに近かった。引き締まったおなかのラインやくびれた腰、くっきりと覗のぞく鎖さ骨こつの線が、扇せん情じよう的てきに斗和の本能を刺激してくる。


    　だが、化け物が飛び出したままの醜みにくい顔が、冷水を浴びせかけたみたいに、斗和の理性を一気に引き戻す。


    「やめろ、化け物っ！　それは青あお葉ばの体だッ！」


    「クッキャッキャッ。嫌だね。これは俺おれの体さ。どうしようが俺の勝手。テメエが大好きだった萌由里ちゃんの肉体は文字どおりオ・レ・の・モ・ノ。いや、体だけじゃねえ。記憶も感情も全部俺のモノさ。隠しておきたかった秘密も見放題。クッキャッキャ。テメエが触りたくて仕方のなかった控えめな胸も、ほれこのとおり」


    　言うや、化け物は萌由里の手を使って、彼女の胸を包み込むようにして揉もみしだく。同時に腰も前後に動かしはじめた。


    「やっべー。これ、テメエの想像より膨ふくらんでるぞ。乳首のコリコリ感とかたまんね～」


    「やめろッ！」


    　斗和は必死に暴れようとするが、やはり体は動かない。首だけが嫌々をするように動くだけ。本当に情けない。あまりにも歯は痒がゆくて涙があふれてくる。


    　次に化け物は、左手は胸を揉みしだいたままで、右手をショーツの中へと差し入れてきた。


    「萌由里ちゃんの大切なところも、ほれ、こんなふうにイジっちゃう。知ってるか？　魂がなくとも肉体があれば、絶頂は感じられるんだぜ。クッキャッキャッ！」


    「やめろっ、やめてくれッ！　これ以上、青葉に酷ひどいことをしないでくれッ！」


    　ぴたりと、化け物の動きが止まった。


    「いいねぇ、その懇こん願がんするような表情。そうそう。テメエは下で俺が上だ。立場ってやつを理解しなきゃなぁ。なあ？　下なら下らしい、お願いの仕方ってもんがあるだろ？　さあ、言ってみろよ。そしたら、考えてやってもいいぜ」


    　──屈くつ辱じよくだと思った。


    　化け物に好きな女の子の体を嬲なぶられ、それを止めることすらできない。無力で弱くて情けなくて、懇こん願がんするしか彼女の尊そん厳げんを護まもることができない。だがそれで、萌も由ゆ里りを護ることができるのなら、どんな屈辱だって受け入れられると思った。震える声で、その科白せりふを口にする。


    「……お願いです。青あお葉ばに酷ひどいことをしないでください。俺おれはどうなっても構いません。どうか、お願いします」


    「くくく、キャッキャッキャッ！」


    　化け物が盛大に笑う。そして斗と和わの眼前に押し迫ってくると、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを見せつけて、こう言った。


    「い・や・だ・ね」


    　半ばわかっていたことだ。それでも、縋すがりつくしかなかった。結果、さらなる愉ゆ悦えつを相手に与えただけだ。激しい憎悪の炎が意識下で燃え盛り、忸じく怩じたる思いが胸を締めつける。


    　ふと斗和は、下腹部に温かい液体の感触を覚えた。全身の感覚は痺しびれたように鈍にぶくなっていたが、液体の流れる独特の感触と温もりだけは伝わってきた。


    「ああ、ごめん、ごめん。あんまりテメエがそそること言うもんで、お漏もらししちゃったぜ。大好きな斗和くんに、おしっこかけちゃった。どうだ？　興奮したか？」


    　──ギリッ！


    　奥歯が憤ふん怒ぬに軋きしんだ。視界が灼やけるようにスパークする。


    「殺してやるッ！」


    「クッキャッキャッ。残念だわ、斗和くん。テメエがそんな口だけ野や郎ろうだったなんてよ。〝殺す〟なんて言葉は、誰にだって吐けるんだよ。いや、違うな。そんなこと言う奴やつは、大抵弱っちい奴さ。負ける奴の科白さ。なあ、斗和くん」


    　化け物が斗和の唇くちびるを、萌由里の右の指先で塗りたくるように触ってくる。そして、にやりと口角を上げると、次の瞬間殴りつけてきた。女の腕力でも、動けない斗和にとっては、それなりの威力だ。口の中が切れ、ぬめりとした血の感触が広がっていく。


    「ほら、ほら、どうした？　殺してやるんだろ？　何かしてみろよ。できねえだろ？　テメエにできることは、しゃべることくらいさ。キャッキャッ！」


    　化け物が嬉き々きとして、殴りつけてくる。何度も何度も、萌由里の肉体を使し役えきして拳こぶしを振るってくる。かわすことのできない斗和は、殴られるままだ。


    　それでいい、と思った。


    　殴られるたびに、憎しみが膨ふくれあがってくる。痛みを感じるたびに、怒りが湧わき上がってくる。純粋な殺意だけが、斗和の思考を染め上げていく。ただ唯ゆい一いつ、それを成すためだけの獣けものとなる。もはや人であることに、なんの価値もない。


    　真っ白になった世界で、その意志だけが鮮せん烈りつに刻み込まれている。


    



    



    　　　　　　　　　　　　　殺　す


    



    



    　なんでもいい。どんな方法でもいい。とにかくコイツをぶっ殺してやりたい。


    　体中に殺意が充満する。


    　全身の筋肉という筋肉に殺意が染み渡り、けれどもそれが、もはや使い物にならないことを知って、己おのが願望を実現させる場所を求め荒れくるう。廻めぐり巡るたびに殺意という名の獣けものは力を増していき、斗と和わのすべてをどす黒く塗り替える。


    「キャッキャッ。どうした？　斗和くん。おとなしいじゃねえか？　もう死んじゃった？　なんか言ってみろ。それしかできないんだろ？　ほら、今どんな気持ちだ？」


    　化け物が問いかける。


    　斗和はぐったりしたまま、答えた。


    「────」


    「あ？　なんだって？　聞こえねえよ。クッキャッキャッ」


    　斗和はもう一度、その言葉を呟つぶやいた。


    「────」


    「だから、聞こえねえってッ！　ほれほれ、もっと大きな声で言ってみろよっ。キャッキャッ」


    　化け物が嘲あざけるように顔を近づけてくる。


    「……へ!?」


    　そして奴やつは、間抜けな声を漏もらした。
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    　斗と和わの中で増大され蓄ちく積せきされていった憎悪の感情は、顎あごの筋肉と同化し、激しく筋きん繊せん維いを収縮させる。歯を剥むき出し、あらん限り口を広げ、斗和は化け物の頭部に喰くらいつくッ!!


    「ぷぎゃッ！」


    　空気が漏もれたような悲鳴を散らす奴やつの首を、力任せに胴体から喰い千ち切ぎる。化け物の生温かい体液が飛び散るが、微み塵じんも気にならない。むしろ本能が満たされ血が滾たぎる思いだ。


    　──喰らう、喰らう、喰らう。


    　内から湧わき出る怒りに任せ、顎に力を込め、憎むべき敵の体をぐちゃぐちゃに噛かみ砕く。


    　原初の怒り。最古の武器。殺意の顕けん現げん。


    　多くの生物が生きる目的で、相手を喰らう目的で発達させてきた捕食器官。それは道具を持たない彼らにとって、最大の武器でもあった。


    　斗和は獣けものになった。


    　怒りくるい、憎悪に身を委ゆだねた一匹の獣。ならば、敵を喰い殺すのは道理。


    　化け物が人を喰い殺すのなら、人が化け物を喰い殺すのも、また自然界のルール。


    　斗和は本能の猛たけるがまま、獣の殺意のまま咀そ嚼しやくし、化け物を喰い殺した。


    　馬乗りになっていた萌も由ゆ里りの体が、ぐらりと揺ゆれる。


    　そのまま斗和の上へと倒れ込んできて、彼女の瑠る璃り色が一瞬、斗和の視界を覆おおい尽くす。抱き合うような格好のため、化け物に汚けがされた彼女の顔は見えない。


    　斗和は身動きの取れないまま、彼女の裸はだか同然の肌はだの感触を感じていた。彼女の体の温もりが、急速に失われていく。とうの昔に死んでいたはずの肉体が、本来の姿を取り戻そうとしているのだ。


    　──萌由里は、死んだ。


    　その事実を遅ればせながら、斗和は実感した。


    　じわりと涙があふれ出してくる。ずっとずっと堪こらえてきていた感情の渦が、この瞬間、ダムが決壊するみたいに勢いよく噴き出してくる。


    　青あお葉ば萌由里。斗和の好きだった女の子。彼女は死んだ。


    　赤あか峰みね寧ね々ね音ね。萌由里の親友。そして斗和の友人でもあった。彼女も死んだ。


    　木き茂も辺べ卓たく二じ。斗和の親友。彼も死んだ。


    　婦ふ設樂しだら操みさお。卓二の母親代わり。斗和の憧あこがれの友人。彼女もいない。


    　ほかにもたくさんの人がいて、出会いがあって、けれども、みんなみんな死んでしまった。いなくなってしまったのだ。


    　涙が止め処どなくあふれ出してくる。誰もいない世界で、斗和は激しく男泣きをした。


    　──そして、世界が崩ほう壊かいする。


    　空に亀き裂れつが走り、周囲を覆っていた見えない壁が、その存在を明らかにする。ひび割れていく世界。斗和は本能的に悟った。これから元の世界に戻るのだと。──だが、それがなんになる？


    　大切な人はもういない。多くの人が死に、悲しみだけが待ち受けている現実。そこに戻れたとして、いったいなんになるというのだ。


    　──師匠の言葉を思い出す。


    『斗と和わ、斗和。悲しみとはね。精神が加速した結果生まれた、バグのようなものさ。もしも、すべての生物がこの感情を持ったとしたら、世界は大変なことになる』


    「ししょー。どうして大変なことになるの？」


    『それはね、斗和。生物のおよそ九割は、ほかの生物の餌えさとなって死んでしまうからだよ。斗和だって、生きていくためにほかの生物を食べるだろ？　世界はね、死で満ちあふれている。だからこそ、生物は生を謳おう歌かすることができるんだ』


    （どうしてですか？　師匠）


    　斗和は師匠に問いかけた。


    　世界はすでに崩ほう壊かいし、虚きよ無むが周囲を覆おおっている。けれども頭上からは、穏やかな光の筋が伸びてきて、斗和の体を照らしている。


    （師匠。世界が死であふれていて、生物のほとんどが喰くい殺されるのなら、どうして俺おれたちは生きようと抗あらがうのですか？）


    　その光が出口であることは、本能的に理解できた。深海から水面に浮き上がるように、仰あお向むけのまま体が上昇していく。


    『大丈夫だよ、斗和。君には力がある。その力が目覚めれば、何も恐れることはない。どんなことが起こっても、必ず生き残ることができるんだ。仮に、大切な人がみんな死んでしまって、生きとし生けるすべての生命が滅ほろんでも、斗和だけは大丈夫。あるいはこの地ほ球しが滅び、宇宙が消しよう滅めつしたとしても、君だけはずっとずっと、たった独りだけ、死ぬことはない。だから心配はいらないよ、斗和。君だけは永と遠わに生き続けることができるのだから──』


    「どうしてですか？　師匠。どうして人は、こんな目に遭あってまで生きるんですか？　俺たちが生きる意味はなんですか？　教えてください、師匠ッ！　師匠ぉおおおおおおおおおッッ！」


    



    　そして、斗和の体は、眩まばゆい光に包まれた──。


    



    　意識が急速に覚かく醒せいする。


    　視界に飛び込んできたのは、見慣れた教室の風景。


    　斗和は呆ぼう然ぜんとあたりを見まわし、そこが自分の教室であることを理解した。


    　頭が混乱する。さっきまで駐車場にいたはずなのに、どうしてここにいるのか？


    　斗和はふと、自分が携帯電話を手に持っていることに気づく。ディスプレイには、寧ね々ね音ね宛あてのメール。図書館には行けないという趣旨の文が書いてあった。


    「……まさか」


    　呟つぶやいて斗と和わは、もう一度周囲を見渡す。窓の外からは穏やかな日差しが降り注いでいた。そこから見える木々は、青々とした葉を広げて、太陽の光を反射させている。遠くからは車の走る音。そして、うまく言葉にできないが、密閉されたのとは違う、空気の流れを肌はだが感じとっていた。


    　時間を確認すると、午後四時二十三分。時間が戻っている。


    　いや、もっと早く気づくべきことがあった。爆発で全身に酷ひどい怪け我がを負っていたはずの自分の肉体に、傷一つないのだ。当然、右腕もつながったままだ。


    　そこから導みちびき出される結論は一つ。


    「夢、……なのか？」


    　そう、化け物に喰くい殺されるという惨さん劇げきは、すべて夢だったのだ。立ったまま見ていた真夏の白はく昼ちゆう夢む。あの出来事は現実ではなかった。


    　けれども斗和は、そこはかとない不安を感じていた。寧ね々ね音ね宛あてのメールを消して、そのまま寧々音に電話をかけてみる。コール音が続く。カチャ、という切り替わりの音。


    「もしもし、赤あか峰みねか？」


    　けれども携帯電話から聞こえてきたのは、留守番電話サービスの案内だった。


    　焦しよう燥そう感かんが募つのる。
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    　今度は、萌も由ゆ里りに電話してみた。けれども結果は同じ。


    　悪い予感がする。何かおぞましい感覚。そういえば、と斗と和わは思った。人の姿をまったく見かけない。まるでここには、自分一人だけしか存在しないかのように──。


    　次に卓たく二じに電話をかけようとして、異変が起こる。


    　誰からか、電話がかかってきたのだ。ディスプレイを見ると、そこに表示されていたのは、婦ふ設樂しだら操みさおの名前だった。死んだはずの彼女からの電話。


    「もしもし、斗和くん。無事なのっ？　今どこにいるのッ？」


    　それは確かに操の声。


    　彼女は生きていた。自分は孤独ではなかったのだ。思わず、温かいものが込み上げてくる。


    　操が無事ならば、きっとほかの人たちも無事なはずだ。


    　萌由里に寧ね々ね音ね、それに卓二。みんなみんな生きている。いつもとなんら変わらない日常が、これからも続いていくのだ。


    「はい。無事です。操先輩も大丈夫なんですね？」


    　「私は大丈夫よ。辛うじて意識はあったの。おそらく、そういうことなのよっ！　でも、稲いな賀がくんがッ──」


    　操の悲痛な声。


    　不吉な予感がぎゅっと心臓を締めつけてくる。漠然とした不安が、頭ず蓋がいに重くのし掛かる。何かよくないことが起きているのだと、それがはっきりと理解できた。


    　彼女は言った。辛うじて意識があったと。それが意味することはなんだろう？


    　おそらく操は生きていたのだ。最後の瞬間、見えない壁が消滅するまで。


    　じゃあ、最後まで生き残っていなかった人たちは、どうなってしまったのか？


    「とにかく私は音楽室に向かうわ。そこに卓二がいるっ！」


    　ショックを受ける斗和を突き放すように、操が一方的に通話を切る。


    　心臓が早はや鐘がねを打つ。呼吸が苦しくなって、体の中心にもたれたような不快感がある。このまま、腹の中のモノをぶちまけたい気分だった。


    「────ッ！」


    　ふと、誰かの切羽詰まった声が聞こえた。ぎょっとして耳を澄ませた斗和は、次の瞬間、何かに急かされるように、教室を飛び出していく。


    　廊下の先、階段の前に数人の女子生徒がいた。倒れているのが三人、そんな彼女たちに必死に呼びかけているのが二人。


    「ちょっと、ねえ。大丈夫？　さやか、めぐみ、あゆぅ？」


    「いや……、何これ？　今、やばい倒れ方したよ」


    　不安で泣きそうな顔をしている二人の女子生徒は、斗和の姿に気付くと、縋すがるように状況を説明してきた。


    「この子たちが急に倒れちゃったんです。これって貧血ですか？　貧血ですかっ？」


    「他にもたくさん人が倒れているのッ！」


    　斗と和わは思わず口元を押えていた。喉の奥が渇いて、ひりつく痛みを与えてくる。


    「救急車を……」


    　そう呟くのが、やっとだった。


    　女子生徒たちは初めてそれに気付いたような顔になり、片方が慌てて電話をかけはじめる。


    　だが斗和には、そんな彼女たちの動きが目に入ってこなかった。


    　斗和の意識は、別のモノに向けられていた。


    　女子生徒が「さやか」と呼んでいる人物、それは図書館でぬしゃぼっちに殺されたはずの青髪ショートだった。彼女の体には傷一つ見当たらないが、固く閉じられた目ま蓋ぶたは、大切な何かが抜け落ちているように思われる。


    　玄関にも数人の生徒が倒れていた。その中にも、斗和は見知った顔を見つける。新体育館で猫ねこ蜘ぐ蛛もに喰われたはずの永なが田ただ。


    　ふと、斗和はその科白を思い出す。初めて猫蜘蛛と遭そう遇ぐうしたとき、集まってきた生徒たちが口にした情報。


    　──急に姿が消えた友人もいるんです。


    　今まで気にも留めなかった。けれどもここにきて、カチリとパズルのピースがはまったみたいに、状況を理解する。


    　おそらく、消えたのは自分たちの方だ。如何なる理由、如何なる選別かはわからないが、校舎に残っていた生徒のうち、一部の生徒だけが、あの悪夢のような世界に連れて行かれてしまったのだ。


    　自分や操のように無事に生還できた者は、記憶を保ったままで元の状態に戻ることができるのだろう。だが、あの世界で殺されてしまった者たちは──。


    　膝が崩れ落ちてしまうような絶望を覚えた。ショックが頭の中で渦巻き、鼻孔に焼けるような熱を与えてくる。


    　萌も由ゆ里りはどうなっているのだろうか？


    　寧ね々ね音ねはどうなっているのだろうか？


    　一刻も早く、それを確かめたかった。


    　けれども、同時に行くことはできない。萌由里のいるセミナーハウスと寧々音のいる図書館は、ここからちょうど真逆の位置。どちらか一方を優先しなくてはならないのだ。


    （どっちだ？　俺は、どっちを選べばいい？）


    　斗和は激しく脈打つ鼓動以外が消えた孤独な世界で、答えのない決断を前に、凍えるようにして、ただただ立ち尽くしていた。

  



  
    　　　エピローグ


    



    　学校からの帰り道。立ち話をする主婦たちの一番の話題は、やはりあのことだ。


    「……さんとこの息子さんも、被害に遭あわれたそうよ」


    「まあ、かわいそうに。それにしても、本当怖いわよねぇ」


    　そこかしこで似たような会話が聞こえてくる。本当に内容が似通っていたので、まるで既視感デジヤブのように、帝みかどかりもは感じてしまった。


    　櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの屋敷までの帰り道を、かりもは風景を楽しみながら、ゆっくりと歩く。


    　急ぐ必要はない。


    　しっかりと舗ほ装そうされた道も、目を楽しませる個性的な建物の数々も、遠くに見える山の稜りよう線せんも、すべてが誇らしく、愛いとおしいものに思える。ずっとずっと眺めていたかった。


    　人が創りし世界。


    　二千年前、かりもたちが必死に護まもった人間の営いとなみだった。


    　商店街を進み、閑かん静せいな住宅街を抜けると、高台の上に櫛灘財閥の屋敷はそびえ立っていた。正門のセキュリティーを通り、メイド用の談話室へと移動する。自室に戻るには、必ず談話室を通る造りになっている。


    「なんかニュースって、こればっかだね」


    「そりゃ、あれだけたくさんの人が被害に遭えばね。っていうか、めっちゃ地元だし」


    「この人たちって、[image: ][image: ]財閥うちの病院で面倒みてるらしいよ。ベッドの数が足りないとかで」


    　談話室のドアを開けると、中からそんなメイドたちの声が聞こえてきた。


    　テレビを前にして、数名のメイドたちが寛くつろいでいる。時間的に考えると、掃除を終えた班だろう。次の雑用に取りかかるまでの間、十五分ほどの休憩時間が与えられる。


    「結局この人たちって、どんな症状なの？　昏睡状態だっけ？」


    「確かそう。脳も心臓も動いてるんだけど、意識だけが戻らないんだって。なんか、魂だけ抜きとられてるぅ、みたいな」


    「友達に聞いたんだけどさ。現場を目撃した人の中に、変なこと言ってる人がいるらしいよ。なんでも『猫の化け物に襲おそわれたんだ』とか騒いでるって」


    「なんで、猫なのよｗ」


    　何がおかしいのか、話を聞いたメイドたちが爆笑しはじめた。


    「あら、かりも。早かったのね」


    　メイドの一人がかりもの姿に気づき、近づいてきた。そして耳元で囁ささやくように言う。


    「担任の話はなんだったの？　人を殺すのはどんな気持ち、とか？」


    　その科白せりふのどこがおもしろいのか、彼女はくっくと押し殺した声で笑った。


    「いえ、違います。私の体調がここしばらくすぐれなかったので、心配をかけてしまったみたいなのです」


    　かりもは正直に答えた。


    　けれどもメイドは、かりもの反応が気に食わなかったみたいで、露骨に不機嫌そうな視線を投げつけてくる。彼女の不興を買った理由が、正直わからない。


    「あんた、最近さ。私らのこと、舐なめてない？」


    「いえ、そんなことはまったくないです」


    　まったく舐めているつもりはないので、かりもはきっぱりと否定した。


    「ふざけてんじゃねえよ、この人殺しがっ！　あんた赤ちゃんを殺したんだよ。犯罪者なんだよ、わかってんのか？　もう、まともな人生送れねえんだよ」


    　これまた、相手の機嫌を損ねてしまったらしい。どうも対応の仕方に困ってしまう。


    「あなたたち、そろそろ休憩時間は終わりよ。あら、帝みかどさん。あなたどうして制服のままなの？」


    　ドアを開けてやってきた年配のメイドが、かりもに訝いぶかしげな視線を向ける。


    「すみません。今帰ってきたばかりですので」


    「ああ。そういえば、学校で用事ができたから遅れて帰ると言ってたわよね。ごめんなさい。でも、すぐに仕事に取りかかってもらうわ。早く着替えてきなさい」


    　かりもは頷うなずいて、談話室を後にした。後ろから、こそこそと小声で話すメイドたちの声が聞こえてくる。


    「なんか、かりもの奴やつ、性格変わったよね？」


    「赤ちゃんを殺してからじゃない？　なんか悟りを開いたぁ、みたいな」


    「ちょっ、マジ受けるｗ」


    



    　自室のドアノブに手をかけようとしたかりもは、その気配を敏感に感じとったが、躊躇ためらうことなく、ドアを押し開く。


    「来ていらしてたんですね？」


    　かりもは自分の机の上で丸くなっている、その存在に話しかける。


    　一匹の猫だ。


    　そいつは大きく欠伸あくびをすると、背伸びをしてから、かりもを見やった。


    「ご苦労だったな。とても二千年のブランクがあるとは思えねえ、完かん璧ぺきなお手並みだったぜ」


    　猫がにやりと表情を歪ゆがめて言った。


    　正面から見ると猫は、左右が別々の違う毛色であることに気づく。向かって右側はホワイトで、生気に満ちあふれているが如ごとく、毛並みも艶つややかだった。だが向かって左側はブラックで、大変汚きたならしく、ところどころ毛が抜け落ちており、死し臭しゆうすら漂ただよってきそうな感じだ。


    「もったいないお言葉です、シュレディンガー様。それと申し訳ありません。すべてを回収するつもりで臨のぞんだのですが、二人ほど逃のがしてしまったようです」


    「いや、あれでいい。彼女はとても満足していた。俺おれたちの最終目的は同じだが、ただ単に『欠片パーシユ』を回収すればいいってわけじゃない。彼女の協力が必要不可欠なんだ。そうだろ？」


    「……はい」かりもは静かに目を閉じた。「正直、複雑な気分です。彼らが抗あらがえば抗うほど、私たちの目的は遠ざかってしまいます。けれども彼らが、お父様の力を使って困難を乗り切るのであれば、それはそれでうれしく思うのです」


    「ああ、それがな。どうも、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを殺やったのは、異能力者じゃなく、ただの人間らしい。いや、一匹は異能力者が倒したんだっけな？　だが、残りの三匹は全部同じ人間が、異能力なしで倒したんだとさ」


    「……それは、驚きです」


    　かりもは思わず目を見開いた。脆ぜい弱じやくな人の身だけで、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを撃退するなど、ありえないことだ。


    「お前さんは、能力を発動している間、中の様子を知ることはできないんだったな？　だが事実だ。異能力の発動は観測できなかったそうだ。だがまあ、彼女に言わせれば、ありゃ、単に運がよかっただけらしいぜ。死にそうになったことが何度もあったそうだ。次に招集されるようなことがあれば、呆あつ気けなく死ぬだろうよ」


    「本当に、お父様の力は発動しなかったのですか？」


    「ああ。覚かく醒せい者しやは二人だけだったそうだし、やはりというか、どちらも雌めすのほうだ」


    　その科白せりふに、かりもは再び複雑な気持ちになる。


    　命の危機に瀕ひんしながらも、覚醒者はわずか二人。明らかに予想よりも少ない数だ。人間たちが自みずからの生きる理由を見失い、お父様の存在を忘れ去っている証しよう拠こ──。


    　焦じれたような感情が、じりじりと湧わき上がってくる。


    　だが、それよりも許せないのは、異能力を使わずに魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを倒した人間の存在。もしそれが事実ならば、人は異能力なしでも困難を克服できることになってしまう。お父様の存在を、完全に否定する行為だ。


    「まあ、そんなことはどうでもいい」


    　シュレディンガーは肩を竦すくめると、机から飛び降りてドアのほうへと移動をはじめた。


    「何はともあれ、その人間のおかげで彼女は終始ご機嫌だったさ。次からも、この調子で頼むぜ」


    「──はい」


    　そのときだ。


    「あれー？　かりも何してんの？」ドアから一人のメイドが顔を覗のぞかせてきた。「なんか話し声聞こえたみたいだけど……」


    　そのメイドの頭の上に、シュレディンガーが飛び乗る。けれどもメイドは、頭上の猫の存在に気づかない。当然だ。彼女には見えていないのだから──。


    「ただの独り言です」


    「うっへー、そういう暗いこと言う。まあ、いいや。どうでもいいけど、ご奉ほう仕しの時間じゃない？　こんなところで油売ってていいの？」


    「すぐに行きます」


    　かりもの答えを聞いて、メイドはあっさりと立ち去った。頭の上にシュレディンガーを乗せたままで。


    　かりもは彼女の姿を見送ってから、一人になった室内で、静かに自分の腹に両手を押し当てる。まるで、妊にん婦ぷが胎たい動どうを感じるかのように──。


    　いや、それは比ひ喩ゆではなかったのかもしれない。


    　かりもの腹が、淡い光に包まれる。脈打つ温かい鼓こ動どうが、そこにはあった。


    「あなたたちは、とても幸福な存在です。いまだに無意味な死があふれるこの世界で、お父様と一つになる権利を得たのです。捕食され、殺されるという凄せい惨さんな体験も、お父様と一つになるための試練だと知ったら、きっと私に感謝するはずです。私は、あなたたちを愛しています。二千年前からずっと変わることなく。私の愛する子らよ。何も悲しむ必要はないのです。人は常に、笑え顔がおを得るために抗あらがうのです。あらゆる想おもいもあらゆる物語も、すべては幸福なる結末ハツピーエンドへたどり着くためにあるのですから──」

  


  [image: ]



  
    あとがき


    



    　一巻のあとがきで、この作品は十五年前に思いついたと書いたところ、一部の読者にどうやら誤解を与えてしまったようだ。書き方が悪くて申し訳ない。そこまでして弁明するような内容でもないかと思ったが、十五年といえば、最近ようやく歩きはじめたばかりの僕の娘が、法律上結婚できる年齢だ。なんかこう、見過ごすわけにはいかなかった。


    　作品を思いつくという行為は、たとえるなら映画を見る行為に等しい。普通の人が映画館で映画を見るのに対し、僕は自分の頭の中で誰も見たことのないそれを見る。見終わったら、しばらくはその作品のことを考えたりするかもしれないが、すぐにそれをやらなくなる。この点は、実際に映画館で映画を見た人の反応となんら変わらないだろう。


    　本作の構想時間は、約二ヶ月程度。デビューした後に、ゼロから構成を練り直しているので、実質過去の分は加算できない。それくらい別物。そんなに短くて大丈夫なの？　と思われるかもしれないが、時間をかけた作品よりも、どんどん構想が沸き上がってくる作品のほうが、結果的におもしろくなると僕は感じている。


    



    　閑話休題。ちょっとネタバレに入る。読みたくない人は注意してほしい。


    



    　二巻をもって、高校を舞台とした「放課後」編を終了する。次は巨大水族館を舞台として、水中戦あり、ぽろりあり（もちろん首のほうね）のパニックバトルを展開する、……予定である。そして、三巻からようやく本作のメインキャラたちが登場しはじめる、……感じである。残った謎や伏線にも明確な回答を用意している。物語の進行に合わせて、開示していく……ことができたらいいな。


    　微妙に奥歯に物が詰まった感じになっているのは、「う」ではじまり、「りあげ」で終わる大人の事情が関係しているからだ。この巨大なシステムの前には、僕の意志など微塵も考慮されない。


    



    　次に謝辞を。担当、江橋様。理屈っぽい僕は、相手にするだけでとても疲れることかと存じますが、いつも丁寧に対応して頂きありがとうございます。はやく結果をもって御恩に報いたいと思います。編集長およびガガガ文庫様、本作のような作品を世に出して頂き、改めてお礼申し上げます。イラストを担当して頂いた、しらび様。二か月刊行という過酷なスケジュールの中で、このようにかわいらしく迫力あるイラストを描いて頂き誠にありがとうございます。最後に、本作を書くのに協力、支援頂いた、家族、友人、知人に心より感謝いたします。


    



    
      二〇一三　春　赤月カケヤ

    

  



  
    赤月カケヤ


    Kakeya Akatsuki


    



    熊本県出身、福岡市在住の双子座Ｂ型。兼業作家で一児の父。今回、初の連続刊行を経験して、兼業作家の身分でやることではないな、と実感。同時刊行とか、耳にしただけで吐血するレベル。最近娘がよく噛みついてくるのだが、本作とはおそらく無関係。
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